


- 静か~に、すばやく施工. ノ締付作業に習熟の必要がありません。

建 築 物 が 大 型 化 の 傾 向 に あ る 反 面 、 人 件 費 の 高 騰 、 熟 練 工 の 不

足 が 深 刻 です 。 こう した 状 況 に 対 し 、 住 友 てi は 強 i似て経 済 的な

「住友 ハイ テ ンシ ョン ボルト 」を 販 売 し て お リ ま す が 、 更 に こ の

走 ぴ 住 友 独 自 に 特 殊 型 高 カ ボルト r S  p ポノレ卜 」を 開 発。 同 系 統

の rs S ボ ル ト 」 と も ど も 併 せ て 発 売 し て お リ ま す 。rs p ボ j レ卜 」

rs  S'ホ“ ル卜 」はナ ッ ト の 締 付 け ト ルク の 反 力 を ボ ル ト の ピ ンテ

ー ル で 受 け 、 静的 に 締 付 け る も の で、 ボ ル 卜 と ピ ンテ ー ノレは所

定 の ト ル ク で 破 断。 ボ ル ト に 所定 の jM] 力 が導 入 さ れ る 機 構 に な

って い ま す 。 従来 、 締 付 け トルク を コ ン トロ ー ルす る 機 能 は 締

付 器具 に も た せ て い ま した が 、 s p ボ ル 卜 及 び s s ボ ル ト は ボ

ル ト セ ッ 卜 自 体 に ト ル ク コ ン トロー ノレ機能をもた せ て あ る わけ

で す 。 画 期 的 な システ ム の s p ボ ル 卜 及 び s s ボ ル トを 、 ぜ ひ

ご 指 定 の 上 ご 採 用 く だ さ い 。

ss ボ ル ト の 特長

I  . 施 工 管 理 が 容 易 で あ る 。

・ボ ル 卜 の 締付 け 完 了 は 、 ピ ン テ ー ル の 破 断 に よ り 目 視 確認 で

きるので、締め忘れが防止 できる 。

・ ピンテ ー ル の 破 断 強 度 が一 定 で ボ ル 卜 軸 力 が 安 定 し て い る の

で、 ト ル ク レ ン チ に よ る チ ャ ッ クが省略できる 。

- 締 付 け ト ル ク の 制 御 は ボ ル ト セ ッ ト

自 体 で 行 わ れ る の で 、 締 付 器 具 の 調

整 、 検 定 は一切不 要 で あ る 。

2 . 工期の短縮・施工 費の低減ができる

・締 付 器 具 の 調 整 、 締付 け 後 の ト ル ク

チ ェ ッ ク が 不 要 の た め 工 期 の 短 縮 が

図れる 。

・締 付 器 具 の 取 扱 い な ど 締 付 作 業 に 習

熟を要せず、 工 期 の 短 縮 に よ る 施工

費 の 節 減 も 可 能 で あ る 。

3 . 騒 音 が 出な い

・静 的 な 力 で 締 付 け る の で 、 イ ン パ ク

卜レンチに比べ 騒 音 が 少 な い 。

。 住 友 金 居

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

大 阪= 大 阪 市 東 区 北 浜 5 - 15 ( 紙住友ピル ) 電 (220) 5  1  1  1  

東 京= 東京都千代田区丸町内 1 - 3  - 2  (紙住友ピル } 電 {お2) 6  1  1  1  

宮軍所 = 脈問 岨 岡 広島 岡山 高 松 名 古 直 富 山 俗 間 断 渇 宇 都 宮 仙 台 札 県



日本建築 協 会 会 告

会員各位へお詫びとお願い

・昨年来より会誌の発行が遅延続きでご迷惑をおかけし、恐縮に存じております 。

この号も大へん遅れましたが、催しなどについては下配申込方法により至急にお

申込下さるようお願い申しあげますとともに深くお院びいたします。

外壁保存の現場を見る

ｾＮＮ京都・中京郵便局と同志社大学

ハリス理科学館の見学… 一

4通常総会結果報告

昭和52年 2 月25日開催の通常ー総会におきまして監事 l 名、並びに

本宮11所属評議員24名の選挙を行いました結果、下記の方々が当選せ

られましたのでご報告申しｾＮＮげます 。

rle 京都には神社仰閣をはじめとして限りなく多数の古建築が現存し

ているが、赤い煉瓦造りの明治開化期の建物も平安博物館 ( 1日日本

銀行京都支庖) をはじめかなり残っております。

その明治の建築様式の美観をそのまま保存し、内音I1 を守庁して優

れた機能をもっ近代的な建物として使用する特殊な工法で建築中の

中京郵便局と同志社大学ハリス理科学館を見学することにいたしま

した。

これは、すでで、に H昨7午主年の「挫築と社会」誌 l日l 月号のニユ一ス欄てで、も、

ご

の計E宵飼H罰j を一 { 体卒化した i画函期的な工t沙法全去;でで、主敢t近 J注主目されております。

古 都 ・京の街の文化財的建造物の新しい保存方法として話題の外

壁保存の現場を見学ーできるよい機会だと思います 。 多数ご参加下さ

しミ 。

今回は、郵政省ならびに同志社大学殿の待別のご配慮をいただき、

大林組殿のご協 力により見学いたします。

日 時 4 月 9 11 ( 土) 集合 13 : 30→ 解 散17 :  00 (現地)

集合場所 京 都 ・烏 丸 通

「烏丸 ＭＺ｟Ｈｉｾ のバス停前Ｈ北方面行、住友銀行京都支胞

の前) . IH祭会旗

〔参考) 1品合J詰所までの交通貨は各向負m

大阪か らは →阪急・官 'Ii が便利です ( ，;tMS行特急にて rl:. ) LJ でドー1' . 、地 1:

を北に ｉｾｊ って Ｑ "/ rI の左側の停留j苛てもす。徒歩 8 分- 10分位)

開 君 (_: tt- ill ｾ貴Ｉ

消 君 ( 安藤主l! ，没

健治君 1大 I1 本 」 本 )

利 隆 君 ( 金 剛 制 [ )

義雄君( 水 IIIJ 中Jl)

(電気部門 )

岡本 繁 一 君( 近畿電気工 '11)

杉 村 正 : 郎 君 ( 阪急電気工事 }

l鳴尾 源 蔵 君 ( 大阪屯気峨房)

(管工部門 )

久 範 君 (斉 久 工 業)

四 郎 君 ( カ ン ダ ノ )

光次君 ( 111 1土l 工 業)

(建材部門 )

忠 雄 君 ( 事ラスチ JJ)

重信君( 空メ ント 化11)

口

円

津

剛

問

滝

肝

野

金

水

藤

田

回

斉

仙

山

中尾

原田

監事

宮武伊三郎君( 大阪臨時協会)

本部所属評議 員

(技術部門 )

奥山消治郎君 ( 仰向 E業尚校)

斎藤 誠 君 ( 銭尚*ll 姥 築 制

勢 川 手n則君( 幻械器)

野村裕二君( 的却す需)

村井 三郎 君 ( 錦 織3)

八木 常美君( 盗事官すま)

(総合部門 )

司 郎 君 ( 怯 村 組)

淳 夫 君 ( 凶 総 姥 ，ll! )

章雄君 Ｈｩｾ ｾ池制｛Ｉ

博 輔 君 ( 鉄生l ! 建設)

修一君 ( 7 ジ タ 工 業 )

上

志

原

月

賀

井

崎

樫

金

志

4創立60周年記念の会開催

定 員 30 名

会 費 300 円

見学建物及行程

(1) 13 :  40→ 15 :  00 

中京郵便局

{ 京郎市中，;rt ( _: 陳述点洞院点入ル菱屋倒 [ 30)

④ 設 計 ・監 理 郵政大臣官房建築部

施 工 株 式 会 社 大 林 組

概 要 R C 造 ( 1 音II S R  C 造) B  1→ 3 F  

外壁レンガタイル貼 ・ー部旧レンガ壁保存

延床面秘8，900m'

15:  30→ 17  :  00 

同志社大学ハリス理科学館

(f，t Ill S !-.J江18:今出川通ね九*人玄武闘f )

⑤ 設 計 ・施 工 株 式 会 社 大 林 組

概 要 外 壁 全 面 保 存 、 内 部 R C造に改造

2 F ・延 床 面 積 1，105 m' 

上記見学場所の移動は京都市バスを利用いたします。 ( パ

ス代90円は各自負担) なお、時間があれば大学内のクラー

ク神学館、礼拝ー堂などー連の明治建築も見学いたします。

申込みについてお願いとお符ぴ

・上記 見 学 会 の 申 込 〆 畑 町 具 間 以 ま で と し 、 慰 霊 怠 を い た しますので

至急にお申込み願います。

・定員超過のときは袖せんで決定し、ハガキにて 4 月 9 日(土) 午前中までにお知

らせいたします 。

・申込み先→建築協会事業課 (T E L 06- 23ト9640、5936) へ氏名・動務先名 ・連

絡電話番号、返信用宛名・郵便番号を明確に電話でお申出下さい。

・なお、地峻によっては 〆切後に会総到着となり、ご参加願えない場合もありま

すことを深くお綻び申しあげます。

11 ;;1主主l ! 築協会では去る 3 }  130 11 をも って ti iJ:{L60周年( 大正 6 年創

立) の記念 11 を迎えましたが、 Hキ節柄、 ' 述の記念行事 は行わず、

ささやかな 祝賀 会のみを ド記のとおり開催しました。

記

昭和52年 3 rl  30 IJ ( ぷ) 午後 6 時 - 7 時

太 閤 園 ( 都 島 区 網 島IlI f 9 ・351- 8201)

時

所

日

場

-
l

i

-

-

(2 )  

4 第 7 回新建築講演会のお知らせ

日 時 昭和52年 4 月2011 ( 木) 5時30分( 開演)

場 所 朝日生命ホール

入 場 無料( 定員430名)

テーマと講師

「建築ともの」 村 総貞次郎( 点京大学教授)

「建築と人間との関係」芦原 義信 ( 料( 大学教段)

( 掬新建築社ほか

相 H 本建築協会ほか

このたび名誉正会 ｌｾ 白 石登Ｃ児氏より、 引業資 金の 告sとして金壱封

のご干: f Ht を頂戴いたしました 。 ニこに誌して 1' 1- く御礼 申 し 1-. げます。

催

援

寄附金の受領

主

後

社団法人 [1 本建築協会

1  建築と社会/ 1977年 3 同号



日本建築協会会告

A S T M研修会

4芦屋浜シーサイドタウンの建設現場

をたずねて

静かなる芦屋川が大阪湾に注ぐ芦屋の浜に、建設省、兵庫県、芦

屋市、円 本住宅公団、兵庫県住宅供給公社、n本建築センターの主

催で「工業化工法による芦屋浜高層住宅プロジ ェク卜従案競技」 が

実胞され、皆機ご承知lの通り A S T M案が 1位に人選いたしました 。

この競技設計は「良質で適正価格の高層住宅の 開発」と「高層住

宅団地 における良好なる住環境の整備」がメーンテーマとして行わ

れ、住宅の生活関連諸施 設の企画から設計、生産、販売、維持、管

理運営に至るまでの非常に広範囲なものであり、現在すでに国際文

化住宅郎市 「芦屋市」に ふ さわしい新しい街「芦屋浜シーサイドタ

ウ ン」の ｉ ｾ 1央部20hal こ3，400戸の高層住宅を建設ι11
であります。

そこで本会では 、A S T M共同企業体の特別のご酉er&とこ協力を

いただき 、豊富な経験をお持ちの各メンバーによる新しい芦屋浜シ

ーサイドタウンについての各分野における説明と現地の見学につい

て、スライドをまじえながらの研修会を企画いたしました。

会員清氏の日頃の業務の - 9)) になれば幸いと考えます。多数ご参

加下さい。

なお今後 A S T M企業体についての兄学はシリーズ的に企画する

予定にいたしております。

日 時 !昭和52年 4 月 14 n  ( 木) 集合 13 : 30→解散 17 : 00 

集合場所 阪神電車 神戸線「芦屋」駅南側改札H' ，n付近 - 目標会旗

〔参考〕大阪 より 。 ぃ阪神1官 * 神戸n 面行 特定t来 '11 ( 0 時 - 12分IfJ J隔づf

'11.) → 「戸 l白 駅 下 市 ( 所要約20分) ※ 集合場所までの交通貨は各自負担1

( 大阪より 150 PJ ) 主お、fヘlぜか ら現 地までは 、 A S T M共同企業体ご提

供の7 イクロパスで まいり ます。

{
疋

A
一
品

員 50 名

費 500 円

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1名に l 枚限りとし 、

氏名 ・勤務先名及役職 ・所在地 ・連絡電話番号 ・返信用

宛名 ・郵便番号を記入し、 r A  S  T M研修会」と 明記の上

4  }  1  8  I1 ( 金) までに建築協会事業課へ。ただし定員を

超過 した場合は柑lせんにて決定し、ご通知 いたします 0

・スケジュ ール

(1)  スライド上映 (14 :  00→14 :  20)  

(2) 研 修 会 (14 :  20→ 15 :  50)  

"昨師 A  S  ｔ ｾ ｉ 共同企業体 総合工 ・ Ｑ ＢＱ 々 務所 長 山里子 治氏 外 ご ｪｾＭ 毛 ｉｪｾ数 名

説 明 内容

① 工業 化 工 法 に よ る芦屋 浜 高 層 住 宅 プ ロ ジェク ト提案競技の 経 過 と そ の

後 ( A S T M着 工 時 の 持 徴 と背 景 )

② 配置計画

イ ー 社 会 的 環 境 ( 社 会 階 廓 の 混 合 et c )

ロ 物 理 的 環 境 ( 寸ープン スペ ース et c)

③ー( 1 ) 建築計画

イ セミパプ' ) 'J クス ペ ー ス の 説 明 と 問題 点

ロ . 防 災 及 び 避 難 計 画

ハ . 良 好 な 居 住 性 の 追 求

ニ 各 穆 実 験 調 笠 ( 風j間夫・験 et c ) 一発 表 可 能 な も の

(2)  構造計画

イ 竹 組 形 式 ロ {主戸 ユ ニソ ト ハ I也終改良と大口径錦管杭

(3) 生 産 システム

イ 組 織 と 管 理

(4)  設 備 計 画

イ 設 備 ユ ニ ァ トと沼 気 、 給 排 水 システム

ロ 真 空 ゴ ミ 収 支ーシステム

ハ 地 域 暖 房 総 湯 シ ステム

ニ 地 区 防 火 敗 視 シ ス テ ム

④ 品 質 管 理 体 制

イ 位置づけと分掌:

⑤ 質 疑

(3) 現 場 見 学 ( 15 : 50→ 16  :  50)  

(4) 解 散 阪神芦屋駅前 (17 :  00)  

2  

‘ 日本経済新聞社大阪本社新館

新築工事の見学会

大阪の新 しい都心 を目指す天満精 にあ って、建築地の北辺 に寝屋

川、交通i止の頻繁な 東野田、河明口線 を冠 し、 東部 には大阪城、西

市告11には各種企業法人 に擁 された立地条件の中で、新 しい 円経新聞

社ピルの工事が進められてお ります。

この建物は地中障害物、河川、爆発物、地下工法、交通hl とさま

ざまな難題がありましたが、「みんなで考え、みんなで決めて、みん

なで実行しよう」をモ ッ トーにして、種々の新しい工法を計画、実

施し、無災害のうちに完成に近づいております。

また 、印刷機械設備としましでは、 n 本で初めての平版直刷り

( D  1  P P S ) 専用機であり、各所に電子計算機による自動化 が採

用されており、完成すれば巻取紙の搬入に始ま って印刷、折fi :、運

搬 、相包、 トラックへの積み込みまでがすべて自 動化 された、 世界

でも故新の新聞社ビル となります。

今Inl は( 株) 日本経済新聞社殿のご厚意と、 ( 株) 竹中工務府殿

のご協力により 見学会を 11削往 いたします。多数のご参加 をお待ちい

たします。

日 時 4 月 19 日 ( 火) 集合 14 ・00→解散 16 : 30  

集合場所 日本経済新聞社大阪本社新館 1  F ・西側11入口前付近

?  

、

( トラックヤード) ・目標会旗

ただし、大阪 ・地下鉄、 谷町線「天満柿J 駅または点阪電，紅「天泌総」駅

F 晶 『

疋

より地上に出て束 へ 100mf.立の布(f!i J。

員 40 名

A .  

. ".  費 300 円

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 名に l 枚限りとし、

氏名 ・勤務先名 ・役職 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵

便番号を記入し、「 日経新聞社の見学」と明記の上 4 月11

日 ( 月) までに建築協会事業課へ。定員を超過した場合

は拍せんで決定の上お知らせいたします。

建築概要

所 在 地 大阪市東区京総! 日l之開T

Z宣言十・施工 株 式 会 社 竹中工務的

構 造 規 模 鉄骨鉄筋コンクリ ー ト& 鉄 fl造 地 下 2 F - 地上 8 F  見書展 2 F  

敷 地 面 積 4.456. 99  m' 

建 築 面 積 3. 717.  13  m'  

延 面 積 28. 282.  59 m'  

軒 高 31. 0 m 

J 1 l 高高さ 39. 5 m 

外 装 焼過レ ンガ調打込 タイル

工 期 昭初50年 6 月15日一昭和52年 4 月30日

建設中の A S T M高層住宅
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日本建築協会 I

OOJ 周年 I  

建築と社会 I  

660号発行記念 I

お祝いのことば

社 団 法 人 日本建 築 協 会

会 長 塚 本 猛 次

わが日本建築協会は、本年 3 月をもって創立60周年を迎えることになりました 。 ご同

慶のいたりであります。

かえりみますと、大正 6 年、初代会長' 片岡安先生のご指導のもとに、本会が大阪にお

いて産声をあげてより、満60年の歳月をへました 。 その問、第一次世界大戦、昭和初

期の不況期、日中戦争、第二次大戦、戦災、戦後の復興期、高度経済成長期など、か

ずかずの世相をのりこえて、こんにちを迎えたわけでありますが、これひとえに、片

岡先生、竹腰健造先生、尾崎久助先生、東畑謙三先生の歴代会長のご指導をはじめ、

先輩たち、会員諸子のご努力とご協力によるものであり、あらためて感謝の意を表す

る次第であります。

この60年の歴史は、また、日本の近代建築の歩みを示すものでもあります。 とくに、

関西の建築界の歴史を語るとき、日本建築協会の名を逸するわけにはいかないと存じ

ます。本会は、 15周年 (昭 7 )、 25周年 (昭17) 、35周年( 昭27) 、45周年( 昭37) 、50周 年

(昭42) とかずかずの大きな記念事業を開催し、斯界のため尽してきたわけであります

が、これらの行事の内容は、近代建築発展の歩みの様相をあらわしています。

とくに、昭和42年に、 50周年を迎えました折は、日本全体が高度経済成長期の絶頂期

でもあり、建築界の未曽有の発展期のなかで、盛大に記念事業が挙行されましたこと

は、記憶に新しいところであります。

その後、昭和48年頃よりオイルショックに見舞われ、地球的規模においても資源の有

限時代を迎え、世界的にも不況の色を濃くし、減速経済とか低成長時代とかいわれる

時期にはいりました。国土、都市問題、住宅問題においてももちろん、建築のすべて

の部門においても、従前のような開発すべてが進歩であったという状況から、環境を

どう保全し、どうよくしていくかという環境アセスメン卜をともなった建設へと転換

をはからね lまならぬH寺代となりました 6

この点が、50周年の時代と根本的にちがう 60周年を迎えた時代の特徴であります。 こ

のようなきびしい時節でもありますので、今回は、 50周年の折のような盛大な記念行

事は一切さけて足元をみつめ、最少限きりつめたものにしたいと存じます。

会員の皆様方におかれましでも、本会の特色でありますところの、各職種 ・職域の横

のつながりを更に緊密にして、建築界の正しい進路を誤りなくみつめ、斯界の発展に

尽していきたいものと希求いたします。

東畑前会長は、本誌50周年記念号( 昭和42年 3 月号) に、 「本日発会した位の新鮮味を

もたしたいものである 。 それには日々新たな建築界の進路を十分見極めて、それに対

応できる初心の発展をはかるべきである」とのべられていましたが、このことを 、 こ

んにちの新たなきびしい世相を迎えたときこそ忘れずにおE いに肝に銘じていきたい

と存じます。

なお、ひとことつけ加えておきたいことは、本会誌「建築と社会」も、この 3 月号を

もってちょうど660号を迎えたことであります 。昭和47年 2 月 lこ600号記念号をだしま

したので、それをみていただければ、本誌創刊当時の精神など収録されております。

「建築と社会」と誌名更改したとき 、「一層、社会的触接を期するの名実相充当せむこ

とを支うと共に、駿乎たる飛進的機運に先むぜんことを欲す」とありますが、この精

神も忘れずに新たな状況に応じて持続していきたいものであります。

以上、日本建築協会60周年および「建築と社会J 660号発行を記念して、お祝いのこ

とばといたします。

3  
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五 日 会

ゐ 青 木 建 設

⑥ 浅 沼 組

GQ新 ァ工 務 所

《 》 安 藤 建 設

@ 大 林 組

。 大 本 組

⑮ 奥 刺 組

鹿 島 建 設

々 参 神 崎 組

⑨ 熊 谷 組

eb 鴻 池 組

轡 佐 藤 工 業

⑮ 島 藤 君 紅 業

清 水 建 設

。 供 え 建 訟

。 銭 高 組

。 大 本 え ま え

db 大 成 建 設

⑧ 大 鍛 工 業

⑧ 大 日 本 土 木

も
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五 日 会

@ 竹 中 工 務 底

⑧ 鉄 建 建 設

⑮ 東 漆 興 業

蓬 彦 東 急 建 設

@ 戸 田 建 設

@ 飛 島 建 設

⑪ 中 野 錨

@ 西 松 建 設

@ 日 産 建 設

@ 同 組

④ 不 動 建 設

③ 藤 木 工 務 庖

争 フ ジ タ 工 業

⑧ 菊 田 建 設 工 業

。 真 柄 建 設

。 松 井 建 設

。 松 村 組

⑥ 三 井 建 設

。 森 組

⑩ 森 本 組
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会誌第 1輯第 1号 会誌第 2 輯第 1号 会u第 3 輯第 1 号

初代会長・片岡安

. 1917年 (大正 6 年) 3 月30目、日本建

築協会創立。事務所を片岡建築事務所

内におく 。 r関西建築協会雑誌」発事j 。

・大正 7 年、第 1 回大会通俗講演会を

大阪市中央公会堂で開催。

・大正 8 年、 「日本建築協会」 と改称。

会誌も 「日本建築協会雑誌」 と改題。

・大正 9 年、会誌を 「建築と社会」 と

改題。改良住宅設計展覧会開く 。

・大正 10: 年、建築材料規格統一宣伝講演会。

・大正 11年、桜ケ丘住宅改造博覧会。

・大正 12年、都市計画委員会を発足さ

せ帝都復興案を検討。

・大正 13年、春季大会通俗講演会 「臼

本における住宅の変遷とその将来 J (武

田五一)

・大正 14年、大阪記念博覧会。

・大正 15年、社団法人の認可がおりる。

‘  

嵐 建 築 協 会60年 大 正 … m

近代建築60年の

あゆみ

道頓堀一大正 7 年 12号ー 千日前一大正 7 年10号一

6  建築 と社会/ 1977年 3 月号



祝 ・日 本 建 築 協 会 6 0 周 年 ・「建築と社会 J 6  6  0 号発 行

設計事務所有志

V 建 築 事 務 所

株式会社

ア ー ル ・ ア イ ・ 工 ー

建築綜合研究所大阪支庖

時警告2 山 家 啓 助

大阪市北区木博9! ， Ｇ｛ＭｉｉｉｔＳＳ 大阪合同ピル電話 ＰＶＭＳ Ｑ Ｒ Ｍ Ｙ Ｑ ＵＴ＼＼ｾＩ

株 式 会 社 赤 崎 建 築 事 務 所

代 表 取 締 役 赤 ｾ ｉ 奇尚信

大 阪 市 岡 区 'I.?'':)}:il. 'ヒ)illり 1- 90 第 三 ｲＮｾ ［ 士ピ ｊ レ

'i lJ:.l i ; 06- 54 1ー 7625

株式会社赤松菅野建築設計事務所

代 表 取 締 役 赤 松 修

大阪市北区村正 ヶ校 PIT123 f:泌総ピ Jレ 電 話06- 364- 5651

株 式 会 社 浅 井 建 築 設 計 事 務 所

代 表 取 締 役 社 長 浅 7ドil到 一 代 表 取 締 役 所 長 j安 井 滋

大阪市南区安堂寸市町通3 T n  52 1ft !也 第二農 林 会 館 ピ Jレ5IPlr

電 話06- 245- 4651制

阻 株 式 会 社 旭 設 計 事 務 所

( ¥; : 点取締役 中 尾 義 昭

大 阪 市 西 区 靭 本町 l r n 9l ft15号 'dJ: ，1f; 06- 445- 2050( 代)

園 内 勺Its;i A  R  l 建 築 事 務 所

代 表 収 締 役所 長 亀 井 晃 治

大 阪 市 南 区 谷町 7 r  n 12の 1 電 話 06ー 7 6 8 - 1771((¥';) 

株 式 会 社 池 田 宮 彦 設 計 事 務 所

代 表 取 締 役 社 長 池 田 昭

大 阪 市 南 区 瓦 屋 JIIT三 得「六 八 電 話 06- 761- 0360( 代)

"1¥0 株 式 会 社 板 垣 建 築 事 務 所

代 表 取 締 役 中反 士 亘 n ! j ｩ 台 直ｾ

大阪市浪速区日本編筋4 T n 3の29許地 電話 06- 633ー 7535({¥';)

a  

。

@  

株 式 会 社 坂 倉 建

取締役大阪 Ｉ ｊ ｾ 務所長

大阪 ｲｬ ￯ｾｬｪ 区 ｊ［ｏｬｬｔ ｊｴＺＱＡ Ｑ r 日151ft 7号

築 研 究 所

大 阪事 務 所

山 西 喜 A l t

電 活06-- 443- 0021(代)

株式会社 I D E 建 築 事 務 所

代 表 取 締 役 朝 野 博 文

大 阪 rfi*区北久太郎同T5- 18 新中央ピ Jレ

電 話06- 252ー 7821- 3  

株 式 会 社 伊 東 建 築 設 計 事 務 所

代 表 取 締 役 竹 原 永 一 郎

大 ｉｾ ｊｩ ，Ii  i.良 i率 |託 、(， III f  j邑 2 r  n  6 需 地 r，'j 光 ピ ル

電 J l ; 06- 562- 4343( 代) ー 5

株 式 会 社 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

代 .}ft. 取 締 役 伊 J fi jJjq 

名古ＱｉＱ市中区錦Ｓｔ ｮ Ｓ Ｑｦ ｩ Ｖ 月 Ｈ ｛Ｑ本経済新聞ピル Ｉ 干 Ｔω 包括 ｾ Ｒ Ｍ ＥＱ Ｍ Ｑ ＱＱＰ

3駐車事務所 Jl Ui: t . I l 千代田区神間主土代町 7 (久保ピルj 干101 電話 03- 294- 6001

k刷 協 揃 Ir) j 1市山河J69 干659 ;U話 0797- 22- 21臼

株 式 会 社 井 上 建 築 設 計 事 務 所

代 表 取 締 役 井 上 昭 夫 取 締 役 森 章

大 阪 市 天 王 ，'i' 1><: 1-. 本 III f 5  r 日 I 待 8 け 佐 (1' 1ピ ル

電 話 06ー 762- 2280 ・2289

大阪市中央公会堂 / 辰野・ 問図に集まった群集 大正 7 年 14号一

株式会社 井上久雄建築設計事務所

代 表 取 締 役 井 上 久 雄

大阪ｲＡ ｩ ， ｉ Ａｩ Ｑ メ ｾｊ［ｦＧＢ ｦｊ ｊｾ｜Ｑ J 'I J4lft4 片( 千島ピル) fU話 06- 443ー 7386

株 式 会 社 上 田 建 築 事 務 所

代 表 取 締 役 上 田 良 治

'f i bi 川 市本IIIT17の18 電 話0720- 21- 2483 0320 

株 式 会 社 牛 場 建 築 設 計 事 務 所

代 表 取 締 役 牛 場 栄 一 郎

大阪市内成区天 F茶 J-rl 3 丁口 21lftl 3号 電話 06- 661- 3636 ({¥';)

株 式 会 社 浦 辺 建 築 事 務 所

代 表 取 締 役 浦 辺 鎮 太 郎

大阪市北区締囚 8 11'it也 新阪急ピ Jレ電話06- 341ー 1727・1680

7  



祝 ・ 日 本 建 築 協 会 6 0 周 年 ・「建築と社会 J 6  6  0 号 発行

設計事務所有志

株 式 会 社 浦 野 設 計 事 務 所

取 締 役 社 長 浦 野 三 男

名 古 屋 市 西 区 上小 田 弁2丁目 10番 地 包 括052- 502- 1991附

株 式 会 社 河 井 建 築 事 務 所

代表取締役 河 井 党 弘

奈良市登美ヶ丘 4 丁目 8 - 10  電 話 0742- 45- 4378

株式会社 遠藤剛生建築設計事務所

代 表 取 締 役 遠 藤 剛 生

大 阪市 東 区 伏 見町 2 丁目 22番 地 電 話 06- 203- 0888附

ｾ 株式会社環境開発研究所
取締役社長 小 川 正

大阪市東区北久太郎町4丁目 68帯地の3 ;'{l，1古06- 252- 2507

株 式 会 社 大 井 建 築 設 計 事 務 所

代表取 締 役 大 弁 弘 治 郎

大 阪 市 西 区 京IIJT堀 1 丁目 10番 8 号 電 話 06- 444- 4 5 21- 2  

株 式 会 社 関 西 建 築 事 務 所

代表取締役 小 中本

大阪市東区北浜 3 丁目 111l'i J也北浜永割l ピJレ

消

ni 話 06- 231ー 1025

⑤ 株 式 会 社 大 阪 雑 賀 建 築 事 務 所

代 表 取 締 役 雑 賀 幸 夫

大阪市天王寺区東平野町5丁目9番地吉感ピル '1IHIi 06- 772 - 4426 

株 式 会 社 企 画 設 計 社

代表取締役 進 藤 汎 海

大 阪 市 浪 速 区 日 本 橋 東 4 ー 16 電 話 0 6 - 643- 3631附

株 式 会 社 小 笠 原 浜 田 建 築 事 務 所

代 表取 締 役 浜 田 重 朗

大 阪 市 東 区 伏 見町 2 丁目 22番 地 電 話0 6 - 231- 7096 - 0749 

固 有 限 会 社 木 村 建 築 設 計 事 務 所

代表取締役 木 村 俊 維

広 島 市 宝 町 5 番 2 7 号 電 話 0822ー ( 43) 1  9  5  5  ((i:) 

間 違 建 築 設 計 事 務 所

所 長 問 、深
Z

男

大阪府茨木市大字清水 4 4 3 T註3i ; 0726- 43- 5230 

大阪事務所大阪市北区締ヶ 枝町146梅ヶ枝ピル2階 ￳ＧｕＺｾ［ｬｩ ＰＶＭＳＶＲＭＶＰＸｭ ｜ｪ＠

株 式 会 社 小 川 建 築 事 務 所

代表取締役 小 川 恵、 主主

大阪 市浪迷区幸町通 I ー 58( 幸ピ J レ) 旬 結06- 568- 6522(代)

株 式 会 社 城 戸 武 男 建 築 事 務 所

代 表 取 締 役 城 戸 武 男

名 古 屋 市 中 区 栄 1 - 2 2 - 2 7  電 話052- 231- 5 4 51刊

[1] 
株 式 会 社 共 同 建 築 事 務 所

代 表 取 締 役 佐 藤 善 弘

株 式 会 社 海 上 静 一 建 築 事 務 所

大阪市南区谷町7丁目 12番地新谷町第3ピル317- 1号 1lU古06ー 763- 3277

所 長 海 上 静

大阪市東区博労 ｾ ｉ ｔ 2  - 41 中 博 ピ ル 電 話0 6 - -261- 4 4 2 8 - 9  

株 式 会 社 近 畿 建 築 構 造 研 究 所

代表取締役 須 賀 好 富

大 阪 市 天 王 寺 区 ffE寺田T76 天 王 ピ ル 電 話 06ー 771- 3216 附

有 限 会 社 兼 高 設 計 事 務 所

代表取 締 役 兼 高 勇

土界市翁橋 1 了 4 番 5 号 電 話0722- 22ー 1 6 4 3  

8  

@  
株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所

取締役社長 永 井 賢 城

東京 都 港 区 西麻 布 1 丁 目13-l ffl l 号o' Lt 03- 403- 0251( 大代)
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設計事務所有志

クロアキ 1 級 建 築 士 事 務 所

所 長 );g 明 j笠 失

株 式 会 社 佐 藤 武 夫 設 計 事 務 所

代 表 取 締役社 長 佐 々 木 群

大 阪 rli J J&J . i . ! :区五日生 3 - 1 1 ー 11 ::11訴 06- 931- 2097 uUjf 郎港区新情4r 目6搭15号DKBl fi 惜ピル6陪 電話 03- 436- 3511 (代)

⑥ 
株 式 会 社 建 設 技 術 セ ン タ ー

取 締 役 社 長 福 永 燕

大阪市北 r><: ! et 井町2 r  1149需J 也古林ピル5附 'oIJ;，!，T;06- 353- 0651 

目
言務言 ジ、工ネラj レ・ドラフテインク、

代 表 取 締 役 神，' : 1: ¥ i季 倣 維

大 阪 市 点 区 liiii 後III f 1  - 2 2雌ヲドピ ル 電 話06- 202ー 0564

a臥

小 泉 劇 場 技 術 研 究 所

劇 均 コ ン サ l レ

四 郎

工 学 博 士

ｊＮｒ ｊ 言自 ｾ ｓ I止問谷区 |止[ 日谷 2 - 2 3 - 1 5  電 話 03- 429- 2882

回
株式 会 社 三 座 建 築 事 務 所

代 表 取 締 役 徳 永 恒 夫

大 阪 市 北 灰 中 之 島 4 - 3  3  i'u- a古 06- 4 4 3 - 0 0 51(内

有 限 会 社 小 島 勝 巳 建 築 事 務 所

取 締 役 社 長 小 島 1j 券 巴

四 方 設 計 工 務 株 式 会 社

一 級 建 築 士 事 務 所

k 阪事務所 k阪市東区南本町 4丁目41番地( イヨピル)

東京事務所 Ｊｾｴ 節千代凹区岩本町 Ｒ r日9番地(藤野ピル)

:昔話 06-252-8ω81

'

屯Jfi 03-861- 9日8

代 表 取 締 役 社 長 四 方 靖 郎

J;r lii S市 伏 見 区 深 草 関屋 敷町 32- 2 電 話0 7 5 - 641- 6091附

コ ー タ ケ 建 築 設 計 事 務 所 島 村 建 築 事 務 所

所 長 昂 武 主 計
所 長 島 村 佐 次 郎

大阪市西区江戸籾 3 -，日 6 /l'i 23η (末弘ピ Jレ) 電，1，1; 06- 448- 0178 吾!i>640 手11歌 山 市 4 11干了 4 m 訴0 7 3 4 - 2 2 - 3 3  3  8  

昭和初期
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温

5

派

7

を

京都市序舎 / . 武田五一昭和 2 年

代 表 取 締 役 小 中 本 得

τ 土=

，"-、

。株 式 会 社 清 水 和 禰 設 計 事 務 所

代 表 取 締 役 消 水 和 嬬

株 式 会 社 小 林 得 志 建 築 事 務 所

大 阪 市北 区 堂 島 北IIIT20J { 長田ピル :屯，j 1;06- 341- 5658 大 阪 市 北 区 万 才III T43( 浪 速 ピ ル) 電 話06- 312- 7278 

の 株 式 会 社 雑 賀 建 築 設 計 事 務 所 株式会社 日百 手口

:;.n. 

E又 言十

代 表 取 締 役 雑 貨 孝 夫
取 締 役 社 長 岡 本 行 善

大 阪 市 西区 西 長 府 北 通1 T 同8-1和也 電 話06- 532- 3421附

平日歌山市西汀 r 1  111=1也 'i U;i 舌073 4 - 31ー 137l ( 代 ) - 5  

坂 本 鹿 名 夫 建 築 研 究 所 株 式 会 社 新 建 技 術 研 究 所

取 締 役 社 長 坂 本 鹿 名 夫
代 表 取 締 役 小 泉 男.  

ＮＡｒ［ｩＢＨ自 ｾ ｓ 渋谷区 ｾｉＧ 南 Ｑ - 5 ー 7 m 話 03- 476- 2131附 大阪市北区伊勢町111在地の l コーポ伊勢町 包括 06- 312ー1776- 7  

株 式 会 社 佐 々 木 建 築 事 務 所

代 表 取 締 役 佐 々 木 新 一

大阪市，Iy区 京IIITぬ¥] - 3- 22 >UiJE. ピJレ 'i IJ: J ;r，' 06- 443- 0675 

株 式 会 社 双 建 設 計 事 務 所

代 表 取 締 役 常 石 1j 券 世

太阪市東淀川 l孟山口町314lff 地幹線車ピル801 号 o'I!J，¥i) 6- 321- 027割。

9  



日 本 建 築 協 会 6 0 周 年 ・「建 築 と 社 会 J 6  6  0 号 発 行
ネ兄 ・

設 計 事 務 所 有 志

ネ土
ム

宮式株計

吾1¥.

員又電東φ  計 事 務 所

吾1¥.

員又創 研株式会社

力[包

東京都千代田区内幸町2-1-4 日比谷' 1 > 口ピル内

石取 締 役 社 長
自IS次}I 頃里子中代 表 取 締 役

t宮崎 03- 506- 6∞o
電 話 06- 345- 130αω

大 阪 市 北 区 堂 島 上 2 丁目 39番 地

東 畑 建 築 事 務 所
株式会社思総合設備コンサルタント大阪事務所

i謙畑

*  

代 表 取 締 役
白日武本倉大 阪 事 務 所 長

大 阪 市東 区 伏見 町 5 丁 1=11  9  
， ｾ 目指 ＰＶＭ 5 3 2 - 1274- 6  

大 阪 市 西 区 西 本PIT 2 丁目 1 の30
，'I}:，1i;0 6 - 202- 0391  

東 洋 建 築 設 計 事 務 所

良 吉

大阪市南区上本町 Ｔ 丁目 Ｖ Ｑ Ｐ 帯地 ｉｉｂ 利 ピ川府市川 ＰＶ ー Ｈ ＷＶＸ Ｉ ｾＹｾｾ ｜ 直 Ｉ
、 '2020 ( uI )

田久

株式会社

代 表 取 締 役

双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所

竹 腰 健 造

代 表 取 締 役 福 田 朝 生

代 表 取 締 役 浅 井 貞 治

大阪市北区豊富 町 ＳＭＲｾ 附ピル

株式会社

屯 ，1;r; 06- 373- 2281  

計 事 務 所

吾1¥.

日又東 洋
株式会社計

=1¥.  

日又美創株式会社

園

隆

司i.1i i 075-221ー 7078内

Jfi  斉
雄英原tヰコ代 表 取 締 役

代 表 取 締 役

京市1m下点区四粂烏丸商人( 住友生命ピ J レ)

大 阪 市 北 区 末 広 町17. h l 手[ J 地所扇町ピル '1tD舌06- 312- 3587

栂 野 建 築 事 務 所
株式会社計

号1¥.

百又建大株式会社

春正盟子柿長社夫度橋
{

n

向
取 締 役 社 長

'o' rr ，V; 0734 - 2 2 - 2  8  2  6  

@  
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-嶋一
a

官
、

!- .1 会.. -

ょ こ島 町

5.? ? vi t a 

んιHGJ J J

@禍〈ニ
ト レ4 ・「ー‘

マt

和 歌 山 市 五 番 丁 4

b 室主・主

Cc lu相 bfll ，

同

州

国

ｮ ・ｾＮ i市川・1・T

州

電 話06- 44 1- 9 3 51  

μ円

大 阪 市 西 区 江 戸 楓 1 丁 目12待 8 号

5  

株 式 会 社 徳 永 ・ 田 村 建 築 事 務 所

徳 永 正 三 ・田 村 又 夫

8 541 大阪市点区惇労町 2- 41 (中博ピル) 電話 06- 262-2310 

⑤ 103 Jl( J;(MI 中央区日本儲兜町 2- 38(太洋ピル) 電話 03- 668- 305倒

田 賀 建 築 設 計 事 務 所
株式会社

勉ｴｾ＠

大 阪 市 西 区北 堀江 迎 4 丁目 33番 地

田取 締 役 社 長

包 括 06- 531ー 7193附

都 市 問 題 ・ 経 営 研 究 所

藤 田 邦 昭

⑤ 530 大阪 市北区木陣I ! て' fP' T98-5 阪 ."e_1 点 ピ Jレ'，11，1，f; 06- 312- 3918  

株式会社田 中 小 西 建 築 事 務 所
株式会社

(j) 

代 表 取 締 役
ｬｾ ｦｉｬ＠西取 締 役 社 長

o' lu，r; 06- 5 3 2 - 4051 ({¥:) 
大 阪 市 凶 区 阿 波 座 南 通 2 の60

内 藤 建 築 事 務 所

片 山 光 生
代 JA取締役社長内線資忠、

株式会社

代表取締役会長

@  
計

代 表 取 締 役 社 長 小 士 反 忠 } ] 券

名 古 13:1 市 中 区 栄 3 丁目 7 砕 1 ｾｽＨ伊勢 ｉｉｉｦ ピル Ｉ w460 

官官，] / ; 052- 261- 2  6  5  1  (1内

=1¥.  

員又J毎東
株式会社

句9

-;-tt ，1;ri075ー 781- 6  1  9  5  ｪＮ ｊｾ 自 ｡ ｮ ｬ￮ 左 ｊｲｴ 区田中大ｬＡｉｬ ｉ ｉｉ ｔｬ ＸＹ

内 藤 建 築 設 計 事 務 所
株式会社ビ ス 株 式 会 社東 西 建 築 サ ー

克正百i長内代 表 取 締 役 社 長
園

電 話 06- 202- 3626問

都主袋布取 締 役 社 長

'l ltJ 舌07946- 2 - 4 7 5 7(1的

10  

兵 庫 県 小 野 市 上 本 町240 - 4
.w541 大 阪 市 東区 備 堀 2 丁目 48番 地



祝 ・日本建築協 会 6 0 周 年 ・「建築と社会 J 6  6  0 号発 行

設計事務所有志

合 資 会 社 中 建 築 設 計 事 務 所

代 表 U L. . t 広 谷 嘉 秋

株 式 会 社 能 勢 建 築 構 造 研 究 所

代 J <取 締 役 能 勢 持 樹

il>550 J:. 阪di 州|メJ 判本町 1- 13- 38 ｬￆ 興，Ｇｾピ ｊ レ 沼お 06- 538- 0  3  7  8  ({口名古111 di '  1  I( >{凶 JU' f l 11作地の 1(広瀬ピル ) '，[l.!，' ; 052- 262- 44 1  1  ((¥j 

中 川 匠 建 築 設 計 事 務 所 消 株式会 社 林 設 計 事 務 所

F斤. b l : rl-'  J  11 
1克匠 代 表 取 締 役 林

大阪市北区 ｩｬｾＱￋｉ ｉｬ ｔＳＸ 新興ピル 千百，1，T; 06- 371 - 3 6 51  大|阪 市 大 法 l又 長 柄 '1' 3  rl l  1 詐 8 号 '，:[j;，:，f;06- 35] - 6831  

株式会 社 中 原 茂 建 築 事 務 所 ⑧ 阪 急 エ ン ジ ニ ア リ ン グ 株 式 会 社

代 点 取 締 役 中 原 茂 I収 締 役 社 長 七 '12 u'j  

大阪市内区靭本側f 2I i 19 Ifil lr} (1凋崎憎ピ Jレ) '，l l.!，' ; 06- 445- 0039 大阪 di，lt l><，f'l川 s1f3J (阪急航空 ピル内 ) '，11M;  06- 373- 5483刊

⑭ 株 式 会 社 西 村 建 築 事 務 所 、 ， 株 式 会 社 桝 谷

:;/1. 

百又 計

取 締 役 社 長 数 井 利 美 代 }A取 締 役 桝 谷 博 行

神 戸 市兵[ i j i l正反IfJ 側1' 2 r  111 然地地 ピ Jレ 屯 ，!f. 078- 52J  - 0205({i;) 公良"i 大'::';l llf J  r n  6 1ff 21号 '，:tr ，Vi0742- 34 ー 1461附

株 式 会 社 日 建 計 株 式 会 社 松 浦 構 造 設 計 事 務 所

: ;/1. 

E又

取 締f支 社 長 塚 本 猛 次 代 点 取 締 役 中公 j甫 il司 5

 

a
H

μ

 

大 阪 "，点 l又備高TI 2  )'1 138係地 ' ! [訊06- 203 - 2 3 6 1  やI'/; dij錐1'( 八 附仰向 IT I9-27; 、I J1 ピ1レ 1目。!，' ;078- 861  - 3304  

豆長豆畠註

⑥ 日 積 工 務 株 式 会 社

代 点 取 締 役 生 山 道 春

株式会社 松田平田坂本設計事務所

代 点 取 締 役 坂 本 俊 男

本 社: Jl.[ J;( (，IWJI><: ]e，]，i坂 1r  il5 lfm け m，11i 03- 403- 6161({i;) 

大阪 Ｇ Ｑ Ｑ 務所・大阪 ､ｩｾｴｬ 辻堂向上 Ｓ rrl 101住地 m，!1i 06- 344 ー 7821({口

大阪 dl !i，j l){ 太宝寺町* 之 rzOl fi J 也宇野ピ Jレ '，i l Ui 06- 251- 3195 

N 日 本 設 計 事 務 所 株 式 会 社 丸 山 建 築 事 務 所

代 表 取 締 役 池 間 武 邦 (I:: JA取 締 役 丸 山

-

2

3一

円

r帽

F

!R Ji( /ii S祈 l (i lえ州111骨i2- 1- 1和11( i -: JI' ピル 屯，1占03 ｾ＠ 344 - 2 31  1  ｾ ｕ ［ｕｩ ｪｬ 浴 Ｑ Ｚ ＾ｻ ｟ ｬ ｴ ， Ｇ ，Ｇ ＱＱＱ Ｓ 1'1 15 需25; ;- '，'[，1. ' ; 03- 401- 2287. 6703 

自
m 株 式 会 社 三

株 式 会 社 日 本 総 合 建 築 事 務 所

代点取締役社員 小 川 必 吉 取 締 役 大 阪 支 所 長 後 11;嘉 克 次

谷 設 計

代 表 取 締 役 谷 忠 義

J ! ( 点郎渋谷区神，li1 rrllzifi16日 7 ジ7 ピル

k阪支所 胤，Ii点区玉糊f557-51t l m! 軒高ピル

電話 03- 4日 5020 ( 代) 号150

電話 06- 942- 0乃1(1¥) 愚540

ムリ良県大 III r! i 久手 I
ll
f 波 似 州777の1 '，[i ，l i; 08548- 2 - 8121((¥j 

株 式 会 社 検 建 築 企 画 設 計 宮 地 建 築 設 計 事 務 所

代 点取 締 役 科 倦 秋 美 Ｇ ｉ ｾ ［ 地 米

大阪市西区北楯! 江上通1 r  11 28需地 電 話06ー 532- 3781附 i!!>565 lIX ru 市 J"'<!. 谷 川 ー J O ，:[ ，lt 0 6 - 8 7 8 - 0  6  7  2  

11  



祝 ・ 日 本 建築 協 会 6 0 周 年 ・「建築 と 社 会 J 6  6  0 号 発 行

設 計 事 務 所 ・建 設 業 者 有 志

村 野 森 建 築 事 務 所 eB 株 式 会 社 あ め か 屋

取 締 役 社 長 官ij 野 慶 太 郎

大 阪 市 北 区 常 安IIIT 1  7  ;' ll話 06- 444 ー 1 5  0  1  

う民

大阪市阿倍野区阿倍里子筋 2 丁目 3 1存8 号

'iIT 1. 1; 06- 624 - 0  9  2  6 附

株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 事 務 所

取 締 役 社 長 佐 野 正

大 阪 di .lfl l玄白I I I T2TEI 7 1肘也 ｾ｛ｴＮ ｬ ［ｲ［＠ 06- 943- 1371叩

司惨
株 式 会 社 井 上 組

取 締 役 社 長 井 上 福 蔵

本 社 大 阪 市 郎 島 区 網 島 町 6 番25号 沿活 06- 35) - 0530 

出 張 所 神 戸 市 生 凹 医 加 納 町 3 丁目 2番地 11m 078- 33- 1780 

可U
株 式 会 社 和 光 建 築 設 計 事 務 所

2表 取 締 堂 奥 野 晴 弘

大 阪 市 浪 速 区 新川 3 丁 |三1630 i tJ:活 06- 633- 0141- 3  

cfb 
イ マ ヰ 建 設 工 業 株 式 禽 社

代 表 取 締 役 今 井 忠 臣

大阪市平聖子区平' . I ! f北 2 丁目 9 詐 15号 1l1J l i 06ー 792- 4425刊

薮 本 級 建 築 士 事 務 所
t命 、 株 式 会 社 ふ 西 組
、車dI T -' I'  . . . . " =  T- ' - ， 

取 締 役 社 長 今 西 詩 雄

太阪市天王寺区上本町H 日2需地の I( 上六ピル内) 氾 J f ; 06- ＷＷＹＭＳＳＶ Ｑ ＼＼ｾ＠

政

和 歌 山市 東長 III Tl O丁自 13

ラ，!j

itJ: J1; 0734- 22- 9  9  3  0  

⑧ 株 式 会 社 恵 美 須 建 設

代 表 取 締 役 田 口 信 夫

J ;( 青[S市左京区作仁寺川上品町151番 地 電 J f，075ー 761ー 115 Ui : J - 1l 53

株 式 会 社 吉 田 建 築 事 務 所

取 締 役 社 長 吉 田 信 武

;:;;，550 大 阪 市 西 区 北 楓 江 1:;並3 - 22 '1l);J;r; 06- 538- 2991刊

、ー.
寄目 Ｗ 年に日本建築協会 ＱＵ 周年記念と ｃｾ 、 」

(矢野田園都市に建つ理想的住宅設針案を募り、 「大

野田国都市住宅i尊覧会4 を後鍾した 。 4 年後には、

宅 170戸、商庖30; 言、上下水道完備の田園都訪を

!形成している 。

昭和 9 年、室戸台風による大阪駅前の浸水

v 建 設 業 者 ( 五日会は別掲・十日会を含む)

@  
大 木 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

取 締 役 支庖 長 藤 原 茂 博

大 阪 市 西 区 南 楓 江 迎 3 - 3 電話0 6 - 538- 3075 

ア イ サ ワ 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 逢 沢 潔

岡山 ､￭ｾ 長田 ｔ 1 丁目 4 芯10号 'itJ:，];r;  0862- 25- 2151 (代)

φ  組株 式 会 社 岡

代 表 取 締 役

田

ム
口

-
r
 

岡 回

大阪市西区南J j ijl，i_1: 大通 5 の 5 o'tJ:，1古0 6 - 5 3 8 - 3  2  8  5  

株式会社 j菱

I

 

l

 

--
，，
 組 余 株 式 会 社 岡 野 組

取 締 役 社 長 岡 里子 武 司

京 都 市 左 京 区 南 榊 寺 平 川 町73 ｭｾ ［ｲ ［ＰＷＵＭＷＶＱＭＱＲＶ Ｑ Ｍ 3  

Q  

取 締 役 社 長 長 井 謙 介

和 歌 山 rli 小 松 原 通 3 丁目 3 番 地 ｾｴｊＺＱＮ ｴＰＷＳＴＭＲＳ ー ＷＱＶ ＱＨ Ｑ的

安 部 建 設 株 式 奮 社

取 締 役 社 長 安 部 恒 夫

大 阪 市 住 之 江 区 西 住 之 江2了同 7需 5号 屯 話06- 678- 3212刊

)事{
株 式 会 社 奥 田 組

代 表 取 締 役 奥 田 正 治

豊 中 市 岡 上の Ilrfl 丁白 9番8号 沿，1，T; 06- 853- 0332 (代)

12  
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建設業者有志

@  奥 村 組 土 木 興 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 奥 村 安 太 郎

大 阪 市 港 区 市 岡 3 丁目 5 詐 18号 包 括 06- 572- 5301閃

8  
箆 組 建 A又/ 1.  株 式

..6.. 

社:z:;;-

代 表 取 締 役 社 長 岡 本 全 男

大阪市天王寺区" *，:r， il! III Tl 4111:l也の 5 γG: iili06ー 768- 1515

ｾ�＠ 加 藤 建 設 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 加 藤 佐 武 郎

京 都 市 右 京 区 常 鍛 LIJ 下UIT 8 帯 地 ｾＱ ｪＺｊ， ｲ［ＰＷＵＭＸＷＱＭＵＲＲＲＨＨ 七Ｉ

。
/  

春 日 建
吾員叉1¥.  

キ朱 式

..6.. 

ネ士τM "  

代 表 取 締 役

社 長

イ半 f中 イ言 次

東京都千代田区飯1]] 焔 2TFI 9酢3片 i l1J io03- 261- 401 l({ i:) 

@  協 和 建 設 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

取 締 役 支 庖 長 西 よ反 幸 男

大 阪 市 西 区 内 木IIIf1 r 目 印 刷 1月 541- 8357 

イ言 ￙ｾ 柄 ｆ 在業ピ ｊ レ 電 話06ー531- 0101 

3 量一 ‘

会民 「室内義飾」特集に紹介される. ;  

新室内装飾の一例。 グリル畿話室用家

具として高島屋装飾郡で股計されてい

る。一昭和10年 1号より

⑪ 株 式 会 社 近

代 表 取 締 役

畿 建

) 11 d崎 市文

: 1¥.  

E又

大 阪 市 西 区 江 之 子 島 1 丁同 2 1昏2 号 電 お06- 448- 5601附

⑨ 近 鉄 住 宅 建 設 株 式 会 社

取 締 役 社 長 木 梨 正 夫

大 阪 市 南 灰 谷 IUT 9 丁 阿 1 11干地 電 話06- 763- 2581附

ム
甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 原 粕

大阪市淀川区 1- 三本町2 f 日411¥' 2S;:;- 71Wi  06- 308ー155J (大代)

⑥ 株 式 会 社 小 坂 井 組

代表 取 締 役 小 坂 井 正 夫

大 阪 市 北 区 太 融 寺IHT561f¥:.l也 T江話06- 31 1- 9331附

⑩ 

@  

。

Q  

。

株式会社 金 岡リ 組

代 表 取 締 役 金 岡リ 平IJ i望主

大 阪 市 天 王 寺 区 維 寺 町6611¥=! 也 電 話 06- 779ー 7731附

株式会社 笹 JII 組

取 締 役 社 長 政 本 aj玄

滋 賀県 大 津 市 打 出 浜13帯 15号 7位指0775- 23- 2314

新 御
主品比主

建 設 株 式 会 ネ士

代 表取 締 役 城 山 手口 fPJ 

大 阪 市 東 区 南 久 宝 寺町 5 丁目 19 電 話 06- 251- 4238刊

株式会社
生 建 キ土

代 表 取 締 役 回 中 功

大 阪 市 西 区 京町 線 1 丁目 14"11¥: 32号 <:1);話0 6 - 443- 4921 

大 和 ハ ウ ス 工 業 株 式 曾 枇

代 表 取 締 役 社 長 石 橋 信 夫

.;;:;550 大阪市西区阿波座中通1丁目40帯地
l1i話06 (532) 大代表6351

夜t : : 16312

二一ーｽ勾司餅ーーーｾーらＭー二ーー一一ー一一一ｾＮ｟副』司 Ｎ ﾭ
大阪市立美術館 / 大阪市建築鰻昭和11年

今、内舗が改造されようとしている 。

⑨ 東 洋 土 建 株 式 曾 社

取 締 役 社 長 阿 昔日
II II¥ 

ｉ ｾ￮＠

大阪市東住吉区田辺東ノ町6丁目 33 m，l，T; 06- 692- 1331(代) ー 5

ω  株 式 会 社 東 手口 組

代 表 取 締 役 和 田 氏

大阪市北区梅ヶ枝問Tl 75番 地 mu; 06- 363- 4051  

永 漬 建 設 株 式 会 社

ik i賓 手1J f.恵、

大 阪 市 北 区 浪 花 町 3 5  7[t ，1古0 6 - 371- 6760 ・7063

⑨ 南 海 建 設 株 式 会 社

取 締 役 社 長 今 井 延 紘

大阪市浪速区馬訪日開T23番 地 電 話 06- 644 ー 1212(:的

1 3  
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建設業者 ・設備業者有志

⑤ 
日 新 ビ ル ダ ー ズ 株 式 会 社

代 表 取 締 役 真 鍋 恒 志

大 阪 市 南 区 久 左 ヱ I"]IIIT 6  0  ，U，v，06- 211 - 6 8 4 3 - 5  

⑬ 
村 本 建 設 株 式 会 社

代 表 取 締 役 村 本 塁 品目j

③ 

奈良県北山城， ｾｓ 広峻 ｬ 灯火 Ｍｪζ 安 ｩｴｬＱＵＴＷ 酢 ｊ 也 '，[f ，1，r; 0745- 55ー 115J

日 本 社

v 電 気 設 備 業 者

建 設 株 式
ム

玄

取 締 役 社 長 生 田 重 政

大 阪 市 東 区 安 上 IlI f 4 丁目 5 帯地 m話 06- 261 - 7591 

今惨
野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社長 岩 本 J受 'し、

大阪市* 区，:';i fJi!紙 2 - 9 ，'[i1. i， 0 6 - 2 0 2 - ＴＷＹ ｬＨＨｾ＠

6D 
株式会社 橋

三ロ士口
工 務 底

代 表 取 締 役 肢 言古 主 ＱＱ ｾ

京都市中， ［ｭｮ ｲＮ熊通 三 条 ＱＺＩ レ曲 ｉｪｾ ｲＮＡｩ許可 ＳＲＶ ;'[f，1，r; 075- 80J  - 23561{U 

。 近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社

取 締 役 社 長 岡 本 繁

大 阪 市 北 区 南 扇 町11 需地 '，[i ，li，0 6 - 312 - 1281 

。

不 建 設 株

取 締 役 社 長 山 口

式
ム

宮社

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 神 戸 支 庖

取 締 役 支 防 長 谷 垣 丹 治

神 戸 市 生 田 区 楠UI T5TI 1151!i'地 泡 J 舌078- 34 1ー 7591

@  

ヨ王
，_， 3

 

1
H

以

。近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 広 島 支 社

支 社 長 竹 村 通 世

広 島 rli 稲 (，:iPIT 4 訴 l 乃( 住友生命広島ピ Jレ) 電 ，]1'; 0822- 6 2 - 1471
大 阪 市 内 区 内 本 IlI f 3  r l l  1 孫一9 号 沿 111.- 06ー 541- 5534(巾

叫ｲＭＭ［［手豆民、主 主Ｚ ・ｾＮＮＮーそ』 ー 一
戸時也五沼町水 京 地ｴｊｾｾト エ ι ，ｾ

神戸・住吉川上流附近。このとき、建築協重量 立簿~

強度委員会を設け調査し 、その報告書が46頁にわた

って昭和13年 9 号に縄敵されている 。

同潤会此花住宅は、同潤会の大阪市における初めて

の仕事としてある会社の労働者向けに建段された。

関西風に 、 2 戸建、立体、 4 戸建の 3 形式のものが

130戸ほど建った。この頃、組会で住宅営団法と貸

家組合法が通過し、住宅営団は 3 万戸建役を目ざし

て胎動しはじめた。一昭和16年 4 号一

⑮ 
株 式 会 社 米 国 建 設 工 務 庖

取 締 役 社 長 米 田 芳 松

大 阪 市 鶴 見 区 茨 111 ，lr . 円凹Tl 420 ノ 1 'il l;. lii 06- 912- 0001 

E逮
栗 原 工 業 株 式

取 締 役 社 長 架 原 信

ｾ＠
..... 
E ヨ 社

ｾ＠

大阪 rli二ItI互必 J豆町 J 6需J也( 京阪急. ピ Jレ) 電 話06- 313ー 1101(大代)

水 建 設 株 式 会 ネ土

ぷ弘

F 晶 『

..3i 電 機 株 式野
ム

宮ネ土

取 締 役 社 長 JJ1J *'内 f去 一

大阪市北区制 j笠 IIIT50 ( 堂ピ Jレ) '，'l):，l!; 06- 364 ー 1 4  7  1  

@  

取 締 役 社 長 水 野 喜 自 ｉ ｾ

@  大 栄 電 気 株 式 会 社 大 阪 支 庖

ア書締2 伊 藤 三 郎

大 阪 市 西 区 ボIII JJ，紹1 ー 12- 14 主江 J 吊0 6 - 443 - 0 6 31  

，;Uifl di F  ，;0'5: 同七条 di:}BP1f77酢I也 o'[f，] / ; 075- 312 - 0431 ((り

株 式 会 社 水 間

取 締 役 社 長 水 間 義 i ft  

大 阪 市 部 品 l玄* 肝! 日 IIIT 1  r 日11許4-f; 'o' U.ll，0 6 - 3 5 2 - 3121(内

組

⑬ 株 式 会 社 山 田 工 務 庖

取 締 役 社 長 山 田 恒 治

14 

神戸市生日 l区北長狭通 3 f FI J 3/11'の 1 電話 ＰＷＸＭＳＲ Ｑ Ｍ ＶＴＵ ｉ＼＼ｾ Ｉ 大阪市福山 ｊ 区有ｾ ，Ａ ［占 Ｗ r 仁12211干8 号 電話0 6 - 452 - 1151  

⑧ 太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社

取 締 役 社 長 小 林 問 自 ｉ ｾ
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設備業者有志

争う 高 千 穂 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 持 崎 久 雄

大阪r ! i 自[1品 区 中 野 町4丁 118待 10 刀ー '，O:.l，fi 06- 358- 1l 71 刊

。 森 井 電 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

取 締 役 刑 社 長 佐 野 春

大阪市北区｛日｛ｾｔｬ Ｍ ＱＷ 1[;; ミピ J レ '，0: ，1/，06- 443- 8381  (大 代)

。 中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 会 長 今

大阪市北区機ヶ校岡T56

キナ 』舟

'， 11，l，f; 0 6 - 312- 8  8  8  1  

生ヤマト電気エンジニアM 株式会社

取 締 役 社 長 山 本 永 造

大 阪 市 北 区 内 成 川 町15 1l¥=i也 111 J i i 06- 364 - 3056 

③ 中 国 電 気 工 事 株 式 会 社 大 阪 支 底

支 I百長 出 口 栄 幸

大阪市北区Ｊｾ 川 ｉｉｉ ｔ ｉ ｏ 需地 γ11，1l; 06- 362- 8651 (ω 

⑤ 朝 陽 電 気 株 式 会 社

代 表 取 締 役 山 本 博 ー

大 阪 市 北 区 中 之 ぬ 3 - 3 '悶円ピ J レ で11 ｾＶ＠ 0 6 - 385- 1361(!¥:) 

⑪ 八 千 代 電 設 工 業 株 式 禽 社

取 締 役 社 長 梶 本 秀 尼

大阪市東区箱、之内点之 ｉｉｉｔ ＳＹＲｾ 昨地 111 ，11; 06- 941- 6531  

v 空 調 ・ 衛 生 設 備 業 者

② 東 光 電 気 工 事 株 式 禽 社

常 務 取 締 役 支 社 長 姉 川 正 男

大阪支社 大阪 di *区，¥':;11針晶子28 '，0:"，号06- 202-0325( ( 1::) 

φ 株 式 会 社 朝 日 工 業 社 大 阪 支 社

取 締 役 支 社 長 平 城 危!

大阪市淀川 Il{ )j 日仏 1 J i  158詐59 号 ill ，f. 号06- 302- 2271- 9

ー 野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 丙 淀 川 区 相 虫 2 - 4 - 1 '，'包括0 6 - 4 7 2 - 1101- 9  

. ， 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

取 締 役 社 長 管 谷 f建 児

干 ＵＵＰ 大阪市内区立戸板 ｬｔｾＱＱＰ ｬ￟Ｚ ＱＷ 号 ，'0: ，li，06- 4  41- 8231  ( 大! ¥J

⑧ 阪 急 電 気 工 事 株 式 禽 社

取 締 役 社 長 杉 村 正 三 郎

大阪市淀川区新北里f 1 丁円 4 詐 21 号，'I):，l i i 06- 302- 023HU

春 日 設 備 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 知 見 義 夫

ぶ伺1市南区内九条イ手 n問T48 電 お075- 691- 9228

ノ(
ザ

電 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 森 馬 健 次

大 阪 市 南 区 安 堂 守 精 通 1 r n 7 需I也 市 J {o0 6 - 261 - 2095 

⑪ 

夕、

四 郎

株 式 会 社 カ ノ

仙 田取 締 役 社 長

大 阪 市 住 吉 区 万 代 * 6  T l l  3  -Il¥=i也 電 話 06- 672- 1281

闇 松下電器産業株式禽社近畿電設営業所

所 長 村 本 勝 男

大 阪 r打点区 ，::，!ffl 崎 1- 12 ( 利幸ピ Jレ) 電，1{O 06- 201 ー 1421

⑮ 斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

代表取締役会長 l判 長 吉 専務取締役支応: D : ff，)勝 久 典

大阪市北区下it 安田T1111干地 ［Ｚｬｴｩｬ ， ｾｕＶＭ 443- 504J(!¥:) 

1 5  
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設備業者有志

株 式 会 社 斉 藤 工 業 所

斉 j爆 国 投

大 阪 市 川 成 区 岸 里 2 f l-l 6 許 5 号 沿 訴0 6 - 661- 3325 (内

回
高 砂 熱 学 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

実阪空応2 吉 岡 源 治 郎

大阪市北区芝田町551昨J也(. l t阪急ピル) ;'[[ ，1，T; 06- 372- 25]] ( 大代)

ム
三 機 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

聖 書 室 藤 田 初 綴

l((¥':) 

大 阪 市 東区 北 浜 2 γ 日22番 地 宿 泊 0 6 - 202 ー

1((り

お
株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

取 締 役 社 長 イ半

大 阪 市 大 淀 区 中 津6丁目 8，許4号

自IS

電 話0 6 - 4 5 8 - 3 5 3 m)

ゆ唱 ニ 建 設 備 工 業 株 式 禽 社 大 阪 支 庖

支 庖 長 ｾＡ鳥 田 守

e530 大阪市北区紅締PIT65需J也 電 話 06- 352- 1131( 大代)

。株式会社 一
晃 ニp工bL  調

一

取 締 役 会 長 尾 亀 市 四 郎

取 締 役 社 長 斎 jJ* 1専

大 阪 市 北 区 富 田町 1 6  Ifl=!也 '.' IHl i  06- 363- 1371  

@ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

取 締f支 社 長 市 川 繁 雄

w6 01  >ir 古nl市 南 区 西九条 盛 岡 UI[ 20 '.'I1，1i，075 - 6 81- 5 1 01((¥':) 

⑮ 
日 本 冷 熱 工 産 株 式 会 社

代 表 取 締 役 石 )11 良 興

H久1[1市監津間T40蔀: 38号 電 話 0 6 - 3 8 4 - 1201附

株式会社 藤 井 工 業 所

取 締 役 社 長 iT* 井 主主

大 津 市 本 宮 2 丁目 2 許 9 号 電 話0775- 23- 0119 附

⑫ 株 式 会 社 清 水 工 業 所

代 表 取 締 役 作i 7J<;: 愛 明

大 阪 市 大 淀 区 輩出奇 1 f  1111 帯 19号 電 話 06- 372 - 2851 

昭和20年代

著 書 新 日 本 空 調 株 式 会 社 大 阪 支 庖

取 締 役 J 訂 l百 :ι →ー

支 庖 長 門 印 判 九

大ｼ以 ､￭ Ｎｩ ｴ 灰 ｾＺｴん ， ｪｩ 兵通 Ｑ Ｍ ＲＵＭＱ ( 新大ピ Jレ) 電 話 06- 344- 6031

扶 桑 管 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 川 瀬 砂 一 郎

ｊＮ ｊ ｾ 伺 ｬｲ 打右京区太ぷ手 ＱＱＵ 弘 式 Ｚｾ ｉｉｉＢ ｔｬ Ｒ ＱｦＱＺＡ血 1IT.{市075- 86] - 1157

支 Jr l; 大 阪 仮 京

業 株 式 ネ土 株 式 会 社 増 島 製 作 所 大 阪 出 張 所
。 須 賀

ム

冨工

取 締 役 社 長 須 賀

大 阪 市 l' Ej [ 豆土{主 JJii¥1  r ト[ 2 許30号

孝

'i l}:，l l， 06- 441- 5171 

必まh

ｾｾ＠
所 長 他 国 ハ 夫

大|坂di.l t l互;監IIIPI Tl 81昨l t!! !;川且 ピル!大l 屯，It (06) 364 ー J 95J - 3  

、f 株 式 会 社 大 ネ土--ヌL

取締役大| 坂支成長 j J ! . f 井古q，光

大阪市北l王中之仏2- 22新・目J I1 ピJレ5 階; ' [ [ ，I，r;06- 203- 3721 (大代)

③ マ ツ ダ 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 松 田 郎 一

2869 

以内Ild-j'l ' ， ［｣ 区ｾＮｾ合通 二 条 Ｑ ＼ Iレ瓦町 551待I也 ｾ，ｻ￬ＮｬＮ ｾＰＷＵＭＲＳ Ｑ ー
ＲＵｾＷ＠

害 吉 嶺 汽 纏 工 業 株 式 会 社@ ダ イ キ ン 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 LLJ 稔田

大|坂 1打北区梅田8 新阪急、ピ J レ ￭ ｾ ｉｔ 訊 ＰＶＭ 3 4 6 - ] 20] (閃 大阪市東区安土町4 r 日101昨I也( ホースピル) 屯，1li 06- 271- 8731  ({¥':) 
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取 締 役 社 長
古
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祝・日 本 建 築 協 会 6 0 周年・「建築 と 社 会 J 6  6  0 号 発 行

設備業者 ・建 材業者有志

。 菱 和 調 温 工 業 株 式 会 社

常 務 取 締 役 大 阪 支 l吉 長 八 木 俊 一

大 阪 市 北 区 金 屋 町1丁目 1 7 *地 '，Il，j，r，0 6 - 352- 4881 

'" 
謀 株式会社 赤 尾

器 取 締 役 社 長 赤 尾 IJ 券 策

大 阪 市 東 区 安 土 町2ー 12 トヤ マ ピル '，!l J 1o06- 252ー 1551( f¥j

@

 

旭 リ フ ト 株 式 会 社

代 表 取 締 役 黒 川 ユ リ 枝

大 阪 府 守 口 市 大 久 保III T l 丁目 28番 地 電お06- 901-2877<<¥J

。 〉 井 上 窯 業 株 式 会 社

井 上 秋 次

大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 町40番 地 -;U rili 06ー 771- 2825

選挙
株式会社 梅 彦

代 表 取 締 役 松 永 嘉 一 郎

大阪市北区舟場開T20番 地 電 話 06- 312- 6171附

⑥ 
工 ス 工 ム 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 木 消 経

大 阪 市 住 之 江 区 東 加 賀 屋1丁目 8帯 16号 電 話 06- 685- 1661

三 精 輸 送 機 株 式 禽 社 区主豆三コ大 阪 機 工 株

- e > -

..... 
E ヨ ネ土

代 表 取 締 役 /J、
島 政

大 阪 府 吹 田 市 江 坂 III T l 丁目 13番 18号 屯 訊06- 385- 5621

式

千秋取 締 役 社 長 原

タ マ

大阪市大淀区ｾ崎 Ｓ 丁目 Ｒ Ｑ 番 Ｙ 号 1l L1.'i 06- 371- 2135 

ja 株式会社

備 取 締 役 社 長

ク

嶋 昌 維)11 

大 阪 市 北 区 堂 島 中1丁目 16- 1 Ｑ Ｑｬ ｊｾ＠ 06- 346- 5161 (大代)

建築協会35周年配念羽衣住

宅展示会開催昭和'zl 年，

大 阪 セ メ ン ト 株 式 禽 社

代 表 取 締 役 北 川 欣 一

大 阪 市 北 区 堂 白 浜 通1丁目 571 f t ! 也包括06- 345ー 1231 ( 大代)

昭和28年 7月18目、和厭山をおそった風水害は、当時 (8

月 2 日) の発表によれば、死者・行方不明 1，066名、軍事E

傷 10，939名、全寝流出家屋 8，6ω 戸、半壊浸水46，0∞戸、纏

災者 262，0ω 人であった。近11大学連合水害科学調査団で

は 8 月11 日から 17日に調査を行い、その縄告書が 「建築と

社会J 昭和28年10 ・11月号に縄敏されている。

' 大阪スバル鹿 / 東洋木材繍

一昭和22年 9- 12号より

この頃、メトロダンスホー

ルなども積エし、会践に紹

介されている。

V 建 材 業 者

鯵 大 阪 装 飾 株 式 会 社

取 締 f支 社 長 崎 川 智 造

大阪市西区京田丁堀 1T  bl 13詐 24-f} 'cU，1，To06- 441- 0931附

@  青 盛 建 材 株 式 会 社

取 締 役 会 長 青 盛 繁 男 取 締 役 社 長 青 盛 鍛

広 島 市 舟 入 幸 町19- 10 電 話 0822- 92- 3200 大 阪 市 北 区 伊 勢 町22番 地 111，1506- 312- 4131  

w 浅 野 ス レ ー ト 鋼 大 阪 支 庖

支 底 長 j可 村 二 郎

大 阪 市 大 淀 区 中 津3了目 29寄23号 電 話06- 372- 5351

⑭

 

奥 村 重 兵 衛 株 式 会 社

代 表 取 締 役 奥 村 嘉 正

霊 童 霊 大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 社 長 田 中 政 二

* 大 阪 市 新 庄114番 地 宿 泊06- 745- 5121(代)

。 株 式 会 社 井

、ぷ』

ITJ  熱 小 俣 シ ャ ッ タ ー 工 業 株 式 会 社上

良井 上 H百

大 阪 市 西 区 江 戸 沼 1 - 9 - 6  電お0 6 - 441- 8531
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取 締 役 社 長 小

東 京 郎 北 区 東 田 端1丁目 4 爵 1号

{芙 茂

'，'1l，1;Fi 03- 893- 5211((り



祝・ 日本建築協会 6 0 周 年 ・「建築と社会J 6  6  0 号 発 行

建 材 業 者 有 志

舎

株式会社工盛社 大阪アスフアルト

事業協同組合

藤 本 庄 之 助 破 事 長 富 田 党

大阪市械京区岡山千四 5 r mト 43 電 話 06ー器; 二話器

オリエンタルメタル製造株式会社

代表取締役 津 村 健 児

ライオン

尼 崎 市Uj3，J' 1l 南通り 3 - 2 6 7包括0 6 - 412 - 5131刊

A 甲 南 建 材 興 業 株 式 会 社
株式会 社 片 山 鉄 工 所

代表取締役社長 品 目 孝 治

大阪市大正区南恩加1&¥6 T n2需21 号 電 訊06 - 552ー 1231( 大代)

代 表 取 締 役 小 林 失

大阪市淀川区卜三本町 2 丁 " 4  1ft 28 月 電話 06- 309 - 0841  (flj 

舎 合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

⑪ 
株 式 会 社 川 岸 窯 業 商 庖

代 表 取 締 役 社 長 川 岸 繁 夫

大阪市西区西本 ｾｉｔ 1 丁目 13f!'i 33号 電 話 06- 532- 0461

代 表 取 締 役 山 下 密 男

大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町 3 丁円 54 電 話 702ー 7814- 6  

セメン 卜分散剤 リグナー ルの

神 戸 材 料⑩

 

但 豆 島 協 同 金 属 工 業 株 式 会 社
株 式 会 社

西 島 修 期 也

τ 土=

Eコ フじ
取 締 役 社 長 取 締 役 社 長

神戸市主主合区熊内町 2 丁目 1 - 3 7  電 話078- 222- 2251大阪市点成区大今里 2 r  I  I  22f!'i 15号 包 括 971- 8731
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合資会 社 佐 村 木 商 庖

代 表 社 員 佐 村 木 博

大 阪 市 東 住 吉 区 西 長 居間T81 111=.l也 電 話0 6 - 6 9 9 - 6123附

近 圧 化 学 株 式 会 社

代 表 取 締 役 山 内 栄

j;r剖1"，中京 区壬生賀防御所町771ft.!也 也 知075- 821- 2111( {勺

昭和30年代

時E
曙票 田

教
久保田鉄工株式会社住宅建材事業部

⑬ 
株式会社 シ ェ ル 石 油 大 阪 発 売 所

事 業 部 長 平 岡 幸 失 本 部 長 架 山 平日

阪市南区末吉橋通り 4 - 10 電 話 06- 252ー 7961 大阪市 ｾｴ 区堂島浜通 Ｑ 丁目 ＲＵ ＱｦｴＮＡ也ノ Ｑ Ｈ 新大ピル Ｙ 階 Ｉ 電話06- 343- 0441

。 》 桑 田 硝 子 株 式
dτ E h.  

ネ土 愛 美 装 キ朱 式

d 色、

ネ士-z:;;-

取 締 役 社 長 桑 田 正

、回とk

代 表 取 締 役 宅 |間 登 重

神 戸市生悶区多 聞通 4 - 9 包 括078- 371- 1861"日 大 阪 市 西 区 江 之 子 品 1 丁目 7 111= 5 号 電 話 448- 6568

<9> 
株式曾社 j也 商 庖 @  ニ 友 工 業 株 式 曾 社 大 阪 支 庖

代表取締役 i也 章 フじ 常務取締役支肱長 車IH 里子松 tlt

大 阪 市 西 成 区 出 城2了目2111=29号 包 括0 6 - 562 - 3038 大 阪 市 西 区 I者堀江大通 1 の19 7丘3舌 06- 532- 3 3 2l(!¥:) 

株式会社 工 英 ネ土

A 巻、 塗 装 一 般 工 事 請 負

可窃7
四 国 竹 林 塗 装 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社長 有1員 回 克 彦

代 表 取 締 役 i也 田 正

大 阪 市 西 成 区 橘 3 - 18 - 2 7  電 話 06- 661- 8 8 61(閃
新 居 浜 市 JH池 PIT 3 悉 2 4 刀 電 話0 8 9 7 - 3 3 - 9 3 81

1 8  



祝 ・日 本 建 築 協会 6 0 周 年 ・「建築と社会J 6  6  0 号 発 行

建 材 業 者 有 志

‘f/J. 渋 谷 金 属 産 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 渋 谷 幸 雄

大 阪 市 l科 医 鍛 冶151lll f 5  2  I 丘Mi 06- 211 ー 7333( ( り 大阪 市内区江戸繍 1 丁目 12番 8 号 電 話 0 6 - 448 - 6 2 5 l (内

団 四 シ ー ル テ ッ ク ス 工 業 株 式 会 社

社 長 杉 田 新 三 郎

和歌山山崎1 ' 11 係 地 城 北 ピル 4 F  11];，j f ; 0734- 32- 258l((¥j 

⑪ 淡 陶 株 式 会 社 大 阪 本 部

取 締 役 社 長 田 中 9ム

圃
東 興 ア ス フ ア ル ト 工 業 株 式 会 社

所 長 池 田 三 雄

大阪市西区西本町 1 f 目5 需 9 号 電話大阪 06- 541 ー 7583- 4  

⑧ 
株式会社 新 興 建 材 工 業 所

取締役社長 福 中氏 ｊ ｾ＠ )X金

大阪 rli 1J可区 I精細江it重6 の 3 9  電 話 06- 538- 295 1附

@  株式会社 大 イ弗

取締役村長 佐 藤
pq  

政IS

J;( Iif Sr 打点山 1><: 今熊野大御池川町9信I也ノ 9 ｾ Ａ￬，ｬ，ｔ ［ＰＷ ＵＭＵＴ Ｑ ＭＳＳＴＴＨＨ ｜ｪ＠

lii.>>i.' 東 陶 機 器 株 式 会 社 大 阪 支 社

取 締 役 支 社 長 伊 藤 智 康

大阪r ! i 北 区 1::1般 崎」二2 丁目 31番地 の 6

村正新 ｾＱ ｾ 生 命ピ ｊ レ東 館 電 話 364ー 1181

鍾重 量⑧東 洋 建 装 株 式 会 社

取 締 役 社 長 二 四 岡 久 男

大阪市城京区古 rl 1 3 丁目 13番 14号 電 話 06- 932- 4321附

辰 巳 興 業 株 式 社 東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

ｾ＠

"'"司
E ヨ

取 締 役 社 長 山 崎 敏 明

神 戸 市生 IIII三栄町 2 T 1 1 2 1 1ft!也 屯 訴078- 321- 0655((¥)
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タカラスタンダード株式会社大阪支店

支 ｉｉｊｾ 長 吉 リム正EJ II 

大阪 ｲｬ ｕ 成以ｼ 又 ｾ ｮｾｦ ボ ｬ ｲＱ ＱＲ Ｑｦｴ ｬ 号 '41話 06- 968ー 1671代

(j) 

取 締 役 社 長 岡 田 敏

大阪市点区間作II I T I - 1 2 電 話 0 6 - 9 4 3 - 6 5 7 H付

上、日本趨績協会第3

代会長故尾崎久劫 ｉｾ

{昭 和33年続佳)

下、日本益築協会第4

代会長東畑線三氏

(昭和お年賦箆}

⑨ 友 田 工 業 株 式 禽 祉

代表取 締 役 友 俊 夫田

大阪市伺 Ｑ ， Ｑ 斗区自 ｾｉ 山中通 Ｓ 丁目 Ｓ 番 Ｖ 号 電 話 921- 0331

株 式 会 社 タ テ バ ヤ シ 商 庖

代表収締役 館 林 彦 17q ｬｾ ｉ ｓ＠

点目rtl l/ i ，科医 IJ 可) L条 大 fiill ll f 371ft!也 ￭ｾｕｊ ［ｲ［ ＧＰＷＵＭＶＸＱ ー ＷＲＲＱ 刊

内 外 木 材 工 業 株 式 会 社

専 務 収 締 役 慌 山 芭 失

大阪1(.f 大 *1/，谷 1112丁目 100 包 括0720- 72- 2161( 大代 )

田 島 応 用 化 工 (株) 大 阪 営 業 所

マ 所 長 小 山 i l三 光

"，，550 大i以 di ，JLj I'( J;(Tlf 制 1 l i  110信 5 ｾ［Ｍ '，!i，tii 06- 44 1- 5951  

⑧ 中 村 タ イ ル 株 式 会 社

代表取締役 中 村 正

大阪市西|豆I精卵! 江通 1 - 1  1  m 話 538ー 7101刊

ワ4権 大 日 本 塗 料 株 式 禽 社

取 締 役 社 長 j也 圧I 'm. i台

大阪市此花氏附九条6 r  rl l l f干124号 電 話06- 461- 5 3 71

⑧ 
株式会社 ナ

田 I資 助代表取締役

大阪市天王寺区烏ケ辻 III T 6  1  電 話06- 771- 9 1 2 3

19 



祝・ 日本建築協 会 6 0 周 年 ・「建築と 社会 J 6  6  0 号 発行

建材業者有志

⑪ 原 田 セ メ ン 卜 化 工 株 式 会 社j良 速 合 板 株 式 社
ム

玄

取 締 役 社 長 村 石 全

大阪 市 浪速区幸 IlI f 3  J I -J  2 併 地 l 電 話0 6 - 5 6 1 - 2201 

代 表 取 締 役 社 長 !京 間 孝 太 郎

大阪市此花|ベIJlj 九条 4 J 11 3 - 3 4  ｾｬ ｬｊ円 ＰＶＭＴＶＲＭ｝ 212({¥:) 

@  日 E 金 属 興 業 株 式 禽 社 ネ土

取締千支社長 ｲｬ ｬ ｾ＠ 里子 fニ キIJ

大阪市北区木附IIIT 8  2 再利也 電 話06- 364- 277H代)

工 所φe 日 泉 化 学 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締1支 宮 包 久 雄

幸Jr 屑浜市新田 IIIT 3 T n 7 吊:17号 千五:J，f; 0897- 33- 4 171

J レ

ノ

@  日 本 ア ル ミ ニ ウ ム 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山
S才，

'じ，、尾

大阪市淀川 lぇ州中島 ] - ]] - ]6-301 1iJ:お 06- 304- 123] ( 大代 )

@  美 工 装 飾 株 式
ム

冨

取 締 役 社 長 小 司 令 川 美 武

大阪市川1&1玄玉 川 以 2 r l -I  9  - 41 '1l:l;，!舌0 6 - 6 51- 0105l代)

⑪ 
株 式 会 社 平

取 締 役 社 長

川 鉄

平 川 忠

大阪 rl1大淀区大淀北 1 r n  9  1fi: 36 号 γ[ ，11; 06- 458- 868J  

。 株 式 会 社 平 田 タ イ

-ー 加 藤 忠 三 郎取 締 役 社 長

ム

玄社

大阪市西区阿波座中通 1丁目 5番 地 電 話0 6 - 5 3 2 - 123H代)

@  本 化 成 株 式日

取 締 役 社 長 浅 井 信 通

大 阪 市 北 区 末 広 III Tl 7 )1H' IIJ 也所 ピ ル 主邸前 0 6 - 312 - 6694 

ｾ日本陶管株式会社大阪営業所
t

 

-
日

I

L
長 }J [ J 藤 輝 男

大阪市西区西本町1丁目 3需4号 電 話06- 532- 4  7  2  1  

日 本 ハ ー ド ボ ー ド 工 業 株 式 会 社

大 本 良取 締 役 社 長

名古屋市港区汐止町 1 2  電 話 052 - 381 - 2  8  1  1  

圏 二 葉 屋 装 備 工 業 株 式 会 社

取 締 役 会 長 れ : 林 繁
古

口

大阪 I(.f 娯i ' I ! rl iJl uJrJ I(.f 3  rl l  7  I昨8η 沼目前 0 6 - 349- 9193  ({り

い i - 4金

必窓宣言必総ι

昭和42年 5 月24日に日本建祭崎会創 50周年記念事業 「大阪犠公園内に燈つ休蛾所J

立50周年事業のひとつとして企画さ のデザインコンクールの当選作。安圏直忠鎌氏。

れた 65名のモントリオール万国博視 今、大阪緩公園の木立の中に盛 っている 。

察聞が、羽田を出発した。

- 日本11築箇会50周年記念出版として、デ- 11 シートが発刊された。今、縫続 して出

れている。また. . 行本 「鉄骨のデザインJ も発刊された。

④ フ ド ウ 建 研 株 式 会 社

代 表 取 締 役 諌 早 信 夫

見 ＭＡＮＮ［ｬｴ 自 ｾ ｉ 台 以区台東｝ r F 12 吊: 1 一号 電 話03- 835 - 266]  

苅松 本 金 物 株 式
ム

宮ネ土

取 締 役 社 長 松 本

-， .  

ノ、 n

p

 

山

以

。 ワ

大阪市天王寺区 U Ii IJ .;tllllf 6  1U，j舌 06ー 779ー 158J ( 大代)

株 式 会 社 ノ ザ

取 締 役 社 長 野 湾 太 一 郎

;;;651-01 神戸市生田区浪花町15lfi地 電 話 神 戸 078- 391ー 7 2  2  1  (大代)

⑩ 
万 年 ス レ ー ト 株 式 会 社

代 表 取 締 役 長 谷 川 冗 郎

大阪市内成区千本市 2 nヨ14需2ひ号 1官，!，'; 06- 66] - 818] (仰

三 井 プ レ コ ン 株 式 会 社 大 阪 支 庖原 田 今 商 事 株 式 会 社

代 表 取 締 役 原 田 守 蔵

大阪市内区凶長腐南通 3 r 口 8 1ft )也鶴崎ピル" i i J : ，If; 06- 541 ー7455

⑥ 
常 務 取 締 役 支 応 長 一 土 平 古 寿

20 

;;; 541  J ; ，阪市東区博労町 2 ｬ ￯ｾＴＱ＠ Ｈ ｯｊＧｾｾピル ＴＰＶ 号 Ｉ 電話 06- 271- 7936- 8  

本社 !UJ;r ＯｩＡＩ中央区口本陥堀官 ＧＱｾ ｔＱ ｔｉｾ＠ 10酢地(太陽暦情ピル )11!話03一民3- 1311



日 本 建 築 協 会 6 0 周 年 ・「建築と社会 J 6  6  0 号 発 行祝 -

建材業者 ・出版、 印刷等有志

.，>.L<. 

主主済虞西関株 式 会 社。庖J レイタ国株 式 会 社

ム
本

電 話 06- 841- 2  9  9  1 附

ヲミ校

豊 中 rli: n 輸 2 r 円11 需15号

取 締 役 村 長夫輝ぃ
米代表取締役

電 話 06- 832- 110H内

。 社

号条

文

型T網

研

代表取締役

株 式 会 社

⑧ 
ツ ミ 産 業 株 式 会

代表取締役 傍 馬 正 明

⑤ 550 大阪 市l珂区初本田T l Tl d17番15号 t包括 06- 441 - 0378Ifi (大代)

，11' ，ij長所 / 広島 工ぬ / 大ilt 竹原

ネ土

I次回市i' l !支 7 r J 1201fi:!也

ム

ｾｉｕ￭［＠ 0 6 - 3 1 4 - 0  1  5  1  大阪 di 北灰堂山 IIIT 6  6  

ネ士

F ι 『

t  住新株 式 曾 杜ネ土
ム

冨式キ朱事商谷室
③ 

H
u

a

a

 

-
r

 

ト

小

4

b

n

，

 

代表取締役/J (  UJ 

h  

I コ室
取 締 役 社 長

電 話 0 6 - 4 4 3 - 6  6  4  1  ql() 

長 据 安 田 ビ ル

テナント募集中

大阪 di ..fヒl三治安 III J 1  7  Ifi:!也

建築写真・カラー撮影

合 名 会 社 つ ね な り す た じ お

代 表 者 恒 成 ー 訓

大阪 ｲ ｬ Ｑ 点区北 ｾｊ ｲＮ 3  - 4 0  1[( お 231- 0141 ・7781

電 話078- 331- 0881

社
A

E

 

式

建築金物，アル ミ型材

安 田 株

神 戸 市 生 凹 区 北 長 狭 通 4 r FI 1 

i.!i>542 大 阪 市 南 区 末 吉 精 通 1 丁n1  7  

電 話 06- 251 ー 7 0  9  1  

凸 版 印 刷 株 式 会 社 関 西 支 社園所作製中山株 式 会 社

圃
n  貞回専務取締役支社長市啓中山取 締 役 社 長

電 話 06- 458- 2251( 大代)大|坂 di 福 島 区 海 老 江3- 22- 61電話 06- 253- 0855 (代)大阪市南区大宝寺町中之 r l7l 1' fJ也の 3

(株 ) 日 刊 建 設 産 業 新 聞 社 大 阪 支 社

常 務 取 締 役

大阪支社長

大 阪 1打点民淡路町1- 14 ( 八 千 代 ピ ル)

司書》ノケ
、ソ1) 

株 式 会 社
...-.;;u:一、

、ーー-

i

 

I

 

白

U

M
敏i盆111 f呆f申水r背

広 島 市 舟 入 中 町 3 ffi: 31 号

代表取締役

ｾ｛ￌ ｊ 吊 ＰＶＭＲＳ Ｑ ＭＸＱＷ Ｑ 制

v 出版・印刷・報道関係業者

V 一般・銀行・学校・団体

商

喜 三 九

電 話 06- 941- 2067

事

紙 製 品 の コ ン サ ル タ ン ト /

株 式 会 社 三 浦

取 締 役 社 長 三 浦

大阪市京区鉛屋 IlI f 2  r ll 26/l'f地

同
E

，

 

H

H

H岨

F

4

・
・
・

v

a

M

R

 

B

E

R

 "u' 
M

 

包 括0822- 93- 2803本 社

ｾ＠

三邑々柳有 限 会 社ネ土
ム

宮出 版 印 刷 株 式日朝

回

V

出

版

-
印

刷

-

報

道

関

係

'

I

 

寸

L

'

・

7
田立代表取締役通武橋大代 表 取 締 役

電 話 44 3 - 0  1  6  7  大阪市内区 J;nIl T甥 1 r 目12祷 3号電 話 768ー 7 5 8 5 間大阪市東区玉造町 3 9 5

V

一

一一阻

・

銀

行

・

学

校

・
団

体

質

問

附
F

O

 

ハ

u

n

h

v

 

つ
d

a

U

 

A

U

 

平

凸電

地和株 式 会 社@  ネ土
ム

玄

吉

式株刷Ep 口ポ
フア

ｾ Ｎ主f呆岡時代表取締役{を真}II 中
ｾｲ ｬＮ＠
1又締

l[){ 

大 阪 市 内 区 f仰木 III f3丁目811干6 号

2 1  

ｾｕ［￬ ［ｲ ｩ＠ 9 4 2 - 2  9  5  1  大阪i ' I i 点区北新IIIf 2 r F I 7 



祝・ 日 本 建 築 協 会 6 0 周 年 ・「建築と社会 J 6  6  0 号 発 行

団 体 ・銀 行 等 有 志

¥① 
門 学 校

株 式 会 社 団 地 サ ー ビ ス 西 部 支 社

取 締 役 支 社 長 太 田 f.& 

大阪市城東区森之7主1;1丁 n 5  111=101 乃 ， 作 市 ー _ 1 ( ¥( ¥1  

11 : 宅公同森之広市街地住宅 5 号 館 外.j ＮｾＮＮＮＮ＠ - - - - - ｾ ＭＭ Ｇ＠

京 都 建 築 専

校 長 大 鉢 長 m

.! ;( 剖!rI， l:J;(I :且ド主光iJ.!i 掛川 県I人東嶋 ｾ｛ＱＮ Ｑ ｦ， ＰＷＵＭＴＴ Ｑ ＭＱＱＴ Ｑ＠

命 阪 神 不 動 産 株 式 会 社

取 締 役 社 長 有 盟T 1，):若 彦

大阪市北区傍町田T47需地 o'li，l1，06- 346- 1171 

ビ ル 総 合 管 理

レ イ ビ
株式会社

代表取締役 ;j; fg 尾 市 且/3

大阪市* 区備槻 2 r n  2  9  Ｍ［Ｍｾｉｦ 百 ＰＶＭＲＳ Ｑ Ｍ 1  4  6 6 1代)

大 阪 瓦 斯 株 式

」色、

ネ土τE玉

代表取締役社長 安 庇l f専

大阪市東区平野町 5 - J '1li，l 806- 202- 2  2  2  1  

G診
修 成 建 設 専 門 学 校

校 長 鎌 谷 秀 男

大阪市西淀川氏太平1 I 1 I 1 5 f i l 19- 3 0 電 話06- 474- 16 4 4  

反 財 団 法 人 大 阪 府 千 里 セ ン タ ー

四! 耶1正 富 J/Zh 和 正

大阪府主主 <t ' ｲｬｪｾＩｩ 千 Ｇｕ ｊＴＮＨ ｬ ｬｉ ｦＱ r 日2r昨l 号 電 話06- 871- 3 377

φ  西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社

取締役社長 島 村 男
'*' 
，c，、

大阪市東区 Ｇｾｊｬｲｲ 5 詐J也 電 話0 6 - 7 6 2 - 5  7  0  1  

関 西 電 力 株

岡

式

俊

会 社

男

財団法人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

f盟事長 w. M主取 締 役 社 長

大阪市北区中之仏 3 - 5 目立話06- 441- 8 8 21

古手

大阪府吹田 1打線 (1 台 5 T I =112511平地 電 話06- 872- 0391

大限の斬しい建築写真展示憲が昭和“ 年11月より、北浜の地下道で開股ー

され、 2 - 3 ヵ月ごとに、 「斬しい建築J の紹介やJ 衡を録にJ 、「大阪の

盤築・今と普J 、r大阪にも超高層ビル時代J (写真} など、昭和52年初

頭までに35回展示し 、一般公衆に P R した。昭和48年に 、大阪国際ピル

と大短大林ピルが銭工し、つづいてロイヤルホテル 、 デＭｾ通 信 局庁舎 、

中之島センヲ ーピルなどが績工して大阪にも超高層が建った。

ぬ 株 式 会 社 三 和 銀 行 瓦 町 支 庖

飯 田 喜 久 夫支庖長

大阪市東区瓦町 2 丁円 55 電 源06- 203- 304 1

，、
社団法人

日本建築積算協会関西支部

支部長代行 生 品 道 春

542 ) . ; 阪市南区安堂 f付属通 1- 34- 14 第2幸制相m: ピル 1ll J初6- 261- 0823

@  株 式 会 社 大 手口 行 図昭和石油アスフガレ卜株式会社大阪営業所

所 長 笠 原 II?l 治

大阪市北区締凹開T27需I也( 産経ピル 7 附) ｾｕＺ＠ Mi 06- 34 - 6395 

銀

進頭 取 古 ) 1/ 

‘ 砂

大阪市京区備後町2 T n 2 1帯 地 '，I.i: U，0 6 - 2 71- 1221  ( 大代)

中 央 信 託 銀 行 株 式 会 社 大 阪 支 庖

取 締 役 支 庖 長 本 橋 吉 雄

大阪市* 区北浜 3 了日 1 111=.1也 電 話06ー 202- 7  1  2  1  

‘惨

株 式 会 社 住 友 銀 行 高 麗 橋 支 庖

支 底 長 金 回 Ht 

2 2  

大阪市東区伏見聞T 2 r i l 2 得I也 市，1806- 203- 2  9  4  1  

大阪駅前市街地改造事業第 1 号棟 (駅前第

1 ピル) が12階建で昭和45年に完成 (東畑

建築事務所股計、写真では左向こう側 ) し、

16階建の第 2 号棟ピル (駅前第 2 ピル) が

/ 昭和51年に完成した (安井建接殺計事務所

設計) 。工事中、道路陥没事故があり 、完成

が予定よりおく れた。手前に 34階遣の第 3

号棟が建つ予定で工事中。

右前方の超高層は30階建のマ ルビル ( フジ

ヲ工業段計) で、 昭和51年綾エ。

いずれも地下は数階に達し、阪急三番街の

地下街商底とならんで、 地下に大きな商庖

街 ・地下道が現出しようとしている 。地上

に地下に 、変貌のいちじるしい大阪駅前の

再開発地区である 。



現地再開発( 増 ・改装含む) の近代建築

大阪高等地方簡易裁判所

第 4 矧昭 11 吟 昭52第9 矧

.' <11 日本建築協会第 5 固 r ヨーロ ッ

パの都市と建績調査団」昭和43

年 6 月12臼、23日間の旅へ出発a

近鉄上六ターミナルビル . 大阪ガスビルデイング増築

• 
"  

2 3  



1967年( 昭42) 以降年表( 建築界・日本建築協会関係)

日本主I ! 築協会の 50周 年 記 念 号 ( 1IP，42 ) には、 50年|問の 詳 し い 年 表 を 記 録 し た が 、 今 回 は 、 そ の後 の 10年Hl Jの 主喪主

事例 を 以下に列挙する 。 大 Ｇｉｾ な Ｑ，Ｇ， Ｈか抜け て いるから知れないが、詳しい記録に つ い て は、日 ＱＱ の 機会に ゆ ずリた ｌ 、Ｎ

なお、日本建築協会Ａ日 ｈ 長 の 主婆 Ｇｉｾ ＺＡＯＺｩ には ・ 印を付した 。 Ｈ見学会 ・ 鱗習会などは多数であるため 省 略Ｉ

liill 、' i ' 之

ハイロ y トJ 、ウ ス入 j i HU民・試行主I l 設

日中外交樹立 ・建築基礎工法と実例出版

中之};，' ，を ま L る会党 Jt ・ill 築と社会600号( 2 月号 )

山 陽 新 伶 似 ( 1判山ま で)

T- Cj テ- ，、 ー ト火災，)叶主

日本石111:: ，改iiEJ 布

点行1111; ､ ｩＱ ｊｲｊ 血 ｊｩＨｾ 条例発ぷ

a: 1:1...: と品求書Illl) -J :日発 に，bl L 、学会近畿文書11.

ｉ［ｾ ｾ をＧＺＧＱＧる 会 なとか保存 ｺ 且 ｦｾ 型 Ｎ Ｇ ｆ

・ 日本主s 築協会に維事長 クラブ発 足

II!{ 利 7じ除 、、ざな さiat 公 ・第13図工j Di生デザインコ

r- ｾ ｉ ｬ ニ ュ Ｍ Ｗ ウ Ｏに ， ＺＭＺｪｉｍ ｌｩ ， ＧＧｅニ ンク ール( 以下毎年開催)

IMJ: fJ ' A 市 街 地( 称、の 山 ) ・よろず桐Jl li 住宅展( 毎年)

I1 本 位 築 総 合 試 験 所 本 11i 開 設( ｉｊｾｉ 設Ｑｉ ｻｻＳＹ Ｉ

Ｎ ｈ 本住吉島協会 ＵＰ ｦＮＧ， ｬ ｩ ｬＧ Ｍ ， Ａｃｾｾ

・ モ ノ トリオ ー ル Ji l 通1t' ，'il 且?; t r・Ij

・ 大阪城公 ｬ 車 ｬ に 休惣所設計 ｾｦＭｪ ・物散者慰霊祭

・l民.Ji垣の控築副雇lil民 ・建築と社会大型化

1967年( 昭42)

歴史的建造物の保全

京都 ・中京郵便局斤舎の増改築( 外観保存)

1973年( 昭48)

大 'γ 紛 争 激 化

lイl非i'i 'Jtl 位以4

日中処 築 技Wl 交 流 会 発 足

:(ii刊川油11山Iiイヒ亡匂1ぺ!:，.リ"引I

叫也 ｩ 訟省、エ ン ド ｵ ｬＧＱ ｦｬ Ｎｷ Ｊｾｊ Ｍ ，Ｇ ｾ の イ ノ フレ条項越 ｉｈｉ

戸 出 浜 町 l何0'宅 フ ロ ジェ 7 ト入選発表

熊 本 ・. k i下デハー ト火災

中之ぬ まつ リ Ｈ ｾｩ 1  1111 )  

・ヨー ロッパ内初市と ill 築制査団

- 関西都市住宅会議( 毎年)

・主II 築デー タシート刊行

・鉄flf のデザイン出版

・ 担 ｬｾｖ ，ｾｩＱ ｦ ， 法改正 に 対 する 処築作間体 的 芯ｊ，ＡＮＩ Ｇ ＺＺ

1968年( 昭43)

1969年( 昭44)

新 会 llil 総介J : H発 計 [Ihj 発 ん

社ｬＭｕ ｈｾ ｪ ｬ ｦ ， 法改正楽ｼ持Ａ議決定

・ブルース ガフ講: 副会

・万博建築講演会

1974年( 昭49)

包l土 利 HI; lJ-Jl lij 法

国 土Ij 発 足

人口 1 m:  1  T- J j ニ え る

イ ン7 レ、不況

ピル燃 ｦ 政 Ｇ ｪ ＾ｦ ｬＪ Ｍｬ￰ｾ

枠組 l "l 工法技術法相生. l Ll 止符{ I;.市

'i -'  Ｑｩｾ人 Ｑ ｉＮＧ［ ｪｉａｉｉ ｉ ｉ＼ ｉｉ｟ ぷ覧会 υｩｴ 咋跡地 Ｉｉｊｦｉ ｈｩ ｩ

Ｍ 主ｬｬｾ 恭 ｴ 悼法改正栄町成立

促進陳情性

・台湾総築事情視察団

・展示窓の l剤投

ＱＱ 本Ｗｊｉ主ｊｴｾ， ＭＨ Expo  ' 70 ) 下j l

公' ，1;:/:-:] 凶 激 化

大阪k . 六ガス爆発

法 川 J以内 diぷ 教 fr ，' f 少年七 ンタ- 4..l L没 仁'j¥- I'HJトl に対し、

1970年( 昭45)

ＢＧｾ晶｟Ｍ -ー一一一一一
大阪・日本銀行大阪支庖増改築(外観保存)
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神戸・東京銀行神戸支唐( 元検浜正金銀行神戸支1苫) の

市立1噂物館への転用

昭和50年代

大 阪 越 後 防 災 セ ンタ一 発 足

・第11回よろず相絞住宅展( そごう )

・工高生 デザイ ンコン 7 ール {第20回)

沖 縄 海 洋 t'.'iIlf lfli i

入 i J Wu主 仙の fU l.'; illidi } J 起こる

ベ トナム附肱紘一 主る

・竹 雌 他 ii:i 先生止とん を十Ic -j 会

1975年( 昭50)

蝋 彼 '/;i -!Il こをマ-1' る会 が文化財似合l I ij 凶 で 、初j の i上11.';訴

Ｂ 去 を大阪 ， ＧＺＺｪｊＦ に ＱｾＺＱｾ

尉[. ill 築 家 技 術 集 団 全l五|車I l 総発) J ! .

• ｾ＠ Ｒ ＱＡＺＡ Ｑ 日本主主築ｾＧｬ ｈ 於 ｊ ｦｴＧ Ｎ Ｇ， 会場 Ｉて 、 臼-1<illt岳協

会 が 越さ長81111本の '1-，f61，，)七 ;，. 7 ーと なる

・日本万国博建築写真集刊行

- みどリ学習会

( 若い会以の集い)

1;1.1".昆Ij ' 発1t! _

キL. 見オリ ンヒ， 7

ニ 7 ソンシヨ， 7

11! !(WiJ 凶 紛 争

ｩｬｬ 必ず Ｗ 姐 ｬｾ ｴＶｉ，Ｉ［ￋ の 汗 ｬ 止 は か る

11 本 の llil -l とl玉Ill.'; 'l 二川 町 ぷ 米 仰 の 松川 r2111t 紀 の米J 1;

f'i< J 入 選 作 発 表 ・211! t*C向 日本未来像講1副会

ｾｴｭ ・ ｬｉ ｇ Ｇｉｉ ｊＧ ニ ュー タウ ン 泊 Ｑ Ｚ

中山見ニ ュー タウ ン起 仁

ｊｊｉ 邑 ｉ ｴｊ ￭ｦｾｬ 1'1:巡到J

特拘Iの T-i l' -'，受託 ( ＴＱｾｗ｡＠ )i¥'uf，( 

大阪から公Ｎｾ［Ｚーをな く す会発足 11 1977年( 昭52)

大阪市川 Ｑｾｩｬｬ て 件えにｦＧｉ｜ う 小 之 ｊ［ ，ｬ ｪ 点目 ＱＱＱＱｴＱｊｦＱＵｍ ， ｙ ，［｜ ｬｬ 公表

・ 東知 ｬ 会 Ｑｾ よリ以本新会ｬ＼ｾＮｴ fr:  

1971年( 昭46)

1976年( 目前 1)  

- 第13回よろず相談住宅展

・7 七ナキス挫築と音楽端

演会

・ 復 ｾｪ 版 ａ 、るさとのすまい

ロ y キー ト.¥1: 仏。)'1'1'

c阪高11. 1; 文 化 会 ふ 19761JfJf li ι

l Fl l P兵/o( ( llil 際 会a必

ハウス ＵＵ 入ｩ￮Ａｬ ｦＱ Ｇ ｾ ｢Ｇ，Ｈ

池袋Ｉ，ｾ jV， ｩＺｬ，ｩＡｾＨｬ ｬ 唱Ｈ ｈ［［Ａｈｉｌｩｬｾｬ Ｉ＠

大阪 ｬｬｩｾ /:' 1' 務 所 協 会 設 iL

大 阪 投 弘 協 会 設 立

大 阪 fjo'-i:;セ ン タ一発 足

日本建鍍協会 r よろず相駁住宅展 J 風景。毎年、百貨庖で

開催され、昭和51年で第 13回目を迎えた。

おわりに '

「目でみる B 本 建 築 協 会ω年 、 近 代 建 築ω年 の あ ゆ

み J を 編 集 す る 上 て、50周 年 記 念 号 と で き る i:: け だ

ぷ ら な い よ う に し て ‘ 写 真 な ど て'年 代 順 に 笠I里、選

択、害11付 し て み た も の て' す。 その点 、記 録 的 に 不 充

分 な と 二 ろ が でτ きてます。 ま た 、 町 並 み や 建 物 群

と し て の 歴 史 的 な 変 濯 を う き ぼ り に す べ き と こ ろ で

す が 、 今 回 は 紙 面 の 都 合 も あ っ て そ れ が で き ま せ ん

で し た . お 許 し ね が い た い と 存 じ ま す。( 松井 、吉 崎)

1972年( 昭47)

20り仇 'I! _II.¥ｦｾ ｩｬｬＡ える

ルー マ ニ ア大地 ｩｽ ｾ

・ 11 -1' 辿後| 品会601，'，11J

・化 後 とト1. ｾｴＶ Ｈｪ ｏｾ［＠
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_.:. J lt シ ン グ ル 会 ( 1/ 次 対 l向 ) ー・・・ ー ・・・・ ・ー・. .66

近縫 ＧＱｾ ￜＺ ｾ ＧＢ ｬ 工 Ｇ ｊ ｉ 株 式会 社 ーー ・ ーーー・ ・・・・ー・ ー 34  

Ｊ 洋 Ｉ， ｾ 鑓 工 業株 式会 社 ーー ・・ ・・ ー ・・・・・ 35 

M! ダウ 株 式 会社 ー .. 一 一ー・・ 0 ・・ーー ー・ . . .. 36 
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II{{ 平日:石 illl ア ス フ ア ル ト 株 式 会社 一・ ・・・ ・・ーーー ーー3 8

住 友 ス リ ー エ ム 株 式 会社・ ・・・ー ーー ー・ ・ ーー...・ .39

品光Nt 業 株 式 会社 ・一一一 ー… … ・・ー・ - 一ーー 39

:  ) ' !. I'i'( 業 株式 会社 ー一一一 ー… … … ・・ ーー・・ 40

* 之 シ リ コ ー ン 株 式 会社 ー ー…・・… … ー. . ... 4 1

γ丘気 化 ;: : J 二y . i 株式 会 社 ー ・ ・・ ー・・・ー ・・・・ ー・42
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株 式 会社 A s  C il 司会 ・ー - ・ー・ー ー・.. " . ・・43

や1'* 塗 料 株式 会f心 ・一 ... ・. .. . . ・・・・・・ー・ー .44  

7 ジ モ リ I' rr y. i 株式 会社 ーー・ ・・・ ー・ー ・・・・・ ・・・.45

江川 ブ ラ イ ン ド 工 業 株式 会社 ー ー・・ ・・・ー 一一 守46

"  米 ブ ラ イ ン ド i以 先株 式 会 社 ・ー ー ・・・・・ー・ .4 7

0 切さ製陶 株式 会社 ー ・ .. •. ・..・ ・・・・ 一一 .... 48

東 洋 リ ノリ ュ ー ム 株 式 会社 ・ 一ー・・・・・・ーー・ 49

" 本 エ ヤ ー プ レ ー キ 株 式 会 社 ー ー・・・・・・・ー ー .50  

日 本 屯 気 硝 子 株 式 会社 ー ー. .  .  • .  • • .  .  .  • .  .  .  . …・ ・51

株 式 会社 北 沢 パ ル プ ー ー・・・・ ・・ーー ー ー・・ ・.. . .. . . .52

株 式 会社| 刊村製 作 所 ・・ ーー ーー ・・ ・・・ー・ー・・ ... 53 

株 式 会社 ダ ス キ ン ・・ ーー・ーー・・ ・・・一 ・ ー・ e ・ 54  

mノド化 戸 工 業 株 式 会 社・ー ー ・・ ・ ・・ ・・ ・・ 0 ・.. . .55

株 式会 社 大 ｉ ｖｊｩ ｦ Ａ ｾ 予令脱出 ・・ ー・・・ーー 117

新 " 欽 化 予 工 業 株式 会社 . .. ... . . . . .. ・. . . ・ 117

* il E工 業 株式 会社 ーーー・・・ ・ ー 一一・ ・ー 118  

点 illi ア ス フ ア ル ト 111i 水 事 業 協 同 組合 ・・・ー一 ー118

* レ 、 シ リ コ ー ン 株 式 会社 ー ー・ ー ー・・ ー 118

" 本 ア ス ベ ス ト 株 式 会社 ・・ ・・・ ー・・・・・ ーー 119

11 鉄 カ ー テ ン オ ー ル株 式 会社ーー一一- ー一. . 119  

L 必樹 1m株 式 会社 ー・・ ・ーー . ‘  一 一・・・ー ー 120  

不 ニサ 1 ，， 1仮 売株 式 会社 ・・・・ー・一 一. .. . . 120 

株 式 会社 矢 紙 大 四石 商 1，5 .. ... ・ ・・ ーー・・ 121  

株 式 会社 illll l l 1化工 社 ーー ー ー・. .. . . . . . . . . . . . . .• 121  
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株式会社

日建設計

26 

‘ 広島テレビ本社 (第 1期)

施 工 治 岡 組

所 在 地 広 島 市 中 町6 番 地 の 1 - 10

建 築 面 積 1. 122m'  

延 面 積 9 ，862m'

構造規模 S R C  8 2 、12 F

工 期 昭 和49年 12月 ~ 昭 和51年 9 月

大 成 建 設

大 阪 市 東 区 備 後町 5 丁 目

2. 167 .1 6m'  

28，766 .  83m'  

S R C  8 3 、12F、P 2



砂堺市郷土博物館

計画案

所 在 地 堺 市 百 舌 鳥 タ 雲 町 2 丁

( 大仙公圏内)

土 堺 市 民 の 久 し く 待 ち 望 ん だ 郷 土

問 物 館 が 、 百 舌J も 古 墳 群 の一 同時

に や が て 実 現 さ れ る 述 び と な っ

た 。 私 達 は 千 数 百 年 の 歴 史 を 誇

る こ のI也に、自らの文イヒを J吾り

合う市民のＮｴ ｊｾｾ を提案するにあた

り、 HIl :t!. tの L' H発 点 としたのは、

次 の 通 り で あ る 。

1  ) 古 漬 併 を 充 分 生 か し た 大 itl J

公 悶 の 将 来 の 姿 の 中 に 、 静 か に

と け こ ん だ 、 お お ら ; か な 造 形 と

ｾかな空間の創造 。

2  ) い に し え の 同 郷 人 と の か た

ら い の 中 に 、 市 民 自 ら が 明 11 の

姿 を は ぐ く む 充 実 し た 坊 の ，汁図 。

3  ) そ れ ら を 支 え る 機 能 性 の 追

求 。

な お 、 こ の 計 画 案 は 、 4ムi主 がJ 行。

名 投mt射止に参加し、従事終l *用

さ れ た も の で あ る。

V 和歌山市市民会館( 基本計画)

所 在 地 和 歌 山 市 湊 紺 屋 町3 丁目 45フロ ック

建 築 面 積 8，136.00m'  

延 面 積 18，565. 00m'

情 造 規 模 R C  8 1 、 4 F

内 容 大 ホ ー ル1.500席 、小 ホ ー ル700席 、 市 民 ホ ー ル400席

2 7  
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v 兵 庫 県 新農業会館

施 主 社 団 法 人 兵 庫 県 農 業 会 館

施 工 フ ジ タ 工 業 (株 )

4荷造規模 S R C  8 2 、 l l F、 20 ，871m'

竣 工 予 定 昭 和53年 2 月

ｊＢｗ 以下の名必業協同組合迎合会の総合 ・Ｉ ｾ

t若/ ; 斤として、和TJ i  dj' 1主1111天日正 J ｾＡ＠ｪｦｦｩ りにＨＦ， ￬ｾ

<) ，で あ る 1 フ ロ ア ー の 而 般 が 比 較 的 大 で

あるため、 '1'県とコアシ λ テ ム を 1*n 1 して' )<

務室而般の 有 効 Ｇ Ｍｩｾを品めた 。 各 段 協の ＧＱＧ 舷

憾 ＱＧＰＧＱＱ が人るほか、 ＱＱ ｭ には ＵＰＰＯｾ ｩＧ ｬＺ の大ホー ｊ レ

ー 11' 会J設.rMも。i生 け ら れ て い る 。

企 /J  ¥ヰ木ビル

施 主 ( 株) 泉 屋 高 庖

施 工 戸 田 建 設 (株 )

4荷造規模 S R C  8 2、 14F、 19 ，409m'

竣 工 予 定 昭 和54月 3 月

大似、 I H、辺oQi i槻 に 近 〈 御 堂 筋 に l話して、

コ マ ー シ ベ Jレ ピ ル が.tf 工 さ れ た 。 J也附から

2 附 迄 は フ ァ y シ ョ ン 関 係 の 阿 古mなど、 3

慨 は ガ ー デ ン フ ロ ア の あ る 食 堂 街 、 4 附 lよ

キ ，Ｇ ［ ｩｬｬ ｾ 式Ｎｲ ｊ ，Ｉ と ｊ 制苦Ｇ長会場、 Ｕ ｾ符から ｉ ＮＮＺｾｉｉ はシ

ティホテルとな っ ている 。 繁 ＮＱ Ｑ ｾｭ にまたひ

と つ 併やかな士丁が加 わ る こ と に 会 ろ 〉



惨神戸市立心身障害者センタ ー

施 主 神 戸 市

設 計 神 戸 市 営 繕 部

施 工 (株 ) 大 本 組

4荷造規模 S R C  81 、8F 、7，432m'

媛 工 予 定 昭 和52年 3 月

心 身 陣 容 者 が 診 祭 と テ ス ト を 受 け 、 ¥'1-門 n

のm噂 の 下 に 社 会 復 帰 訓 練 の 方 向 づ け を す

る た め の 締 結設 が 設 け ら れ て お り 、 三!( <行し

て 理 学 療 法 、 混J谷 療 法 、 作 業 療 法 も 受 け ら

れるよう配慮された 。 なお、作業部 門 ではｾ

収 入 を 得 る た め の 仕 事 も 行 わ れ る な ど 、 身

ｾｦ，ＡＮｴ，Ｍの社会復帰を推進するセンターとして

nn も な く 完 成 す る 。

砂日本住宅公団森之宮

第 2 市街地住宅

施 主 日本住宅公団

言宣 計 日本住宅公団関西支社

施 工 I 工 区 フジタ工業 (株 )

E 工 区 (株) 鴻池 組

皿工区 (株) 竹中工務庖

(株 ) 熊 谷 組J V

構 造 規 模

1号 棟 S R C  15F 53，036m'  

2 号 棟 S R C  15F 12 ，123m'  

3 号 棟 S R C  8 F  5 ， 720m・

4 号 棟 S R C  81 、 25F 47 ，761m'  

竣 工 予 定 昭 和52年 10月

f主仰 の w・約化 に よ り 生 み 出 さ れ た オ ー プ ン

ス ペ ー ス に は 、 築 山 ・ 小 川 な ど を 設 け 、 斜

里 止 か な も の と し 、 温 水 プ ー ル ・ 説 室 な ど も

設泣きれる予定である 。 ごみを ｮｾｭｬ ｊＦ 諸

説 に よ り 300 m 離 れ た 消 掃 工 坊 へ 空 気 輸 送

して 焼 却 し 、 そ の 余 熱 を 利 用 し て 住 戸 と 温

水 プ ー J レ の 暖 房 給 湯 が 計 画 さ れ て い る 。

ｾ＠



株式会社

大建設計

企洛西ニュータウン中心施設基本計画

所 在 地 京 都 市 西 京 区 大 原 野 東 境 谷 町 2 丁目

事 業 主 体 京 都 市 開 発 局

敷 地 面 積 7. 3ha 

計 画 施 設

公 共 施 設 合 同 庁 舎・中 央 公 民 館・児 童 館 ・福祉センター

CAT V局舎・警察派出所・特定郵便局など 。

延 約9 ，800m'

商 業 施 設 専 門 庖 ・核 底 舗・銀行・娯楽施設 ・サ ー ビ ス 施設

など 。 延 約20 ，OOOm'

住 宅 公 団 住 宅 3 D K  567戸

そ の 他 パ ス タ ー ミ ナ ル ( 101 ' I ース )、 駐 車 場 ( 600台)

自転車置場 (1 ，000台 )、 広 場 ・児童あそび場など

v 西大久保地区再開発事業

施 主 東 京 都 建 設 局 再 開 発 部

所 在 地 東 京 都 新 宿 区 西 大 久 保 4 - 170

敷 地 面 積 14 ，019 .8 4 m'  

延 床 面 積 50 ，212. 75m'  

構 造 規 模

A 棟一¥ 権 利 者 住 宅 - S R C  81 、15 F

B 棟 一/ 底 舗 、事 務 所 、教 会一 S R C 8 1、12F

C f東一¥ ｟Ｂ］，，ｾ＠ ，ｾ｟ ｟ ｟＠ - S R C  8 1、 14F

) 都営住宅 、保 育 所

D 棟 一ノ - R C  8 1、 7 F  

住 戸 数 都 営 住 宅 3  D K  207戸

権 利 者 住 宅 3  D K  236戸



V 阪和興業( 株) 大阪南港鉄鋼センター

施 工 清 水 建 設 、 鴻 池 組 J V

所 在 地 大 阪 市 住 之 江 区 南 港 中 1 丁 目

敷 地 面 積 58，475 .00m'  

建 築 面 積 11 ，860. 52m'  

延 床 面 積 11 ，781 .59m'  

情 造 規 模 S 、 2 F

‘ 大阪駅前市街地改造事業

に伴う施設建築物第3 棟

施 工 竹 中 工 務 鹿 、鴻 池 組 J V

所 在 地 大 阪 市 北 区 曽 根 崎 上 3 - 30

用 途 事 務 所 ・唐古備

敷 地 面 積 10，341. 97m'  

建 築 面 積 8，120. 00m'・

延 床 面 積 121 ，276. 00m・

建 ペ イ 率 78. 52% 

高 さ 軒 高 GL十 131. 600m

最高高さ GL+ 142. 000m 

容 積 率 1，100.0 0 %

4稽造規模 8 4 - 2 F  S R C  

3  F - 34F お よ びP 2 S  

砂大阪府西淀川警察署

所 在 地 大 阪 市 西 淀 川 区 千 船 東 1 - 15 

敷 地 面 積 2，025. 50m'  

建 築 面 積 本 館 529. 47m'

別 館 191. 64m'

延 床 面 積 本 館 2，505. 62m'

別 館 600. 12m'  

鳩 造 規 模 本 館 R C 6 F  

耳IJ 館 R C 3 F  

v サンマルシェ 1号 館

施 主 高 蔵 寺 ニ ュ ー タ ウ ン セ ン タ 開 発 ( 株 )

施 工 ( 株) 熊 谷 組

所 在 地 愛 知 県 春 日 井 市 白 山 町 高 森 1856- 22

高蔵寺ニュータウン 252街 区 1 番

主要用途 スーパー ・底舗 (48庖) 、銀 行・文化教室

事務所・ 7 ミュースメン卜施設

敷 地 面 積 14 ， 194 .  79m'  

建 築 面 積 7，735. 334m'  

延 床 面 積 19，671. 94m'  

備 選 規 模 R C一 部S 8 2 、 4 F



株式会社 |砂奈良市庁舎

安 井 建 築

設 計 事 務 所



言宣 言十

監 理

施 工

fi !T 守主 1也

ut 築 主

工 期

敷地面司

法策面司

延床面署

11暗i盆主見4莫

明4

安 井E主築2宣言十事務所 事JrJ ｪ Ｇ 合の ｦ￺Ｚ＿ｻ は、ｻＮｾ 1:込di のi沈IJ 民di 街 地 と 、 倍 以

奈良市庁舎位設事務所

の 汗 し い II Lj交ISf l ; ' 七地の '1 '1//1 にあり 、ゴR.1込 dｩ Ｉ ，ｾＭＱＧ＠
，芙〉召車且

奈良市北新町 6 1番地の 1 f符忽によ って、新しい自li di'l' 似 J 也lメの械として

奈良市 内係{ ‘ I け ら れ て い る 政 地lλ l には・ Î 城 ぷ 条 坊 跡

昭 和50年 8 月 11 日 一昭 和 52年 2 月 11 日

33.  427.  78m'  ＨＯ， Ｚｊ［Ｈ 二条 ｾｊＺ ｊｪＩ が先崎 Ｑ ｜ ， ＱＱＮ｜ｊ ￭Ｂｦによりｾ，ｻ ｾｊＧｻＡ ，された

6 ，747，5 5 m'  ill 物 配;iqは' ! '9-!: (ニ3射器をけっ七ンターコア形式

23， 433， 29m'  

R C  B I 、 6 F の 1: 似、 / にれに 4 附 ill の 泌 会械 と 2 附 訟 の 窓 ( 1  

1. 窓 11 ロビー

2  ・1')] / ' Wl¥.!J i:I虫明 ( 出日分)

3.  ｉｊｾ ，Ｇ、ロピー

"  . 外 lJl

十点を内己したトf I ¥' ! であり、 1TI(li ＨニＨ［ＱＺＮ品ｾＩ 500 ｦＭ ￬ を ｾｘ

芥する，ｾ J:tI UMをj ，'f つ。 伝lui は， 1;( 1::凶 J j アジアに

つながる ｊｩｬｽ ｾｾ をな以ｼし、 ｴ 勾車そのとれた門型の壁

(f1iが竹ー徴的である。J : 似 1 附 には 1000分 の l の

、!と!J&J;( 復 ｊ ｬＺ校生 ｬ をはじめ、公良の ｬｍ ｾ と文 化交

流をテーマとした{ 也 市 に 例 を 凡 な い 充 実 し た 展

示 ホ ー ル が E没けられている。

'; W I l 彬 つ ね な り す た じ お



|  逸欲電急エ季妹夫舎オ企 ‘  |  

信頼の大きき・近電工の技術で京

脈動し呼吸し成長する都市・・・

その生命のシステムを支え構築する近電工

きたえあげた技術と組j哉を集中し

綴密さ とパワーで

↑ お薗と安全と能率の

大きな信頼を確立します

r kf ?芯W N

A 油 部24吠 ¥5J£r

oi t革主:

|北海道・東北・東京・名古屋・滋賀・京都・奈良・和歌山・大阪・神戸・姫路・広島・四国・九州・沖縄|

34 



本 四 架 橋

リパース式杭施工 実 験 中

杭 径 3，000m/m

杭 長 70，00om/m

本 数 7 本

載 荷 試 験4，OOOt 実 験 中

大阪市西区靭本町 1 - 6  - 3  ( 靭ピル)

TEL .  06 (441)  6 6 7 8 (代)

- 仙台 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

ア

サ

り

ｉｔ 伊 ｾＱ 東洋基礎工業株式会社
v  大 阪営 業所

技術・信用・実績

事

事

事

事

事

工

工

工

工

工

工

工

工

ェ、 杭

ア ー ス ・ド リ ル 式 キ九

式 杭

イ也 杭J

ン カ

ロ

策

良

東 尽

イ

対

寸

F

」

一

ス

ト

の

時

旦

且

突

上

!

ノ

j ¥  

スア

煙

地

地

営 業 種 目

-'" 

手
、

3 5  



3 6  

屋上断熱Z3去に 29" ' O7J1・Dt: K が最適で、す

. U S D工 法 に よ る 防 水 層 の 保 腫

砂 利 (砕 石 )

絶 縁 シ ー ト ( 川在府 )

防 水 層 を 保 概 す る

ス タ イ ロ フ ォ ー ム"G K

ス ノ ー ル 変成 ア ス フ ア ル ト

防 水 層

ア ス フ ア ル ト プ ラ イ マ ー

ｾ ･＠ SFj  
，9_ぅ

コ ン ク リ ー ト ス ラ プ e  
:.& 

c b。

&  亡g とZ子

特 長 。 躯 体 の 保 護 。 防 暑 効 果 。 防 水 層 の 保 護

防 水 十 断 熱

蹴2 9.，O  

⑪ 旭 . q 守 桔 式 会 祉

阪 / 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 り 1 - 2 5 - 1 合 ( 06) 347- 3970 

名 古 屋 / 名 百 屋 市 中 区 錦 2 - 2 - 1 3 f t ( 052) 211- 6171  

京 / 東 京 都 千 代 田 区 南 楽 町 1 - 1 2 - 1 f t ( 03)  507- 2945  



極限への

結論

叫熱性能の指標「熱伝導率」、力ネライトフォ

ーム F - II は、その極限に迫る最小値を実現し

ましだ。そのヒミツは、さらに細かく忽つだ

ポリスチレ: ノの独立気泡、連続押出し発泡法

によって生まれる素材体質にあります。相互

に独立しだ気泡ガひっしり並ふ組織偽成は、

透湿 ・吸湿性も最小限にくいとめ、優れだ断熱

性を発揮し続けます。力ネライトフォームF

- 1 ですで| こ定評あるカネ力の授術ガ、いまこ

こに生み出しだ新素材力ネライトフォームF

- II I志、「断熱」へのひとつの結論として価値あ

る断熱材です。

- カネライトフォ ーム F - II の物性

項 目 性 能 条 件

生A 伝 理 事 。023Kcol / 耐℃ 平均温度 0<:

か さ 比 重 0. 035g/，酬 測 定r畠度20<:

庄 箱 強 さ 1 5 - 4.0kg/arl 
"  

曲 げ 強 さ 5.0- 5. 5kg/1剖
"  

引 張 強 さ 邑5- 7.0kg/，出
4砂

事3 断 強 さ 4. 0-4. 5kg/1剖
"  

線 影 張 係 数
6XI Q- ' ，凹/ 凹℃ - 30<: - 30<: の範囲

比 AA 0.27 Kco l/kg<:  測定温度 4<:

吸 木 率 O.Olg/1∞ 酬 以 下 測定温度20<:

ホ 蒸 気 透 過 率 0. 5g/ m' h， 20<: で筒厚側さ2のB関，m係湿度差が

印私‘ さ

耐 舶 性 80<:  加納変形，且度

「一一一一一一一一

零罪問哩RF

・・園田園l l ! MD I D

⑥鐘淵化学工業株式会社

本 社 大阪市北区中之島 3 - 3 ( 朝日新聞ピ Jレ) 干530

鮒 脂 製 品 部 建 材 課 T E L 0 6 ( 2 0 2 ) 1l 21  

東京支社 東京都港区元赤坂 1- 3- 12 (赤坂センターピル) 〒107

樹脂製品部東京建材諜 T E L 0 3 (405 ) 101 1  



タ フ ネ ス 防 水 仕 様

フ ジ シ ー ル 防 水P C仕 様

昭 和 石 油 ア ス フ ア ル ト 株 式 会 社

東 京 東 京 都 品 川 区 南 大 井 1 - 7  - 4  T.I 03- 761 - 4271 附

夫 阪 大 阪 市 北 区 梅 田 町 27 産 経 ピ ル Tol 06- 341 - 6395 

名 古 屋 名 古 屋 市 中 区 丸 ノ 内 1- 17- 19 長 銀 ピ ル T.I 052-231 - 6568 

新 潟 新 潟 市 平 和 田T 4 ー 1 T. I  0252- 74 ー 7561

福 岡 福 岡 市 博 多 区 綱 場 町2-2 福 岡 第 一 ビ J レ T.I 092- 291 一∞08

建 設 省 東 計 振 発 第246号 認 可

ｾゴム戸スフアルト防水工事業協同組合

昭和石油アスフd レト株式曾従

3 8  



超高層ビル時代に一躍クローズアッフソ

チ オ コ ー ル 系 シ ー リ ン グ 材

Ｂ官二正吉ーｾ｛二 ｲ
l ="-5-1 

- “ ウエザーバン" のみがもっ輝〈歴史と実績ノ J  

圃抜群の耐候性、接着力、弾力性、作業世

園優れた施工技術、綿密な施工管理/

シー ル施工 2 箇 所

花岡岩スペ イ ン産

ピンクポリノの目士也

アルミカーテンオールの目地

池坊( J 頁法寺会館)

製 造元 。住友スリーエム株式会社四

大 阪 支 庖 大 阪 市 東 区 南 本 町 2丁目 41 (三 ツ輪ピル) 郵便番号541

電 話 大 阪 (06) 262一1641( 代表)

施 工 代 理l苫

@

 

光 産 業 株 式 会 社

大 阪 di 北 区 ;; ;i: 山 r!-l 2 丁 目 4 4  

電 話 大 阪 06( 34 1) 8055番 代表 郵便 番号 530

3 9  



構 造 が 変 っ て も ー

ピ=ロf ド 防 車

の 信 頼 は 変 ら な い

育ビニロイド防水 が採用された新宿西口 の 5 超高層( 国際通信センター・京王プラザホテル・新宿住友ビル ・新宿三井ピル・朝日生命 ビル)

肯ピニロイド防水が採用 された超高層ビル ( 主要部軒高45 m以上のもの)

世 士 界 貿 易 セ ン タ ー ピ ル

慣 が ! 剣 ピ ル

大 阪 間 際 ビ ル デ ィ ン グ

朝 日 東 海 ビ ル

神 戸 商 工 貿 易 セ ン タ ー ピ ル

ホ テ ル パ シ フ ィ y ク 東 京

日 本 ア イ ー ビ ー ・ エ ム 本 社 ピ ル

住 友 生 命 札 帆 ピ ル

40 

サ ン ヮ 一点 京 ピ ル

東 京 海 l二 火 災 本 社 ピ ル

名 古 屋 観 光 ホ テ ル

北 九 州 市 庁 舎

前 士 銀 行 本 18 ビ ル

仙 台 郷 よ 地 方 合 同 庁 舎

近 畿 中 央 病 院

他 約 50 件

アスフアルト防水に取り組んで58年

三 星 産 業 株 式 会 社



施 工 例 か ら ー大 阪 マ ル ピ ル

次々 に実績がのびてし、ます二

l 理想のシーリング

ＱＱｾ モジュラス ＲＱ ，ＩＨＺ分型ンリコー

ーシーリ ンク守イ〈トスシーノレ361)

は、ＮｪｴＺ Ｎｻｩ ｴＧｴＺ、面。 ｉ 候性、耐熱 ・ 面 ｴ ｾ

1'1:に ff t ' L、さ句に目 J也の1

'

1

'

紡に

対する追従tt が 11つぐんで、カ

ーテ ンウオール工法にはかかせ

ない i' jlt l : シーリング材です 。

実績は情頼へ

iIti 丘lJ:iJ I形県li 了T をはじめ大| 以

マルピノレなど、 ，:' :，1(1 ピノレの 111也

}jも工に * 之シリコ ーンの〈トス

シール361) が採J l J されました。

〈トス y ーノレ361) そのい車lit l は

縦かなＧ人 ｴｬｩ とな っ て ｾｊｩ しい ， Ｚ Ｇ ＺｪＯＨＱ

ヒソレの 111也ぷ，i I ' lこ採川 されま

した。

トヲ司王 υＭｉｌｊＳｓｾ

窃 盟 事 差 司 リ ヨ ー = 柿 読 書 紅

大 阪 支 1，1; 大1:.以 di *1>( ノドP1f3- 27- 1( センパセントラノレヒール) n  06- 251- 6272 

本村 ・ ｾ Ｎ ｃＮＡｪ く支 Ｑ ， Ｑ［ Ｊ ［ ［ｉ ｾ 行 ＱＱ ｪ＾住民新附 Ｓ - 3  - 9  ＨｉＺＩ｟ｻＺｾ、交 ｩ ｊｬｈｬピルＩ n  03- 503- 5561  

名 ，J，ｉＮ ＧｩＢ ｾ 文 Ｑ ， Ｑ［ 名古 ｬ Ｍｴｬ di  '1'1;0(:栄2- 6- 12( ( 1川第一 ピノレ 8 F )  n 052- 201- 8541 

Ｈ 製 品 ｩ ｦ ｌＵＴ ＩＨ 語 ｾ［ｉ Ｍ ｾｩ ， ! S2m Ｈ ￢ ｯＯｾｾ ｾ ＧＱＲ ち ＰＵｾ Ｉ (住。ii2_! 17!93'if) (品。1ん2R103)

- 東芝シリ コーンは 1成分型の建築用シリ コーンシーリング材も有ります。

「ゃ資料ifi 求券 や

:  52年 3 月

:  建築と社会

41 



4 2  

電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

全国勤労青少年会館「サンプラザ」

コンクリー卜のひび割れ これは、屋根ス

ラブ・壁画 ・地下室・上下水道・水槽 ・導 水

路などの工事で、最も注意しなければならな

いことです一一一〈デンカ C S  A } を | 度おた

めしください 。

膨張' 性セメント; 昆和材 〈デンカ C S  A } は、

セメントに適量混合すると適度の膨張を生じ、

コ ンクリー卜の乾燥収縮によるひび割れを防

止します 。

写真の東京・中野にある全国勤労青少年会館

でも 〈デンカ C S  A } を使用することにより、

コ ンクリー卜のひび割れを防止するとともに

撒密なコンクリー 卜をつくり、躯体防水にも

大きな偉力を発揮しています 。

本 社 ・東 京 都 千 代 田 区 有 楽 町 1- 10 〒 100 屯 話03- 502- 5511

支 底 ・大 阪 市 北 区 悔 回 8 新 阪 急.ピ ル 干 530 電 話06- 344- 1301

出 張 所 ・札 帆011- 281- 2301 1111 合 0222- 78- 2355新 潟0252- 44- 91

71 長 針。262- 26- 4281 椴 浜045- 212- 3784名古 屋052- 571- 4541 i:i 

山0764- 3ト 7641 広仏0822・- 28- 1517高 松0878- 33- 5545福 岡092-

771- 0531 

肯

〈デ ン カ C S  A ) につ いて の お 問 い 合 わ せ は 上 記 ま で ど う ぞ。



の

、主主-

TE  

創刊苛嗣，

忌11時;'!1

九~、:

エービーシー商会は、ビル建築資材から住宅

インテリア・エクステリア材まで、ゆとりあ

る人間環境づくりに貢献する建材の総合商社

です。

建材のご相談なら、世界に躍進するエービー

シー商会にお任せください。

価値ある建材をあなたの プランに

(株ABC雲

大阪市淀川区西中島 4 - 2 - 9

〒532 1t 06 (303) 1171 (代表)

東京都千代田区永田町 2 -12-14 

〒100 公 03 (507)  7111 (案内)

4 3  



塗 料 を 通 し て よ り 豊 か な 生 活 環 境 づ く り を 目 指 す一- 61; ' 1 - - 建 築 塗 料

SHI NT O  PAI NT C O.，じr D.

Y 7 9..，//; 物 語

- 合成樹脂工切レション系複層模様吹付材・

ソフタイルは優れた塗る建材

です。

ソ フ タ イ ル は 壁 画 を 飾 る 内 、 外 装 仕 上 材 の 多

し、中で 、 塗料 そ の も の が ソ フ ト な 感 触 と 濠 肇

な 雰 囲 気 を 持 ち 合 せ て い ま す 。

ソフタイルはパブリックなタ

イル状吹付材です。

ソ フ タ イ ル は 水 希 釈 性 の 特 殊 強 化 ア ク リ ル 樹

脂 を 主 材 に し た タ イ ル 状 の 吹 付 材 で す 。

凹 凸 模 械 の 美 しい仕 上 り と 、 容 易 な 吹 付 作 業

に 経 済 性 を プ ラ ス 、 現 代 に マ ッ チ し た 塗 料 と

い え る で し ょう 。

• 
圃 圃

=.. •• •• 
EE 

¥ 

ソフタイルは格調高い模様吹

ぱ材です。

ソ フ タ イ ル に は 山 谷 模 機 の 凹 凸 仕 上 げ と 、 カ

y 卜 さ れ た ク ラ ン ド キ ャ ニ オ ン タ イ プ の キ ャ

ニ オ ン 仕 上 げ が あ り ま す 。

ソフタイルは口- コストで豪

華な仕上材です。

外 壁 ・オ フ ィ ス ビ ル 、 ホ テ ル 、 レ ジ ャ ー

施 設 、住 宅 、 コ ン ク リ ー ト 製 塀 等

内 壁 ・ 玄 関 口 ビ 一、 エ レベ ー タ ー ホ ー ル

階 段 室 、 廊 下 等

適 性 下 地 ・コ ン ク リ ー ト 面 ( P C . P F . MF )

モ ル タ ル 面 ( 銭押え面・昂1 ] 毛引き面)

建 材 面 ( ス レ ー ト ・フ レ キ シ ブ ル ボ

ー ド 等 )

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト 面

木 製 合 板 面

- ・園山山山圃1

・・・- - - 且- J ・

・・・r園田r ・胃園田冒ー「・

・・・--官ーー官ー.
F - ' _ 1・司・『・

』園園田_. ココE

亡三三三.1--- 」・

」ーーーー-1__1一寸.

塗料で新しし、生活空間を演出する一一一一

。 神 東 塗 料

大 阪 営 揖 所 大 阪 市 東 区 北 浜 5 丁 目 忽番 地 新 住 友 ビ ル 2 号 館 内

干 54 1 T  E  L  06- 220- 8580(大 代)

東 京 営 韓 所 東 京 都 中 央 区 八 賃 制 1丁 目 7番 20号 八 重 洲 口 会 館 内

干 103 T E L  03- 272- 40 11 (大 代)
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. インテリアブラインドシルキー

. シルキー F ー l

. アコーデオノカーテン

. アコーデオンスクリーン

. アドブラインド

. パーチカ J レプライン ド

. ハーモニードア

. スライディ ング ドア

. ヱレコムノ〈ーチ

. エレコム 25

. ヱレコムプラッキー

. アウトサイドブライ ンド

圃立111万 冊 工 業 師 会 紅

大阪営業所干542大阪市南区安堂寺橘通り 4丁目 35 電話 (侃)251- 1821 (代表)

本社〒 151東京都渋谷区佐々木4丁目お番7号 電話 (03)375- 1 111 (代表)

銀座ショーJレーム〒 104東京都中央区銀座8丁目民監15号 電話 (03)571- 1373

立川商事株式会社

大阪支庖干542

大阪市街区温町通4 丁目 18

援団ビル 電話 (ω )252- 3541 (代表)



日米のブラインドにすると

不思議に

心がなごんててる。

光がやさしく

話しかけてくるようfニ

日米のユニコンモアは

すっきりと

鮮やかな光と影が美しい

よこ型ブライント二

ユニコンモアは1本のコートて'像作する、

日米の代表的なよニ型ブラインドです。

スラット巾は50・35・25%の3種 類。

カラーも豊富です。
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お開会せ、カタログ榔IJ . 東京 (03)272- 2011間 一 一 一 一 一 '  

君主?zzrT2?主主鯨立川…静岡…屋…神戸山山広島亀岡…
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施工を考え、タイルを創る-

I nC l 伊 奈 割 悶 臓 武S 社

建 築の 合理化が進むととも に、タイルコ1 主に

っし 3て も 拡E の簡易化カ要求され、同時に剥

離、白華現象などの防止に大きな期待が寄せ

られています。 またタイルについても 、色、

} 例犬、テク スチ ュアなどにギ防を・・・・・・と の強

い希望があらわれています。

伊奈製陶では、そうした要求にお応えすべく 、

工法およびタイルの研究開発に取り組んでま

いりました。鍋恕寸鶴館ビル、日本生 命笹島

ビルはその成果の一例です。私どもは今後も

タイルがよ り安心 してf変われるよう、 更に研

究開発に努めてまいります。 ご期 待ください。

本 社 愛 知 県 常 滑 ，11 刷 而 新 凹 l1U Ii <05693>  5- 2700'酔附 干 . 79

札 制 営 業 所 札 制 市 北 区 北 9 量 凶 3 丁目' I 1 t 紙< 01 1> 721- 8301排 附 干 001

仙 台 営 業 所 仙古 rli[ij 分町 1丁目 8 lI'i l ' 号 仙 台 車 2協立ピル 2附 ? 包 括 < 0222>  61- 3151帯 (附 干 980

東 京 支 唐 東 京 附 中 央 区 八 丁 堀 2 - 9 - 8 ' I1t附 < 03>  551- 63711利 也 干 10.

名 古 屋 支 唐 名 占 属 市 東 区 東 縦 1 γ 目 4 昨 日 サ' I 1 t 附 < 052>  962- 12711附 也 干 ' 61

金 沢 官 業 所 量刑，1，車三町2丁目 5祢2H. } れ鉄北陣閲覧ピル 6冊 ' i1t府 < 0762>  23- 11711f，lf也 〒 920

大 阪 支 唐 . k 阪 市 西 区 新 町 南 i泊 リ I - 62 ' I1t結 < 06>  532- 6081帯 附 干 550

町 松 世 議 所 向松市兵神前 10番 5号高松セ ントラルスカイピル 6 蹄 司t1tt. <  0878>  3' 一一1313帯 (イ廿 〒 760

広 品 包 A住 所 広 品 市 田 中 町 S .wr 9 号 守 ル チ ピ ル 3 階 11t f括 ( 0822> 44ー 1701待 問 干 730

福 岡 営 業 所 稲 岡 市 博 多 区 博 多 駅 南 1 丁 目 15帯 26号 電 話 < 092>  . 71ー 171011'，附 〒 812



フロアはよりベーシ、ソクに

床 材 の 色 彩 と 機 能 性 の 追 求

〈マ チ コ ス ルー チ ップ〉 は、カラーコ ー デ ィ ネ イ 卜 床 タ イ ル ど し て 、 住 空 間 に や す ら ぎ を 与 え る 色 調 と がiで、

床 -控 ・天 井の イ ンテリアデザインによく 7 ッチ す る ピ ニ ル タ イ ル で す。また、文 'f': ilf1 りソフトに練り込まれた

院 様 は 、 下 ま で 均一 にi l f1っていますか らj禁粍によ っても消えず歩- 行量の激しいフロアにこそ、その特徴を発部

します。 ( 7 チ コ ス ルー チ ップ 〉は、そ の色 調 と 品 質 に お い て 、 こ れ か ら の新 建 築 に 是 非 お す す め し た い フ ロ

ア タ イ ル で す。

E E!安7C2チ ツ ヨ

東洋リノリユーム

札 幌 営 聾 所 n ( 011 ) 271 - 2561 1仙 古 営 醒 所司 ( 0222) 担 3505/ :東 京 営 軍 所官 ( 03) 503 - 3021 1名 古 屋 営聾 所 . . ( 052) 733・3471

大 阪 営 曜 研宮 ( 06) 943 1641 広 島 営 型 所宮 ( 0822)28- 3361 1高 松 営 軍 所宮 ( 0878) 33-“ 101指 向 営 聾 所宮 ( 092) 4 " 叩76
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広く建築界にこ奉仕するナブコの商品群

新 し い 駐 車 ス ペ ー ス の 誕 生

: J - : J I ヨ'‘:・9
ニ 段式 立 体 駐 車装 置

まったく新しい償行機構の採用により、従来の昇降 ・償行式駐車装

置ではなしえなかった。上下 2 段のすべてを駐車スペースとして有

効に利用し、収容能力をより 一層高めた画期的な 二段式立体駐車装

置です。 また簡易式革主車装置として車 l 台分のスペースがあれば、

どこにでも簡単に設置できる昇降式タイプのナブコパークもありま

す。

清 潔 ・ ス ピ ー デ ィ ・ コ ン パ ク ト な ゴ ミ 処 理

ヨリーＧＺＺｊ ｊ Ｈ，ｾヨ ゴ ミ 圧 縮 梱 包 機

クリーンパックは、ゴミを発生源で圧縮梱包し f材質を小 さく、 ti' l潔

で取り扱い易く、しかも連続的な処理ができるため 、ゴミの投入法

や圧縮ゴミの処理法に関しでも種々の自動化、省力化設備と併設が

可能なゴミ圧縮梱包機です。

未 来建 築の 夢を ひ ろげ る

.n

'

:N'. 日本工ヤーブレーキ株式会社 一

本 社 神 戸 市 葺 合 区 御 幸 通7丁 目 1番 12号( 三宮ビ ル函 館 )

〒 6 51 T  E  L  ( 078)  251- 8080 

東 京 事 務 所 東 京 都 港 区 海 岸 1 丁 目 9 番 18号( 国際浜松町 ピル)

干 105 T  E  L  ( 03)  4 3 7 - 1261  

50 

タ フ 多 横 な

: : t - : J . : : J 自動t: p -

ピルはもちろん、商庖からジャンボ機の格納庫までミナプコ自動ド

アーとの活躍舞台はあらゆる建物にひろがっています。

最新の技術を投じ、コンパクトで耐久性にすぐれたエンジンは、油

圧 ・空気圧による動力方式で全部で 17機種。ナブコ自動ドアーは、

建物を効率的により便利にご利用いただくためのソフトウェアの一

つで、す。ナプコは全国で 10万台以上の実績をもっています。

わ が 国 で は じ め て の 空 気 圧 に よ る

ｾｊＮ ＺＺＺｊ Ｚ 防誕Ａｬ Ｒ ＺｆｴＮ
ナブコ空気圧式防災システムは 、発煙と同時に確実に作動する十分

なパワーを有し、また起動 ・ 復帰が容易で、大声見模な陀囲の作 ｾｾ ｊ 点検

も短時間に行える理想、の防災システムで、す。

. ナプコ空気圧式防災システム設備構成品

・防火炉 ・防煙壁 ・防煙防火ダンパ ・排煙窓 ・排爆口

・排煙ダンパ ・排煙 トップライ卜 ・非常口 ・速勤務IJ 御盤 ・動力音11

※ お 求 め ・ お 問 い 合 わ せ は

東 日 本 : ナ ブ コ シ ス テ ム 株 式 会 社

東 京 間l 港 区 芝 西 大 1民 縦 川 町 9 〒 105 T E L  (03)  591- 6411 

西 日 本 : ナ ブ コ ド ア ー エ ン ジ ン 株 式 会 社

大阪市西区西本田T 1 丁円 13需 8 .i; 干 550 T E L  (06)  532- 5841  

九 州 : オ リ エ ン 卜 産 業 株 式 。会 社

初ｼ出｝市中央区鋒紛 Ｑ 丁目 ＴＱ 昨 ＱＹ Ｎ ｾＧ 干 ＸＱＰ T E L  (092) 781- 7561 
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設備をより合理的にスマートに・

品質の優れた北沢のノカレズ

I <I T Z⑧ 

建築設備用ノウレブのメーカー として、永年の経験ぞもつ 当 社 の とくに、、KI TZ"ノカレフ。の特徴は、原料素材の鋳造 ・鍛 造 か ら

青を降、レブ ・鋳鉄ノ f ノレフ¥バタフライノウレブは現在、広〈全国 製 品 化 ま で 完 全 な一 貫生産システムを採用。製 品 機 能 ・品 質

に わ た っ て 使 用 さ れ 、 業 界 よ り 定 評 を い た だ い て お り ま す。 の安定化を常に、徹底しております二

-・E ヨ 謂 冨 置 -

KI TZの干j 針司バノレフ1却 IJ業以来の; i k l 、経験に

基いて製作され、広〈全国て使用されていま丸

各製品とも J IS規格品と経済的で.使い易い汎

川型の2系列の製作範囲をもっており、各検，没

備外lの背鉢レカレブとしてあらゆるお要にお応え

することができます二

各製品 l立原料素材の鋳造から完成に L 、たるま

でー 1 ' 1 : した品質管理が行われており、精度はき

わめて安定しておりますL

〔主な用途〕建築設備用、工場 ・機械設備用、一般家

庭用、農水産用、その他

Ｍ・・Ｎｾ菅沼ＧＩＱ，Ｎ［ Ｗ Ｍ ｾ温ｾ亘亙 ｲｺｾ ・
KI TZの鋳鉄ノ，，"' ) レフ1ま水 ・ガス1本・iE!l 類を扱う KI T Zのバタフライノ" . . . ，レブはラノ f ーシーノレ型の

名将装置用、パイプライン用に従来より広〈 完 全 l制止用、および令属シーノレ型の型の夕、、ン

使 mされて きました。 バー用等 各純の製品が標準化されております二

とくに 、11社の製品は優れた 'ti 潅技術から生れ ノf タフライバルブは鉄鋼、船舶、各種化学プラ

るもので品質・機能ともに自 信を もってお奨 め ント、空調関係などに広〈使用されて t 、ますが、

できるものです二 構 造 ・機能而で一般のノカレフi :契る合理性を

鋳造より完成{ こ L 、たるまで王草用の自動機械を もち、流体制御における省力化に広〈役立って

数多〈係用し、 ーn生産 を行っているために、 おります二 とくに従来の仕切弁、 王 形弁に比べ

比較的低コストて、製品化が可能になってd: 丸 椛造的に大型ノ ""'J レフ。の 製作にも適しており、

製品にはユーザーの要望を基{ こした仕様のもの 今後、多くの分野て. の活用が期待されていますL

が多〈標準化されてL 、るので; 問途に適したパノレフo とくに KI TZパタフライノカレブは流体の制御性、

を選んで.fik適のものをご使m l 、1:.t.ごけますL 耐圧、耐久性にも優れて L 、ます。

J !S 表 示 認 可 工 場 ・ A P!表 示 認 定工 場 ・高 圧 力' ス 製 造 第 2 種 認 定工 場

町一- ・四 if ..，.-4¥

… 北 浪1¥:IL:7:
本 社 干107 東京都港区南青山 3 179 n (03)404- 1881 (代)

工場=長坂・諏訪・伊那支底=大阪 営業所=名古屋・福岡・仙台・札幌
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フ エ ロ ー ウ オ ー ル な ら 両 隣 り の 部 屋 て も 同 時 に 宴 会 が で 彦 ま す 二

E霊霊里盤霊璽E霊霊m璽毘買

私どもでも設告にふみ切りました。インテリア

との調和、日に 2、3回もの移動にふ 一 人 で

かねてから、宴会場の間仕切りに問題を感じて 楽にできるなど現場の従業員以前足している

いた矢先、フエロー ウオールについての専門誌

の紹介記事を読んで; さっそくカタ ロク冷取り

寄せ、実際に使われている現場も見学に行き

ました。

お客さまへの心遣いとして、宴会場でもっとも

大切な隣りの部屋tの 遮音 性が従来のものに

比 べではるかに優れている こ とを確認して、

(i京i江 川 川 : 叩E

股 締 役 総 支 配 人 l  

松 i浮事正ラ芳f 氏 l  

ょうて七

ヨーロッバの一 流ホテノレて.どんどん係用されて

いると |昔1，、ていますが、構造のすみずみまで

細心の配慮がなされているなど、さすがドイツ

生まれですね。

肝 心 の 遮音 効果て. すが、想像以上のもので、、

いままで. 使えなかった真中の部屋まで‘ 同時に

- - タ ?ょ.

、

使うことができて、中小宴会の多い当地のホテノレ

にはう ってつけの間仕切')1: ，、えるでしょう。 ( 談)

V  
- 同

優れた遮音性

隣りのri が聴える間l底は完全な令部屋H とはL 、えません。

フエローウオールは47dBの遮汗( ドイ ツ工業規格) で

信者しま「れこれで完慢に待ｩｉ別、 ｾＷｖ 似 ｉｊＪｾｌ 、っそう ・従来の間仕切り

高めます。 目

新機軸を駆使した精造

ヨーロ ツノヂどはすで‘に一流ホテノレで‘ どしどし保閉され ・ノ旬、ノレJ削・J - I t は、ス ラブにレーノレ下地材を固定する

日本てι 結締式場、宴会場、大会議家、学校など理想 ため、 天井に負荷をカ・けません。

のrm仕切りとして清争かきかど、適応、' 1: 1，" がおく評価 され ・ノ旬、ノレは2 ヶ所で吊り下げられるので・傾斜やよじれ

抜群の竪牢性

鋼鉄，ｾの外科 ｕ 句、ノレにゴ、ムシートを内帰りして巡背効

果を高めた構造は、 堅牢刊:ても大L 、l こ効果を4日 li 。パ

ヰ、ノレのｾＦぎわ ｭ はクランクで 左右 ｬ 二 下に、中 間 ＡＧｉ Ｇ ｉ のも

のはペタツレて上下に、術開フイレットは天井や床面に

がなく、さらに; / エノレタ - t，Yi 泣で、 ねじれや11.11カ旬、

反りがおきません。

・音rs屈の苦手回れにも っともふさわい、表ifii 仕上げが

ご 希 望E うりに可能で丸

・ ドア付与ノ妹、ノレ もあり) 101途が広がりま 太

・フェローウオールは西ドイツ A C OR D I A L 社との

技術提嫌によりオカムラが製造 ・販売していまする

ています。 画

71日ーヴ' J t -IL

良 い 昂 1< 1 : 結局おトク で す

株 式 会 社 岡 村 製 作 所 干540 大 阪 市東区京+ 揖 ト 7 O M Mピル

大阪営業所 TEL06( 942) 6 

5 3  



ダ ス キ ン フ ィ ル ム は 、窓、 ガ ラ ス に 接 着 さ せ る だ け で 、 太 陽

か ら の 可 視 光 線 、 熱 エ ネ ル ギ 一 、 紫 外 線 、 赤 外 線 を 反 射 し

美 し い 外 観 、 快 適 な 居 住 環 境 を つ く り ま す 。

冷 暖 房 効 果 を高めます

ダ ス キ ン フ ィ ル ム は 、 太 陽 熱 エ ネ ル ギ ー の 76% を反射しま

す 。 ですカ、ら、建物内部の温度が平均化され 、窓 ぎ わ で も

温 度 変 化 は あ 円 ま せ ん 。 夏 は 太 陽 熱 を さ え ぎ り 、 冷房 効果

を高め 、冬 は 室 内 の 暖 房 熱 を 反 射 し 、 室 外 に 逃 が し ま せ ん 。

お部屋に適度な明るさをあたえます

イ ラ イ ラ す る ま ぶ し い 光 を 取 り の ぞ き 、 窓 、 ぎ わ で も 、 お ち

つ い て お 仕 事 、勉 強 が で き ま す 。

プライバシーをまもります

ダ ス キ ン ( 反射) フイ J レムは 、 明るい外力、らは鏡のよ うに

景 色 を 映 し、 室 内 が 見 え ま せ ん 。

耐久性にすぐれています・

ダ ス キ ン フ ィ ル ム の 素 材 は 、 す べ て 厳 選 さ れ た 一流 品 です 。

ア ル コ ア 社 製 の ア ル ミ ニ ュ ー ム 、 テ ' ュ ポ ン 社 製 の マ イ ラ ー

フ ィ ル ム 。 そ の 品 質 に は 、 絶 対 の 自{ 言をも っ て い ます 。

。

性 能 比 較 デ ー タ 今♂JJ241:1・h?25J Zi tff22

13 10 16 48  10 .8410. 221 47  

34  21 30  38 0 . 83 

80 5  

46 50 21 6  1. 23 0. 73 158 

90 76 68 7  1. 10 0. 93 216 

6も二盟通明ガラス 192 84 73 8  1. 08 1.00 200 

6も 剛 同盟ガラ ス{ グレイ ， I  45 46 39 6  1. 16 0.67 145 

6也鼎揖扱担ガラス{ ブロンズ' 151  42  28 6  1. 18 0. 66 141 

データ '" ，サ ノエ y クスインターナ Y 当ナ，I，.. t，土田依暗によ って、米国アリゾナ州フェニ y クス

市イ エロ y ト太陽開研究所. 取y . .宣 Y 温ン l イエロ y ト正によって凋定§ れに

少 。又牟忌

昼、.. ＭＺｦ ＧＱｾｾｾｙＧ＠
外式会 11 ダ ス キ ン ・サ J エ y クス フロジェクト

〒564 k !lJ. 府政川山仏之町 14- 9

a+J  

. uのタ弔をき度こう

ｾ又牟二 ､
株式会 11 ダスキン il )t <t ¥! 品七 J ター

T E L (06)385-5811(，( ( )  

lダスキンフィルムIJ. l、サ ンコン トロール業界の トップ企業、アメ リカ、サンエ γ クス社と のブランチャイズ独占契約 によ円販売してお円ます司

資料をお送りします。ダスキン・サンエックスプロジェク卜まで、ご請求ください .
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資料をお送りします E資料b1i 求券

質料請求券をハ力. キに貼 って、左の4直木 Z 雄績と社会

化学佳宅寅材企画室へが申込みくどさい 面 3 月 号

プレハブ住宅、工場、倉庫、事務所などに

母 国川 川 株 式会社住宅資材企画室

干530 大阪市北区絹笠町 2 番地 [堂島関電ヒル} 電話 06 (365)2295

Ｍ・ｩＺ Ｑｾ 止世田

ビル・工場・倉庫など折版禍造屋根に
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n島f などの投机 をおi芋ちしております。
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開発指導要綱等の一覧表( その 2 )  

市 町 村 名

要 綱 名 DtHT年月日 適 用 範 悶

u且当諜名)

交 野 市

500m
2

以上

健? i Hfi 導 課)

交野市l制発指導要綱 48， 3.  1  10戸以上

※  

四 条 畷 市 500m
2

以」こ

(占alrli 計画深)

四条畷市開発J旨部要綱 48. 7.  20 
※  

大 東 市 500m
2

以上

継 投 総 務 課)

大京市開発指導要綱 48. 3 ， 20 

※  

門 真 市

門兵市宅地開発指浦安綱 49.  9 .  1  

500m
2

以上

(町i 市 計 画 J!j!)
P詰

東 大 阪 市 500m
2

以上

(Il M発 指 導 課)

』巨大阪市開発術導要綱 50.  1 .  1  

※  

八 尾 市

500m
2

以上

他 築 指 導 深)

八尾市開発f旨導安綱 49.  4.  1  20戸以上

※  

柏 原 市 500m' 以上

(剖Irti 計画課)

柏原市開発街導要綱 48.  9 .  25 
※  

松 原 市

500m' 以上

(1m 1& ，1型)

松原市開発指導要綱 50. 8.  1  3 戸以上

※  

藤 井 寺 市

300m
2

以上

藤井寺市開発指導要綱 48.  7.  20 3 戸以上

(剖In m簡潔)

*  

羽 曳 野 市 500 m
2

以上

羽曳野市開発指噂要綱 49. 4.  15  

Ｈ 剖 ｉｲ ｴ ￯ｾｨ 首謀 Ｉ ※  

美 原 町 美原町住宅地造成事業等に l則する fl'r

44.  1. I  

500m
2

以上

(Ii I se.r rt国泌) 滞 要綱 ※  

太 子 町 太子町住宅地造成事業に附する指導

46. 4.  I  

I，OOOm
2

以上

wr 画 課 ) 要綱 ※  

河 南 町

300m
2

以上

(産 業 経 済 課)

河南町開発指導要綱 49.  12.  2  2 戸以上

※  

富 田 林 市 300m
2

以上

古f 岡林市開発術導要綱 48. 12. I  

(部Ili i J 十回諜)
※  

56  辿築 と社会/ 1977年 3 月号

大 阪 府 下 の 池 田 市、 箕面 市、 豊 中 市 、 吹 田 市、茨 木 市、

高 槻 市 、 摂津市 、 島本 町 、 枚 方 市、 寝屋 川 市 、 お よ び

能 勢 町 の 宅 地 開 発 要 績 は 2 月 号 に 縄 載 し た 。

3 月 号 で は 、 交 野 市 、 四 条 畷市 、大 東 市、 門真 市 、 東

大 阪 市、八 尾 市 、 柏 原 市 、 松 原 市 、 藤 井 寺 市、 羽 曳 野

市 、 美 原 町 、 太 子 町、 河 南 町、 富 田 林 市 を 紹 介 す る 。

なお 、 4 月 号 に も 引 き 続 き16市 町 村 を 紹 介 す る 予 定 で

ある 。 (大阪府池築部ill 築指導湖 西尾宗晴)

凡伊l ※ 日IJ に脱定がある O 公益負 仰を嘆する 昭相51年11 Ｉｾ末 ｬｊｕ ｊＺ調べ

一 宅 地 脱 線 公園、緑地、広場

公益施設の

ｦｩｾ＠ 再

fl t日

?!"; l 極住居専用地域

150m
2  

3，OOOlT.

2

以上 1[; 舗i容がi J [ 面辺路より 1. 5 m後退。

その他の地域 3 ノ守一セント
。

高さ 10 m以上。

100m
2  

※  日! ! ( ( 、電波陣容等。

E自

第 l 樋住居専用地域

150m
2  

3，000一dセ以ン上ト
E耳舗等 III I [ 面道路 よ り1. 5m後退。

その他の地域 3  ｉｾ＠ 。
おさ 10 m以上。

100m
2  

※  日 ＡＡ自、 Ｑ ｉｴ ｩ Ｏｊｩ ｾ章容等 。

※  

第 1樋住居専用地域

150m
2  

3，OOOm
2

以上

大京市中高層建築物の建築に伴う u

その他の地域 3 パー セント
。

!!(l 確保等に l刻する指導要綱あり 。

100m
2  

※  

来

3 際以上。 10 m以上。

傑織設訟。JII，iil 公開。

80m
2

以上 3，OOOm
2

以上 。 口! ! 話、電波陣容等。

3 パー 七 ント 11!! ( IM獄。

門真市中高府建築物に関する指導襲

綱あり 。

;，j'; 1樋住居専用地域

100m
2  

3，OOOm
2

以上

3 階以上。

その他の地域 3 ノマー七ント
。

Ii !!(l 、1{ l i.止F章二E等。

70m
2  

※  

※  

ｾ［ ｬ 樋住居専 ｦｬｈ 也械

150m
2  

3，∞Om' 以上

一定脱線以上の住宅辿設。

その他の地域 3 ノマ一七ント

。
ill 築協定締結。

66m
2  

八尾市中高府建築物指導要綱あり 。

ｾ ｬ 紐住居専用地 ｉ 或
I，OOOm

2

以上 高さ 10 m以上。

100m
2  

その他の地主主

3 パー セ ント
。

日! 間住民同意 。

80m
2  

※  Ｑｻｬ ｩ ｬＡＮｩＧｴ，ＡＩＩ［Ｚｾ卒 。

第 I 般住居専用地域

おき 10mまたは 3 階以上。

Il !! (l 住民同意。

150m
2  

3，OOOm
2

以上

電波隊 ｾ Ａｾ等 。
その{ 也の地域 3 パー セ ント

。
工J品等の周辺緑地帯設置。

100m'  ※  

応由1iZ' f. liiJ 市1道路から 2 m後退 。

※  

r] i J品、遊技場等; i ilini 道路から後退。

ｾ ｬ 樋住居専問地域 おさ 10m以上または 3 階以上。

150m
2  

3，OOOm
2

以上 1J>nil i': l>>J 。

その他のI也減 3 パーセント
。

[I!問、 司ii /J i ' 申告: 等。

80m
2  

※  雌1T寺市中高層建築物に! 噂する指滞

※  要綱あり 。

第 1種{ 主居専用地域

150m
2  

第 2 樋住居専用地域 3，∞Om
2

以上

100m
2  

3 ノマー七ント
。

中市府建築物。 日照住民同意。

その他の地域 ※  

80m
2  

※  

70m
2

以」ニ

3，OOOm刊孔J : 。
※  

市街化区域

165m
2  

3，OOOm
2

以上 。 太子二回
T小波模住宅地造成事業にI期す

市街化劉笠区I謹 3 パー 七 ント るＡｬ￭ｾ事要綱あり 。

230m
2  

第 1樋住居専用地域

200m
2  

第 2 級住居専用地域 3，OOOm
2

以上 高さ 10m以上。

150m
2  

3 パー セ ント
。

日照住民同意 。

その他の地域 ※  電波陣容等。

120m
2  

P荘

第 1級住居専用地域

150m包

第 2 般住居専用地域 3， 000m
2  ｾ 孔上 住宅地に隣接して工場等の 開発、敷

100m
2  

3 パーセント
。

地境界線から 5 m後退。

その他の地域 ※  高さ 10m以上。

80m
2  

日! ! 官、電波障害等。

※  



〈新 主E 材 紹 介 助 2 1}

浸 透 性 鏑 止 塗 料 「ネ オ デ ラ ス ト J

従 来 か ら あ る 鍬 止 塗 料 、 鉛 丹 ペ イ ン ト 、 シ ア ナ

ミ ド 鉛 鍬止 、 酸 化 鉄 系 鋪 止 、 ジ ン ク ロ メ ー 卜 系

鈎 止 苦手 の 塗 料 は サ ン ド プ ラ ス ト や ショ y 卜プ ラ

ス ト等 に 依 り あ ら か じ め 錆 を 完 全 に 除 去 し て か

ら 塗 装 し 、 は じ め て 効 果 が 発 郷 で き る と い う の

が 本 来 の 姿 で 鏑 発 生 を 未 然 に 防 止 す る た め の 鈎

止 塗 料 である。従って 、 錆 落 し の 程 度 に よ っ て 塗

装 性 能 が 左 右 さ れ る こ と に な る 。 し か し 、 鉄 鋼

精 造 物の 完 全 な 鈎 落 し は む ず か し 〈 、 人 件貨 の

高 騰 に 伴 っ て 紫 地 調 盤 貨 の 塗 装 工 事 貨 の 中 で 占

め る 比 率 が 大 き く な り 、 む ず か し い 問 題 を 含 ん

て写し、る 。

特 に 塗 轡 え の 場 合 に は 溶 接 部 、 ボ ル ト ナ y ト郎、

入 問昔日な ど の鋪 落 し が 非 常 に図 書 佳 で あ る が 、 こ

の 織 な ケ レ ン が 不 可 能 な 表 面 ま た は 不 十 分 な 表

面 で 既 に 舗 が 発 生 し て い て も 、 こ の 上 に 塗 布 す

る こ と に よ っ て 錆 の 進 行 を 止 め 、 防 せ い性 能 を

発 揮 さ せ る 織 に 設 計 さ れ た も の が 、 宇 中 東 塗 料 の

浸 透 性 鋪 止 塗 料「ヰ、オデラスト J ( J  1  S  K  5621  

2 種 ) で あ る 。

- 防 せ い 性 能 に つ い て

司 、 オ デ ラ ス ト J は 配 合 さ れ て い る 特 殊 な 金 属 浸

透 液 の 働 き と 、 展 色 剤 に 対 す る 顔 料 容 積 率 を 小

さくし、 主主11' . . ' i 中の顔料粒子 1mに 働 〈 力 を 弱 め る

よ う 塗 料 設 計 す る こ と に よ り 油 性 系 、 合 成 樹 脂

系 の 展 色 剤 と 防 せ い 顔 料 が 一 体 と な っ て 舗 に 浸

透 す る 特 性 が あ る 。「オ、オデラス ト 」 に 含 有 さ れ

て い る 浸 透 械 は 、 重 荷 を 完 全 に し め ら せ て 閉 め 、

腐 食 の 原 因 と な る 空 気 と 水 分 を 鍬 の 中 か ら 追 い

だ す 機 能 を も っ て い る 。 そ し て 発 生 す る か も し

れ な い 鍬 に 対 し て 金 属 下 地 ま で 淫 し た 防 せ い 顔

料 が 防 せ い 効 柴 を 確 保 す る 。

吏 に 塗 月 英 カ 吋 お を 受 け 水 分 が 浸 入 し で も 、 防 せ い

顔 料 が化 学 的 に 反 応 し て 腐 食 因 子 を な く し て し

〈新 建 材 鮒 介 No. 22)

神 東塗 料 株 式 会 社

本 社 〒661 尼崎市南縁日開T6- 10- 73 T  E  L  06- 429- 6261  

営業所 ・〒530 大阪市東区北浜5- 22 (新住友ピ Jレ2 号 館) T  E  L  06- 220- 8580 

まう 。 ま た 、 展 色 剤 は i l! 雌 系 、 合 成 相 削 日 系 の 長

所 を 効 栄 的 に 組 合 せ で あ る の で 強 力 な 防 食 効 果

を調車あt 白勺 lニ苦告舟f す る 。

圃 特長

1  . 針j へ の 塗版 形 成 成分 の 浸 透 性 が 強 大 で あ る

の で 金属 表 面 の ケ レ ン の 程 度 を 低 下 さ せ う る 。

従 っ て 紫 I也統l豊 臣 賞 用 が 軽 減 で き る 。

2.  ｾ室料白 体にポ古里換作用があるので多少湿気

を 含 む 金 局 面 で も 塗 談 で き る 。

3  重 荷 を 発 生 さ せ る 各 概 イ オ ン や ガ ス 、 成 分 符

の 塗1I英 透 過の 防 御 性 が 高 < . 防 食 性 が 大 き い 。

4  鏑 止 め と し て の 展 色 舟J の ウ エ イ ト が 大 き い

ために耐候性、耐久t ' r : 1こf憂 れ て い る 。

5.  油性側止塗料に比べ脊しく ｩｾｚ きが王手〈、ハ

ケさばきなどの作業位が ｊｉ Ｂ Ａ 止に ｦｾ れている 。

.  各 種 依 験結 果

1. 各 組 鍬 止 ペ イ ン トとの比申立

ミ芸

ヰオ
一般イ鍬止 i Hf'イf鋪，1: シアナ止ミ

ジンタタ

デラ ベ ン トベ ン ト
ドSイla南

ロメート

スト ペ ン ト
プライマ

562 弱 21 5622 5625 fl.j 27 日28

2  1  1  2  1  1  2  1  1  2  2  

比 E畦 (20' C) 1. 41 1. 6  1. 52 3. 0 2. 57 1. 7  1. 50 1. 50 1. 55 

指 触

3  6  2  4  2  5  I  

30分 30分

舵

時 間
日キ""

時 間
，，'""  

日事"11 事Hn 時 間

書初 半硬 化

7  15  6  15  7  15  6  

48壬 48分

時 間 時 間 時 間 時 間 時 間 事問 時 間

問

18  35 16  30 15  24  15  4  6  

硬 化

時 間 時 間 時 間 時 間 時 間 <?M 時 間 時 間 昨 間

防 5(  %ミガ塩キオミ鋼自責板措)  。。
£三‘

。。。。。。

宜 5拍温水噴仮霧)  

{発 鋪

。A  ×  
。

品
。

×  X  1  X  

性 ( ミ温ガ水キ浸鋼液仮)
。

品 x  品 4与 4  ×  X  1  X  

よ汚.u染変環性境ドでの 。。。x  ， x  6 1 6  6 1  X  

ハケ聾り
。。。

×  ×  4  
。。£与

エアレス
。。。6  品

。。。。

草地状態 ネオデラスト 従来の鋪止塗料

彼 透 性1市止掻料) ( J IS K 町立1 2槽)

・練 準 塗 袋仕 機

工 程| 処理及び塗料品

草地闘箆| 回橿 ケレン以上

下 fil 浅温性鋪止捻科( ネオデラスト) 2 回鎗

」ι _1皇上員補償フタル揖樹脂呆上塗塗料 2 回 準

.  1J 恒工 ( 塗 装) 方 法

1  . ハ ケ 塗 り 、 ロ ー ラ ー 主 主 り 、 エ ア レ ス ス プ レ

ー の い ず れ も 可 能。

2  様 舶主主布』忌 ハ ケ 塗 り ー ー13 0 g 1 m'  

エ ア レ ス ス プ レ ー ・ ・160g 1 m'  

3  中、ヒ 皇室 り 塗 料

ア ル キ y ド樹 脂 塗 料 、 ilt性 塗 料 、 持 殊 変 性 エ

ポ キ シ 樹 IJ 日 塗 料 。

・ 用途

海 岸 地 帯 、 工 業地 帯 の 繍 梁 、 タ ン 夕 、 そ の 他 プ

ラ ン ト 施 設。 一般 鉄 骨。 鋪 務 し の し に く い 鉄 鋼

榊 冶 物。 鉄 鋼 桝 造 物 の 塗 伴 え 。

建 材 委 員 / 原 尚 弘 ( クラレエンジニア リノグ( 株)

建 築 課 長)

ポ ゾ リ ス 物 産 株 式 会 社

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 用 防 せ い 剤 Il" N R  - 1900JJ 
本 社 干 106 東京都港区六本木3- 16- 26 T E L  03- 582- 88 11 

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト に f土庁! される剥II';'J' 材 は 、 河 川

産- j 'j 材 の .f'r'ii-&¥にf半い、 if 正砂の f史J l J I支 が 年 々 m/J I I

し て い る 。 11 木 建 築学会では海砂に合まれるJ : i l

分 が 鉄 筋 に 及 IJ : す1抱月食の i必 仰 を 汚ほ して、際込1 ;

I t 械 ;rU A S S 5 で I 級制l J 'j'J 材 の 温 分 合 平i I，t  

は 0 . 02% 以 下 で あ る こ と を 総 定 し て い る 。

現有: 一 般 に 使 用 さ れ て い る 海 砂 の 息 分 合 イi 1，.1: 1主

0 . 0 2 %を 腿 え る も の が 大 半 で あ る が、 こ れ ら の

海 砂 を 幣 押 な 〈 使 用 で き る 息 分 合 有 :!o.l:は 、 1¥出せ

い卜. 有効な I"J ら か の 摘 i泣 を 講 ず れ 1;1' 0 . 1 % 以 ド

と さ れ て い る 。ま た 、 考 え ら れ る 布 効 な f岱ほ の う

ち 綴 実 性 の 高 い 方 法 と し て ノ ド セ メ ン ト 比 を 小 さ

く し 、 入 念 に 施 工 し て 結 束 な コ ン ク リ ー ト を つ

く る と 而111寺に 、 良 質 な |りJ せ い 剤 を f井 用 す る こ と

を J A S S 5 で は 提 案 し て い る 。 4見'E，fi l仮さ

れ て い る 防 せ い 削 の う ち 、 今 阿 は CN R - 1900J  

を辛召1) - - ; する 。

.  一 般 的 性 質

R - 1900J は r毎 砂 を mい る 5;kiJ7i コ ン ク リ ー ト を

対 卑 と し て 新たに/ l fl 発 さ れ た ニ ト ロ ン 燐 般 行 機

エ ス テ J レ混 合 系 の 防 せ い 宵'J で 脳 ア ル カ 'J 刊こを呈

す る 液 状 物 質 で あ る 。

圃 特 性

1  鉄 筋 に 対 す る 防 せ い 効 果

1  ) 鉄筋』正面の初 期 発 せ い 防 止 。

2  ) 長 JYI に わ た る 有 効 な 1'1; せ い 作 fII の 時 続 。

3  Ｉ海ポ、湖 ｉｽ ＡｰＮ ｬｾ 苧によ っ てコンク リ ート 内部

に 佼 人 す る 底 惣1の 鉄 筋 腐 食 作nl に 対 す る 低

抗 件 の I何大 。

営業所 干530 大阪市東区北浜3- 7 (信愛ピル) T  E  L  06- 202- 3294  

2.  コ ン ク リ ー ト に 士f する世グ坪

1  Ｉ ワーカピリチーには［ｾＧｉ｜Ｇｩしない 。

2  Ｉ 凝車内 ＱＱ ‘ ｾＧＱｉＱはほ とんど変わらない 。

3  ) 辿 行 空 気 l止には彬併しなし、 。

4 )  ｛玉納および ｉｴｬｬ げ強度は ｉ､ｊ ｾ 、または多少

m加 の 傾 向 を 示 す 。

3.  そ の f也のネF伯:

1  ) ノ.]<1' ( t 'J i WII) j 止 t去 lこ〉主められた イI 7Fヰ勿1' ( を

; ' l ; ' まない 。

2  ) 液 状 物 質 の た め 取被 い が符 幼 で あ る 。 コ

ン 7 リ ー 卜 に 付 す る f史川 I，tは 一 定 で 符I9! が

簡 単 で あ る 。

3 )  ; 品車Il i森/J II による 幣 ｾ ， ｉＺ Ｚ はない 。

.  使 用 方 法

1.  特異司M:上1I 11，t

コン 7 リー 卜 1 m
3

1.1i りiポ/}1I 1，J: は 原 械 で 3 R で

あ る 。 illl ，.I: ，11'l .1の 助 合 は 、 1  m' 吐1 りj点 滅3 . 4

k g を iゑ/}II 寸ーる。

2.  i. 民{ t ) j 法

車 ｾりませ り ＧＱ ＼ に ｉ 立 ｊＦ ｩ 奈 川 ｬ するか、または ｉￚＭＺＱｾ ミ

キ サ ー に 投 入 す る 。 コ ン ア リートのJ 1"I - A- - は駅

間 合 に 対 し て 単 位ノド i 止を 3 R iM!i じ、 f也の 材 料

は 変更 しな L 、。

.  防 せ い 効 果

沼化物ｾＱ｜イ ￯ J止が0. 1% お よ び0 . 3 %の 海 砂 を J IJ c 、

えニコンクリー卜に鉄筋をＱＧＱ｛め込み、屋 外 に ｾＮｩ＾ ＱＦ

し た 後 、 コ ン ク リ ー ト を こ わ し 、 鉄 筋 の 腐 食 状

況 を 観 照 し た 結 果 を 次 に 示 す 。

- 暴 鴛E式 験 結 果 ( 屋 外 暴 鍵 4 ヶ 年)

砂中の
配 合 条 件 発せい状況

塩化物

W / C IS / a l  C  
かぷ(cりm厚) さ

含有量

( %)  
( %)  ( %)  (kg/m') 2  1  3  

。 。 。
65 42 280 。 。 。 |

。 。
65 42 280 

X  ''''' 

"，， 1  

。 65 42 280 
。 。 。

NR- 19OC 
ヴィン

60 40 
280 

。 。 。

ソル

O. 1  

ポゾリ

スNo. 8

60 40 
260 

。 。 。

。 。 65 
42  280 

X I X  ×  

。
65 

42 280 
。 。 。

0. 3 NR - 19OC 

ヴィン

60 。 。 。
ソ Jレ 40 280 

ポゾリ

60 40 260  。 。 。
スNo. 8

Ｑ Ｐ 舗の発生ｾ し

発せい状況の判定 1"" 直後0. 1- 0. 5mmの鋪が多数発生

I X 直後0. 5mm以上の鋪が多数発生

( 注) 1  コンクリートのスランプ 19士 1cm

空気盛. 混和剤を用いないもの

l 土 0. 5%

: ポゾリス No. 8 および ヴ

インソルを用いたもの

4 士 1 %

2.  1.比猷鉄筋: S  R  24. ， 19x  3OOmm. 表面は織皮がなく

なるまで研腐 した ものを使用した 。

3  コンクリー トf共紋体の寸法・ 20x 20x  40c m角経{ 事

.  荷 姿

200R ドラ ム械 入 り 。

建 材 委 員 / 堀 内 成 樹 (( 株) 松村組工務部研究室)
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ニュース原稿をお送りください。

社と築建

大 阪 府 緑 化 推 進 構 想

大 阪 府 1; 1 : 、このほど、府下の市街化区域の緑を

30年 後 に は 現 症 の 3 倍にふやし、 21.f t : 本の樹木

南 地 区 は地 区セユ〆ターの 一 つ の 核 と し て 、 名 実 を 公 聞 や 学 校 に 他 え よ う と い う 、 壮 大 な 「 緑 化

大 阪 府 で は 、 千 里 ニ ュ ー タ ウ ン 完 成 の 記 念 に 、 と も に 笠 備 充 実 す る 予 定 で あ る 。 推 進 構 想 」 を ま と め た 。

千 里 ニ ュ ー タ ウ ン の 南 地 区 、 北 地 区 、 中 央 地 区 千 里 中 央地 区 は 、 現 在 の 地 区 セ ン タ ー ピ ル の 南 環 境条 件 の 惑 い 府 城 に お い て 、 緑 を ま も り 、 と

の 三 つ の 地 区 に お い て 、 記 念 事 業 を 検 討 し て き fJl lJ の敷地に、 R C 造 4 階雄、延而納約4. 900 m'の り も ど す こ と は 非 常 に 困 難 で あ る が 、 す ぐ れ た

たが、 2 月 に 「 南 地 区 文 化 セ ンター j r 中 央 地区 老 人 関 係 の 諸 室 、 約 4 万冊の蔵瞥予定の図容室、 自 然 環 境 を 府 械 に 創 出 し 、 こ れ を 後 世 に 伝 え て

文 化 セ ン タ ー J の 着 工 を も っ て 、 そ の 取 業 が い よ その千也、児童関係の符室をも った 、 総 合 的 な 文 い く こ と は 、 府 民 に と って大きな責務であり、

い よ 具 体 化 さ れ る こ と に な っ た 。 化 施 設 で あ る 。 これで、中央地区については、 府 政 の 盤 嬰 な 線 魁iで あ る 。 府 民 の 総 力 を 結 集 し

記 念事 業 に つ い て は 、 昭 年33年 、 千 里 ニ ュ ー タ 充実した商業施設とともに、 今 回 の 文 化 セ ン タ て 、 自 然 の 恨 元 で あ り 、 人 間 生 活 の 源 泉 である

ウ ン が 大 阪 府 に よ って ベ ッ ド タ ウ ン と し て 、 人 ー の建 設 で 、 千 皇 ニ ュ ー タ ウ ン に お け る 中 心 的 緑 を ま も り (保 全) 、つ〈り ( 回 復) 、ふやす (育

口 約15万 人 の一 大 都 市 建 設 に 着 手 し て 以 来 19年 な 位 置 づ け が 完 成 す る こ と に な る 。( 鮫 島 情 ) 成) ことを目標として「豊 か さ の あ る 緑の大阪」

になる 。 当初 の 基 本 計 画 に お い て は 、 従 来 の 団 l ...tf!ll 惜居直面白圃圃 圃圃冒 司- ... 圃ーーー を築こうとし、うもの 。

i二.. ー?司・・.. ＭＮｾ＠ _.J!!I!!墨田

??ζfftZ222LJ L:; ニ; な謹 itEV措a脳・F l ZTfjHLL二urf zrz: : i T
h創立持司" uiij ifi a : 副置園圃・. 1

れ て き た 。 し か し 、 現 状 で は 若 干 思 っ た 穏 の 独 ・・E ‘.UI..!豆町周E・E・姐・圃・置・・・圃・・. I  ぎない。とくに 100ha あたり 4，000人 以 上 の 人 口

p ・E oo，r ・3 同 咽r 下 旬ι a・ I

立 性 は 完 備 さ れ て い な い の で 、 そ の 欠 点 を 補 充 ・孟 ｅ ニニ 一一二 ｌ ニＢＢＢＺ｟ＺＺｊ・・・ｾ 畠 掴・・圃・・田 l  密 集 地 域 l立、 2 .2 %と極端に低い。

すベ〈、また、住民の聖書望などを少しでも満た ・・・・・・・a:r.ヨ・・・・・・‘ .:.- r z ..J こ の た め 、 構 想 の 緑 化 目 標 盆 と し て 、 芦 屋 市 や
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アラカン業形および果伎

アラカシ 鮒形

い で 「 金 を カ シ (貸 し ) て も 、 金 を カ リ ン ( 借

りん) j ということらししミ 。 カ シ は 生 垣 な ど に 使

われる他、木材は鍬、 11空などの柄や 、舟 の 憾 に

用 い られ た り 、 大 工 道 具 類 に使 わ れ て い て 、 よ

く長日られている 。

関 東 地 方 特 有 の シ ラ カ シ は 成 長 が 早 く 実 生 で 殖

さ れ 、 移 植 も 板 廻 し を す れ ば 容 易 で あ る の で 、

生 垣 や 高作り ( 高い生垣で地際から 1 - 2  m 部

分の校を落しですかし、 ifii さ 3 - 5 m の と こ ろ

で 芯 を 止 め て 、 ス ク リ ー ン 状 に刈 込 ん だ も の )

にして 、 屋 敷の 防 風 林 と し て 利 用 さ れ て い る 。

関 西 で は 京 都 や 奈 良 の 庭 園 に は 植 え ら れ て い る

が 、 全 般 的 に は 不 適 で あ ま り 用 い ら れ ず 、 や せ

地 や 粘 土 質 土壌 に も 耐 え う る ア ラ カ シ が 中 心 で

ある 。

ア ラ カ シ は 春 の 芽 出 しが美しく 、 芽 色 も 茶 褐 色

を 帯 び た も の か ら 、 淡 い1定緑色のものまであり

緑 色 の 種 類 の 多 い こ と に 篤 〈 。 自 然 樹 形 で も こ

ん も り と 茂 り 、 ま た 、 丸 く 刈 込 ん で も 美 し く 、

庭 園 や 神 社 の 境 内 に は 、 ア ラ カ シ の 実 生垣 ( ド

ング リ を 幅 厚 く 条 播 き に し て 、 芽 の 出 た も の を

刈 込 ん で 育 て る ) が ボ ー ダ ー柏 裁 と し て 植 え ら

れ 、 日 本 庭 園 に は な く て は な ら な い も の と な っ

て い る 。 住 宅 地 な ど で は 、 プ ラ イ パ シ ー を 確 保

す る 為 に 、 み ど り の ス ク リ ー ンと し て よ く 植 え

られている 。

植付け当初は、校王躍を切り務して幹だけが株立

し た も の を 、 棒 カ シ と 称 し て 結 え る の で 見 劣 り

す る が 、 数 年 で 立 派 な カ シ の 誕 のE置ができあが

る。 関 西 で よ く 繕 え ら れ る カ シ に ウ パ メ ガ シ が

ある 。 こ れ は 主 と し て 生 垣 や 刈 込 み に 使 わ れ 、

毎 年 刈 込 ん で や れ ば 早 〈 生 垣 が で き あ が る 。

ただ 、従 長 枝 が 延 び て 兄 苦 し く な る 欠 点 が あ る 。

自 然 樹 形 の も の で は 、 京 都 御 所 の 外 廻 り の 道 路

沿 い に お お い か ぶ さ る よ う に 茂 って いるのは、

実 に 美 し い 。 ( 鈴 鹿 記 )

カ シ は 馴 み 深 い 術 で よ く 知 ら れ て い る が 、 種 名

ま で 知 っ て い る 人 は 少 な い 。各 地 で 一般 的 に カ

シと 日乎ん で い る も の に 、 シ ラ カ シ 、 ア ラ カ シ 、

ウノ 4 メカ' シ、 ア カ ガ シ 、 イ チ イ ガ シ な ど -1; ずある 。

し か し 、 そ の 種 類 は地 方 別 に ほ と ん ど 決 ってく

ることから、土也方によ っ て 、 ど の カ シ で あ る か

は 推 測 で き る 。例 え ば 、 関 東 地 方 で は シ ラ カ シ

であり、 関 西で は ア ラ カ シ と い う こ と に な る 。

カ シの 樹 の 特 徴 は ド ン グ リ の 実 の な る こ と で あ

る。 そ の 他 に も 、 ぷ な 科 の 組 物 に は ド ン グ リ が

な り 、 常 緑 で は カ シ類 と シイ類があり、手喜楽に

は ク リ 、 コ ナ ラ 、 ク ヌ ギ 、 ア ベ マ キ な ど が あ る 。

ド ン グ リ の 木 の 実 拾 い が 、 自 然 に 親 し む こ と の

代 表 に あ げ ら れ る よ う に 、 カ シ 類 は 日 本 の 古 来

の植物で、里子趣に富んでいることから 、現 存 の

植 生 を 保 存 し た り 、 新 し く 緑 を 復 元 しようとす

る と き に よ く 組 え ら れ て い る 。

カ シ の 鰭 源 は 別 名 カ タ ギ と 呼 ば れ る よ う に 、 も

ともと竪木とt ' . ' かれたものが組み合わされて、

感 ( カシ) となり、また 、 材 質 が 堅 い こ とから、

カタシといわれたものカずなまって、カシと日乎 l i

れ る よ う に な ったと言われている。

カ シは 古 く か ら 、 庭 園 ・生 垣 用 樹 と し て 用 い ら

れ、神社てるは 神 木 と し て 扱 わ れ た り し て い る 。

信 仰 と の 関 述 も あ る よ うで 、 四 国 の あ る 地 方 で

は 、 旧 正 月 の 行 事 の一 つ に 豊 作 を 祈 願 し て 地 鋲

祭 を 行 う と き 、 ア ラ カ シ の 芯 の 其 す ぐ な 校 を 切

っ て ス ス キ の穂 と と も に 、 ご 幣 を つ け て 祭 る 風

習 の あ った こ と を 記 憶 し て い る 。

ロ ー マ の 農 民 が 収 穫 に か か る 前 に 、 カ シ 楽 の 冠

を か ぶ ったり、 吉区っきのカシの枝が結婚式に{ 史

わ れ た り す る の は 、 盛 産 を 意 味 す る と い う こ と

を 聞 い て 、 共 通 す る と こ ろ が あ って奥羽未深い。

い ず れ も ド ン グ リ の 実 が 群 が っ て 、 よ く な る カ

シ の 木 に あ や か っ た も の だ ろ う 。 カ シ は雌 維 同

株 で あ る の で ど の 木 に も 実 が な る 。 また、屋敷

にカ シ と カ リ ン の 木 を 植 え る の は 、縁 起 を か っ



傾 い た 道 し る べ

「 技 術 者 に と っ て r ニ ュ ー タ ウ ン 』 と は 、 一 体

何だったのか」。 最 近 、 企 業 局 の 中 で い ろ い ろ

と 技 術 者 と し て ニ ュ ー タ ウ ン 建 設 に 携 わ っ て き

た 人 述 の nnで 機 給 さ れ る 機 会 が 多 し 、 。 そ れ と い

う の も 、 千 里 ニ ュ ー タ ウ ン の 完 成 を 紀 念 し で 、

大 阪 府 が 吹 田 市 、 重 量 中 市 と 進 め て き た 記 念 事 業

が 、 い よ い よ 2 月 の 吹 田 市 の 「 南 千 皇 市 民 セ ン

タ ー 」 の 着 工 を 機 し て 、 そ の い く つ か が 具 体 化

さ れ る こ と に な っ た た め で あ る 。

記 念 事 業 の 事 業 化 の た め に 、 ニ ュ ー タ ウ ン 越 殺

そ の も の を 兄 直 す 機 会 が 多 〈 、 ま た 、 岡 市 へ の

管 製 引 継 と い っ た 業 務 の 進 行 す る 中 で 、 そ れ は

自 然 の な り ゆ き か も し れ な い 。 記 念 事 業 そ の も
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の に つ い て は 日IJ の 機 会 に 紹 介 す る と し て 、 ニ ュ

ー タ ウ ン 11抑 制E撲は、 J主 術 者 に と っ て は一 体 何

だ っ たのかという! 日l し 、 か け は 、 大 変 、 私 に は 興

味 深 〈 被 維 な 意 味 を も っ て い る 。

ｾｪ｜ｬやかな都市開発、雄投が逃められる中で、「大

阪 府 企 業 局 J の 名 を 全 国 に 厳 か せ た 、 こ の 技 術

者 集 団 が 「 内 部 告 発 」 的 章 表 現 で 、 現 在 ま で 進

め ら れ て き た 百 十 回 、 建 設 途 上 の 機 々 な 工 事 の 傑

様 、 住 民 の 移 り か わ り 、 さ ら に は 住 民 の 意 機 、

生 活 椴 式 の 変 遷 と い っ た 機 荷 な 面 を 、 あ る と き

に は 宮 守 ら か に 、 ま た 、 あ る と き に は 反 省 を こ め

て 結 ら れ る と き 、 こ の 大 き な 技 術 者 集 団 、 「企

業 局 J に 比 較 的 最 近 入 っ た ー 技 術 者 と し て 、 ま

ｈｾ 築という職業を選択した人 ｦ ｬｊｊとして、技

'.I.r /"'; そ の も の の あ り 方 を I1fl い 征 さ れ て い る よ う

... .:.' J. I. い てもある 。

f ん の 数年内i I までは、 1111発 は 奨ti 1 ' ，であるとい っ

人 I，r; ，l i目l の 中 で 、 前1市 計 画 、 あ る い は 都 市 建 設 の

立品l 奇J且 う た め に 育 成 さ れ て き た 技 術 者 の タ マ

ゴ 述 が 、今日ｾ Ｍ 線の技術者として、日常のニ

ュ ー タ ウ ン 建 設 業 務 に 励 ん で い る わ け で あ る が 、

彼 ら の ナ 7 の 戸 が か な り 深 い タ メ 息 を も っ て 諮

ら れ る の を 、 i準 う 意 味 で の タ メ 息 、 を ま じ え て r1l1

くとき、 f皮 ら の タ メ 息 、 の 意 味 を 、 ど の よ う に 解

釈 寸 れ ば よ い の か 、 一 瞬 戸 惑 う と き が あ る 。

一一一 「ニ ュ ー タ ウ ン と は 、 技 術 者 に と っ て は 一

体 何 だ っ た の だ ろ う 」 一一一今 、 千 里 記 念 事 業 が

工 さ れ る に 際 し て 、 物 理 的 な ま ち づ く り は 完

成 を 兄 る わ け で あ る が 、 こ れ ら ー 述 の 事 業 の 具

体 化 l立 、 千 里 ニ ュ ー タ ウ ン と い っ た ピ ッ グ ・ プ

ロ ジ ェ ク ト の 終 鳴 を 意 味 す る と 同H寺に、 「企業

局 」 と い う 技 術 者 集 団 の 「 傾 い た 道 し る べ 」 と

してキムには思えるのてるある 。

この点、主建E築技術肴のム均局合、主建E築 物 に 対 す る 耳 取E 苦 絡 器 を 中 心 に 考 え て い た だ け る と 好 郁 合 で す 。 水

私 の建 築 技 術者 観

神戸市住宅局住宅昔日骨十回線 神 宮 様 昭

早 い も の で 、 私 が こ の 戦 幼 、 f主 宅 応 へ 配 属 さ れ

て 約 5 年 に な ろ う と し て い ま す 。以 前 の 職 場 ( 税

務 関 係 ) の と き 、 お ぼ ろ げ な が ら 技 術 者 の 多 い

職 場 と い う も の に 対 し 、 あ る 栂 の 抵 抗 感 を も っ

て い ま し た 。 と い う の は 、 技 術 者 イ コ ー ル 硬 い

人 ー ー で 、 私 の よ う な ち ゃ ら ん { ま ら ん な 人 IUJ にと

っ て 、 刷 | み に く い も の で し た 。

そ の 後 の 経 過 で 、 こ の よ う な こ と は 決 し て 当 っ

て い な い こ と が 判 り ま し た 。 ま ず 事 務 屈 に 比 し 、

一 般 的 に 言 え る こ と は 、 qコ紫u ' r で誠実であるこ

と。② 給E里の i且 ら な い こ と に つ い て は 納 得 し な

い こ と 。 ③ つ き 合 っ て み れ ば 、 親 し み あ ふ れ る

人 聞 が 多 い こ と ー な ど で あ り ま す 。 特 に 私 の 場

合 は 、 建 築 技 術 者 集 団 の 中 で 過 ご し て き た せ い

で 、 こ の 感 が 強 い の か も 知 れ ま せ ん 。

た だ 、 仕 事 上 感 じ る こ と は 、 市 内 部 に お け る 土

木 職 の 場 合 は 、 務 務 I織 と 比 較 的 近 い 仕 事 が 多 〈 、

市 内 部 の 事 情 、 手 続 き 司 王 務 な ど に 糊 過 し 、 日 本

の 都 市 計 画 事 業 、 あ る い は 大 開 発 司I 業 な ど を 推

進 し て き た と い う 自 負 を 感 じ さ せ ま す 。

り 組 み 方 は 、 予 算 、 そ の 他 の 掃IJ 約 の 多 い 中 で一

番 優 れ た も の を 作 ろ う と す る 努 力 は 、 並 々 な ら

ぬ も の が あ る と 忠 わ れ ま す が 、 そ の 計 画 内 容 が

ど う し て も 個 々 の 賂 築 物 と な ら ざ る を 得 な い こ

と か ら 、 小 じ ん ま り と し て い る と い っ た 印 卑 が

ぬ ぐ ‘ い き れ ま せ ん 。

私 は 、 こ の よ う な 印 息 を も ち つ つ 一 緒 に 仕 事 を

進 め て き ま し た が 、 現 在 、 車 壇 場 に い る 若 い 建 築

技 術 者 に 新 し い 忠 、 吹 き を 感 じ さ せ る 人 々 がmえ

つ つ あ り ま す 。 今 ま で 、 そ の あ ふ れ る 能 力 が 十

分 に 主 張 で き る 場 が な か っ た だ け で 、 こ れ か ら

' t し だ け l写 か ま し くf辰吉時うことカヘ世t の 中 を 向

よ さ せ る と い う こ と を 申 し 上 げ て 、 大 変 雑 I;I!' く

な 私 の 建 築 技 術 者 に 対 す る :意 見 と さ せ て い た だ

き ま す 。

施 工 、 管 理 上 ひ と こ と

斉 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大 谷情 次 郎

l .  .9 イ ル 目 地 合 わ せ に つ い て

タ イ ル と の 目 地 合 せ に つ いては宇'I

'

経 を と が ら せ

る と こ ろ で あ る が 、 鉛rr の 使 用 が 少 な く な っ た

の で 、 竪 備 と も に 合 わ す こ と は 至 雛 で あ る 。 陶

[ 私 た ち の グ ル ー フρNo，6 )  川 1111111川川川川川H川H川111111川 川 川 川 川 川 川 11111111川l川M川川1

後 芯 に 合 っ た タ イ J レ、タイル曹1I に 合 っ た 水 栓 芯

と い う 考 え の 通 常 化 を 指 導 し で い た だ き た い 。

4 枚 1 組 の 隅 欠 き タ イ J レ で も 発 注 し て い た だ け

た ら 即r} ;か り ま す 。

2.  t.吊 除 口 の 位 置 に つ い て

tlfl 除 1 1は 、 ほ と ん ど壁 際 に つ け さ さ れ ま す が 、

こ の 1m聞 は 困 維 な こ と て も 、 そ の う え 、 掃 除 機 を

入 れ る と な る と 宮 正 に む つ か し い こ と に な り ま す 。

機 能 か ら 考 え る と 、 作 業 の し や す い と こ ろ に つ

け る の か す 面 主 に 対 す る サ ー ピ ス だ と 思 い ま す 。

3 ，1 ) ド水管の45・モ ジ ュ ー ル に つ い て

貌 夜 の 排 水 設 計 を モ ジ ュ ー ル で 例 え る と 、 90・モ

ジ ュ ー J レ に 当 り ま す ( 製 図 板 上 の T 定 規 に 対 す

る90・ 配 管 図 で あ る )。 こ れ を 点 ( 排 水 口 ) と 点

(盟 主 管 ) を 直 線 で 結 ぶ こ と が 併 さ れ た ら 、 更 に

校 管 は Y 管 で つ な ぐ こ と が で き た ら 勾 配 は よ く

な り 、 管 の 経 沼 、 継 手 の 経 済 に も 影 響 し ま す

( 主体 工 事 の 恨 太 切 り の む つ か し さ は 残 り ま し

ょ うL

4.  7 ヰ、モ 周 囲 の 色 彩 に つ い て

大 弁 を 明 色 で 仕 上 げ ら れ る と 、 ア ネ モ 周 囲 の 汚

れ と い う 問 題 が 起 こ り ま す 。 7 庁、モ 周 回 だ け で

も Iltf ia 色 で 快 適 な デ ザ イ ン を お 願 い し た い 。

『藤 木工 務 庖 カ メ ラ ク ラ ブ 』

ときぱ均か、り lは主うまい f作乍 品 を モ ノ に し た 人 のE勝持ち 。 夕夕 ミの 上 に 、 手 持 ち の レ ン ズ や ポ デ イ 一 や ア

芸 術 と 技 術 の 聞 で一 一無 心 に

お や つ に 出 る キ ツ ネ ウ ド ン の 味 も 作 品 の 出 来 次

第 だ 。 諸 君 、 年 度 : 貨 を 目 指 し で が ん ば ろ う /

例 会 の 夜 が 来 た 。 仕 事 を 五 時 に 切 り 上 げ 、 大 息 建築に従1 I1 す る 我 々 に は 、 医 者 と 並 ん で カ メ ラ

ぎても作品にタイト J レを 貼 る 。 集 会 皇 室 の へ y シャ 好 き が 多 い と い わ れ て い る 。 写 其 が 芸 術 で あ る

ン ク ロ ス の 壁 に50点 ば か り の 四 つ 切 り を 展 示 す 面 と 、 技 術 で あ る 簡 と を 合 わ せ も っ て い て 、 そ

る 。 六 時 過 ぎ に は 準 備 が 終 わ り 、 投 採 が 始 ま る 。 れ が 我 々 建 築 技 術 者 を 自 然 に ひ き つ け る の で あ

現 場 勤 務 の メ ン パ ー も 、 こ の 日 lま か り は い つ も ろ う か 。

よ り は 早 め に 片 付 け て 、 三 三五 五 集 ま っ て 来 る 。 あ る 人 は メ カ 派 で あ り 、 古 今 東 西 、 あ り と あ ら

二 週 間 程 前 に 行 っ た撮 影 会 の 楽 し さ を 、 ワ イ ワ ゆ る カ メ ラ に 精 通 し て い て 、 自 ら も 一 級 品 を 自

イ 、 ガ ヤ ガ ヤ 想 い 出 し な が ら 。 在 に あ や つ る 。 あ る 人 はH符 皇 室 派 で あ り 、 そ れ こ

作 品 に 勝 手 な 批 評 を 加 え て い る と こ ろ へ 、 先 生 そ、 血 と 汗 で も の に し た 秘 伝 の 制 合 薬 を 知 つ て

の 登場 だ 。 寒 い の に 迷 い と こ ろ へ 御 苦 労 線 。 好 いで、l I i音階1の 中 で豊自 然 と 微 笑 み か け る 美 女 に 、

きこそもののー ー ー 、 こ ん な ア 7 チ ュ ア ・ク ラ ブ 至 高 の 法悦 を 見 出 す 。 ま た 、 あ る 人 は 情 緒 派で、

を い く つ か 面 倒 を 兄 で い ら れ る 。 今 夜 も お 手 や 肪れる風 ｪ［ｾ の中に、自分自 身が埋 没してしまい、

わらかに。 フ ァ イ ン ダ ー の 中 に ポ ー ズ を と る モ デ ル に U 必

会 社 に50年 も 勤 め て い て 、 ベ ス 単 か ら 始 め た べ ず 恋 を し て し ま う 。

テ ラ ン も 、 年 末 に ボ ー ナ ス を は た い て や っ と キ 年 に 六 回 ば か り あ る 撮 影 会 の 前 の 晩 は 、 殊 に ー

ヤ ノ ン を 手 に 入 れ た ば か り の 新 入 社 民 も 、 こ の 年 に 一 度 の一 泊 旅 行 の 前 の 晩 は 、 そ わ そ わ し て 、

ク セ サ リ ー を 全 部 並 べ て 、 府 い で 見 た り 、 組 み

立 て て フ ァ イ ン ダ ー を の ぞ い て 兄 た り 、 ケ ー ス

に 結 め こ ん でf旦 い で 見 た り 。

こ ん な 人 速 が30入手呈集ま っ て 、 毎 回 15入手呈 が 活

動 し て 、 恐 々 し く は な く 、 無 心 に 20年 以 上 も 続

け て い ま す 。 文 責 岡 田 泰 次

例 会 中 の カ メ ラ ク ラ ブ



故 石川寛三 氏

明治21年 l 月23日生

昭和52年 l 月 6 日残

享 年 88才

〔略廃〕

出身 地 愛 媛 県

現 住 所 宝 塚 市 雲 雀 丘 山 手 1丁目 5 番 l 号

明治44年 11月 1 日

住友本社建築諜に入社

昭和 6 年 10月30日

住友本社建築諜解散のため退社。

退社と同時に住友末家に列せらる 。

昭和 7 年 l 月 7 日

石川建築事務所を開設

〔公職歴〕

社団法人日本建築協会名誉正会員

社団法人日本建築家協会関西支部顧問

学校法人プール学院理事

社団法人日本建築協会元理事・評議員

社団法人大阪府建築士会元評議員

60 建築と社会/ 1977年 3 月号

石川寛三先生 村 野 藤 五

告別の日は風があって寒か った。私は旅行から帰って少しおくれて事務所に出勤して見ると、机上

にメモが置いであった。石川寛三先生 1 月 6 日夜 1[1寺御逝去、本日 12時30分から川口教会で告別式が

行われると書いてあった。本日とは 8 日のことである 。 メモを見るなり私は一瞬先生と私の年令とを

比較して見た。間もなく式が始まるのでそれから先を考える余絡がなか った。

川口というのは曽ての大阪の海の表玄関であった 。 ここには聖公会の赤練瓦造りの教会があ って、

美しい濃いコバルト色のステンドグラスのことが、学校を出て聞もない頃の記憶にまだ残 っている 。

その教会堂は古くなり戦前に私の同窓の友人が現場取管をして今の教会堂に建てかえたものだから、

その頃の美しい姿が胸をかすめた。永い先生とのおつき合いだが先生がキリスト教の信者だとはち っ

とも知らなかった位どこにも信者特有のにおいがなかった、心の出来た枯淡なお人柄が教会への道す

がら車のなかで思ったことであ った。

私は少しおくれて教会につき、走るようにして会堂に入った 。堂内は薄日音くて少し高いところに白衣

の村1父が 2 、 3 人ミサのようなお祭りが行われ、間もなく l 人の神父が先生の信仰 について語られた 。

ところが、堂内には来会者が溢れ、席のない人は後ろの方で立 っているのに気がついたのはややしば

らくたってからである 。来会者も見渡せないような片隅しか席がないので立 ったまま黙礼した。竣工

の頃のJ J j ; 新しい練瓦積の美しか った頃のことを思い出しながら、今ここに先生との永い告別の席に立

たされるようなえにしというものを考え、人と人とのつながりの尊さを懐いながら、此の教会の建築

に精魂を込めて現場にいた友人もまた、恐らくこの会堂で告別式が行われたのではないかと思いなが

ら神父の話に耳を傾けたのである 。私はクリスチャン一一一一ーではあるが、教会の儀式についてその

しきたりは何も知らないので、ただ人のするままそれに倣 ってお祈りをしたり讃美歌に耳を傾けたり

するばかりであった。私の隣に立ちながら世話をしていた婦人は多分信者であろうか、その歌声の美

しいのを 1111いていると次第に私も信者の一人にな ったような気持ちになり、告別式のふんいきになじ

み頭を垂れて 、故人の冥穏を祈るばかりであった 。やがて、献花の式次となり私もまた最後に近くな

ってから、霊前に進み白菊を俸げた 。普通なれば、祭壇は高いところにあ って故映は仰ぐところに

置かれるのに、先生のお写真は今にも諮りかけられるところにあ った。温顔から何か話されるのでは

ないかと思うほどの距離で親しいお人柄の良さが浮かんでいて、おなつかしい姿が今でも眼底にほう

ふつとしている 。献花の白菊は寒さにさえて殊のほか静かな美しさが感ぜられた。 どこの席でも、先

生と私は交代で乾杯の音頭を取らされた。少しかん高で四固なまりの声、笑うと健康そのもののよう

な血色に美しい白い歯の見える鍛えぬかれた建築の達人、すでに枯淡の域に逮せられた: c t 重な存在は

遂に昇天されてしま った。 これからは私だけが乾杯の音頭を取る役目が残されたように思う 。私とは

たった 三才の長であったのに。

明治 44年に関西商工学校を卒業されると住友の建築諜に入られた。当時の住友建築課は今日の日建

同様、里子口、日高、長谷部、竹腰、笹川とい った優れた建築家をかかえた、関西の建築界はおろか、

我国における建築的名門であ った。 しかしながら、それらの華やかな建築的な世界のなかにあ って、

その華やかな舞台には裏方がなければ、芝居の演出は役者だけでは出来ないだろう 。明治の初期以来、

建築的表現の裏方を受け持 った人については、必ずしも多く語られたとは思わない。実は、このよう

な裏方を受け持って表現の技術的基礎造りをして、職方に実技を教え、自らも現業とともにあ って、

建築の施工、材料、について身をも ってそれを体得して実技を後代に例えた役目についてあまり多く

語られていないように思う。明治H寺代の様式主義的な定着からやがて大正、昭和と建築的自由が広め

られてい ったにせよ、それは 、表面の華やかさの裏に、この変化に対応してゆるぎなき技術を fwえ、

職方途とともにその変化する建築に実技を対応させながら日本の建築界の支えとな った人達について

はあまりにも多くが語られ、それが如何に大切で、また大きな存在であ ったかについては多 くが諮 ら

れていないばかりか、車亙踊見されたようなf t J i向さえもあ ったのではないのか。

住友の建築課の仕事の厳格さは終にこの点にあったように私は思うし、また、吾々がまだ建築の何

物かさえ知らぬ頃によく言われたことでもあ った。私の知る範囲でも小笠原ますみ氏ほか幾人かの優

れた工人風の達人を知っている 。恐らくは石川先生もそのうちの一人として、住友の優れた建築の裏

方を務めあげられて今日を築いた人であると思う 。絡に得難く: : f . ' 1 : 重な存在であ ったし、その功によ っ

て退社に当たり住友の末家に列せられ、また後進の指導育成に務められ、傍ら建築界における多数の

協会の役員となって斯界に尽されたことは私がここに申すまでもない。国は先生の業績に対し、勲五

等双光旭日章を贈って、先生の街l功労に酬いたのでも、その一端がわかると思う 。 ここに敢えて拙文

を稿して先生を偲び、かっ先生の永年に渉る功績をたたえる所以である 。 52. 1. 25 
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故 平 田 作 太 郎 氏

明治41i. H 月 1 n生

H百平日51年12月 8 EIli.il 

享年 68才

出身地石川県羽咋 ｴｾＱ 志維田 ｔ

現住所京自il lr1i 下水区緩小路通大宮求人 Jレ

丸屋町

T  14 ・4 平出タイル入社

S  27 ・4 同社専務取締役就任

S  31 ・4 同社代表取締役副社長

S  45 .  10 同社代表取締役社長

他に ( 株) 平回エンヂニアリング社長

伊奈梢機株式会社会長

伊奈!日] 西販売株式会社社長

丸一巡給株式会社代表取締役

〔公職歴〕

社団法人日本建築協会評議日

向 上 述材委. t J . 会委只

社団法人円本建築材料協会理、H

社団法人大阪陶業協会鹿目 ｬ ｾ

全国タイル建設業協会常任理事

大阪タイ ｊ レ衛生陶総商工業協同組合耳ｆｬｾ

その他役只歴任

平田作太郎氏をしのんで

E量誉 褒目芝にとらわれることなく、名利を追わず、只管に世のため、人のために尽くした人と 問 わ れ

れ ば 、 私 は 直 ぐ に 平 田 タ イ ル 社 長 ・故 平 田 作 太 郎 氏 と 答 えるでありましょう。

そ の 平 田 作 太 郎 氏 が 、 昨 秋 に 病 気 が 再 発 し 入 院 さ れ た と 聞 き 、 一 日 も 早 く ご 快 癒 を 願 っ て お りまし

た。 そ の 矢 先 、 旧 臓 八 日 午 後 6時38分 忽 然 と 、 こ の 世 を 去 ら れ ま し た 。残 さ れ た 御 遺 族 の 方 々 や、会

社 の 皆 様 方 の ご 悲 嘆 は 申 す に及 ぱ ず 、 私 共 も 人 生の先 逮 と し て ま だ ま だ 御 健 在 で 、 い ろ い ろ と 教 えを

乞いたいと思 っていましたのに 、遂に幽 明 境を異に し 、 その温 ｦｩｾ に按し得なくなったことは 、 まこと

に 痛 惜 の 極 み で 、 世 の 無.tfi を 嘆 か ざ る を 得 ま せ ん。 氏 は こ と タ イ ル と な る と 、 業 界 の 第 一 人 者 と し て

長い /lf lの 経 験 と 知識 を 基 に 寸 暇 を 惜 ん で東 奔 西 走 し 、 現 均へ 工 場 に と 顔 を 出 さ れ 、 か な ら ず 懇 切 丁 寧

に教えてT頁 き 、 恐 縮 し た も の で す。 そ の 機 子 が 走 馬 燈 の よ う に 目 に 浮 か び ま す。

私 と平 田さ ん と の結 びつ き は 、 昭 和20年 代の 末 頃 に協 会 の事 業 委 員 会 で 委 員 と してご一緒 にな った

の が 始 ま り だ っ た と 思 い ま す。 そ し て 私 が 工 場 見 学 小 委 員 会 主 査 を 担 当 し 、 タ イ ル 工 場 の 見 学 企画 を

樹 て 、真 先 に ご相 談 し た と こ ろ 早 速 快 く お 引 き 受 け 項 き 、 常 滑 の伊 奈 製 陶 を 始 め 次 々 に 淡路 島 の 淡 陶

や 、速 く九州、|有 国 タ イ ル 迄 見 学 旅 行 に 出 働 け る こ と が出来 て 、 会 員 の 皆 さ ん に 大 変喜 んで、項けたのも 、

ず、い分と車! 日かいところまで気を配って段取り手配をして頂いた賜だったことが懐かしく思い 出 されま

す。 ま た 年 末 の 会 員 忘 年j懇 税 会 に は 例 年 必 ず 実 行 委 員 と ι て一 生 懸 命 裏 方 を 努 め て 居 ら れ ま し た 。 そ

の後 ま た 住 宅 委 員 として 、 恒 例 の よ ろ ず 相 談 住 宅 展 に は 出 展 者 の 勧 誘 lこ、 タ イ ル 業 界 や そ の 関連 業 界

に、そのお顔の広さの恩恵、に預り、随分無理を言ったものです。 最 後 は 昭 和51年 春 よ り 建 材 委 員 会 に

委 員 と し て 精 励 し て項き 、 協 会 の 業 務 に 多 大 の 貢 献 を し て rnきました 。

そ の 反 面 、 仕 事 を 離 れ て も 人 と 人 と の 結 び つ き を 非 常 に 大 切 に さ れ 、 一昨 年 か ら ゴ ル フ を 習 わ れ た

り、 我 々 と も 麻 雀の卓を囲むこともしばしばで、 20数年来協会の役委員経験者有志で会を作り、 年 5

- 6 田幸[1気 諸 々 と し た 親 睦 麻 雀 会 に も 率 先 皆 の た め き め 細 か い 心 使 いをされ、ず、っと会長を務めて項

きました 。

こ の よ う に 多 くの 人 か ら 敬 愛 さ れ ま した 故 人 の ご 遺 徳 に つ い て は ま だ ま だ 書 き 尽 く せ ま せ ん が、 そ

の 一端 を 披 露 し 、 あ り し 日 を偲 びつ つ 、議しんで哀悼の誠を捧げるとともに、 心 か ら ご 冥 福 を お祈り

申 し 上 け る 次 第 で す 。
(竹友会常任幹事 山 本 茂)

ｾ＠ I建築と社会」誌バックナンバーのおしらせ
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集合住宅におけるガス設備と安全 (その 2) 大 阪 瓦 斯 株 式会 社

前 回 は 、 集 合 住 宅 に お け る ガ ス 設 備 と 安 全 に つ い て 全 般 的 な 考 え 方

を 述 べ た が 、 今 回 l立 、 当 社 の 考 え 方 を 兵 体 的 に 説 明 し た い 。

3 . ガ ス せ ん の 標 準 設 置 要 領

各 設 備 お よ び 機 器 に つ い て は 第 2 項 の 考 え 方 に 準 じ て い る が 、 ガ ス

せ ん の 取 り 付 け 要 領 に つ い て は 、 開 閉 操 作 の 容 易 化 、 誤 操 作 の 防 止 、

ゴ ム 管 の 安 全 使 用 を 目 的 と し て 、 下 記 の よ う に 具 体 化 し た 。

( 1 ) ガスせんは 、使 用 対 象 ガ ス 機 器 の ホ ー ス エ ン ド 口 径 と 同 一 口径と

する。

(2)ガ ス せ ん は l ロ型ガスせんとする。

(3) 移 動 形 ガ ス 機 器 用 お よ び 予 備 の ガ ス せ ん に つ い て は 、 誤 操 作 に よ

る ガ ス の 噴 出 を 防 止 す る た め 、 カ チ ッ 卜 型 ガ ス せ ん と す る 。

(4 ) 2 個 以 上の ガ ス せ ん を 並 設 す る 場 合 に は 、 誤 操 作 を 防 止 す る た め

お 互 い に l Ocm以 上 の 間 隔 を も た せ て 設 置 す る 。

(5 )ガ ス せ ん は 、 ガスせん、コソ、管の点検、修理、取りかえが容易に

ノ

で き る よ う に 設 置 し 、 ホ ー ス エ ン ド と 壁 商 と の 間 隔 は 、 ゴ ム 管 の 着

脱 に 必 要 な 間 隔 をとる 。

(6)ガ ス せ ん は 操作 の 容 易 な 位 訟 に 設 置 す る 。 特 に 機 器 や 家 具 で 隠 れ

る 場 所 に は 設 置 し な い 。

(7)ガ ス せ ん の つ ま み で l期間状 態 の 確 認 が で き る 位 誼 で 、 熱 や 水 な ど

の 影 響 を 受 け な い と こ ろ に 設 置 す る 。

(8 )機 器 に綾 統 す る ゴ ム 管 が 過 熱 さ れ た り 、 折 れ ま が っ たりせず、ま

た 、 ゴ ム 管 長 さ が テ ー ブ ル コ ン ロ な ど 半 固 定 機 器 で は 1 m 以 下 に な

る よ う に ガ ス せ ん を 設 置 す る 。

以 上 の 考 え 方 に も と ず き 、 各 部 屋 ご と に ¥ 表 1 に 示 す 標 準 設 置 位 置

を設定 し た 。

表 1 . ガ ス せ ん の 標 準 設 置 位 置

区 分 . 器 棟 準 l ! t 置 位 置

高 さ

ガスせんのホースエ ン ド先端と淵埋

テープルコン

台面との nn隔を 150mm程度とする 。

ロ

ガスせんをコンロ台後方に取り付け

綴 方 向

ることは避ける 。

高 さ

湯沸音寺ホースエ ン ド下端より 150mm

台所 以下とする 。

湯 i91; i ¥器ホースエ ン ドとガスせんのホ

小型湯沸; 器 被 方 向 ースエ ン ド先端の IHI 械を 200mmとす

る。

俄への振り コンロなどの熱を受けない iWJ にガス

方 l句 せんを投註する 。

高 さ

バランス形外だき釜据え付け台より

浴室

バ ラ ン ス 型 890mmとする 。

外 だ き 釜

繍 方 向 壁面より 790mmとする 。

ー向ヂ司

さ

風呂釜前枠の下端より 100 mm 上方と

する 。

内 だ き 釜

風呂釜前枠の{ J ! IJ 端より 300mml維した

屋 外
セミ外だき釜

償 方 向

位置とする 。

など
外 だ き 釜

ガスせんは墜と 45. の角度をもたせ

墜との角度 る。 また、壁から立ち上げ管までの

距離は5伽 mとする 。

ス ト ー プ 高 さ 床面よりボックス型ガスせんの飾り

クリーンヒー 備 方 向 枠下端まで 150mmとする 。ドアや家具

ティングなど で隠れる恐れのない位置とする 。

ガスクリーンヒーテイング舟l の.tJ;1合、

取り付けスペースの中心より 700 mm 

居室 右側とする 。 ただし、70伽 mのス ペー

スがとれない場合は、ガスクリーン

ヒーテイング右側面から 150mm以上

の間陥をと ってボ ックス型ガスせん

を設註する 。

6 2  

ま た 、 台 所 用 力 ス せ ん の 取 り 付 け 例 を 図 1 に 示 し た の で 参 照 さ れ た い。

図 1 . 台 所 用 カ ス せ ん の 取 り 付 け 例

カス.l!Al K周ー口手ースコ ，?

m
m
-

-
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o

s
-
-

カス台 関 " 台

マfL

機印寸治1: 必ず守ってください.

4 . 大 阪 ガ ス 東 豊 中 社 宅 に お け る 試 み

今 後 の 集 合 住 宅 の ガ ス 設 備 の 安 全 に 対 す る 一 つ の 提 案 と し て 、 当 社

で は 、 東 豊 中 実 験 社 宅 に 2 つ の モ デ ル を 組 み こ ん だ 。 その l つは、

第 2 項 、 第 3 t頁 で 述 べ た 考 え 方 に も と ず き 、 近 い 将 来 を 想 定 し た も

の で あ り 、 他 の l つ は 、 将 来 の よ り よ い 方 向 を 探 る た め の モ デ ル で

あ る 。 こ こ で は 紙 面 の 都 合 で 、 そ の 詳 細 を 記 述 で き な い が 、 い ず れ

も ガ ス 消 費 機 器 と 換 気 設 備 と の 対 応 を 重 視 し 、 同 時 に ガ ス 機 器 へ の

ガ ス 供 給 に 留 意 し た モ デ ル で あ る 。 ま た 、 万ー の ガ ス も れ に 対 す る

処 置 に つ い て も 将 来 の 方 向 を 採 る モ デ ル に 組 み こ み 、 テ ス ト 、 モ ニ

タ ー 、 解 析 な ど を 行 い 、 さ ら に 新 し い 安 全 機 器 、 シ ス テ ム の 附 発 に

取りま且んでいきたいと考えている 。

ーi丘 い 将 来

のモデル

炉将 来 の 方

向 を HI1る

モデル

お わ り に

前 後 2 固 に わ た り 、 集 合 住 宅 に お け る ガ ス 設 備 と 安 全 に つ い て 記 述

さ せ て い た だ い た 。 よ り 安 全 な 機 器 を 、正 し く 設 程 し 、 正 し く 使 用

し て い た だ く こ と に よ り 、 ガ ス 設 備 が 安 全 に そ の 機 能 を 発 揮 す る こ

と を 心 か ら 希 望 す る と 同 時 に 、 本 稿 を 安 全 な ガ ス 設 備 に つ い て の 考

え方の 一 助 に で も し て い た だ け れ ば 望 外 の 幸 せ で あ る 。
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ｾＱＡＷｾＮ、 ＺＱ ード

マスチッヲヲI : 1 - 9: J 1.J“

耐 久 性 の す ぐ れ た 防 湿 床 材

特 長

1  耐久性: 而す久性にすぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合が低〈、ホコりなど生じない。

3  すベり抵抗性: すベり抵抗性にすぐれている 。

4  復元性 : 弾性があり、万一亀裂ができても使用している間に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく 、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

ノ園、@

FLl NTKOTE 

、_，

フリントコートについてのお問合せは下記へ

。
j脈武851シェル厄;IX版発売所

7  -..1 ｾｉＭ : I ， _ I - 施工販売部

大阪o ! ! ! >532 大 阪 市 淀 川 区 西 中 島 2 T 目 I1 番 30号 含 ( 06) 303 ー 7131

東 京o! ! ! >I 04 東 京 都 中 央 区 宝 町2丁目 4番 地 ( 第2ぬ η 彦 ピ ル3階 ) 含 ( 03) 562 - 4646 

名 古 屋 ⑮461 名 古屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日 本 橋 ピ ル4 階 ) n ( 052) 931 - 8537 

広 島 ⑮730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西林ビノレ 3 階 ) n ( 0822) 21 - 1224 

福 岡 ⑮810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 l ー 1 - 5  ( 舞 鶴 ビ ル 3 階 ) n ( 092)  77 ー 1961
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眼

湯 川 利 和

奈良女子大学教綬

家政学部住居学科

大 西 国 太 郎

京都市都市計画局風致課主幹

お お ふ・ き み お

大 生 仁 雄

鹿島建設大阪支庖建築部次長

山 口 安 男

日建設計業務部長

* 1 J 1 号から 611 号 ま で 上 紀 4 氏 が 個 当

闘 を お ろ そ か に し て は な ら な い

団地アパートの地 ｈ 主戸は侵入窃 ｉ 訟に弱し、 。 人に兄られずにパ ｊ レコンに ｩ 主しうる ｪｾｾ 合がとくに弱 ｌ 、 。 この対策と

しては住戸専用のl駐 を と り 、 こ れ に 1r のおし、視線を通す柵で画定するのがよ L 、。 さらにそれに機後する闘地は、 l珂

Ji'i Jの{ 主戸が共用するエリアとして j桜木・柵 ・I"J などで囲んで令1M，或! 必をおめ、そのバリアをあえて通過して「何i械 佼

5じ す る 不 審 者 は 住 民 の ( 1ｲＮｾ＠ ｾ＠ ｾ ｾｩｅ 悦ゃ議 ｪＺＧ｛ を うけるように 仕向 ける 。 このコス トはたい しでかからなし、 。 むしろ「古
め か し い 設 計 だ 」 と か 「 本 来 だ れ に も 利 用 されるべき公共スペースを 個 人 や特 定 の集 団 に 帰l喝させるのはJ決り」と

いう 建 築 思 想 が そ の 実 引 を 大 き く 妨 げ て い る 。

しかし、このよう主空n: WIII戊でも って 1' 1術 ( poli c e) し や す く す る こ と は 新 石 総時 代 か らつい M: 近 ま で 継 示 さ れ

てきたし、そのようなさi ! IiJJt，Yj lJx. と気附 え の 集 合 体 が t.11r1-j ( pol  i s ) であろう 。だが、現代社会は箸 祭 ( pol i ce) にあま

りにも頼りきり、 rI. l 1.代性J r 公 共 性J と い う お 念 仏 七 唱 え る こ と で 先 祖 た ち の 深 い 符 窓 を 忘 れ さ っている 。弘にはいま

の中年世代ならだれもが点 ｾ ｉｊ に Ｓ ぃ ｉｬｉ ｊ かされたあの言泌が迷信とは思えない 。 「わが子よ ＮＯ 1副を踏んではいけない 。

け っ して ＮＯ ｊ この言必はギリ シ ャ ｉｉＡ ，［代にすでに言われており、かなりの国ぐにで幾十世代にもわた っ て厳島 ｉｾ に話り

継 が れ て き た の で あ る 。 紅、たちが「附」の み 徴 し て い る 傾 城Irffi 定 の 虫 裂 さ を 見 失 っ た な ら 、 ご 先 也 被 に も -[ - 係にも、

そ し て 同 時 代 人 に も 中 し 沢 が な い と い う べ き で あ ろ う 。 ( U)

地 価 と 町並 み 保存

地! 田l急騰のl I:r 代 は 済 ん だ と は い え 、 太 郎 市 近 郊 の 住 宅 地 の 地 仰iは依然強合みの状況にあるらしし、。保 存 関 係 の 仕

事を しているものから 見 れば、 J也iilli の 経 済 論 硯 ほ ど 、 反 対 行iJ!l Jの埋論武装を助ける強力な武総はなし、 。 この辺 論 に

対 抗 して 保 存 純1誌を 俄 し)j主 め る こ と は 、 並 大ほ の こ と で は な い と い う 感 を 抱 か せ る。

ｩ ， ｾｬ 水 産寧坂 地 区の町並みｻ栄作にｾりキ Ｑ Ｑ んでいたＱｉ￭＿ ＭｬＧＱｬ ＴＷＢｴ 二頃も、 ｊ 也 ｩ 国 ｬ は年率 Ｑ Ｗ Ｅ ( 六大都 市 市 街 地 ) のお 騰 を続け

ていた 。 );( tJ ll 市 の 特 別 保 全 修 )j:: j 也 区 を 受 け る と 地 価 は 大 幅 に 下 泌 す る お そ れ が あ る と の 埋 由 が 、 反 対 派 の 人i主の大

きいよりどころであ った。 こ れ に 対 し て 「 健 か に 一般 商 業 地 と し て の 地 価 は 下 が る で し ょ う 。 しかし、 f也の地 械 に

はない、この地の雰囲気を生かした符色ある観光地としての地価は ｉ ｾ 砕するはずであり、地価の大 幅 な ｆ 訴はあり得

ない 。 ま た 、 伝 統 的 な 町 並 み が こ わ さ れ 中 途 半 端 ♀ 景 観 を 呈 し て く る な ら ば 、 そ れ こ そ 地 価 は 下 部 し て い き ま す よ J

という芯ー昧のことを反対派の人述に言 っていた 。その当時、産寧坂の町並み保存が大きくマスコミに取りあげられ、

観 光 客 が 急 地 し て い た こ と も あ った り し て 、 反 対派 の 人 達 の 了 解 を と り つ け る こ と が で き た の で あ る が 、 反 対 派の

人 達 の 「 何 も こ の 土 地 を 光 ってn'l てし、〈気はないのだ」という土地への定行 意 志 こ そ が 、 地 価 の 経 済 諭担 を超えさ

せ た と 考 え て い る 。

II( 係1149年 指 定 の 紙 闘 車Ji -lf:i.l 也阪 のnl1¥- にあ っては 、 よ り 鮮 明 な か た ち で 地 域 の コ ン セ ン サ ス がj!i t られていた 。 4 階

1mピ Jレ主Jf，j主に反対され、 111f北 み i民俗 の.illi MJ を起された紙図元 吉町 の人迷は、 J; t J義に討議を丞ねた上、 r j 也{耐l が 1-- がっ

て お い ピ J レが主主つ こ と は 、結局 、先住省の (-1分i童が 追 い だ さ れ る こ と に な る 。地 価 は 下 が っ て も よ い J との紡 J晶に 歪'J

i主されたのである 。 ( 0 )

と建 築 作 品 と き り つ め ら れ た工 事費 と

円本経済は、寸イ J レシ ョ y 7 のあと 三 年日の不況といわれて、 H行平日52年の春を迎えた 。建 設 業 界 は 、 今 年 こ そ 他

産業共々景気の浮錫を強く ｭｬ 待している 。 しかし 、建 設需婆は依然として活況にとＨｾしく 、業界 はこぞ っ て受注 確

保に血眼になっている現状である 。 そのため経済価格競争は激烈で、工 事政 は 一 寸の許容もゆるされない・ ｊｾ 悠であ

る。 工 'F 入 札 に 際 し て 、 工 'JInt!i 工 が 可 能 か と 忠 わ れ る よ う な 低 廉 な が キL金制 が 新聞 紙 上 に発表されるのを 見受 け る 。

現 JLi を運 営 さ れ る 監血 拘 や 胞 工 の 当 'JI _ ，T f にとって、誠に深刻にならざるを得ない呪代である 。

建築 工 事政 の 仰 ｬ 裕 というものは、関筒、自治安［ Ｇ Ｍ ｾの設，汁図 Ｕ で 兄似 るが、グレードの 解釈が多般 にさ れ るため、 価

格 の バ ラ ツ キ が 多 い。また 、設，n省の道、図が図商や{ 士械担} ' ( こ卜分 表現 されてないためであろうか。 f士 *の 程 度 、 内 容

は、なかなか設計図Ｚ Ｇ ｾ で表 製 することがむづかしい 。 その ｦ 也、図面に ｊￆｉ ｊｉＮ しきれず明記がなく、当制施工 Ｑ ＭＮ しなけれ

ば な ら な い も の な ど も 多 く あ り 、 こ れ も 工 'Ji 貨 に含まれるという 一 万 通 行 の 表 現 も 多 い 。 兄 積 り に は 見 議 と し が あ

っても見過ぎはまずなし、 。 そ し て 不 可 能 に 近 い よ う な 低 廉 な 価 絡 で 建 築 作 品 の 製 作 が 開 始 さ れ る ケ ー ス が、 最 近 特

に目立つ 。

現代に生きる建築家は、その時代の価値ある建築作品を古 ｉｊ り ｉｾｉＧ ，し、次の世代に残していかねばならぬ災務があり、

その作品に誇りを待たねばならなし、 。 その時代の文化のおさと芸術、伐材:j の粋 を 少 し で も 後 世 に 残 し た い も の で あ

る。 このような心的をも った 辿 築 家 は 今 や締 少にな った の で あ ろ う か 。 s没 計 に た ず さ わ る 人 、 こ れ を 形 作 る 人 、 価

値 を 決 め 肢f盟をする人、 i Obl は そ れ ぞ れ 巡 っ て い て も 、 建 築 作 JJ ，を協力 一致 信 頼 の 念 を も っ て 製 作 し 、 今 世 紀 後 半

に残したいものである 。現 代 建築 は 、 あ ま り に も 機 能 本 位 、 い やそれにも mして 低 価 格 優 先 に な り す ぎ て は い な い

だ ろ う か 。 考 えさせられる n: ]姐 である 。 ( O k )

設 計す る と い う 行 為

設計図と 仕 線 舎 にもとづいて 建 築物を 創り |てげてゆく、その生涯の過程において 、建築ほ ど複 維 多 憾 な妥 紫の 盛

りこまれるものはないと 思 う。 対 気 刺 激 の た め の 建 設 投 資 で あ る と か 、 社 会 の た め の 福 祉 胞 設 で あ る と か 、 域 い は

企 業 の た め の 生 産 設 備 で あ る と か 、 大 き く 政 治 ・社会・経済と深いかかわりあいをもつのみならず、 l生，nす る と い

う行為そのものに H を む け て み て も 、 こ れ ま た 複 雑 に つ な ぎ 合 わ さ れ て い る 。

定、匠. NII 造 ・設 備 Ｇｉｾ 主 ｦｩｬｬ と専 門 分 化 された作業のそれぞれの 中 に、互いに切り 離 されている設計行為を、誰がど

の よ う に し て つ な い で い る か 。 それらをつなぎとめる存在として、 Mを想定 す る か。建 築 家 と い う 個 人 な の か 、 建

築 'JI 務 所 と い う 集 団 な の か 。吏 に 胞 工 図 ・1見寸図については、通常純工M:ft fJ!l Jの 技 術 者 、 ま た は FUf メーカ一世!IJ の

校 術 者 に よ っ て ま と め ら れ る 。 そこに 兄 られる設計という 概 念 l卓、 建 築 家 も しくは建 築 事 務 所 と ど の よ う に つ な が

るのか 。

日ｬＡＺ ｾＱ す る」、 岡市の ｾｉ ｊｉＮ に従 っ て 制作すれば、 そこに巨大な ｉｕＡｾが 完 成す る 、この したたかな 行為は、もはや

建 築 家 と い う 個 人 に も 、 建 築 ，JI務 所 という !.R ｉ ｊＺ ｉ に も手にｾえない存 花 となっており 、両者に は「設 ， ｈ する」より「 計

画 す る 」 と い う 言 集 が ふ さ わ し い よ う で あ る 。 r社 会J 、「技術j J 、「資本」という 、建築 の首 恨 っこを 抑 えている

大な力に N抗 して、 r ，i生，1十するという行者むのできるものは、 I'ii J i A の似寸闘の作成までを合めた、析しい; 制作 ml 羽

の誕生が必要ーなのではあるまいか 。 ( Y )  

建築と社会/ 1977年 3 月号 65 



66 

印象、鮮や為新しい三星シンク)μ

.dLi ; シめり|

マ三一時田島ルーフィング株式会社

大 阪 大 阪 市 西 区 京 田I 犯 卜 10- 5 電話 (α3) 443-0431 

東 京・東京都千代田区岩本町3- 11 - 13 電話 (03)862-8531 

青い空間に鋭いシュ プールを拙く! 五根・・ ・木々

の緑とシックなコントラストを見せるリ ッチ

ゴールド色の屋根 室生寺に見られるような、

優美な山線を拙く屋根・一。 いま、新しい二星

シングルは U本の各地で洗錬された長しさを

彼尚しています。質感、色彩、機能、，fQ.t候 '1"1: 。

そのどれをとっても、いままでの! 五根材と

はっきり遣いま す。 U本の伝統的な夫と 1'- 1'11::

の先端をいくモダニズム 。ふたつの相 1・4なる

ニーズを可能にするのも、 L昼シング j しなら

ではのもの。 まさに、 H年代が挺ポする! 五恨材

といえるでしょう。

・カタロクをご請ポくださし、。
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1 i l i 築作品ときりつめられた工、J i '1' U 大 生 仁 厳 設 計 す る と い う 行 為 / 山 111e:!fl

大阪テキスタイルセンター 3 号館 設 計 施 工 ・竹 中 工 務1;5

池上方 設 計 監 理 ー杉山隆I i l l 築設計事務所施工 。鹿 島ill.i 2:
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建築と社会

⑥ 1917年創刊

第58集

660号

表紙絵・渡欧スケ ッチ ー 小泉盤 (吉田達築事務所)

次号特集予告

・4 月号特集 / コンクリー卜の品質管理と行政指導

の方向

・5 月号特集 / 建築基準法改正法

・6 月号特集 / 身障者施設 (仮称)

・7 月号特集 / 設備特集

・8 月号特集 / 構造特集

風イ乍品作6 8  

特 集 ・ ニ ュ ー タ ウ ン の 管 理 一 千 里 の フ ォ ロ ー 一
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「ニュータウンの管理」
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ニュータウン管理 ・団地管理一イ主みよさを 求 めてー2  
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ニ ュータウンの動向

千里ニュータウン開発事業と住民運動 の変遂

石 東 直 子 / 船 本JI 慎一
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鋼柿 造位脚告11の 固 定 度 ー そ の 2 ・m巻きコンク リートの有Ii' irt ，効果/ 中島茂Z3

1立法陣符/ 赤司陽一

タイルの銭込一工法/ 高島三自11

ｉｩｬｬ築と音楽ー形と音と ｾｉ 日 ｬ とＯ瀬戸本浮 ・ 室川康男 ・ Ｑ Ｑ Ｑ 崎泰孝

海岸一市民的利用とその ｪｩｦ 軍 ｬｌＡ 事 ｬＧ 戸郎市 ｊｾＱＱ 十資料研究会

日本主主築協会月間の動き( 1 I ; t l ，f nS2年 1 月分)

強築と社会/ 1977年 3 F1号

構 造 の 頁 33

設 備 の 頁 32

施 工 材 料 の 頁33

若 い 会 員 の 集 い

レ ポ ー ト

都 市 設 計 資 料 18

月 報

1 0 6  

1 0 7  

1 0 8  

1 0 9  

1 1 4  

1 1 6  

訟 川 IIf1 光

昭 和 52 年 3 1 1 20 1. 1

H召 布日 52 11' 3  1  J  25 n  

部 1:1' ).i:: 三 郎

( 社 ) 日 本 他 策 協 会

大 阪 市 京 区 北 浜 3 - 37 

'11 0 6 - 2 3 1 - 9 6 4 8  

娠 仔 ， - ， 庄 太 阪 3 9  9  7  5  

凸 版 印 刷 株 式 会 社 l則州支社

大阪市根島区海. i f : 江 3 - 22- 61  

11l 0  6  - 4  5  8  - 2  2  5  1  <<I) 

6  0  0 円( 送料別)

!s人

印 刷l

先 行

先 行 人

犯行所
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大阪テキスタイルセンター3 号 館

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

掛 影 上 川 liE洋



.‘ 

• 

大 阪 府 箕 面 市 船場 東 2 - 6 - 5

2，311 m'  

18 ，360 m'  

S RC 、 8 F 、P 3

昭 和50年 9 月~昭 和51年 12月

圃

• 

、

所 在 地

建築 面 積

延床 面 積

禍造 規 模

工 期

大1I反 テ キ ス タ イ ル セ ン タ ー ( 0，T ， C)  3 刀ァ

館 は 、 T・'I! ，ニ ュー タ ウ ン の北、筑間繊維| ‘ tl

地 の ほ ぼ，' ，心に{ 立托しており、| 湖J . f 220 ト1:

の JUri J}j 包設として，:I'i j } J ' / されたものである

1 ・2 附 が 銀 行 、 飲 食 J.j_[ 、物H反/，1';' 、 3 ・4

|府カらl、さなフ ァ ッシ ョ ンショーもてもきる j必

示以とレストラン、 51"Ml lーは 'J 川方宅で、

将 米 は デ ザ イ ナ 一 、縫製技術i .fi のi事以学校

も 収 存 す る こ と に な っている

，:1' 闘のポイン卜( ; j : -、 こ れ ら 多 岐 に わ た る JTJ

途 を い か に 有 機 的 、 効 学 的 に ま と め て い く

かということと 、 繊 維 関 連 産 業 の ，' ，核胞1;貨

に ふ さ わ し い フ ァ ッシ ョ ンYI : と楽しさを出

1

1

1' .することてもあ っ た。

外 装 は ア ル ミ の I降 快 さを生かしたカーテン

ウオールとシルノ f ー ホ ワ イ ト の 11欠i，J タイル

に 赤 い サ y シュ 、 内 部 もこの色の中Il{ i - せに

よ って 、 lリl るくモダンなさe : /UIをな I}(I してい

る。

抜 fT ビルの多段性に対応するため、、片 H Il FJ

づき の 全市 力 無 公害 ヒ ー ト ポ ン プ シ ス テ ム

(T A C NE S - MA R K  II ) によるきめ細かいセ

淵 や 、 完 備 し た 防 災 シ ス テ ム 等 、 設 備 的 に

も れ の お い も の と し て い る 。 ( 小川 山 ・ )

断面図

1/1000 

外 観 ( 作il'lj )

l 断 L ノ トラ ノ ス ホ ー ル

外IIJI. ( IH!l O  
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3也 坊

施 工 鹿 島 建 設

ul 彬 Jl Us i宵彦

設 計 監 理 杉 山 隆 建 築 設 計 事 務 所

所 在 地 京 都 市 中 京 区 六 角 通 東 洞 院 西 入 堂 之 前 町235

敷 地 面 積 4 ，890. 21m'  

建 築 面 積 1，114. 94m'  

延 床 面 積 12 ，020. 94m'  

4荷造 規 模 ｂＲ ・低層部 ｒｃ 、 ｂＱｾ ｬＱ ｆ S R C、 P 2  S  

エ 期 昭 和50年 2 月 ~ 昭 和51年 11 月

ノ亡て5 あ り 、 池 幼 い け ば な の 発 作 の 地 と し て の 六 f'l I  な っ て い る 。 メ イ ン ロ ビ ー は 多 11 的 に 使 用 で き る

堂 ( 紫 雲 山 頂 法 寺 ) は 、 型 徳 太 子 ゆ か り の ，lj: とし |  ロ ビ ー 。 3 附 は 、 い に し え よ り 池 坊 に 伝 わ っ て き

て名，:百 L 、。 こ の 境 内 に ，1I" i回 し た 他 物で 特 色 あ る 点 | た 美 術 品 、 資 料 な ど を 展 ぷ す る 資 料 館 て る 、 1 附 か

は 次 の と お り で あ る 。 i ら 咋m附 段で 人 る こ と が で き る 。 沌 の あ る 展 1-.庭

前 提 条 件 I  1>:11は jit 色 と し て 室内 に と り 入 れ 、 ー 附 に 茶 室 を 配

1  六 角 堂 の お 堂 お よ び 境 内 と 現 代 の 主 主 物 を い か |  し た 。 4 附 よ り 11附 ま で は 格 辺 研 究 室 、 事 務室、

に 7 '''/ チ さ せ る か。 I 収 減l市 な ど に 使 用 し、 室 内 は 各 附 と も 非 常 に カ ラ

2  テ ナ ン ト ピ J レで あ っ て は い け な し 、。 い け 必 の | ー フ ル な デ ザ イ ン で 統 ー さ れ て い る 。

た め に f史 う建 物 で な け れ ば い け な い 。 1 庭 園

配 置 計 函 | 六 州 立 廻 り の l区 間 の 雰 閉 気 が そ の ま ま 白 然 に池 を

成 ｬ 人 ｬ の 州北 に ｪ 止 ｾＧｾ ＵＳ ｭ ( 燐 l五とも) の泌物を主主で | 通 じ て ピ ロ テ ィ 内 に 入 り 込 む よ う 、 ま た 市 民 " ， ( 既

Ｑ 附は必 ｾ ｊｬｦｩ 小 限の施設以外をす べてピロティと I  {7- 他 物 ) 奥 に あ る 奥 嵯 が 沌 と 流 れ を 通 じ て 白 然 に

し、 境 内 の 延長 と し て Ill- I欣 し 、 い け ば な に と っ て |  ピ ロ テ ィ 内 に と け 込 む よ う 、 成 内 全 体 の 統 ー を 考

大 切 な 光 と 水 と 総 を 添 え で あ，'Il- h止さ れ た 広 場 を つ く |  えて完 成 した 。 ｻ今 ｉｉ ｾ 隆Ｑｦ Ｊ Ｑ ＱＱ 降立ｾ築，Ｚｾ， ￬ｦＢｲＧ 務所所長 Ｉ

り 、 人 々 の オ ア シ ス と し て そ の { 宮 山 を 後 l止に合.  .J( す l  

ことを! 主題 と し た 。 正市i人 11 は 六 f<I ": U!! 門下、境内

より j也のある民主|羽 をなカどめなカずら ，tUi を羽目I り 、 ピロ

ティの広 ｪｊ，Ｎｾ に入るが 、 ｦι メ ｕ 辺り からもこの ｬ ぶ ｊｊ， ｜ ｉ 二

人ること均。でb き る よ う に な っ て い る 。

E主キ相 σコヲ十重見

山市ISの '1' 心 地 に 辿 つ 伝 統 あ る 11 本 い け ば な 池 l J j の

他 物 と し て 、 鮮 II )J に 印 象づ け で き る 巾 純 な 形 態 を

ス ペ イ ン r[ j ;ll0. iJ1'i 1紛 れ の ffi n: さ と 、 ブ ロ ン ズ 色 ア

ル ミ を f史J刊 し て i色，1 < したものである 。

建 物 の 内 容

1  ｉｩｽｾピロティより人 ｾ Ｑｐｩｾ王位で Ｒ 附玄関 へ 、 2 附 が メ

イ ン ロ ビ ー に な り エ レ ベ ー タ ー は こ の 附 よ り ; OJ ! 似

される 。 Ｒ 附より ＱＱ 附まで符ｪＩｦｾともに ＲＰ ｭ 偵 の大

ス パ ン 村 妹 梢 治 で 約 600 m
2

の ワ ン ル ー ム と し 、 HU

ト パ 1.  IElf ! I 外観 ( 1'41(11)

-「ーデト 2 . fli 法評境内( ，恒州) より池のあるヒロテ f をのぞむ

1- .  1  :1 ピ口ティ( 州fl!iJ.(， ) L;ll 人 11 よりみる)

ド 「τ 4 日ii.土 'f境 内 よ 州 lui を 川 { 川 は 六 附)

5.  .It w: よりピロティをのそ' む

6  ビロテ f より 2 F への 大術 段 ( "，tlf !i l以也坊1"1 ，おの 'd 名)
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特 集

ニュータウンの管理一千里のフォロー

第 1 章

座談会「ニュータウンの管理」

井上重幸/ 北村伊三美/ 浜田弘/ 島田博一/ 仲埜 鮫 朔 / 山田俊満/

近野正男

写 真 ル ポ

その後の千里ニュータウン

「定着する生活J ' 移りゆくまち」

第 2 章

ニュータウンの管E里

l . 公共施設 ・公共空間の管理上の諸問題

近里子正男/ 阪企嘉一/ 真銅裕子/ 杉本昇

2  ニュータウン管理・団地管理一住みよさを求めてー

川島繁三 / 五島信明

第 3 章

ニュータウンの動向

千里ニュータウン開発事業と住民運動の変遷

石東直子/ 船本順一

本号特集幹事: 近野正男/ 紙里子佳人/ 多胡進 / 杉本f?l 其銅裕子/ 石東直子/ 稲垣雅彦/ 五島f言明 / 荒木兵一郎/

船本順一 / 西岡康夫 / 鈴木良介 / 滋崎賢明

- 執筆者の官s合により、第 3 章に予定し ていた「コミュニティ 施設の使い方・使われ方J は制愛しました。

75  



第 1章・座談会

ニュータウンの管理

と き ＯＱＱ 白羽 ＱＵ Ｑ ｩＮ ｬｾ 11月 2 円

ところ / H本総築協会会議室

近野 (司会) それではただいまから「ニュータ

ウンの管理問題」ということで座談会を始めたいと

思います。今日は開発者( J ! i J といいますか、事業を実

際 lこ担当してきた人、ニュータウンの管理で日夜苦

労なさっている方、あるいは地元の向治体の方 、そ

して、住民、プランナ一、それぞれいろいろの立場

と経験をお待ちの方々にお集まりいただきました 。

千里ニュータウンが開発されてからすでに 15年、 一 応完成したとい っ

てからでも 5 年ほどた っている現在、わが国最初の大規模住宅地開発事

業であった千里ニュータウンをもう 一度振り返 って総点検したいという

のがこの持集号のねらいだ ったわけです。 ニュータウン 開発の総点検と

いっても、いろいろのアプローチがあると思いますが、限られた紙面で

すので、総花tl "J になるよりも、今一孫|甘JJill にな っている公共施設 ・公共

空間の管理という視点から、ニュータウンの功罪を総点検したら と

いうのが編集子の意図だ ったと思います。

それでは、どなたからでも結械ですが、ニュータウンの岱理で、 一 書

問題にな ったこと、あるいは現在頭を似ましているようなことがありま

したら、お話しいただきたいんですが。

浜田 問題点をあまり務理しておりませんですが、吹田市域で最近一

番問題にな ったのは、竹見台の小学校 ・中学校のマンモス化の問題です

ね。 あそこは、中層住宅を公団のお桝住宅に変更したため、当初のマス

タープランよりも住区の人口が大幅に噌えたんですね 。住宅戸数はI円や

しても、小 - 中学校の敷地はそのままだったから、非常に過密校にな っ

てしま った。

北村 盤中市の方は、公共施設の管理の引き継ぎでは、大きく分けれ

ば二つの問題があると思うのです。一つは、いま言われた教育純設の tl 日

題です。 この皇室備に対する賞用負担ですね。 もう 一つは市の組織 ・符理

体制とそれに関連する' J l ( 用の問題です。

一 点目の教育施設、これはすぐに引き継がなければならなか ったんで

す 。 企業局の方も学校 Ｉｾｬ 也は住宅地の半分の価絡にするとか、支払い方

法については、かなり有利な条件を付けるとか、校舎は建て傍え施工し

て、匡l庫補助が交付された段階で償還すればいいとか、いろいろ配慮し

ていただいたんですが、それでも、市の財政には大きな重荷にな ったわ

けです 。 とくに市民税というのは、新住民のぬ合 1年遅れで人 ってくる

わけで、そのギャ ップは意外に大きいですね。

それからもう 一 つの、公園 ・道 路 - 上下水道の| 問題ですね。 これにつ

いては、引き継ぎの話が企業局からあったとき、 - . f 作初めに感じたのは、

いずれにしても、これだけ広大なところを管理してゆくには、予算と人

員 が相 当必裟5 だろうということでした 。簡単には引き継げないぞという

気持でしたね。 しかし、当日寺盤中市としても| 問題にな っていたのが、水道

料金です。 ニュータウンの場合、旧 rli より 50%近くも市くな っていまし

たから 。同じ市民である以上、同じレベルにしなければいけない 。 どう

すればいいか。 旧市を値上げするか、千里を値下げするか、ずいぶん問

題になりました 。結局当時の市長の英断で、千里の方を下げることにし

たのですが、そのためには、上水道施設の管理権を大阪府から号| き継が

なければならなかったわけです。 これを機会に、ということで他の公共

施設の引き継ぎの話も急速に進展しました 。

司会 需いかえれば、上水道問題は、引き金の役をはたしたわけです
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ね。

北村 そうですね。話の出たついでに公園について申しあげますと、

千里の笠中市域だけの公園の面積と、旧市の会公図面積がほぼ同じなん

ですね。 そうしますと、引き継ぎ後は、公園管理の人民を 一挙に倍にし

なければならないということになります 。道路にしても、千里は丘陵地

ですから、のり面が大きく、その除草貨がばかにならない 。街路樹の除

草にしても、全市I或の予算額の 80%は千里に 'Ei やされているような現状

です。

司会 いま両市の方から非常ーに悩み深い( 笑) 話をうかがったのです

が、実際に住んでいる住民の立幼からは、どんな点が|問題になるでしょ

うか。

イ中埜 道路管理、緑地管理の延長で「ニュータウンの管理」とな った

のでしょうが、住民側IJ から言えば「ニュータウンでの市民 ・行政サーピ

ス」ですね。 これが計画、建設のさい十分考感され、その後も実施され

ているか、住民を満足させているかです。 また「管理」となると、 i1t が

事業主体の j仔企業局と地元自治体の欧回、主主中市に限られ、医| サイドの

話が抜けることにもなると思います。団地の公共施設の猿備は事業主体

者と自治体の両者だけでは解決できない問題にな っているのが現状です

から 。話をごく簡単にすれば税負担に見合う行政サーピスを受けている

かですが、千里地区の幼合、むしろ税収の方が多い 、言 いかえれば黒字

にな っ ているんじ ゃ ないでしょうか 。 ところが住民の要望が強い図ｾｴＺ官官

とか老人センタ のような純設がなかなかできない 。 係 ｘｾＨ のとれる商業

施設はmえるが、文化、厚生的施設は Jtti えないので不満をいだいている

んじゃないですか。

北村 うちの財政告11門がug;f1l 47年 にまとめた本に「変革に 対応する 地

方財政」というのがあるんですが、これをみますと、千里地区の場合大

体 Ｔ Ｑ 年から ＴＴ 年度までは赤字なんです 。 それから ＴＵ 年 から ＴＶｦ ｬ ｾ にちょ っ

と黒字で、 47年度から大幅に赤字という数字がでています。 それはなぜ

かといいますと、 47年に公園 - 道路の引き継ぎに伴う管理費が大きく上

昇したからです。ただ、豊中の場合、まだ千里中央の業務地区が完成し

ていませんね。 あれが完成しますと、税収ものびるのではないかと期待

しているんですが。

司会 山田さん、居住者のひとりとして、また、ひとりのプランナー

として、ニ ュータウンを見た上劫合、どんな l'$想をおf寺ちですか。

山田 私の場合、立場がいくつかありますが、これをいちいち i明石躍に

してや っていると l侍聞がかかりますので ( 笑 ) いろいろ滞然とした立

場でお話しますが、管理問題を考えていくと、どうもニュータウンを計

画した人たちのな図というものが、居住者すなわち使 っている人たちに

理解されていない商があるんじ ゃないかと思うんです。 また 、居f主宰; の

方にも、向分が住んでいる街、ニュータウンを使いこなそう、{ 主みこな

そうという努力がまだ足らんように思うんです 。ただ計画面でみたぬ合、

千笠は円本で一番最初のニュータウンですから、参考にするにも実例は

外国にしかなか ったわけですね。 そんなところにも、人と街の対応がう

まくい っていない遠因があるような気がします 。 いわば、未経験の中で

大胆に街づくりしていったのが、いまにな ってみると、生き物としての

街に対して影を投げかけているんだろうと! と、うのです。一例をあげると、

幹線道路ですね 。中央環状線と新御堂筋線が千里を十文字に通りぬけて

いて、車交通の方からは大変使利な ものです。 しかしそれが将来一体ど



ういう型の交通をどれだけ発生させるか、そして、それがその地区の環

境 にどんな影響を与えるか一 一いわゆる最近言うところの環境アセスメ

ントですね、こういう考え方は当 11寺はあまりできなか ったんじ ゃないか

と思います。外国では、幹線道路を止むを得ずニュータウンの中に持 っ

てくる場合は、住宅地とのr : nに、緩術J 色骨子、いわゆるバ y フ ァー ・ゾー

ンを 50mとか 100 m闘で緑地併などと して取 って いるんですね。 それ に

よヒ ベて、 千里の ':1' 央環状線沿いなんかは、ひ どい状況です。

浜田 確かに桃山台の駅なんて、あれは人聞が電車を待つ駅と迷いま

すね。 ( 笑い)

司会 もっと人 1mを大切に ・ ということですね。 ニュータウンの符

理 を一手に 引 き受けておられた千里センターの場令はどうですか。

島国 道路・公園は大部分すでに rl1に移管されて

いますが、まだ周辺緑地が残 っていて、センターは

それを管理しております。この緑地には、住民の方

ではないんだろうと思うんですが、いわゆるゴミの

不法投棄、それから不法耕作ですか、それがー 詐問

題になっています。 また雑草刈りも大変で、いろい

ろ苦情 も多いんです。

司会 開発者の立場になるんですが、井上さんの方はどんな ーー。

井上 私の方は 、/l Fl 発者から 地元市へのヲ |き継ぎ事務を担当してきた

のですが、その経過 を振り返ってみると、 46年の l吹田市の水道の引き継

ぎがト y プで、 47年に盤中の道路 公園 ・上下水道と、 l吹田の道路 ・公

闘が続きます。 48年に道路の残り 、49年に吹田のプレイロ ッ ト61カ所の

引 き継ぎをやっています。 さらに 50年に鐙 [1-' の- :511の緑地、 51'. =1' - に吹田

のいわゆる市民ホールを波すことができました。 その rl] では、まあいろ

んな問題点が出てきます。 その都度、双方協議に協議を重ねて、 i可とか

解決策や妥協点を見つけてや ってきましたが、や っぱり、ニ ュータウン

の場 合、プランの段階で、笑際f史う段階、符理する段附などのあらゆる

事態 を想定 して立案するのは 、大変むつかしいことだと今さらながら! 必

じています。

北村 そういう面は確かにありますね。たとえば運動施設ですね、北

町 に野球場があって、東町にテニスコー トがあるわけですが、こういう

ものもやっぱり管湿面からみれば l カ所にかためてほしいです 。 それに

駐車場の 問題。*凹I のある中層の団地ですが、公道となるべき道路の J ".

に線引して、駐車場にしているんですが、これなんかも道路として引き

継ぐ場合管理上問題になります。-*凹I に限らず駐車場は大問題ですね。

路上駐車で救急車とか消婦の車がなかなか人れませんよ 。 いつか大白J"C故

につながるんじゃないかとヒヤヒヤします 。 それから白 i伝卓也場。少し

ずつ整備はされてきていますが、まだまだ足りません 。 これなんかも H幸

代の流れだと思うのですけれど、 もっと考えておかなければならなか っ

た施 設でしょうね。

浜田 今、千里で一番大きな欠陥 といいますと、駐車場問題でしょう

ね。車の需要をここまで予測できなか ったということ 。

井上 当初計画した車の保有率と今では全然違 ってきてしま っている

ようです。それに最近は会社の車の持ち帰りが多くな って、さらに拍車

をかけていますね。大阪市内 なんかだんだん駐車禁止の区域がふえてい

ますし 、やはり駐車場難ですからみんな会社の率を持ち帰 っちゃう 。

( 笑い)

山田 駐車場は、最近の公団住宅の場合、全戸数の約3 0 %分まで設け

られ ることになっています。10年前ぐらいに竹見台に 997 戸の高層住宅

群 をつくったとき 、 ちょうど私もあの計画に携 わったんですが、そのと

き、公団の標準としては駐車場は全戸数の 7 % - 10% という数字だ った

んです。私はあそこの入居階層と家賃の関係とか、将来の道路交通の整

備の予測 治、ら 、かなり車の保有率が上がるだろうと考え、まあ 2 0 %とい

う数字を 、当時 としてはえらい破絡 だったんですが、 なんとか本社のほ

うの了 解 を得て設けたんですが、それがもうほどなくパンクしてしま っ

た。まさに率優 先思想 を目の当たりに見た思いでしたね。私自身は車は

絶対 に運転しませんといって頑張っているんですが、それは一般には通

りません。じやどうするか 、今からでは本当にむずかしい 問題ですね。

日本 のニュータウンの場合 リザープド用地 があまりとられていない 。 こ

ういう時代の変化に対応できるようにどうしてもリザープド用地は確保

しておかなければなりません。 これは千里から学ぶ大きな教訓|です。

ついでに、 二、三気づいたことを言いますと、たとえば老人ホームです

ね。 これは 11本全体に言えることなんですが、老人ホームのあるところ

というのは、 f 1・は長老院などと呼ばれて地の果てみたいなところにあっ

たようです。 ところが、これはどうしても人 間最後に行き者くところで

すよね。 そのことを考えると、その人 i主が一 昨日常生活の中で人々から

よく日が届き、それでしかも人々の中へ肉体的なハンデをこなしながら

添け込んでいけるような場所が実は良いんです。 そういう点では、 外固

などでは街の中心部、たとえば、千里で言えば千盟中央のような所にあ

るわけです。

それからよく 言 われる人の定 .{f 性の問題。最近の公団住宅の住み終わり

のテンポはすごく半くな ってきています。 10年ほど前は、 7 - 8 年は住

み続けていたのが、最近では平均 3 - 5年ぐらいで住み答えてしまう人

が多くなりました 。こ ういう {t. l i 向にな ってくると、自壬〉のf主んでいる f話

の街づくり、言いかえれば符型という 問題に対する関与の仕方、関心の

持ち方もかなり巡 ったものにな ってくると思います。 とくに千里のよう

な地区では、自分の周りの環境に対して 、自分逮で何かしようという気

持ちがどうも出にくいような気がしでしょうがないんです。

司会 ニ ュータウンの特伐というのか、民{主将の特1'( というか、 何か

旧市街地とは迷 って いるということですか。

弁上 こんな話はどうかと思いますが、私自身、

いまあるところの府営住宅に住んでいるんですが、

そこでは毎月 l 回、第 l 日眼目の朝 8 J侍に男は全部

駆り出されるんですよ、自治会に 。 そして自分の家

の前の滞はもちろん、団地 から流れていく先の水路

までの滋ぶたも全部あげて掃除します。 ところが千

皐はそうじゃないんですね。逆に自分の家の前の滋が詰まっても 、掃除

に来い / と言うわけです。 どうも居住者の意識 ・感覚が他 と迷うような

気がしますね。

イ中埜 千A でもぼくの近所の府営住宅なんか、そういう共同作業がか

なり行われていますね。府営入居層は職業上での地縁性が強いため定着

率が高〈、ほぽ同階層ということで共同体意識が強いんじゃないんです

か。

浜田 おかしな言い方ですが、千里はあまりカッチリ 出来過ぎている

のと違いますか。 自分らで手を力" えていくということがあまりないんで

すね。旧市街地は何となく雑然としていますが、千里は 、全部ネクタイ

をしめた衡になってしま っている 。早い話が、ステテコで表を歩けませ

んですね。ホテル! こ住んでいるような感じです。

司会 旧市内の住民だ ったらこんなこと言わないのに、ニュータウン

の住民は何でも言 ってくるというようなことを 聞 くんですが・・ … ・。

浜田 そのとおりです。 この前の台風のときなんか、 旧市内ではかな

り床下浸水にな ったところもあるのにあまり言ってきませんし、全部自

分i宝でや って いるようです、まあそれがいいのか必いのかは別にしまし

てね。 ところがニュ ーヂウンの均合は、ち ょっ としたことでジャンジャ

ン汗怖がきます 。

山回 しかし住民が自分遥の環境について発言をする、それ自 体 は決

して悪いことじ ゃないと忠‘ うんです。私も、仕事の上では、そういうこ

とで振り固されることがよくあるんです。 しかしプランナーとしては、

そうした住民の婆求 - 発言の中から、 何が大切なのか、 何 を計画の 中に

取り入れていかなければならないのか、あるいは逆に、そういうこと を

言 っているけれど、他のサイドからも考えるとそれは一部の問題だとか 、

大した問題ではないからそのままでよいとかという判断をしなければな

らない 。 いってみれば、どうしても今必婆なことは何 かをつかみ 出 さな

ければならない 。今はそういう時期 にきていると思うんです。千里の住

人が自分遠のまわりのことでよく発言する態度は、新しい住民像の芽生

えではないかと思うんですが・… ・・。ただ口だけ 出 して、具体的行動 に参

加してこないのでは困りますがね。

司会 たとえばニュータウンの管理に住民がどれだけ参加できるのか 、

あるいは参加 してゆくべきなのか、その辺の話は非常に大切 だと 思 いま

7 7  



す。そういう意味では、千里も徐々に変わってきています。たとえば、

プレイロ y トが住民の管理になった 。近隣センターの集会所が、これは

いまのところ吹田市域だけですが、衣がえして市民ホールになり、管理

も住民にまかされるようにな ってきています。 いままでの、街は開発者

なり、自治体がすべて管理すべきものだという考え方が、徐々にですが、

街というのは、住んでいる人遂のものなんだ、だから当然応分の参加な

り負担なりはしてもいいんではないかという考え方に変わってきている

ような気もしているんで伊が 。 その点で、吹田市さんの方には何か

精想があったんですか。

浜固 まだはっきりしたものにはな っていません。

ただ旧市内にある公民館の管理を地元の自治会へま

かしていますので、それに準じた形でニュータウン

の集会所も考えてみたのです。 はっ きり言ってその

方が市の負担は軽くなりますし、住民の方も利用し

やすくなるんじゃないかと思いましてね。 しかし、

それが本当に良い方にいくのかどうか、これからの問題です。

司会 盤中市さんもそういう織想はあるんですか。

北村 私の方は、旧市との関係で、吹田市さんとはちょっと状況が迷

います。 旧市内には、そういう会館は大別して大体三種類あるんです。

一つは財産区の財産処分金でつく った会館、もう 一つは、旧集落の人々

がつく った会館、そして、もう 一つは、航空機の騒音防止法による共同

利用施設という会館があります。 これらの施設の管理ですが、財産区の

場合は財産の積立金の利息でや っています。 旧集落の方は自治会で管理

運営されています。共同利用施設は騒音防止法に基づき、経費は市が負

担し、管理運営は地元の運営委員会にまかせているわけです。 そこで、

千里の集会所の管! ! I ! をどういう形にするのが良いのか、非常にむずかし

い問題でして、それがは っきりしなければ、引き継げないので、現在企

業局と協議をしている必中です。

関述した話で、公園の管理の問題があるんです。旧市内には公園・緑地

に対する住民の愛護団体が大体自治会単位で 120 団体あるんです。市は

これらに年間 l 万円の助成金をお支払いしているんですが、これらが地

区の児童遊園や公園の管理に自主的に、また、積極的に協力しているん

ですね。 ところが千里には 2 団体しかできていないんです。 こんなとこ

ろにも、何かまだ住民意識の定着が遅れているような気もします。

山田 いまの愛護団体のお話、非常に興味を感じるんですが、それは

皆さん、大なり小なりその意識持 っていると思うんですよ 。私が今住ん

でいる *IIITの公社住宅ですが、ここの人達は共有地のオー プ ンス ペー ス

を業者任せにせず、自分遥で草刈りをしたり、手入れしています。やろ

うと思 ったら、皆さん自分遠のものだと思うからやるわけですよ。 とこ

ろが一般の公園についてはちょ っとその辺が希薄になるんですが、や っ

ぱり公共のものとしての自分遠のものには途いないわけですよね。だか

らたとえば住区の近隣公固なんか、その周辺の自治会なり管理組合なり

に、市から m掃具などに費用を補助して、自主的な管理に していくこと

も可能なんじ ゃないですか。 その方が「自分逮の街」意識も高まるし、

自分らで何かやろうという意識も芽生えてくるんじ ゃないかと思います

ね。

北村 それは大切なことでしょうね。 そういう自分遠の街意識にも関

連するんですが、これからの千里の住環境をどう守 っていくかが今後の

大きな諜組にな っているんです。着工後 10数年た って、つぎつぎと新住

法の 10年間の制限からはずれてきています。 中高層住宅は簡単には変わ

らないでし ょうが、 一戸建ての地域は、転売され、細l分化されたりして、

どんどん環境水準が悪化することが予想されるんです。 それではどうす

ればよいかというと、現在では建築協定を結んで住民の総意で自分遠の

街の環境を守 っていくというのが最も理想的なんです。 ところがこれが

なかなかすすまない 。行政の力不足もあるんでし ょうが・ - 。

イ中塗 宅地の利l分化とともに医院、小庖舗になるとい った用途変更が

今後の問題でしょうね。 しかし建築協定は千里ニュータウンの場合むず

かしいですね、入居当初に考えておかないと 。現に入居後、何年か後に

建築協定ができたのは、大阪府下では高槻市の一地区だけしかありませ

んね。 あれは全員賛成じゃないと法律上できないですから 。いま建築協
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定や っているのは、ほとんど分譲の際にデベロ γ パーと一、 二の契約者

との聞でや っているわけです。 だから企業局だけでなく、公的な事業主

体も今後は当初から将来の街の管理のことを考えて、建築協定が結ばれ

るように図るべきですよ 。

それと最近感じているのは、案外表面にあらわれていないんですが、住

居形式による階層的なへだたりがだんだん大きくなってきつつあるとい

うことです。

司会 居住階層ですね。

仲釜 そうです。 それが非常に大きなニ ュータウンの将来の問題につ

ながるんじゃないかと感じています。 というのは、戸建ての分線住宅と

府営住宅ですが、千里全体で 3 万 7 千戸のうち約 1万戸は府営住宅です

が、現在の所得制限はかなり低 くお さえ ていますので、住み替えで千里

の府営住宅 に入れる層という のは、新い人だ ったら親と同居の形式にす

るとか、年配者は年金生活者とか、そ うい う層に限られてきます。一方、

戸建ての分譲住宅に買い換 えで入って いる層は医者とか中小企業の社長

とか、大変な高額所得者ですね。だから、入居者の所得を見ると、 一方

では年収 1，000 万円を超える高額所得者が地域的にはもう何十人と並ん

でいるわけです 。府下であれだけ高級所得者がまとまっている住宅地は、

ほかではないでしょう 。 ところが一方で、は、府営住宅の方はますます低

所得層と入れ替わるため、階層分離は強まるばかりです。 これは将来ニ

ュータウンでの行政、住民の連帯感のうえで相当深刻な問題になりそう

です。だから、今後のニュータウ ンでは街の形だけでな く、住居形式に

よる居住層の変化も考えておく必要があると忠、います。

浜田 むずかしい問題ですなあ 。旧市内では、いろんな人達が海然と

なって生活していますけど、千里の場合それがかなりは っきりしていま

すから 。

仲埜 千里の自然を守る会連合の事務局もや っていますが、そこでも

感ずるのは、住居形式によ って、環境に対する感じ方がまるで違うこと

です。緑とか公共スペースとかに関心のあるのは、共同住宅よりも戸建

て住宅入居者の方が多いですね。 そして、その恩恵も内部ス ペースの鐙

かな分譲住宅入居者の方が受けていますね。

司会 共同住宅の人は、いずれそこから脱出する、すなわち今は仮住

いだという意識がある 。だから、自分の周辺の環境に対しでは、関心がう

すい。むしろ( j . ぼ永住するつもりでいる 戸建て住宅居住者の方か環境を

守るということに熱心だということは、よく 言 われるところですが、仲

埜さんの話もそういうことに関係するんでしょうね。 しかし、いずれに

しても、居住階層という概念は今後の千里をみるときの新たな問題提起

になると思います。ただその問題をいまここで論議するには、資料が不

足していますので、それはまた別の機会に被 って、もう少し公共施設の

管理問題に つ いて話を進めたいと思います。先ほど千里セ ンターの島田

さんのほうから、周辺緑地の管理のこ とが話されたのですが、それでは

今後この緑地は一体どうしたらいいのですかね。

島図 や っぱり地元市のほうで引き取 っていただいて、市の方で管理

するか、地元の 自治会の共同管理に する か、 しかない んじゃ ないかと忠、

いますが… 。

f中埜 ぼくらの自然を守るというような運動の中

からみれば、いまの幅の狭いベルト状の緑地帯とい

うのは、自然の状態としては非常に中途半端です。

緑地惨は結織全体の面積が大きく、千里会体の公園

・緑地面積の半分以上占めています。 ところがそれ

が実際どれだけ住民に利用されているかといえば、

立入禁止状態にな っている所が多いためほとんど利用されていない。 し

かもああいう 二次林は常に手入れが必要です。手入れされず、利用され

ず、ただニュータウンと旧市内との ベルトの仕切り待みたいなものにな

っているのが現状でしょう 。ニュータ ウン の周辺の緑地が削られている

こともあ って、今後も緑地帯の自然状態を守るのは困難だと思います。

その意味で緑地は、も っと中央にまとめて取るということが、本当に緑

地を有効に生かす窓味でいいんじ ゃないかと思うんです。

司会 周辺緑地を取 ったいきさ つ なり、都市計画的意味は、ス プロー

ルの防止にあるとマスタープラ ンではい っていますけれど、今にな って



考えると{ 中埜さんの話もうなずける気がします。

話がだんだんおもしろくな ってきたのですが、時間も迫 ってきたのでそ

ろそろまとめの話にしたいと思います。いままでの話の中でもわかりま

したように、管理をめぐる問題は立場によ って相当考え方が違います。

たとえば緑地問題ひと つ取 っても 、あれは自治体だとか 、いやあれは開

発者だとか、あるいは住民が管理したほうがいいとか、キャ ッチボール

みたいにあ っちへ行 った りこっちへ行ったり、お互いに押 し付け あいを

しているような状況もあります。緑地以外にも 地区セ ンターのオープ ン

スペースの管理をどうするか、公道に接していない歩道橋の管理老は誰

にするのか、道路の上に建物があるからこれは公道でないからヲ l き継げ

ないとか、まあいまも って管理をめぐ って結論が出ていない施設や空地

が相当あります。だからとい って、 開発者というのは、いつまでも存在

する幸H織 ではない ので、このままでい くと 管理する者のいない宙ぶら り

んな空間がで きてし まいます 。

こういうこ とを概観し てみますと、管理 というのはどうも日本の街づく

りでは、いままであまり経験したこ とのない 問題 ったようにも! ♂いま

す。公共純設とか公共空間 を管理す る財政の裳づけのある管理 システム

みたいなものか鴨立されていない中で、何とか新住法の建て前だけ で強

引にや ってきた 。 けれども やっ ぱり最後までその問題が残 った。こう い

うこ とじゃ ないかという気が します。 この ことを別な言い方をすれば、

将来の管壊を考えないで街づ くりのマスタープランをつくると大へんな

ことにな ると い うことです。

そこ で千里から 学ぶことは向か。 これか らも全国で多く のニュ ータ ウン

開発が行われると思いますが、それら のためにも、こうい うことはぜひ

考え てお、いた方がよいというサゼ スチ ョン があればお話いただい て座談

会の締めくくりにしたいと思います 。

北 村 私の方でいま 一番困 っているのは、千里中

央な んです。あの駅前広場と道路の取り 扱 いです。

道路法 によると 、地下の占用はきくんです。 しかし

道路の上は占用できないことにな っているわけです。

千里中央では道路の上に、専門庖街ができています

ので、この部分をどうするのかという問題。 もう 一

つは阪急と大丸の 聞を結ぶ広場の下に地下商庖街がありますが、その上

の道路を市道に認定しますと 、どちらが占用するのかという問題が生じ

ます 。こういうのは、当然予想されたことですので、今後はそういうこ

とも十分考えてプランを立ててほしいと思います。

それからもう 一つは、時代の流れによ って住民のニーズが変わ ってくる

ということですね 。その ときの ためにもリザープド用地を必ずと ってお

くことが大切なことだと思います。

山田 私が感じているのは、まずーっは、これは

自分遠の街だという意識を育てなければいかんとい

うことです。それにはどうするか、むずかしい課題

ですが、平城ニュータウンでおもしろいことをや っ

ているので、 一つの例 として紹介します。 これは奈

良市長のアイデアらしいんですが、線道のわきに新

しく 小学一年生にな った地区の子供遠の記念植樹をやるんです。そしてそ

こへ名札を ぶら さげたんです。中にはち ょっ といたずらされて、ときど

き折 られるんですが( 笑い) 、それはまた補植してや っているんですが、

そういうことをすることによ って、だれだれの、 何年何月に植 えた樹 と

いうのがだんだん育 っていく 。 これは公園管理の一つの裏の面で非常に

有意義な結果にな ってあらわれてくると期待しています。

それから 二番目は、千里ニュータウンのレジャーセンターピル「セル シ

ー」に広場がありますね。あれは商業広場としてのいろいろの評価 があ

るんですが、私もあれができてからず っと見てまして感じることは、あ

そこへ青少年音楽隊だとか民間グルー プとか、いろいろ来て音楽ゃ った

り、盆踊りゃ ったり、夜底を開いたりして、けっこうあれで使 っている

わけですね。 ああいう広場での催 しはやっぱり一種の住民参加の きっか

けですね。ああいう住民参加 をも っとも っと引き出す計画と運営ができ

るようなニュータウンにしなけ ればいけないと 思います。

三番目は、リザープド用地の般保です。 その他、住んでいる人々 へのイ

ンフォ ーメー ション 、あ るいはお互いのインフ ォー メーションがもっと

スム ーズ にできるよう なシステ ムと施設が必要だと思いま す。

最後に管理そのものについていうならば、これは果物にできたしみみた

いなもので、管理の悪い建物は急激に老朽化 していきます。それはまた、

中の人間の気持の荒廃につながっていくわけです。そのことは 、千里に

ついても 閉 じことだと思います。われわれ住むほうからしますと、何と

か園、府、市、住民 との 間で話し合いの場をつく って、その 中で早急に

管理体制を確立してほしいものです。それに住民というのは、見てない

ような顔をして、や っぱり見ているんです。ですからそれをどのように

して外へ引 っ張り出してきて、 一緒にや ってもらうようにも っていくか、

その辺が一番大事なことになるような気がします。

イ中堂 管理ということは住民の生活環境 につながることですから計画、

建設のときから考えておく べ きです。 ところが、千里だけでなく日本の

ニュータウンは 、都市での急地入口をいかに収容するかという建設の技

術面だけが先走り、技術屋さんが描いたマスタープランはあ っても、街

の速営のマスタープランがない。ニュータウンのソフトウエアが遅れて

いることが問題だと思います。だからどんなに優秀な 計画マンがや って

も、その計画はその時代の都市計画上での最高レベルであ って 10年た っ

たらまた違 った住民の要望なり行政上での側面が生まれます。予測でき

ない将来のために対応するには 、当初から計画の完全性を追わずに 、未

利用 の用地 を残しておくことだと思います。

それともう 一つ最後に住民として申したいことは、安易に自治会管理 と

いうこ とを考える のは問題だというこ とです 。吹田市域では近隣セ ンタ

ーの集会所が地元自治会の管理 に移 って いますが、これな ども、財源維

のなかでの自治体の一種の逃 げだと尽うのです。 自治会管理と住民参加

とは非常に 都合よ く混同されているようです。またこうい ったことが住

民負担とか受益者負担に結ひ' つきやすいですから、その辺もよく注意し

ながら管理をどうするか、住民参加 をどうや っていくかを考えるべきだ

と思います。

司会 どうもいろいろ有意義なお話をありがとうございました。管理

問題は本当にむずかしいと思います。 しかしながら現実には徐々に意見

の一致や解決策をみいだし、それなりに管理 システムみたいなものがで

きてきています。 そういう成果の面でみても、千里はやはり大きな実験

であ ったとあらためて考えさせられます。

千里の経験は今後やはり大きな成果とな、つであらわれてくるでしょう 。

そして私達はこれIJ 、らも千里に注目してゆきたいと思います。 どうも今

日は長時間ありがとうございました 。

措置 ｾ : 池田 幹男
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写真ルポ・その後の千里ニ ュータウン

- 定着する生活

。 千里は若夫婦と子供の街。 5 月の子供カーニパルで

にぎわう千里南公園

@ ベラン ダには生活の活気があふれだす。外部空間の

積優的利用

@ 緑も育ち 、生活にうるおいが生まれる 。

0 8神谷 H百六

@ 山本近三

@ 池 田 幹 %



@ 朝の通勤は 2 本の鉄道で都心へ

@ 運動会はどこでも盛ん

@ 朝市一 千里の物価 (;t 高いと言われた。安いものに

は人が集まる 。

。 うれしい入学式

。 中央地区センターでのサマーカーニパル

@ 千里北公園のプール

⑪万博開催時には外人宿舎として国際色にあふれた。

かつての千里は、谷あいにわずかの集落が

散在し 、四季とりどりの田園生活がひっそ

りと息づく丘陵地帯であった。そこに建設

の轍がしるされてから 16年。短い歳月のな

かで丘陵は急激な変化をとげた。それは、

日本の高度経済成長と都市化を象徴した歴

史の巨大な足跡の一つであろうか。

j J j 目

的hillih協il
⑪ 
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- うつり変わるまち





第 2章 ・ニ ュ ー タ ウ ン の 管 理 1

公共施設・公共空間の管理上の諸問題

近野正男 / 阪倉嘉一 / 真銅裕子 / 杉本昇

はじめに

管理問題を通じて、ニュータウン計画の見直しをやろうというの

がこの特集号の企画であるが、本稿では、その中で、主として公共

施設や公共空間がどのような管理上の問題をかかえているのか、と

くに地元市への引き継ぎに際してどんなことが検討され、課題にな

っているのかについて明らかにしたいと思う 。 そして 、そこから言十

函と管理の関係や千里ニュータウンのかかえている諜題を浮きぼり

にし、今後の教訓にしたい。

近隣センター・地区センターの施設とオー プ ンスペース

千里ニュータウンではセンター施設として各住区に近隣センタ一、

数住区ごとに地区センターが設けられた。 これらのセンターには商

業施設や集会施設、郵便局などの諸施設が集中的に配置されたが、

建設後 10数年を経て噌築や施設の変更等が必要となり、管理上さま

ざまな問題が出てきている。

まず近隣センターでは、管理棟内の集会施設の地元市への引き継

ぎ問題、センター内の通路、駐車場、植樹帯等のオープンスペース

の管理および商庖の I自築などの問題について、その要点をあげてみ

る。 ( 図 ，)  

パ

ス

レ

管理棟は、大阪府の外郭団体である財団法人千里センターが近隣

センター内の諸施設を管理していくための事務所を、集会所、郵便

局、派出所などとともに設置したものであった。 しかし、千里ニュ

ータウンの事業が完成に近づくに従い、住民から公民館的集会施設

や老人憩いの家の設置の強い要望が出てきて 、地元市( 現段階では

吹田市のみ) としても集会所等を設けることが必要となり 、類似施

設の重被を遊けるためにも、( 財) 千里センター管理の集会施設を利

用することになったのである 。市への移管にあたり 、この集会純設

を市の公民館とすることも考えられたが、 一般に千里ニュータウン

の集会所は学習塾や各種教室としての利用がきわめて多く 、それら

の利用おのため の代替の施設もないことから、 | 吹田市では塾な ども

利用できるように新しく市民ホール条例を制定することにな った 。
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図 2 近隣セ ンタ ーのオー プン スペース

これに基づいて、千里センター管浬の管理棟集会施設は、住民の迩

営による住区単位の老人憩いの家を待つ公共的集会施設である市民

ホールとして市へ移管されたのである。なお、 5住区の管理棟内に

は郵便局、派出所など千里センター管理の施設があるため 、市への

移管に際しては市と、( 財) 千里センターが管理棟を区分所有する形

をとっている 。また管理棟はいずれも 10年程度経ており、種々の補

修を* し、ほかに「老人憩いのr : :1J のための和室の改装、区分所有

に伴う諸設備の系統整理、空調設備の設置、消防法改正による防災

設備の設置なども行われた。 これらの補修、改装工事等は市が行い、

その費用については府が負担した。 このように、管理棟は管理主体

か変更されたために施設の手直しが必要となったり、郵便局等の施

設の所管替えが済んでいないので管理も複雑にな ったりしたが、と

もかく新しい市の公益的施設として移管され、住民がより利用しや

すくなったことは言平倒できる 。 (図 2 )  

つぎに寸ープンスペースについては、その維侍管理の最終的なよ

体がl明確でないことが問題とな っている 。当初の計画では( 財) 千里

センターが管理することになっていたが、先に述べた近隣センター

管理棟の集会施設が地元市( 吹田市域のみ) へ移管されて、千里セ

ンターの経営対象がなくな った近隣センターのオープンスペースは

もはや、千里センターが維持管理していく意味が失われている 。実

際、吹田市城南地区の 5住区の近隣センターでは、オープンスペー

スの維持管理は商庖会の自主管理に委ねられており、千里センター

管理というのは名目的なものとな っている 。 そこで管理棟の吹田市

引き継ぎを機会にオープンスペースの処理方針の変更がなされ「公

益的通路I 公共空地」については、将来地元市へ引き継ぐ方針をと

り、 「駐車場その他」の部分は、商庖経営者から噌築や倉庫、車庫

スペースとしての譲渡の要望も多いので、個別に漸次処分すること

としている。しかし、「公括的通路」は市道扱いができないこと、「公

共空地」は公園でも道路でもなく、広場の法律的な概念もないこと

などから、市の施設とするには新たな法的裏付けを考えねばならな



い。 また移管する

にしても、維持管

理裂がかかりすぎ

るという問題が残

る。 したがって、

これらのスペース

を市有にするか商

庖会などの共有と

するか、また高経f寺

管理は商庖会など

が共同でやるかな

どが検討されねば

ならないであろう 。

つぎに近隣セン

ターが建築基- 準法

にいう 一団地総合 図 3

設計によ って作られていることから出ている問題について考察して

みる 。

一般に商業施設はその地域の需要の地大や変化に伴い、営業規模

の拡大などのための増改築の必要性が出てくるが、近隣センターの

商業施設でも 10年以上を経過して、庖舗の I曽築や倉庫、駐車ス ペー

スなどがとれなくなるかまたは狭すぎるという問題が出てきた。今

のところ、千里センタ一所有のオー プンス ペースを希望庖主に部分

的に譲渡することで、スペース不足を補 っているが、当初のまとま

りのあるデザインが失われてしま っている 。 (図 3 )  

近隣センターの中には丘陵地の傾斜を生かして、建物とペデスト

リアンデッキを 一体的に設置している例があるが、建物と通路の境

界が不明確でトあるなど管理上の問題があり、通路等の地元市譲渡を

むずかしくしている 。 (図 4 )

図 4 建物とデッキが一体とな っている例

諸施設の総合的計画ということで、近隣センター管理棟内に民間

の庖舗を設けたところが若手あり、郵便局、派出所、集会所等の施

設をそれぞれの所轄へ区分移管する際、建物内の配管系統を豊富理し

なおす必要が出てきている 。

ほかに、地下埋管系統がセンター全体で考えられ、設置されてい

るため、庖舗等の施設が共同で利用している私設管が個人所有地を

通っている箇所やまた逆に個人的な管が公共的スペースを通 ってい

る箇所があって、今後の管理、補修等の問題を残している。

法的な規制として、近隣セ ンターは建築基準法第86条の「一団地

の総合的設計」の適用を受けており、これを商業施設に適用してい

るため 、集合住宅等に比べ、建設後の規制がむずかしくな っている 。

すなわち、底舗は時代の移り変わりや商圏の変化の影響を受けて、

賃貸でない限り、個々の治改築が進み、建ぺい率、容積率に関して

の調整が必要になる 。具体的に述べると、近隣センターの地域は都

市計画上近隣商業地域とな っており、建基法では建ぺい率8 0 %、容

積率 200 % であるが; 実際には公的な機関がオープンスペースを管

理していくことを前提に、近隣センター用地の処分を6 5 %に抑え、

処分地それぞれに対しでは建ぺい率 100 % 、容積率 20 0 %までは認

めながら、全体としての建ぺい率等を越えないように、府企業局が

各市と協議の上指導している 。 しかし、 6 5 %という基準が明確にさ

れておらず、今後、オープンスペースを6 5 %以上処分することにな

って、部分的には噌築不可能な人がでできて不公平が生じるなどの

問題が残っている 。 このような規制を今後どのようにしていくかは、

地元市、各近隣センター商庖会などの環境保全に対する考え方にか

かっており、オープンス ペースの取り扱いと合わせて考えるべき問

題である 。

地区センターは、近隣センターより対象地域を広くしたものであ

り、施設内容も豊かなものとな っている 。地区センターの場合、ど

の施設も用地処分または千里センターの賃貸ピルであるので、近隣

センターのような 一団地の総合的設計による培築の規制やオープン

スペースの管理の問題は起こらない。 しかし、地区センター内のセ

ンターピルで、近隣センターの管理棟と似通 った管理上の問題が出

てきたところがある 。

千里ニュータウン事業の終盤を迎えて、南地区( 吹田市) に市民

ンタ一 、中央地区( 笠中市) に文化センター( ともに仮称) が建

されることにな った。両地区とも、公民館施設、図容館施設、老

ノ、集会施設などを 一体的に計画したもので、多くの機能を集中した

市民センターとなる 。 このうち、南地区センターのセンターピルで、

その 3 階の一部を市の公民館施設として活用することにな って、( 財)

千里センター管理のピルを市と千里センターとが区分所有し、 3 階

の大ホールと集会室等を市へ移管することにな ったのである 。 その

ため、管理棟と同様、繁雑な補修、改装の作業が必要とな っており、

また市の公民館部分と千里セ ンタ一部分との運営管理をどのように

調整していくかも今後の謀題として残されている 。

以上のように千里ニュータウ ン事業終了後、近隣セ ンター、地区

センター内の公益的施設が移管されることにな って、管理上のさま

ざまな問題が出てきている 。一方、泉北ニュータウンでも、ほぼ千

里の方式を踏襲してきたが、このような方式では地元市への移管の

際、管理面で問題が出てくるため、光明池地区センタ一、 P 住区近

隣センターなどでは全面的な土地売りの方式が採用されている。し

かしこの方式も、管理 ・<;1 き継ぎ等の問題は少ないとしても、建物

の建設は個々に委ねられるため、景観上のまとまりがないとか、利

用者の利便や↑ 苅盛さが求められないなどの問題が生じることが予想、

され、本来的には建設主体と管理主体が異なるところの矛盾が解決

されねばならないであろう 。

公 園 ・ 緑 地

公園は、施設をつくり植樹して形ができあがっても、それで終わ

りでなく、そこからが始まりとなる 。公園緑地に生命を吹き込み、

活力を与え 、都市生活の中での潤いの場を日々市民に提供するのは 、

車住持管理面でのカによるところが大きい。どこにどれだけどのよう

な公園を建設するかというハードウェアを、それを使いこなし育て

あげるという管理のソフトウェアがうまくフォローしていく{ 本制が

あってはじめて 、公園は都市の中に恨をおろす。千里ニュータウン

では意欲的な試みのもとに、質量ともに当時の水準を擢んでる公園

緑地が建設された。 しかし管理面では未だ解決さす1 ない問題をかか

え、計画面と管理面での衝突を起こしている 。
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千里ニュータウンの公園緑地の概要を述べると、その土地利用の

中に占める公園緑地部分の面積比率は約18%であり、水路敷、法面

等を含めるとその比率は2 0 %を越える 。 また人口一 人当たりの公園

緑地面積は 13 . 6 m

2

/ 人であり、都市公園法施行令の標準 6 m

2

/ 人を

大きく上回り、全面積は205. 4ha である。千 里 は 、 近 隣 住 区 の 考 え 方

をその住宅都市構成の基本にしているが、公園緑地の構成も日常生

活における各段階の圏域( 近隣グループ→分区→住区→地 区 → 都 市)

に対応し、それぞれ、プレイロ y ト、児童公園、近隣公園、地区公園、

緑地とい った、用途や機能の異なるもので系統的に構成されている 。

千里で特徴的なのは外縁部にとられている緑地であろう 。田園都市

の面影をわずかに残し、周辺部のスプロールからニュータウンの環

境を保護する役割を持つべきものであったが、ニュータウンがもは

や特別の街ではあり得ぬ今、とくに管理面からその役割が問われる

ことにな った。

ところで、公園緑地は管理がきわめて重要である、というものの、

どれだけのコストをかければ十分な管理ができるのか、という点に

ついては、必ずしもはっきりしていない。表 1 は、ニュータウ ンの

地元市である吹田 ・豊中両市、堺市、泉北ニュ ータウンおよび府営

公園の管理コストを比較したものである 。公園の配置状態や施設内

容、予算項目などが異なるため単純に比較することはできないが、そ

れでも単位面積当たりの管理コストはかなりの バラツキのあること

を示している 。市では吹田市が最も低 く、豊中市がその 2倍 強 、 幌

市は実にその 3倍のコストをかけているこ とがわかる。また一人当

たりの公園面積が広くなるに従い、管理コストが低くなる傾向が見

られる。泉北ニュータウンがとくに低いのは、各市と比較して箇所

数が少なく、まとま った 地域に集中して配置されているために管理

が比較的容易であることと、市へ移管するまでの暫定管理というこ

とが前提となっているためと考えられる 。

つぎに地元市移管の問題について考えてみる 。ニュータウ ンの公

園緑地といえども、最終的には地元市の公園緑地行政の一環として

組み込まれなければ、市民の公園としての機能を十分に発揮し得な

いのであるが、移管には困難が伴 っている 。千里の公園緑地の問題

点、を市の管理側からながめると、

l . 公園緑地面積比が旧市街地に較べて圧

倒的に高く、行政上のア ンバランスを生み、

行政需要が強くなる 。

2. 管理面積が急増する 。

3. プレイロ ッ ト ( P . L )、周辺緑地 の管

理 問 題

4 . 公園内の施設、遊具等の計画、設計上

の問題

表 1 549年度予算 (ula3号ーより 〉

ぷ〈
堺 市 豊 中 市 吹 田 市

泉タ北 N . T

開発セン 府 営 公 園

開設公園面償 73.  25ha 71. 00 140. 28 86. 84 505. 48  

管 理 経 費 515円1m' 377 173 92 181  

l人当り公園面摘 1.19m' l 人 1. 87 4. 95  9. 62 

ノマトロール、

ノゼトロ Jレ、

ノマトロー Jレ ノマトロー Jレ、 i ¥' 1婦、除草、

管 理 作 業 消婦、除草、

消婦、除革、

清掃、除草、 消婦、除草

滅薬剤水青、空F布I定、 、

潜薬水剤散、現布定、 滋薬校プ剤合水ーl散、現布定、 、
iぬド水、グラン

の主なもの 運営' O( 含 芝刈

むJレ運営
む

表 2 千里 N ・T における公園、緑地、 P . L の移管状況 ( u  I  a 号より〉

重
名 称 移 管 時 期 数 f量

吹 公闘および公園施設の譲渡 5. 47. 4. 1 27公園 705.  062m'  

国 緑 地 の 譲 渡 未 定 548.  125m'  

市 プレイロ γ トおよびmmihjg設の譲渡 5. 49.11. 1  60ヵF庁 41，477m'  

盛
公園および公園飽設の殺波 5. 47.  4. 1  II 公園 379，636m

2  

中 緑 地 の 譲 渡 来 定 243，767 m'  

市 プレイロァトおよび附属縄設の穣波 未 定 21カplf 15，056m'  

の後 3 年の歳月を費やし、緑地については、両市とも未だにその回

途さえた っていな い。

プレイロットの管理に問題を生じるのは、それが現在のところ都

市計画法の適用から除外された任意の施設だという理由による 。 そ

のため自治体による取り扱いもまちまちであり、吹田市では「遊園」

という名称、で建築部都市計画諜が所管し、豊中市では「児童遊園」

と呼び土木部公園緑地課で所管している 。 また堺市では「ちび っ子

広場」であり、保育部保育施設謀が扱 って いる 。土地所有の形態に つ

いても、公有地化が進んではいるが、民有地を地主と貸借契約を結ん

で豊富備しているところもあり、都市内の恒久的な公園緑地施設の一

環とし ての地位は、 ニュータウン 内で、のように は確立 され ていない。

現在の管理形態は、移管済みの吹田市では、市と地元自治会とで

党書が交わされ、 実際の日常管理は地元自治会が受け持ち、市は一

箇所年間約 1 万円の助成を行 ってい る。一方、財政上の理由から移

管拒否にあ って いる豊中市側では、府企業局と地元自治会との党量生

P"' / / ! )  

ノγ

3  

/ン 5  生ijj の追加と有刺鉄線を

などに整理される 。公園緑地行政に対する

地元市の積極的な姿勢があ ったとしても、

これらの問題に伴う財政負担に耐えること

は容易ではない。たとえば管理面積だけに

ついてみても、かつて豊中市、吹田市はそ

れぞれ、約3 0ha、70haの公園を管理してい

るにすぎなかったが、千里の移管に伴い、

それが7 0ha、140ha とそれぞれ一挙に倍増す

ることになった。現在の公園緑地の移管の

状況を示すのが表 2 である 。都市計画公園

については事業終了後 2 年を経た昭和47年

に両市とも移管を完了しているが、 P. Lに

ついては、移管を終えた吹田市でさえ、そ

1 . 焼丸太階段を綴木コンヲリー卜階段に

する。7 力所( そのうち 1カ所は新設す

補修する。

6  水門施段の補修 (ペンキ

塗り替え)

8 6  

る) :、
2. 境界杭のなくなっている箇所在復元する。

3  車止め補修( ペンキ塗り脅え)

4  水呑施設の補修

7 .  ; 留，也水際の法面〈づ れ浸

食予防錯置をとる。

以上 (46. 6協 織)

図 5 近隣公園の箆中市移管に伴う補修工事一覧( 樫ノ木公園)



により、吹田市側と同様、地元自治会が日常管理をすることになっ

ているが、刈り取 った草の処分ひとつにしても“ 府の管理地" とい

う理由から市では受けつけない、というトラ ブルもあり、住民にと

っては使いに くく、管理もしに くいままに置かれている 。

周辺緑地は昭和38年都市計画緑地として定められた。幅3D- 100m

の環状帯をなし、 一部平坦地は野球場、テニスコートなどに利用さ

れているが、大部分は山林斜面のまま保存されたもので、その面積

は約87. 8haである 。管理問題としての地元市移管の最大の障害は財

政負担問題であるが、この周辺緑地の位置づけにも基本的な食い違

いが生 じている 。府は当初の計画どおり、 ニュ ータウンの環境保持

のため自然林として手を加えずに保存しようとする立場であり、 一

方地元市は、市民の有効な利用や管理のしやすさという面から、公

園的なものとして手を加えて整備しようとする立場に立 っている 。

現在の管理は、暫定管理を委託された ( 財) 千里センターで行われて

いるが、昭和 50年度の管理コストは、 5 円1m
2

であり、放設され

ているに等しい。昭和49年末の調査によれば、植生の退行が顕著に

認められ、鳥相の貧弱化が進んでいることがは っきり表れている 。

このような状態を脱するには、周辺緑地の位置づけを明確にし、そ

の帰属を定め、十分な管理の手を差 し伸べることが必要なのである

が、現在のところ解決の目途さえた っていない。

最後に、管理から設計、計画へどうフィードパ ックさせたらよい

かについて、実例を参考に しながら考察 してみる 。図 5 は移管の

条件として地元市から出されたものの改修工写I例である 。管理者側

の設計面に対する問題意識の一端であろう 。“ 管理面は何とかなる"

ということで突き進んだニュータウ ン建設であ ったが、近年では管

理面での情報が設計、計画の進め方にも強い影響を与えている 。泉

北のP. L の建設を例にとれば、千里 と異な って、その整備に着手す

るのは地元自治会の要望に基づき、自治会と府企業局との聞で整備

内容の協議が成立した場合だけとし、管理協定の条項には将来地元

市への移管を想定し、トラ ブルが起こらぬよう配慮されている 。設

計、建設、管理を一貫した流れでとらえ、最終的に管理面で発生す

る問題を未然に防止する システムの一つであろう 。

道路空間の管理

千里ニュータウンの道路は当初つ ぎのような目的を達成するため

に計画された。

①発生交通 (通勤 ・通学 ・各種サーピ ス) 動線の円滑な処理

②住区内には交通事故の減少をはかるため通過交通の発生の防止

そのため道路は幹線道路 ( 都市計画道路)、住区幹線道路、住区内幹

線道路、細街路 ( サービ ス道路)、歩路 という段階構成がとられ、

細街路がランクを飛び越して幹線道路に直接連結されるようなこと

のないように配慮されている 。また一戸建住宅の街区には通過交通

の防止、良好な住環境の維持、丘陵地への地形順応とい った点から

クルドサ ック型の道路配置が採られた。また、幹線道路には景観上

の配慮から緑地帯を広くと った道路が計画された。以上がニュータ

ウンの道路計画の特徴である 。( 図 6 、図 7 )

つぎに当初計画の中で実施にともない変更してい ったものに一戸

建住宅街区のクルドサ ック型道路がある 。このタイプの配置は住民

にと っては住宅からスタートし職場 ・近隣センター ・公園とい った

目的地への往復運動が主たる動線であるため問題ないが、ゴミ収集

車 ・郵便その他住区への各種サービス動線や上水 ・ガス ・電気等の

供給路設には問題の多い形状であ った。 しかも、一戸建住宅街区に

ついては心配された通過交通量も少ないことがわか ったので漸次サ

ーキュレイ ション型道路配置に変更されてい った。(図 8 )

幹線道路網図

ーーー住区内幹線街路
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その後 、道路を計画 ・建設した企業局から最終的管理者の地元市

に施 設を 引き継 ぐ時点に なっていくつかの 問題が顕在化 してきた 。

このH寺点、で 問題に なった事例 についてみてみるとすで lニ計画 ・建 設

の時点から問題になったものであるが、 一般に道路とは、公物と公

物を結び不持定多数が利用でき排他性のないこと、それゆえに公共

財産であり、公共で維持管理されることが望ましいということにな

る。しかしニュータウンの遅路 では居住者にサ ービ スすることが主

目的であり道路の段構成上細街路についてはクルドサック型のほう

が計画上は好ましい場合があるわけである 。 しかし一般の道路の概

念でゆくとそれは私道であればよいということになる 。 また実際、

中高層住宅街 区の場合 、サービス道路は賃貸について公団 ・公社等

の貸主fWJ が所有者として管理を行 っており、分議については居住者

の共有地 として居住者が共同管理している 。 しかし一戸建住宅街区

ではサービ、ス道路についても公有地であり、実際に居住者で維持管

理が困難ということもあり公道( 市道) とな っている 。 このように

中高層住宅街区のサービス道路が私道で、一戸建住宅街区のサービ

ス道路が公道であるということは維持管理の公平負担の点で問題 が

ある 。

つぎにニュータウンでは歩車分離をはか

るために積極的に歩行専用の歩路を建設し

てきたが、道路というものがモータリゼ、イ

ションの進行にともない自動車の通行可能

なものが主な道路であるという情勢の中で

歩路というものの位置づけが道路行政の中

で低下してしまったと言えるのではないか 。 図 9

具体的 には歩道橋 について見ても 図 9 の①のように道路の 附帯施設

と見なせるものは公共管理が行われるが、地区センターなどの建物

と建物を直接結ぶ歩道橋のようなものになると居住者に安全 ・利便

という点よりも前述の一般道路の概念と問機、公物と公物を結んで、

いないということで公共管理とならず、市にヲ| き継ぎができていな

い。現在は千里セ ンターが管理を 行 っている 。 さらに地区センタ一

等では、土地 を高度に 利用しかっ歩車分離を計るため、建築物の下

の地下道、上空に建築物のある道路などができている 。 これらにつ

いても市に引き継ぐことができず、現在千里センターが管理してい

るが、今後、どのように管理してゆくかが問題であろう 。

つぎに道路に関連した施設として駐車場、自転車置場がある 。 こ

れらは現在、 自家用車の普及、自転車の見直しなどの状況の中で需

要が増大している 。 自転車置場については当初計画していなか った

が、 地区センター 内の道路の 附帯施設として、 企業局で建設し市に

移管した 。 また駐車場についても地区セ ンター 内に有料駐車場が開

設されているが、千里中央などでは商庖会から駐車場増設の要求が

出されている状況である 。 しかし駐車場を平面で新設するためには

広大な敷地 を必要とし、駐車ピルにすると莫大な建設費がかかる 。

しかもニュータウンのショッピング衡の場合には休 日と平日の 利用

率に差がありすぎることなどから駐車ピルは採算にのりにく いとい

う問題がある 。 そのため採算性をある程度、度タト視して公的に整備

するべきなのか 、 あるいはモータリゼイションを誘発するような対

策はとるべきではないなどの議論があるが結論はでていない 。

以上いくつかの問題点を列挙してみたが、全体として言えること

は、イ也の公共空間に比較して、 既成の管理体制が市在立していたため

企業局より府 ・市の道路管理者への引き継ぎはスムーズに行われた

と言えよう 。

道路空間の管理の今後の課題としては 、一般市街地の場合にも、

一般道路だけでなく道路位置指定の制度などでクルドサックの細街
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路などについての種々の技術基準などが作 られているが、細街路( サ

ービス道路) レベルの維持管理等について公私の区分をどのように

してゆくかという点、また士也区センターなどにみられるように都市

を地区レベルで立体化した場合に生じる種々の道路空間 ・道路的空

間をだれがどのようなシステムで維持管理してゆくかといった点で

あろう 。 さらに広大な緑地帯をもった道路などの' 出直で安全なニュ

ータウンの道路は 、一般市街地道路と異なり空間的にも広大な面積

を必要とするが、これらは建設時には土地 の売却価格のなかで吸収

されてきたが、今後、半永久的に続く維持管理につドては、既成市

街地との格差も含めて、その費用をどのように負担してゆくかなど

の点が都市経営の問題としての課題であろう 。

上 ・下 水 道 敷 設

千里ニュータウンの公共施設のなかでは、上 - 下水道施設は比較

的スムーズに開発者から地元市に管理権の引き継ぎが行われた 。 も

ちろん、 問題がなか ったわけではないが、地元市 としても早期に引

き継がざるを得ない理由があ ったからである 。 それは、ニュータウ

ンと旧市域との聞に料金格差があ ったからである 。 というのは、ニ

ュータウンは 、府営水道から直接供給を受け、独自に算出された料

金体系のため、旧市域より 5 寄りも割高にな っており 、豊中市 を例 に

とると、 表 3 のようにな っていた 。

表 3 上 ・下水道料金格差 (豊中市域)

ｾＴ 一本料金

lOm' まで 360円

"  215p:1  

45 過 料 金

超過 1 m' 当たり 38PI

301斗

この料金格差は当然住民の方から不満が出され、 l吹田 ・豊 中岡市

とも早期に引き継ぎを受け、料金体系を 一本化する必要に迫られた 。

このようにして、 吹 臼市 は昭和46年 4 月に 上水道 、48年 3 月に下水

道施設を、豊中市は 47年 4 月に上 ・下水道施設を正式に号 |き継いだ。

引き継ぎに際して問題にな ったのは 、その施設の譲渡価格をどう

するかということであ った。地元市の財政を圧迫しないようにとい

うことで、宅地整備費に含められる施設については、開発者負担に

するということになり、上水道につ いては; 配水管と量水器は全額

開発者負担、下水道については、悶水管渠は÷ を開発者負担にし、

有償譲 ilSI する分も、支払条件を大幅に緩和した 。結果的にみれば、

上 ・下水道の建設貨の過半は開発者( すなわち住民) が負担したわ

けである 。 こうして、難航していた公共施 設の引き継ぎ問題 も、上

・下水道の引き継ぎが引金の役目をはたし、道路 ・公園の引き継ぎ

もこの l時期に大きく前進することになったのである 。

おわりに

以上、不十分ではあるが、主な公共施設と公共空間について検討

してきた 。結論として言えることは 、ニュータウン開発による街づ

くりが成功するか否かは 、最終的に、この管理問題にかか っている

ということである 。

良い管理なくして、良い街はあり得ない一一この当然のことがと

もすれば見失われがちであ ったところに問題があ ったのである 。し

かし 、千皇ニュ ー タウンの管理も多くの人々の努力で徐々に進展 し

ていることも事実で 、 これからも幾多の変遷を重ねながら 、千里は

生き続けることになるであろう 。 その成長をわれわれもじっくりと

見守っていきたいと思う。

( こんのまさお大阪府企業局 しんどう ひろこ 大阪府企業m

さかくらよしかず w  すぎもとのぼる 大阪府建築部/



第 2 章・ニュータウンの管理 2 .

ニュータウン管理・団地管理一住みよさを求めて-

川島 繁 三

五 島 信 明

千里ニ ュータウンも、おおよその形がついてからすでに約10年に

なる 。 しかし物理的なまちの形態は整 ったとしても、人々が住むふ

るさとのまちとして定着していくためには、さらに何年かの歳月を

要することであろう 。

本稿では住宅管理あるいは団地管理という面から、 「まちの使い

方」の問題を述 べ るのであるが、これは何も千里ニ ュータウンのよ

うに計画的に開発されたまちに限られたことではなく、普通の自然

発生的なまちについても共通のことなのである 。 ただ計画的に開発

されたまちでは 、人々の住みついた歴史も浅く、地縁的な結合など

なくて、ニ ュータウン開発者あるいは計画者対居住者という関係で、

より問題が顕在化しているということができる 。

物 理 的 な 管 理

千里ニュータウ ンの管理主体 管理主体別表

をわけでみると、まず各住宅の

供給別に、公営 ・公社 ・公団 ・

企業の社宅 ・民営 マ ンション等

々、賃貸と分譲、さらに戸建の

建売、分譲宅地とな って いて、

一住区の中でこれらを適 当に組

み合わせた栴成をと っている 。

ここで言う管理の目ざしている

管 理 主 体

公営住宅 賃貸

公社住宅 1 r 袋、分浪

公団住宅賃貸、 分泌

給与住宅

個人住宅

」 一 一 一一

F  数

10，332 

4，767 

9. 636 

6.3G6 

6. 922 

ものは、まず建物および屋外等の共用部分の現有機能を維持し てい

くための物理的な管E盟であ る。

たとえば公団賃貸住宅の計画修繕周期をみると 、

• 3 年目 ・・ ・建物外回り鉄音11塗装、金網柵 ・遊戯施設等工作昔11鉄昔11

塗装、高置水槽鉄部塗装、団地内舗装道路修繕、給 ・排水ポンプ修

繕

• 6年目 ー…ー建物外回り建具その他塗装、住宅 ・浴室 ・便所回り木

鉄音11塗袋、高誼水他I 内音11塗装

• 7 年目 … 回一床モルタル補修

. 10年目 .. .. .. 外壁吹付けその他改修、屋恨 ・浴室等防水補修

ということにな っている 。

あと定常的に植栽 ・芝生の手入れ、清掃、排水管の清掃、受7 ] ( 他i

等ポンプ操作、外灯 ・階段灯などの管車、それから入居退居H寺に要

する事務手続に |渇すること、もちろん突発的な事故に対する処理な

ども含まれる 。 まず、現在のところここまでが団地管理者の仕事の

範囲とされている 。 これに対して、与えられたす勿をうまく使 ってい

く立場の居住者としては 、より良い住み やすきを求め、少な くとも

住みやすさの障害となるものを排除する方向 に要求が出 されるのは

当然である 。

「住 み ご こ ちの よ さ」 を求めて

さて、ここで rf : 主みごこちのよさ 」 ということについて少々考え

てみよう 。 これは種々の要因がからまり合 って各個人の中で一 つの

概念ができているものである 。たとえば自分の住んでいる住宅自体

の間取りや家具の問題から、周辺の都市施設の利用の便とか、学校

の程度、近くの商庖の品質や物価のこと、また近隣住人の質、ある

いは所属する 地方公共団体の財政能力から住宅地としての知名度ラ

ンクづけまで含まれている 。 また当人の満足の度合によ ってf主みご

こちに対する評価が異な って くる。 たとえば、以前の住まいに比べ

て家賃が割安にな ったとか、公害の中からや っと逃れられたとかい

う意識があるときには満足の度合は高くなろう 。千里 ニュ ータウン

での住宅選択要因について調査したものがあるが、それによると、

つ ぎの 6 つの要因が上位を占めている 。 1 ) 自然条件 ( 日光 ・空 気

・緑) に恵まれていること、 2 ) 分譲価格 ( 家賃 ) が手頃で、あるこ

と、 3 ) 職場に近く通勤に便利なこと、 4 ) 信頼できる供給主体で

あること、 5 ) 将来、住宅地として発展するところ、 6 ) 道路 ・下

水 ・公固などの施設が整 っていること 。

このような条件で、まず住まいをきめ、住みついてから今度は生

活環境を維持していくための管理の問題へと移行していく 。初めは

住まいのための重要な要因であ ったことも、あとで事情かさ変わ って

きたり、{ 主んでみてはじめて事情がわか つてくることなどがある 。

生活環境を良くしていくためには、 一つは「住めば郁」というよう

に、今ある環境に慣れ親しむことと、 一方ではたえず 居住者自身が

環境向上へ気をつかい努力する必要がある 。 とくに高密共同住居型

式では、その住まい方にあ ったルールとマナーが守られないと、近

隣がお互いに気まずい思いの生活にな ってしまうことが多い。 トラ

ブルの原因としての実例は、 1 ) 騒音 (上階の足音 ・衝撃音、ピア

ノ、給 ・排水管、トイレの水音)、2 ) 水もれ (洗たく機からあふれ

て下の階へ)、3 ) ベランダ公害 (ふとんたたき、ホコリと騒音) 、

4  ) 不法駐車 (駐 車 場 不 足 一 一 路上駐車、通行阻害、芝生駐車) 、

5  ) その他 (子供の遊び場、プライパ シ一、犬 ・錨 ・小鳥などのペ

ッ ト、個人の花壇、清掃、ゴミ焼却、近隣のつきあい人間関係…・・・

等々 …. . )0  

これらは近隣関係の問題、すなわち 居住者自らの自党にまかせら

れた部分であり、管理主体あるいは役所や自治会が中に入 っても、

それ自体解決のつく話ではない 。

しかし住宅管理者としても、入居のときに「住まいのしおり」を

お波ししてあります、という通り 一遍の対応の仕方では困る 。 たえ

ずいろいろな方面から使い方に慣れてもらい、また居住者からの意

見も皆に伝えられるコミュニケ イ ションあるいは P. Rの方策がほし

いものである 。

ｽｾ築 と 社 会 Ｏ ＱＹ ＷＷ 年 Ｓ 月号 8 9  



このように、団地管理においては、まず共同住宅生活における個

人のルールとマナーを確立していくことと、管理主体の通り 一遍、

一律の管理体勢に、居住者の意見・要望を加えていく必要がある 。

とくに賃貸住宅では、いくらかの共益費を支払うことによって、ま

あE則犬維持程度の管理はしてくれる 0 ・. . .結果としては、まかせっ

きり、われ関せず、あるいは苦情ばかり言う居住者も多くなってい

る。一方では、やはり団地という共同生活の場での必要性から、自

治会、文化的 なサークル、種々の生活要求をうちだすプレッシャー

グループ、あるいは消費生活協同組合、などの活動が活発におこな

われているところでもある。こんなところからも、賃貸f主宅はたと

え「仮の住まい」という気で住んでいるにしても、他人まかせでは

細かい所まで気のつく管理は望めない、自分遠の生活環境は結局自

分達で守らなければならない、という意識は高まりつつある 。

管 理 組 合 に み る 自 主 管 理 へ の 途

分譲住宅では居住者自身の管理組合で運営され、自分逮のものを

守っていくという一応の体勢がとられている。しかしつぎのような

多くの問題をかかえ、未だに暗中模索の状態でもある 。 1 ) 組合役

員 の 問 題 ( ・ほとんどの人が役員にはなりたがらな い、 ・役員の独

断先行、 ・一年任期の役員では長期の管理計画がたてられない、 ・素

人ばかりの管理ではうまくゆかない、 ・わからないまま業者にまか

せきりが多い) 、2 ) 組合規約などの問題( ・組合規約の中でも議決

権の問題で、全員の同意を得られることはまず無理である、 ・住み

かえによって住宅の所有者でない賃借の居住者 (組合での議決権の

ない居住者) が増加してくる傾向にある、 ・組合の役員会で何かき

めても実行できないことが多くなる) 、 3 ) 共同施設などの問題 ( ・

植栽 ・芝生の管理、 ・駐車場不足、 ・修繕費積立金、 ・自転車置場、

子供の遊び場不足、 ・集会所、ゴミ収集、共用水栓… … 等々)

分譲住宅団地の管理体勢の中で、自分逮でできることは自分たちで

やってゆこうという方向は進みつつある 。 これは管理経費節減とい

うことだけではなく、居住者自らが管理lニ参加することによって、

自分の団地に愛着を抱くことになり、種々の問題の所在を認識でき

るからである。なり手の少ない役員についても、廻り持ちにして皆

一度は経験してもらうことにより自分遠のものとしての意識が高ま

り、さらに少しでも住み良くするために居住者自身が考え、意見を

のべる機会もできるというものである 。 しかしズプの紫人ばかりが

管理にあたっても、どうにもならない問題も多い。一般に植栽関係

の手入れがいかに行き届いているかによって、その団地の管理状態

が評価されるといわれ、また各団地の管理組合とも管理経費中最大

のウエイトを占める予算をとって園芸関係に力を入れている 。 しか

しやたらにものを植えてもだめであ って、緑を増やすためには土援

に適した樹木をこまめに維持管理することが大切である 。こ のため

にも業者まかせにせず、専門家、コンサルタントに相談するとか、

毎年交替する役員とは別に、専門の委員会とか同好会を設けて実情

にあった長期計画をたて、実行していく必要がある 。消掃、草とり、

芝刈、施肥など自分逮でできることは分担してやるとともに、時に

は子供達にも手つだわせることは、共同所有のものを大切にする点

で「芝生立入禁止」の標識を立てるよりも効果は大きい 。一方、排

水管の清掃、樹木努定、薬剤散布、受水槽・高置水槽の管理、ある

いは塗装工事など自分遂のできないことは、長期計図の下で組合の

コントロールにより専門業者に委託しなければならない。

将来のスラム化防止策として、主に建物外壁の塗り替え、排水管

のとりかえなど大修繕のための費用を積み立てているのであるが、

近年のインフレによる積立金の価値の下落など不安な要素を含んで
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いる。さらに駐車場の問題は一番深刻な対立のもととなっている 。

車か緑か、環境保全か便利さかというところであるが、限りある敷

地の中では事実上増設は無理であり、ある程度収容できるなら、あ

とは安全のため路上駐車は禁止し、取り締まりを強化していく方向

にある 。管理組合としては、「車庫は車を持つ人が自分で処理するの

が原則である 。J I 団地内駐車場の目的は車所有者の救済ではなく、

交通禍、公害防止、 一一生活環境を破壊しないための処置」という

考えが大勢である 。階段下は自転車があふれ、早期に自転車置場の

設置が必要であり、子供の遊び場は安全で、あるか、集会所がほしい、

あるいは使い方に不満があるとか、さらに建物自体大修繕までいか

なくとも、壁の剥離とかひびわれも進んでくるなど、年を経るほど

にやらなければならないことは増えてくるものである 。 これらのこ

とをみてくると、同潤会アパートの現況を見るまでもなく、現在の

生活環境を維持していけるか、さらに今でも狭い住宅が、今後の生

活様式にうまく対応、していけるか、今後起こ ってくる増築、改築、

用途転換、設備改修など、前途多難な問題が待ち受けている 。

計 画 ・ 設 計 上 の 配 慮

ニュータウ ンはまず計画者によ って全体構成が組み立てられ、そ

れに従 ってそれぞれの土地利用用途別に各企業体による住宅街区が

建設され、あるいは公園 ・センタ一地区など必要なものが組み込ま

れていく 。計画者は人々の多様な生活を、ある想定の下に定盆化し、

計画の 中に 実体のものとした。すなわちニュータウン建設はとりあ

えず人々の「生活の容器」を形造るところから始まったのである。

ここで、千里ニュータウン以下、今まで造られてきたニュータウンの

計画 ・設計上の反省、あるいは留意すべき点をあげてみよう 。

1  ) まちの中身・… ー居住者自身でできること

言うまでもなくまちは「生活の容器」だけではなく、その中身で

屋外空間のうちで

もっとも親しみの

待てる空間

住棟廻りの生活空間

一一住棟廻りの環境等の維持管理は住民も 参加する 。

私的公共空間の

環境を守る装置が必要

図 2 私的公共空間と公共空間



払的 公 共 ｾ Ｏｈ ｉ Ｍｴ目 立の 接点 はもっと 貨か にし 、組裁 で も し た い。

あまり 目立つ所で私的緋作な どが始ま ると、 全体の11程!l が

乱れ維然としてくる。

団地の生活 に慣れるにし たがって 、住棟廻り に花畑、菜園な

どが作られ、住民のコミュニケーションが生まれ る。全体を乱

さない範囲で居住者自身が自由にで きるスペ ースがほ しい。

日 当 た りがよく 静 かなさ ｾｉ ｈｬは、母親 の 日 が 崩 〈 幼児 の 遊び 後でI曽設された自転車誼場は住戸か らの生活のミ あふれ三

IL; と♀る。 だけれ ど、自車王車は、生活必需品 となっている。

まちのj jt 拒!l は、公共のものであるが、各々 の住宅地は、公共空J - HJ 生活械式の変化に伴ぃ、車の保有台数は、年々 I甘える傾向

をもっと iifi l.l J するよう 心がけなければいけないのだが ー にある 。

ニュータウン地ほ と地区外との彼点。辺路を へだてて 、呉 幹線道路沿いの景観は、公共空間i としても っと豊かなもの

伐の雰囲気である。 にしたい。

ある居f主者によ ってつくられていく 。

分 譲 住 宅 に か ぎ ら ず 賃 貸 住 宅 に お い

ても、先に述べたように、ある部分

においては居住者自身で管理できる

部分を用意しておく必要がある。そ

のためには当初から階段室単位 、棟 単

位 で 、 そ の 責 任 範 囲 が は っ きりわか

るような設計が望まれる 。 た と え ば

屋 外 清掃、植栽管理、あるいは1't 花

壇について、石棺i 、 擁 壁 、 生 垣 な ど

で仕切 って 各 居 住 者 の 勢 力 範 囲 を 物

理的に明示し、プライパシ一保護を

はかるとともに、各勢力闘の中で、

ある程度の自由性をもたせて資任を

はたすことを習i貸づける 。 これは居

住 者 自 身 の 創 意 工 夫 と 協 力 に よ っ て

生 活 環 境 の 向 上 に 努 力 で き る 部 分 で

あり、また責任範囲内の居住者間で

の話し合いの; 場となり、さらには、

子供のこと、家計のこと 、交通のこ

と、いわゆる「井 戸端 会 議 」 的 話 題

から始ま って、やがては「わがまち

意識」の芽ばえとなり、住民中脳哉、

自治会活動の根としての働きをする 。

2  ) 街 区 の 接 合 部 分 の 処 理

各 事 業 主 体 の 異 な る 住 宅 街 区 相 互

問、あるいは公園 ・緑 地 ・道 路 ・セ

ンタ一地区等 、府や市が公共施設と

して管理するものとの接合部につい

ては 、設 計 上 と く に 気 を つ か った 処

埋が要求される 。 公 営 ・公 社 ・公固

な ど 各 事 業 主 体 そ れ ぞ れ に 建 設 方 針

の ち が い 、 建 設H寺期のずれ、 外 的要

因の変化等によ って設計条件は異な

るのであるが、 お互いの敷地内だけ

の プ ラ ン ニ ン グ を ま と め た の で は ニ

ュータウン全体としては使いにくい

ものにしかならない 。 通 勤 ・通 学 ・

買物 ・子供の遊びまわりなと' の動線

の つ な が り 、 ま ち の 景 観 上 の 要 請 、

わかりやすい街区構成等々について、

全体から細部にわた って 協 議 し な が

ら設計をすすめる必要がある 。 まち

の 連 続 性 に つ い て は 、 住 区 単 位 の 考

え方一 一幹線道路などで図まれた中

で 、 学 校 ・公園 ・セ ン タ ー な ど 都 市

施 設 を 適 当 に 配 置 し 、 そ れ ら を 歩 行

者道で結ぶパターン一一ー によ って設

定 さ れ て は い る が 、 住 民 の 意 識 の 中

では、むしろ鉄道駅からのパス ルー

ト、遂行頻度などの利便性、センタ

ーの内容 ・質 、公園 ・緑地などよく

管理され安全で快適で、あるか、ある

いは車であれば混新主しないルート、
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e  住4車群

低層住宅 斗 ト 中層住宅

図 4 街区の接点

お互いに自分の敷地をガードしあって、味気のないさ ｾｉ ｭ しか残らない。

入口

図 3 街区のつながり (竹見台のスケ ッチ)

街区の J十illii が、個別の建設主体であるため各々住棟1洋が閉鎖的にな って{ 主株 図 5 街区の接点

群相互の関連が、明硲でない 。また各々の オー プンスペースを {主練哲学に内政 歩行路と{ 主棟へのアクセスとがかさなっていないため、歩行: f i 路側にどうしても、環境を

しているため歩行者路、公関等に広がりとにぎわいのと It しいものとなっている。 担i うものが配置され、鎧かであるべき歩行省路が、味気のないものとな っている。

たのしみながら歩ける起伏があり、見通しのよい歩行者 ｾ ｉｈｉ
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駐車以と f主総が近彼していて、ひろがりを失った歩

行者空間

歩行者街j 線とうまくつながらないため、にぎわいの

ない歩行者路と在 っている。

低層住宅地と中府住宅地の谷IUI をゆく歩行者路。お互いに自分

の敷地をあまりガードしすぎると、味気ない空間しか残ら♀い。

快適な安心して歩ける歩行者笠! 日l をー



歩行であればあまり高低差がなくて

しかもまわり道にならないルー卜を

選ぶなど 、計画者が図上で想定した

ものとだいぶちがった結果になって

いる場合が多い。さらに、計画され

た後には当然情勢の変化があるもの

である。まわりが新しく開発された

とか商庖ができたり道路が開通した

り、あるいはパスルートが変更され

るとか、その変化によっては街区の

入口が今までと逆になってしまうこ

ともある。

3  ) 時の流れに対応できる柔軟性

上に述べたように、計画的に当初

から兄込めなかった条件にも対応し

ていけることが生きたまちの条件で

ある。このためには、やはり長いH寺

問をかけたまち造り一一一人々が住み

ついてからも不都合なところは修正

していく、リザーブ用地の確保、機

能の追加 ・変更、住民参加の管理体

勢ーーなどの考え方が重要である。

しかし、音11分の修正は全体計画の主

旨を生かした形で行われなければな

らない。そのためには; 常にニュータ

ウンの建設計画方針の' 円ーチが皆に熟

知され、時には、部分のエゴは排除

されるようなコントロール機能を必

要とする。さらに個人的な居住空間

において、とくに時代の流れに応じ

た設備の付加、あるいは「もう一部

屋よこせ」の住民運動などにみられ

るように、現在の中高層住宅型式に

おける{ 主居のフレキシピリティにつ

いては問題が多い。閉じニュータウ

ン内での「住みかえ」を円滑にすす

められるシステムを石在立するととも

に、 t曽築できるところはそれをすす

め、さらに共同施設の

建設とその利用システ

ムを改善することによ

り、個人の住空間の狭

さを補っていく工夫が

なされなければならな

P o  

おわりに

ニュータウンまたは

団地での「住みごこち

のよさ」を求めて、 1 )  

居住者自身の共同住宅

図 6 まちづく りのパターン

型式の住まいにおけるルールとマナーの確立、 2 ) 細かいところま

でゆき届いた居住者自身の参加できる余地をもっ団地管理体勢・

自主管理への途、 3) まちのそれぞれの持性とその連続性を配慮し

行先の日的物は、闘の前に見えても通路がない

Ｔ わずかｾ￬ￆ姐りも不便なものだ 。や がて芝生の中に路み

分け路ができる 。

v 生J豆の向こうに快適な歩行者路があるのに・・ー ーいつの

まにか、だれとはなしに狭いすき! 日lをすり抜けて・ー一

これが ｩｦｩｾ な歩行Ｍｻｪ動線になっている。

た計画と管理、ということについて述べてきた。「まちは人々が住み

ついてから造られていくものであるりといわれるように、この意味

では千里ニュータウンもやっとまち造りの緒についたところといえ

よう。自治会、各種文化サークル、あるいは婆求 ・反対など目的達

成のための組織等々、まちを使うｦＡＡｾの意見は問題の所在を明らかに

し、集約化されつつある。現状では少しの修正についても、住民運

動など相当大きなエネルギーが集中されないと改善されないし 、 ま

た計画主旨を理解しない要求とか圧力は全体の整合性の中でますま

す混乱を深めるものである。計画 ・管理の侭IJ としては、まず、 どう

考えて計画をすすめてきたか、あるいはどういう使い方をしてほし

いのかということを住民に知ってもらう P . Rをたえずすすめ、一方

では居住者の立場でものを考えられる管理者がいるか、全体的な関

連の中で細かいところまで気のつく意見がとり入れられ生かされて

いるか、当初から計画的に見込めなかったこと、あるいは後の情勢

の変化に柔軟に対応して不備を補い改良していける管理システムが

望まれる。

( かわしま しげそう 山 宅 公 団 関 西 支 社 3酬 住 宅 企 画 課 ¥

ごしま のぷあき H  建築告s : l l : 針諜/
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千里ニュータウン開発事業と住民運動の変遷

子

一

直

順

東

本

石

船

千 里 ニ ュ ー タ ウ ン で の 住 民 運 動 を 、 そ の 活 動 の 内 容 に つ い て 大 別

す る と 、 つ ぎ の よ う に 分 け る こ と が で き る 。

( 1 ) 環境保全、環境清 掃 の た め の 運 動

(2) 施 設 要 求 、 制 度 要 求 の た め の 運 動

(3) 生 活防衛 の た め の運 動

(4) 共 同 生 活 育 成 の た め の 運 動

(5) 特 定 集 団 に よ る 共 同 利 益 を 守 る た め の 運 動

(6) 社 会 奉 仕 活 動 な ど

(1) の 「環 境 保 全 」 に つ い て は 、 住 環 境 上 阻害 要 因 と な る 施 設 の 建

設 に 反 対 す る 運 動 に代表されるが、 N T 開 発 事 業 の 経 過 と と も に そ

の 活 動 内 容 ( 活 動 対 象 物 ) も 変 遷 し て い る 。 また、これは N T 内 居

住 者 に よ る も の と N T 開 発 区 域 お よ び 周 辺 の 旧 来 の 居 住 者 に よ る も

の と が あ る 。 と く に後者については、 N T 開 発 事 業 の 初 期 の 段 階

で 現 れ た N T 開発 区 域 内 地 主 の 用 地 買 収 反 対 運 動 や N T 周辺 住 民 の

正 雀 処 理 場 反 対 運 動 に 代 表 さ れ る 。 さらには、まとまって運動とし

て現れるものは少ないが、 N T 居 住 人 口 が 増 え る に 従 っ て 公 共 公 益

施 設 の 利 用 に 際 し て の サ ー ビ ス 低 下 が 起 こ り 、 そ れ に つ い て の 改 善

要 求 が あ る 。 これらはいずれも N T 開発事業が波及した問題であり、

いわゆる N T 建設公害とも呼ばれるものであり、 一般 に N T 内 居 住

者 の み の 運 動 に 目 を 向 け ら れ が ち で あ る が 、 地 域 の 中 で N T建 設 を

とらえていく上で注目すべきものである。

他 方 「 環 境 清 掃 」 につ い て は 、子 供 会 や 自 治 会 な ど が 自 発 的 に 行

って い る 自 住 区 内 の 清 掃 や 植 樹 、 駐 車 マ ナ ー に つ い て の 自 主 規 制 な

ど が あ り 、 良 好 な 住 環 境 を 維 持 す る た め に 必 要 な 活 動 で あ る 。

環 境 保、全・ 清 婦 の た め の 運 動 年 次 NT開発事業 (・ l主主として住区施設) 施 設 . tlJ I重要求のた め の 運 動

19ラ7 ⑤住宅政策の一環として千笠 NT 開発計画

(昭32)
の検討

19ラ8 ⑤千里 NTl l 日発の決定

(昭33)
③下新田、佐井寺地区の用地買収交渉開始

19ラ9 ④千里 NTI摘発計画案の公表

(昭34)
③マスタープランの検討

⑬上新田、下新田、佐弁寺地区地主が計画区域除外務 1960 ③マスタープランの公表

願

(昭35)
⑦企業局発足

⑪マスタープラン正式決定。A. B. C.D. E

f主区都宮十(一団地の住宅経営) 決定。 同事

業決定

⑪未' c. i 収I也の土地収用法による買収決定

①用地買収反対同盟が知事に陳情 1961 ①南地区公園造成着工

②下新田地区地主が計画区域除外諸願を府議会に提出

(昭36)
③千里 l 号線街路築造着工

③~⑤用賀反対同盟は、現地で測蕊阻止大会、測量実 . 佐竹台 (Cf主区) 宅造着工、 . 第 1J悶{主

カ阻止を行う 。 宅建設精工

⑦千里 NT 起工式

. 高野台 (B住区) 宅造者工

③正雀処理場地元民の設置反対陳情 1962 ②山田受水場建設着工 。かねてから老朽校舎の補修を請願してい

④~⑬正雀処理場設置反対同既府に抗議文提出。三島

(昭37)
③正雀処理場郡吉十決定。岡本業決定 た吹田第 l 中がP T A総会で移転決綴

町議会に押しかける 。 r設置JJ ; l 所変更請願」を府議 .1宰雲台 (A住区) ー宅造者工 (NT建設で校庭も荒廃 し、運動会も中

会に提出、 府庁にすわりこむ。 ⑧阪急電鉄千里線 (千里山~南千里)延着工 止されている )

ｾｾ起工

③千里 1111発センター( 任意団体) 発足 ⑪ 

居住人口 財団法人として発足

2. 500 人 .f 主竹台一近隣センタ一、小学校開設、入

居間始( 千里 N T の第 1J羽入居) 、阪急パ

ス運転開始. 診療所開設

。千里 N T町ぴらき式

⑪ゴミ焼却場用地( 箕面禁生) 只収交渉開始

3， 300人 ⑫正雀処理場建設着工

. 古江台 ( H住区) 宅造着工

⑤~⑥各自治会単位で自発的に建物内外の環境皇室{ i 情 1963 ①津雲台配水池完成 ②佐竹台小で給食開始( かねてより父兄が

(佐竹台)

(昭38)
. 佐竹台郵便局開設 強〈要諦)

. 高野台一小 ・中学校開校、入居間始 .  ④ NT 内に善隣コミュニテイセンターを主j ! ;

近隣センター開設. 診療所開設 設するための委員会が千里山生協内にで
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(2) の 「施設要求、制度要求」については、 (1)と問機、 N T 開発事

業の経過とともに要求対象カ唆化していくものであり、だんだん要

求内容が高度化していく傾向にあるが、 N T 開発事業初期の段階で

は、と くに、教育 ・保育施設の充実を要求する運動が強い。これは、

T とい う特殊な人口構成によるところが大きく 、今後、 N T の人

口構成の成長にともなって、壮老年飴層を対象とした施設が要求さ

れるであろう。しかし 、旧市街地との施設水準差や施設の種類の片

寄りの問題などが指摘されている。

(3) の「生活防衛」については、消費生活面での物価高に対応した

活動が主流となっており J ニュータウン物価ーといわれるー業種ー

庖舗の施設計画からくる高物価が指摘されている。この防衛策とし

て、生活協同組合の設立や自治会などによる共同購入、青空市の開

催などがあり、これに目をつけた露l苫業者の進出も多く 、中には、

産地から直接、大々的に青果物を運び込み、千里 N T 全域を対象に

N T 内数カ所で露庖を出している業者もあり、住民の利用も多い 。

(4)の「共同生活育成」については、自治会や自治体後媛キE織 主 催

の盆踊りや運動会などの季節ごとの定例活動以外に、 N T 居住歴を

重ねるに従って、各種の同好会が育 ってきており、生活を楽しむ た

めの活動が行われており、とくに老人クラブの活動が目だっている。

(5) の「特定集団によるもの」については 、商庖会や医師会、カー

生活防衛のための運動 共 同 生 活 育 成 の た め の 運 動

.  

⑬千皐タイムズの主催で入居者と 。参1. IHiH 回入居者の集い( 佐竹台 ・会議以主催)

ｪ 寄る会 。 ｾￜｾ 舌 水道料金の高さ、 ⑫千皐 N. T で自治会結成

パスの不{ 更さ、速達小荷物の配

逮区j或外であることなどにお題

集中

クラブなどの特定の集団が共同の利益利便を守もるための活動であ

り、先の「生活防衛」の居住者側の活動と対立するものもある。と

くに、商庖会の顧客確保のための活動は、居住者がむしろ歓迎して

いる露庖を閉め出すなど居住者の利便と相反するものがある。

(6) は、 社会奉仕活動が主流であり、これは 、居住者の自主的 な活

動 以 外 に、商庖会などが収益の一部を地元に選元 す るもの、自治会

や自治体後援組織が主催 して、 地域の福祉 、交通、青少年問題 など

に対策を講じるための活動があり、 (3) 、(4)の活動と区分しがた いも

のもある。

。

次表は、上述のような分類に従って、千里 N T での住民運動の経

過をまとめたものであり 、 この表を作成するにあたっては、主とし

て、開発事業については、「千里ニュータウンの建設、大阪府」、住民

運動については、「千里タイムス、 1962年創刊号から 1976年 9 月末ま

で、」を参考とした。

0 内数字は月名を示し、開発事業の欄 では、住区は異なるが同種

の工程については、最初に着工された住区のみを記した。

( いしとう 付 こ 市浦都市附建築コンサルタンツ)

ふ寺もとじゅんいち 大阪大学大学院生/

特定集団のための運動 キ士会奉仕活動など

。佐竹台 γ ョ y プセンターが隙ご 。千里丘陵小の児童が山田

とに代表者を選んでもらい態談 弘済院小にノート類寄贈

会を準備。行商人が相当入りこ

んでいるため、居住者と結束が

必要という埋由

④佐竹台分彼自治会が佐竹 シヨツ ①佐竹台分殺で自治会結成③千二小の児童 ・P T A ①千里丘陵牛乳業者の集いHi 陵会 ⑦ニュータウン地区新生活

プセンターと話し合ぃ( 割高、 等を会員に千二岳士会発足 結成ー第 2 次入居に備えて販売 紛人の会発足 ( 270名) ー

品種、サービス、牛乳業者の販 ⑤市教委の呼びかけで佐竹台自治会に紛入学級発足 底舗の確保・{ 也の業者の進出に 千里山生協長が発起

|  売区域協定について抗議) ( 自主性と補助金で批判) 防衛等が目的
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環 境 保 全 ・ 清 掃 の た め の 運 動

③~⑤各自治会単位で自発的に建物内外の環境主主的ii

( 佐竹台)

(j)-ー⑧古江台小の 6 年が自発的に街の消掃( 一部の児

童会は 9 月にも)

⑧ ｩｾＡ 雲台小の教職員かｗＮ Ｑ 木み返上し中庭整備

③高野小児童会が各ノ f ス{ 平にゴミ箱設置

⑤吹田市焼却場建設に地元川面町四町会が猛烈に反対

(反対の諮阪を市議会に拠出、 9 月末には傍聴デモ)

⑬センター中央に車が出入りしないように、 w雲台商庖

会が自力で底角m裏を銅iZ査し、駐車場として利用

② n犬対策で保健所と住民話し合ぃ( 里f 犬狩りの要望

相次ぐ 一一 9 月と 11月に一斉狩り )

③市会で中之島田Tに焼却炉建設することて・可決一- N

T I*Iにも建設の予定であることが明らかにされる

( . l 幼所未定)

⑥佐竹台分譲自治会が不法投棄の車のナンバーをそろ

えて、市、瞥祭に陳情。 これまで住民が交併で後始

末

⑨ j事主主台ピーコ ックが 9 万III 弱を緑化資金として、各

学校へ寄贈

。緑化推進協会が 200 本の木を中学校に寄贈

。 i- ' l ! 雲台小の児童と P T Aか移均作り (P T Aが資金)

①高野台からゴミ焼却炉建設反対運動( 代表60人が反

対同盟結成)

② 3 ・5丁目分綴中心に反対運動→主民集会 ・企業局へ

の工事中止申し入れ ・市長との話し合い ・2500名余り

の署名( 抜きうち的主主投開始に反発、 市長 は r NT 主IE

ｪｾ 当初から企業局と ｅｉＧ し合わせあり」とつ っ ぱねる Ｉ

②旧市域Ｈ中之島町Ｉに主ＱｅｾＱｩ反対に反対の気配

③住民の行政監査諮求に発展- NT 全域から 6300 名 余

σ猪名を集め、選管に提出。4月市会で反対σ消防i採択。

④府は他の適地の検討始める 。工事は以後何回かスト

ップされる 。 笹川大田地区自治述が建設促進の要望

( NT のゴミは川面開Tで処fl l 1 し奇いこと求める) ⑥ 

高野台自治協が府に反対の消防l出す。 ⑦旧市城か

ら建設促進の論阪が市に。

7光filJ 小PT Aが校外パト( 下校時の遊び場所危険場

所等の調査)

⑨企業局が自治会に「万博用地での焼却炉建設は無理」

と正式回答 ③高野台の 300 人が府に陳情

⑬企業水道建設委をめぐ って陳情合戦。 r反対住民か

らの税阪は不採用。但し現予定地には焼却炉は建設

しない」と結論

⑫藤白台小や古江台小で P T A中心に植術
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年 次

1963 

(昭38)

1964 

(昭39)

20，000 人

196ラ

(昭40)

33，000 入

日本一の¥

団I也規模/

1966 

(昭41)

50，000 人

N T開発事業 (0 は主として住区施設)

減白台 (G住区) 宅造荘工

⑤南地区センターピル建設省工

青山台 ( F 住区) 宅造着工

③阪急病千里駅まで開通

⑫ゴミ焼却場用地買収不調に終わる 。

③正雀処理 ｪｾｾ 巡転ＯＱ ＱＱ 始

ｩ ｾ ｉＡｾＺ 台 一一 小学校 Ｑｭ 校⑧近隣センター

1m設。入居間始

ID古江台一一小学校/ 1 自校 ⑤ 近隣センター

/lトi設。入居間始

青山台 一一 中学校開校③入居Ｏｬ ｾＱ 始

高野台一 一 私立幼稚園ｼ刻凶｀診療所ｼ持 ｈＱｾ

④ O. E . I. J . K. L住区部対( 新{ 主) 決定、問

事業決定 ( 0 ｅ 住 区既潤 ｓｾ 十決定廃止Ｉ

④南地区センターピル完成。問ピルにl吹田市

出張所開設 ⑤ 'IE電サービススティション附設

吹田市立佐竹台幼稚園/ l f J 図 ・阪急パス( 藤

白台、古江台) に乗り入れ・藤白台入居 Ilfl 始

新千里北町 ( I f主区) 宅造者工

⑦大和谷プール聞き ([])lililIJJ 配水池完成

新千里束P l T ( J 住区) 宅造着工

J ) 古江台一一診療所開設

③佐竹台小 、高野台小、中学校を吹回市に

綴波( 今までは賃貸)

新千思西田T (K住 区) 宅造着工

総白台一一小学校、近隣センター開設

幼稚園開園 ⑧ 診療所開設

青山台一一 小学校側校⑤幼平韓国、近隣

センタ - 1m設 ⑬ 診 療 所 開 設

④ 金rMi 会高校 ・短大/ l 1J 校・ i司E雲台幼稚閲1m

図

桃山台、竹見台 ( 0 、E 住区j 宅造着工

⑥南地区センター専門庖由m建設省工

⑦財団法人千里保証E医療センタ一発足

⑦高野台ゴミ; 焼却場部計決定。同事業決定

一一 ③ 宅 造 着 工 ⑫ 新 築 工 事 務 手

③メインテナンスショ y プIl fll ;5

⑬雨地区センター専門庖 11111苫

②お里子台ゴミ焼却均建設工事- 11寺中止 柿

/ 木目E水池完成

③新千里病院主IE設着工

l新千里東町一一中 ・小学校/ l f J 校⑤近隣

センタ - 1m設、入居間始

新千里北町一 一 小学校 ｉｉｾｉ 校、入居開始、

サプ近隣センター開設 ③ 幼稚国/ l f J 図

④ｾ中市出妓所 Ｑｭ 設 Ｈ 北町近隣センターに Ｉ

千里天望台一般 1m放

⑤南地区センターにスーパーマーケ ッ ト/l日

!苫

③ l次回北消防署完成。南公園ポートj J;lllll 設

施 設 ・ 制 度 要 求 の た め の 運 動

きる 。

⑦ ~③千旦山自治会がN T 建設による交通

亙 ｴｴ 自大に伴う ｊｦｾ 設改善の署名集め、阪急

に陳情( 臨H寺改札口存続 ・踏 切拡張 ・遮

断器設[ 査など要望)

③公立幼稚園設立運動始まる 。

9 月の母税大会で 4 月間設を市に要請

10月に設立椴進委発足、署名開始

12月に設立候) . l l i ;委と市長が懇談( 佐竹台

に設; 白を約束、保育所併設は無理と回答)

① 公立幼税関促進委が住民大会 ( 市は「最

恋、の場合佐竹台小に併殺も考r&J と回答}

⑤千里 N T J ' l 治会協が通信I!.!I 係実行委を/ l トl

き、普通郵便局設誼の請願を提出するこ

とを中し合わせ ( 当局とも交渉)

⑨高野台中で白由契約制給食/ 1M始 ( 字校と

P T Aが相談し、業者と特約)

③かねてから協会住宅自治会がw望し てい

た集会所が、 ｩｾＡ 雲、佐竹台に立ＮｉＡ設 Ｈ それ

に伴う出 1' 1苦11当が寄付金か共 1，m かで紛

争)

・各{ 主区で街頭市政相談一 一水道料金、幼

稚図、診療所、 ゴミ 回収等の相談 2与し、。

⑥ ~③ l吹回市街頭市政相談一 一下水道や道

路の強制、池や公園の整備、| 版科医、公

立幼fft 図のill 設、ゴミ ・蚊 ノ、エ につい

てのi ' ifj !J '等要望相次ぐ。

⑬古江台自治会中心に 100 名ほどが I行会に、

北地区公立幼稚闘設置の請願 ( 1300名弱

の署名)

⑫市会で各小学校より要望のあ った教室I l ' 1

が可決される 。

⑫藤白台の代表者が国鉄、日通などと交渉

し、小{.ii 物宅配実現 (苛山台でも l符'l :J ;述

合自治会主どが交渉中)

④青山台l符営述合白治会が交渉をつづけて

いた街路灯が設誼される 。

⑦古江台で集会所設置場所について住民1/ :1

で調整つ く ( 住民の婆望もあり ill 設され

ることにな ったが、場所について住民rUJ

にな志の不統一)

③住民から「古J工台自治会と藤向台自治会

が結束して浴場 ｉ 自殺について府への迎 Ａ｛ｾｊ

を強化してほしい」と要望

③市会で高里子台中に屋内体育館雄投カ吋呆択

(P T Aから請願でていた)

。千坐ニュータウン「移動市役所」で府、

市! 日! の二重行政に関する不満相次ぐ。



生 活 防 衛 の た め の 運 動
社 会 奉 仕 活 動 な と共 同 生 活 育 成 の た め の 運 動 特 定 集 団 の た め の 運 動

⑤ 31名で、千 l且N T !Jミ i，'i.lt l日l組合発

Ji - 7 ) 1 に汗可 rJl，i，' Jo 10川の

発会式Hキには 500名以」

③佐竹台白治述がr J i議会に阪，色、と

の交渉を消防i ( 千. ! l i 山線延長に

{ 半う特別区J i n: t; 111こ抗 jJi)

。 千 里! .NT 生協の活動活発に( 定

款を改訂し iMOJ 地 域 拡 張 マ ー

ケットと共同で 2 主11引券発行)

O生協と牛乳業古川で値 Fげ協定

成 立 c提拘が生協の廉fisi J i 足先ーに

おtJ ，持していた)

①千里生協が初JRのパスツアー

認

プ

式
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⑫

 

⑦ 11の白治合で、佐竹台れ治ill 結 成 ( 8  FI には第 l 田町

J也祭り)

⑧高聖子台生活共同体活動始めゆ一一- : {I カメーカーとの

fE携 、 幼ff を図促進運動に参加( 高針台自治述結成が

円的)

③「与野 ・i主竹台級普里子球大会

③必里子台初の白治会) ，. f . 11谷会結成

⑬ ＮｴｾＮｬＧｩＡｴ 阿南 ＱＱ の迎話の困般さを ｦｾｬｬ 白に佐竹台向治 ｩｬｬ の

会長訴任

( j J ) : n行委J : . I躍のお l 回 N T地区体育祭

(jJ) 1(.f';:¥' 5 械で点n会結成

|  ⑫佐竹台の協創主宅に向治会結成

⑦高野台マーケットと住民が話し

合ぃ( マーケット 1f!l 1が呼びかけ)

⑦ 高 野 台7 ーケメト ー商庖会結成

。全底舗i入居を j府当局と交渉して

きた，ff，' l ! l ' 台 8 [ 7 ーケットが全

応由mJi m苫し、大売り出し

。 高 野 台 B l 7 ーケ y トが

運動会費用を小学校に寄

l憎 ( 7 月にもステレオ省:

H1i) 

l j ) 高野台 8 [ 7 ーケットが

勤労青少年奨学金を計画

( 各自治会 ・千里生協な

ど協力)

②『缶Ｇｈ台が国政ｦｉ［ｉ場合、辿Ｎｴｾ

③住区の統一白治会を nざし市野台白治会結成( 全戸

のM にあたる 600 戸で)

③山' J ff手? のこだま自治会が結成

④ 8  [1 治会が. ! I ¥まりお里f 台述絡協準備委J i fl <  ( 応里子台

1' 1 治会を含めるかが問題に)

⑤ 千二岳士会が月 1 回の歩く会始める。

③ 各 住 区 で i l ifi 会等の主催で盆踊り

⑬ 市 教 委 がilli 助会を l'IJ ，し、 rJ i 民体育祭( 高野台、佐竹

台)

⑬ LLJ 田小111の神社の秋祭りで NTf kJ にも神興がでる。

。 藤 ('1台臼 ?foi 会、古江f i l l 治会結成

⑥佐竹台小の児童会が新潟

地震に災金

⑬街地区名1. 5 街振興会結成 | ⑦I吹田市新千里山出張所と

(jJ) r桁センターピルの 11庖舗と 3 公 I  Ji fl発協会の職員が友の会

f' r でス日会発足 |  を結成し、駅で雨ガサの

( j J ) ，焼却炉 ( 7 ケット所有) 利用 |  無料貸し始める( 住民から

に伴うV i . J 日分担で、古江台尚庖 |  もi'M!-r)

会とマーケ y トが対立

⑤ 千 笠 N T 生協が牛乳の廉価販売

を計画

⑨ ~ ⑬ 千A 山生協の界主主計画進め

られる 。( 現在 N T JAJ には千虫 N

T 生協と高野台生活協同体があ

り、それぞれ独自の販売を実施

しており、千里山生協と対立の

機材1)

。高野台で防犯協; 品会発足

むト⑬佐竹台自治会連合会が 305

円 の 灯 油 を 呼 び か け ( 2 つの生

協も 310- 350円で販売合戦中)

② ｩＢ ｬ ｾ 台公団自治会が ＿￬ｾｴｬ 者アン

ケート実胞一一地元 i窃底手11mが

2 6 %、行商ヰ11mが2 0 %

④ ｾｭ 欽ストに青山台カークラプが

住区の人々のために出動

④高野台臼治会が苦111{')家rt 反対を

重点同様とすることを決める 。

③ d車内台自治会が消 '/'i-fi アンケート

をもとに地元尚応会と怨談一一

「高い」が54% 、「品極が少ないJ

が5 6 %

⑬ ｾｴｰｲｔ 市場後援会が住民 Ｒ ∞人で

結成( 業者はf士入れ価格等を公

表。住民は f也の市場の{面絡等を

提供し 、適正価絡を指定)

⑬佐竹台自治連が家賃値上げ反対

の公聴会附< ( かねてより、算定

基 準 ・使途等の公表と不正入居

住宅管理の徹底を求めて府へ請

願、 陳情していた)

- 老人クラブの結成一一一高野台( 3 月) 佐竹台( ダイ

ハデクラブの協力で 5 H)  牒 A 台( 民生委貝の正

式発令を機会に 12)1)

⑤ 千二岳士会別次回山の会と改称( 月 l 回lyll 会)

⑦ 必 1'1台、古江台自治会合同の同地祭り ・必 (1;'-; 臼治会

は日1I にも l. f I J 也祭り( 山田の老人クラブ参加)

⑦千里タイムズ主催の里子球大会 ・古江台自治会の有志

と山田 IHTの有志、州羽が試合

③ ｩｾＡｾ 台商ｾ会と千笠タイムズ主催の盆踊り大会に延

3 万人参加J ( 各地区自治会協議只)

⑨古江台臼治会が 1400戸になる ( NT 最大)

⑬市民体育祭( 北三地区は合同で) ・ぬ桜県人会説明

会 が N T で。

O高野台体育指導委主催のソフト大会

II) I吹田市老人クラプ述合がN T で第 l 回老人大学講座

( 社会福祉協共催)

⑫防犯組織の必要から津雲台公団自治会結成

① l吹田市商工会議所商業部会の会 | ①JA雲台児童会中心に救緩

合で N T への積極的進出を企図 |  金品集める。

④ l次回商業振興協同組合( i 商工会 I  ( 昨年同地区内での火事

中心) に一括売却する新システ |  で全焼した家族へ送る)

ムで藤白台マーケットオープン | ④ダイハククラブ総会で、

④ 千 里N T 私立幼稚園述盟結成 |  地域社会への奉仕を目的

( 一斉入国募集を巾し合わせ) として活動してゆくこと

⑤三日会が例会で広告規制緩和、 |  を決議 (39年に佐竹台の

ゴミ処理料金書11合の手直し等を |  有志で結成)

Ji H9Eセンターに要望1

⑬青山台センタ一会 ・商人会結成

( 開発センターに駐車J品I前主要望) I ⑨万博用地買収について態

。共通の問題解消、械の述絡を目 |  民集め説明会一農民ff!l lは

的に、 N . T 尚庖述合会結成( 古 |  強〈反発。以後交渉続く。

江台では露天商対策が問題とな | ⑬津雲台商庖会がヨハネ学

る。佐竹台では自治迎合会とト |  図に餅を送る。

ラプJレ)

- 老人クラブ結成一一古江台舟楽会( 3 1 ' 1) ・苛山台

汗舟会 ( 7 Hl ・北町、* 田Iの年輪会( 11月)

④千里タイムズの主催で縦祭り( 各診療所が協讃) 一一

センタ一、小学校等で各樋i世し

@ - ⑦雌白台自治会中心にボーイスカウ卜の結成進め

られる (1吹田 11団)

⑥ ~ ③ 北 町 に20余りの単一自治会発足( 平吻 2 械 で l

自治会)

⑦ d車内台では、今までの監視員の担当区域を単位に 6

つ白治会が結成

③行l . i l台公団住宅・で自治会結成についてアンケート調

査 ・北町迎合自治会結成

⑦ i- ' l 慢台老人クラブ( 明朗会) が棚隆会

③古江神社再建に土地売却してもよいと、企業局が回

答 ( 6 月に陶庖会有志が申し入れ)

③各{ 主区で自治会や P T A主催で盆踊り

⑬ 7 7サンコーラスか判明再J i IJ で 会 只 募 集

⑬- ( j J ) 各{ 主区で市民体育祭

⑬ 古J工台自治会役員の40万円使い込みが問題となる 。

⑬主将会議で野球述rtl 結成が発起

。 数1[ ，の主flli で N T 税普野球大会

②同l センター商! 志会が空庖舗をキ11

用して新" f ' J悶用品の売り出し

②1 ¥T 内で 11: .j' i をしている造園業

ー 者が「千盟環境保全協力会」を

結成一一会貝の品位と技術向上

が日的 。 ｊｩｾ 近モグリ業者と施主

にトラブル多い。

⑥高野台温泉が値下げを決めたが

隣按浴場主の繍焔で中止

⑦高野台住区にカークラプ結成

③ ｩｾｴ 雲台商庖会が主鮒招き懇談会

品種 ・サービス商 商露目極煩に

不満

③歯科医師会吹田支部の協力で業

者が歯の健康相談

⑨千旦庭図協方会の組木展示即売

会( 以後毎年間< 1  

⑨ 千 里 N T 薬剤師会結成

⑬ 府 医 師 会 がN T を対象に 7 ンケ

ート( 受診の実態把爆のため)

⑪ 吹 田 市 域 の 5 外科医が急忠に当

許申11:A施

② l吹田市教職員組合が開校

式の筒索化を要請

( 当面の問題として藤白

. 青山台の小学校のi耳l校 式

中止を市教委に申し入れ)

・藤 白 台 3 了伺の住民有志

が「剛君を救ける運動」

で献血を呼びかけ (70人

余協力)

⑥ 津 雲 3 ・5 丁目自治会が

千里交通安全会結成

⑦菅山台カークラプが小 学

校にカサを寄贈

③新千里山民生委員協が老

入を招待し、催し物( 古江

台カークラブが協力)

⑨各{ 主区に市会議只を送ろ

うとする動き

⑬ 欧 田 市 P T A 協などの主

i担で交通戦争解消をテー

マに第 11回母親大会

9 7  
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環 全 保 全 ・ 清 掃 の た め の 運 動

⑤ゴミ焼却炉建設反対の住民70人余りが近緩ブロ ック

知事会議に隊十月

⑦ｾＺｴｬされていた不法駐車 一 斉予人れ実施

⑦高野台 3 丁目自治会が、万博造成工亨1"¥に伴う交通・

治安等のl問題について要諮舎を市 ・警主主に提出

⑧j'r 山 台 4 rf -j 臼治会が公園の除1.'[

③ I皇内台 P T A の資金集めバザーに 1000名余参加J (41  

fドlこも)

11)]'f 山台 3 丁目の緑地内に述設予定のパス車庫 lこ付し、

住民が反対' Ei 名 Ilfl 始

⑪ ｾｈｴ を守る会や自治会の述Ｚｬ＿，で、ｾｦＧ，偽公園地 ｼ ヌ指定

方陳情; ! ? を従出

i Mt雲台小児童会が' fH与を守る会の協力て、巣箱 {ドり

③＿ＧｾＧｦ ｔ 会が絞 ＳＰ 本植樹

⑤老人クラプIlf刷会が中心になりあやめ谷公園にあや

め百' i500本舗える( 企業局が業者に委嘱)

⑤ 山 11台 3 J日 有志による抗議文が知 事 企業 }"j ， Ｑｬ ｾＱ 発

センター ・千里ヂイムズにとど〈一一ー「新{ 主 i' l 述反の

住宅主ｬＡ ｊｾ をなぜ許可しているかワ ｊ と抗浪 。 夜ＱｉｩＱｦ Ｑ ￶

業や交通妨害に純司 ｾｾ伺求Ｈ規制では Ｒ 年以内に ｩｬｬ て

ねばならない)

⑤北部ゴミ焼却場用地決定

⑦ 駐車線制の場としての自治会結成を望む動き( 北町

公団)

③ i'r 山台公団鈴; 1  '  2 自治会がベランダの手すりの納

木鉢の撤去を申し合わせ( 務下の危険性ゆえ)

j 2 ) 千里ライオンズ 7 ラプが絞 200 木枯jjf (以後恒例 It )

③布志により自然に親しみ保設する会発足一 一 3 ) ! に

ミノムシ駆除の会 ，6 月にW: PITに 600 本植樹 ・ll } !  

にはセイタカキリン草の 一 掃巡 ｧｾＱ

・万博をひかえ、不法駐車 ・万博公立; ・労務.r，流入に

よる防犯問題 について住民に不安

.--(i) r! i ・警君主と住民のおし合い

I  @ - ⑥千里山で交通対策論防iのため署名運動

|  縦白台で市 ・笹察が慾談

I  ( 不法駐車や街路灯I自殺に質問集中)

|  千盟山白治jili から交通対策のUl Ni tl

L @iiliit 台に万博対策委発足

⑥池田宇の安全さく是否論おまる 。美 !I.!lfi'l 絡の点から反

対の声

。佐 竹 台に ｩｬｬｪｾ 予定の ｐｌ 教会について企業と住民が

，11i し合い 一 一 5 年経過 した区域では許可されるこ

とが明 らかにされる 。住民に反特

l J ) ボーイスカウト 15団が1 &: 虫駆除

。千盟ライオンズクラブが楠樹

。凶岡I 白?f i会が消防救急活仰j に必要な道路重量的につ

年 次

1967 

(昭42)

70. 000 人

1968 

(昭43)

90. 000 人

1969 

(昭44)

100，000人

N T開発事業 (0 は主として住区施設)

②新千虫病院I l H設

③阪急 ｾｴ 千Ｑｊ ｬ 釈までｉｬ ｦｬｪ 並

新 1ユ.'QI萌IIIT ( L fl 区) 宅造着工

挑 Illfi 一 一小引責I l H校 @ 入居I l H始。近

隣センターＱｬ ｾＱ 設

@ 竹見台一 一小 ＧＱＢＧ［ＺＺ 校ｼ持 ｩ 校 ⑤ 入居Ｑｬ ｾＱ 始

④府立千 ']l ｉｾＧＺｪ 校 ＱＱｾ Ｑｦｾ

⑤ 北 公l必プール完成

fli Ｑ ユＮＧｑ ｉ 川 ｉｉｉｔ Ｍ 一一 幼稚悶ｉｬ ｈ 医 ｉ ｀ 小・主校Ｑｬ ｾＱ

校

③ 北 地lヌセンタ - !l: ｉ ｦｉＮｴ ｊｍｉｈｊｾ＠

i 2l 中央I也|吐七ンタ - f ，'Ij :[l 発表

:1) 竹児f?一 一近隣七ンタ 開設@幼. f f E凶

Il m週 @ 保 育 所 、 診 療 所 開 設

②北地 Ｑ ＾＼Ｚ セノタ Ｍｾｉ ｮＢ ＱＱ 苫ｉｬ ｈ 底

ＨＱＮＺ竹 ｦｴｩ 診療所Ｏｉ ｾｉｊｾ

新千 'Jll l!j PIT-一一診療所開設 @ 入居I l f J 始、

近隣セ ノターI l f J 設

古江 ｴＭ ＱｾＩ Ｈ ｲＡ ｩ 江 Ｉ 、 ｾｴ 千盟保育ｼ剥 Ｈ ｲｬｩ 立 Ｉ

Il fl 設

挑 Ｑ ＱＱ ｴＭ Ｑ ＭＭ ｾＩ Ｎｦｦ岨 ＱＱｾＱ 悶 ⑬ 診療所 ｉｉｂｾｾ

⑤小央地lメセンターピルJ T工

新千' I ! . I判官IT入居I l H始

⑬ 吹 田 rnJ昆会l吹田市北部ゴミ焼却均を I吹田

ｦＡ￮山凹別所に， ｾ ｾｩ 丘を可決

(jJ} 'I' 央地| ベセ ンター専門 J苫街_(f 工

②千 ｾｬ ，阪 ｩｌｴ 行Ｑｴ Ｑ 百 ｊｦ 工

③ 北 地|ポセンタ - ｾ ｬ ￯Ｍ f' '11Ji Ilfl 1;5 

④ 千 IJll 坂12ホテル 、大丸ピーコックストア

lf 工

新千 'U. rii 日f- 一一幼稚闘 Ilf! 国I ( ! ) 小，，，;:校、

近隣センター ｉｭｬ￬ｾ

⑥ ｬｬＧｉＧｲｬ￮ ， ｬｴｩ￬ｾｾ Ｉ￯ Ｇ ｐ， ｯ＠ ｾ， � 市新千ＮＧＮ￟Ｎ ｉｊＧ ，張所ｉｬ ｈ

， ￬ｾ＠

l吹田 rli iL l判f Hi 図|持H週

施 設 ・制 度 要 求 の た め の 運 動

① 1-問主台合同l ( j 舎自治会総会で、サプ ・セ

ンタ -IHl i 丘 総合病院設ili Ｎ 公立 ｾＩｦｦｴ 図

. 保育園について推進してゆくこと決ぷ

①古江台i ' I iii 会が公立幼稚園嬰求大会で、

1000名余りの者名を! . R めr↑iJ 去に渡す。

② Ｍ ， Ｇ ＷＢ山「品ｾｾＯｬｬｊ題について臼治会長が企業局

に実状ただす。

⑤幻F支台 ( 1ifi 会と天五尚応街布士、がサブ七

ンタ -i l l 設促進で懇談 ( 7 )  I にo K )  

⑤北地区公立幼判長悶辿設について、干li iJ:t- 1

(1 iri 会と泌 (1t-lI
L

I  治会が市と懇談 ( 7 )  I  

rn会で了' r . r 化される)

⑥集会所竣 工Ｈ ｻｴ，Ｚ竹台、高野台の府 Ｇｩ ［ ｾＧｦ 主主

では入居時から要望されていた )

⑤有志の主紛がi制I也区公立幼. f fl 主l週，t空白など

をr! 11こ隙1o'i

③ Ｈ ＺＯｪＧ 竹 Ｑ Ｔ＿ でｾ｜ ＹＱ 旦ｩｉ次即時税大会 一一 公、 ＧｦＮｾＩ

.f ff 閥、保育所、信号灯、歩道fr1J，l空前♀ど

の要求を1*択

③公立幼検闘 Ｑｭ 是 ｦｪ で企業局が ｲｲｮｾｸ ＭｴＧと弘

立幼. f f主闘(!!IIとの Ui し合いがつ かないと光

却しな L りと立場を示す。

②北地区公立幼椎図促進委が ｾＹＡ 立図合の早

JYlill ，m' ・人同浪人解消を rli に隙M ( l Jj 

人以上の宮 r，)

② ￬ｾ 弓 ｚ 台臼治述合会が、天満断 Ｑ ［Ｕ会のサプ

七ンター進出中止に関し、その型自の l明

確化 ・センタ -i l l 設促進を企業向にi J l し

人れ

③ 点IIITln日{ 主宅 (1 if i会が' ，U，iri の半IYI 然 J貨を

iJ l し人れ (r 4  nに行う」と同答)

⑤ 山 野 村'1 治会がＡ仔ｻ主席弘前調査 一Ｍ ｽｾ内

にカピやヒピ ( 4苫11)

⑦津雲台子7少年対策委が{ 主区内に庁少 1HII

グランドを 11三るよ う隙十lt

③ ｾｕ 也氏公立幼稚園ｼ持 ｬ 設に対し ［ 志望Ｎｲ，全 ｩｾ

入国要求の住民集会 ( ｲｬ￮ 教委は「このｾｊＮｬＮ

tS i ということでH;';::f !!l l と湖繋がつ いた。

I出品 は困難J と回答)

。市教委が定 μｴ 目したことから ￆｩｾＩ 述が反

発し、Ｑｉ ＱｾＧｾＱ 告にのり上げる 。

⑪竹兄台の ＳＰ 人が公立幼税関の ｗｾ 型を市へ 。

fDr羽田Iにはやくも臼 ifi 会結成ー →去療機関、

社会施設の平W!ill 設を要求 ( まだ近隣セ

ンタ や小- " { : 校もない)

j 2)府'ιI 竹兄台 ILf i古述 (42{lo結) が公衆浴場

建設 l 号線のrl ' l 掃を市に要望すること

を決定

②吹田市械の小 ｉｾ｝ Ｂｩと校が体育館早 ｊｙＡｩｬｬ ，l;i 

要望 一一 ｐｔａ との怨談で「万博 ｉｬｾＡ flli ま

でに完成する J とrli 長約束

② 地 元イT志 が 制11を打'J f J ( し、問地11、ぃ Fげ

をWUI していたを人の家起工

②公立幼ＭＱ ｦｴ 闘に つ いて ｲｬ￮ とＮｦ ｌｾＩｩｬｬ の， ｴＧｩ し合

い。「弘立関児f l m軽減の検，HJ で解決

⑤ ￬ｾｲｾＺ 台円治 ｪ 虫が ｬ 円 Ｒ 回の郵便配 ｩ 主要求

の手; ・名運動一一 7 F! に「無理」と回特

⑤ I萌千里駅移 l伝に「乗降 11が述くなる」と

反対があり、計画おくれる 。

⑦ー③住民と N T 医師j車会 iJ との怒.i去一一

新千虫病院は「救急指定をうけても、医

師不足で処理できなし、」と答える 。医師

連がB J - ! から当直l t ; 11実飽。 オープンシス

テムについて医師I!!IIはJ l の立場だが、そ

のjjf!'ぷーに不満あり 。

③千里医療Ａ日閣改善促進委発足 一 Ｍ ＱＱ Ａｪ ｾｦ の

産科医の再開 ・夜1m診療 ・オープンシス



生 活 防 衛 の た め の 運 動

④ j'il Li 台/ ( 干包迎合J ' li 台会が41(f. 1.立

活動) i ; 縦割1告一一一行け l合浴場、

休業中パス経常、 l鉱胤、家屋 liIi

修 ｲ ｦＱ ｾｩｾￍ 、尚 ｬ 苫会との懇談、ＯＨｦ立

限1'<館移動文庫誘致等

⑤佐竹台と ｩＴｾ 台に防犯協発Ｑｅ

⑥雌向台自治会が17門で家庭納乳

実施。 1t r . 竹台にも広がる( 千旦

では先に/ ，' Atib牛乳がi iH'1生協を

足掛かりに低Idli'l 乳納入実施)

⑦ 117山台/ ( . ] ' 符住宅自治会と 1'(LLi?，'，1

JAの1mで割引協定むすばれる 。

⑦市山府ＮｾＮ臼治会が防火が ｮ ｶＺ 。

③総白台自治会が簡易風月の特約

( 浴場との料令交1 ' ' ) ; 失敗のため) 。

9 月には717空 diJ J，lli fJく 。

⑬古 ｊ 工台臼治会の ［Ｇｦｾ 市場に士、 ｦ し

ｉｩ ｈｾｅ センターがさ在地に鉄条網

Ｈ奨在ｊｬＮ Ｑｾｾ 持 ・ 正規の業 ｭ 呆滋 ｦｬｧ

由)

①点 ｾｉｔ 白治会が事 ｉｊｉ 自家 ｬｴ 1:: 胞j につ

いてアンケー卜調査

② ｎ ｔ 白治会述紡 ｴｩ｢ 準備 こ 委が公Ｇ［ＺｾＧ

住宅法改正阻止を rl' し合わせ

( 121' 1にも)

②主制が殺された、 ｬｾ ￭Ｇド以来防犯へ

の関心おまり、各住区で防犯ベ

Jレ取引、I け

③向型F台 2 ｲ 円 ｉ ｾ ｬ iFi ' fttJ勺11長に物

(il l i N策強化を要望

③千 ｾｬｬｎ T 読売友の会が業行 と特

約。商品の害IJ 引購入始める 。

⑤tよ応:巧百刊里野T台臼 Ifバt

主訓lりlμtM円家i口t について; 説見H明月会 (合f埋里

{的内3算I 定の検討を約束)

⑤ j掌芸台臼治j主と i湖底会が懇談ー

ーイ主i正はサプ七ンター設; 百を希

望。断底IJ!1J は縦絞が大きすぎる

と反対

③汗山台公団 1' 1 治会が防犯ステバー

③泌向台に防犯協発足

⑨千車山生協がニュータウン i有地

区に逃 !I' ，( [ 担! 大生協と業務fJi JJ! i)

⑬ 汗 山 台 北 町 の 分 波 住 民 と 当 局

が訴し合い - 2 ( f で雨もり 。

その lili(1基について

③千里山生協再建策 1 @] 総会で、

ニュータウンの進.'1.
1

，のためのキU

織作りと乳価値 ｉ ｾｬｦ 阻止を決議

⑦ ｩ￬ Ｇ ￭ ｖｬモニターや市主 ｮｾ の教室受

ｊ 梓省が発起し、 ｬ 次回 ｲｊ ￯ｩ￬ｾｪ 政主 ｩｈ 月

題研究会発足

③青山台公団第 1 ・2 団内治会で

防犯当許制を発足

。 桃111台el ' i 2  r. n1也符理組合でアン

ケート結果まとめる 。一一一笠の

ヒピ苦IJれ、 t主の1頃きを 70%が指

摘、 Ｔ Ｐ Ｅ がＡｬＺ ｦ Ｎ ｉ ド ｮｾＡ 出生希望

共 同 生 活 育 成 の だ め の 運 動

① ｎ ｔ 人 形 ｉｾｉｊ をｽＯＮる会の公演会③恒例必然り

③， Ｚ Ｇ ｾｮ ｔ￮ ｉ ｃ ｉ 治会協がＱＧ Ｑ Ｑ 心になり、 ￭Ｑ ｩｴ￬ 会長会議 ＨＱ 吹田

，!i hj( ICI 治会JA結成が論議) 一一一代表. ( i の運動諭の迷

い ・公団、公泊、分泌でのな兄の述い等で閣U，t

③ 古11台! ' I ifoi 会が事:Ji 役員て、再発足

⑥ 庁 III Ti 4 rJ l分1浪J ' I  ｾｦ￬ 会予告足 ⑥i 1t雲台 l'l i白述や P

ｔａ Ｚ［ｲｦ，で＿ Ｍ Ａｲ ＡｬＺｴｾ にチャイム設 ｩ ｃｬ

⑤主人クラブ11) 1刷会の溺芸会( 出雲台 (1 治j主協力)

① ，"i f子会でも 1ι 会 ⑦公社版 (1T-1rt J l 也に維栄会結成

( 550戸で)

③ 各 ft l乏で盆制り ③ 11，:竹 t!' でボーイスカウトe l 'm問

発日 ｬ ［｣ｾ

③九卜九交通安全地h夜祭り (1IJ1u1J会と N T 交通安全会

が企業 ｊｾｪ より上地の従ｻ止をうけ、 ｊ 白磁たてるＩ

③民生委員協の敬老の1桂しに 400 人参加|

③ )f府L仔侃!干fれ;抗z丙i

⑬ 各 住|医又で 1市}打7民{体卒1背守行T祭占 ⑬各1' 1汗治I会会. 長が1集i品sまり、 (1 i治白

会懇談会発足

Qt il と支台 ( 1ifiJA主flUの歩こう会

①. /f : 人 7 ラプ ，'f.J. 子会の11. ¥い (9 FI にも)

④千' J ! . タイムズと Ilifi 述給 thb ! : ( 距の駅伝大会

④ Ｇ ， ＧＧＧＱＱＱ 台公団ｾ［ 9  (1 治会が、米結成ブロ J 7 の臼治会

結成媛日)j ' .ilt<! W;j 1科技 ・共同{ 士人の活発化を' " し合

わせ

⑤凶 ｉｉｉｲＷ ーケ ｹ トが企業向のみ認を Ｑｾｊ て ｎ ｔ 初のや ｬＧ 社

他殺 ( l1rJ に耳寄り ) ⑤浄ｾＺ台白 ｩｦ￬ｊ ，虫が入居 Ｕ 周年

i lt雲台祭り

⑤佐竹 fi r- l ifi 述恒例の (1 ifi 会対抗ソフト大会

③ｾ⑦白治 ｫｬｬ 合 ｴｨ｢Ｊ 古 ｪ 戊をテーマに千 Ｇｲ ｾ ｎ T  ni f i 迎合懇

談会。 8/J の定会で質成多数を内め、問時に交通N

ｾ ・ 公立幼稚園対策委設位。 ＱＱ ＱＱ に会ｊＡｬ ｊ 案決定

⑦ 1'9町同地 II ifi 会発足( 分泌では ni fi 会不要論強〈、

公開だけで結成。同日ITはlli 設途中で111ほfi 多く、安全霊

をIJJ ，してゆくために結成)

③各地似てιUl fi り ③老人クラブ ｬ り ｬ 白 ｾｊ 会が民Ａｻ忠誠押会

( 10凡 と1l} 1には句会)

⑨? 守山台迎合向 if- i会結成のd鳴き

⑬各{ 主l玄で l 行民体育祭

Qt iーIt雲台万!J 会の品、〈会Q t Y M C  A 友の会がn 2 巨l

の早朝歩 こう会始める。

⑫，'''111台公開1 "1治会未結成地区に結成促進委できる。

⑫行山台 A J ' l 治会発足

①千里山旧図# 述の図法大会( 9 けにも )

② ?-Ir!i :ti . 佐竹台 ・I41里f台合同句会

② 行LUi 今に囲必 l幸村t クラブ結成

③子rll l台公開に 2 つの門治会発足

④千虫 N Ti ' lifi 迎合会結成( 会長 llilJ とらず代表委 f:) ;)il lJ

④ (1 叫に税しみ i忠誠する会が1'1 1 回の山歩き始める。

- 老人クラブlリ]印l会が/11  1m句会( 以後恒例に)

⑤オールニ ュ ータウン四五早大会⑤ ｩｾ ｬ ｴ 雲公開図式 ｅ クラ

プの大会⑤{ セ竹 台のおI} 入学級 (43年から始まる)

⑤ TE江ff ボーイスカウトの訓練会 ( 3 川に結成。 8/-1

にも訓練会)

⑤千息子供カーニパル ＨＴＲ 年 ｬ こ ｩＭ ｉ ｾ Ｚｨ に始まり今年か

ら全住民の白治会参1111)

⑥ 桃 山 台 3 J i l  (1 治会とｪｊ ｇｾｊｔ 公 社 ａ (1 治会結成

⑦o' f L11台/U常迎合 LI 治会の映画会

③ 盆 踊 り 大 会 ③1IJ 1刷会中心にi : I ! ;'t 台交通安全J也被祭

り( 恒例)

⑨佐竹子f 臼i台JAのぷJ司会

⑪各地区述合自治会主催の体育祭

特 定 集 団 の た め の 運 動

①浴Ｎｴｾ ｾ経常ゆ きづまりＨ苛山台 、

高野台)

②行山台嵐泉について N T 浴場制

合と! 荷が協; 昆( 共同I ! 拝人経常案

は、ご破算)

④ 点IIIT にもカークラブ発足

⑤ 7 つのカークラブが協滋会結成

( 窓口一本化が目的)

③ニ ュータウン 刷、立幼稚 ｬ 却述 ｾｾｬ が

企業局に公立幼稚図の/TI1也払い

下げをやめるよう1 ' 1' し入れ

⑦千虫庭園協会が兄7・会

③千里 N T カークラブ協や! 占詰I i 共

般の白! l i11!1" ショーに l 万人の観

治:

。 rh教委、払立幼稚園述、野1;5等

の後mをえて、主的I} の友が教育

講r I 会

⑪ I有センター専門 j苫衡が電気広告

t&，i量iE

③ I吹田r J i花き生産者協と泣図協同

組合ヵマEと紛のフェアー( 万博

推進運動の一環 。以後年 2 回恒

(91 ) となる)

④雨センターが底n教育の11)鳥画会

④凶田T 7 ーケ y トが岡山津山必協

の協力で産地直送市

⑦高野台 ｩ 荷庖会が家臼値下げ市 ｊ ｊ［ｾ

改装をI i fJ 発センターと交渉 (i 古

里f台にはサプセンターもあり、

ＱｩＪ［ｾ 不振つづき 。 ｼ泊 Ｑ ［Ｕ . 家1t 遅

滞相次ぐ。 5 月の会合では、要

求が入れられない. ! J 4 合一斉不払

いを行うことを 1長波)

⑦ 千 里 N T 飲食業組合発足

⑨ 吹 田 市j或の商業関係者が市のあ

っせんで初会合

③オーストラ' ) 7 政府主催のフー

ドフェアに数庖がt.6b力

④ ｾＲｊ 羽工事の完成した北センタ

ーで新旧合同i Iii 庖会結成

⑤ｾ⑦各 ｾｾｉ 苫会が大売り ｬｩＧ ，しや各

経の似し( 夜庖や映画会)

⑧l吹田市産業対策委が、企業局等

を招き、主l ! 設中の桃山台市街地

ピルについて計画の l明示を求め

る。

社 会 奉 仕 活 動 な ど

④市議選に N T から 5 人当

選

④万| 尊工事による事故I曽大

からカークラプ中心に、

「交通安全の集い」

⑤ 有 志20入で千里ライオン

ズクラブ結成

⑤佐竹台の児童の手術に際

し、P T A が献血

⑤千里タイムズとカークラブ

協が恵まれない子をドラ

イブに。

⑥北地区民生委 .Q協が呼び

かけ献JUl 運動

⑥肢体不自由児の父兄の会

ミ平のl吹田市域各同 体が心

身隊害児 に関して3ti 願署

名運動ー福祉年金は 9 FI 

rn会て、可決。その他施設や

ホームヘルパ -1M等要望

⑬千里 N T カークラプ協が

安全J再現会

①佐竹台・浮雲台に吹田母

子会の支部結成

③青山台府営迎合自治会が

市のあっせんで預1(11

⑤~⑥十/J 持沖地震に J官金

( 青山台公団第 l 、 2 団

自治会 H月 朗 会 青 山 台

中他)

⑥ l吹田市社会街中止協が委員

を選び、北地区福祉協力

委結成

⑦津雲台に苛少年対策委総

成一一市では市内全地区

に設置する意向( 住民代

表や校長等て市耳目覚)

⑫淀川善隣館(が千里支部設

立基金集めの蚤の市

j i ) 自治速なと' の主催て、結雲

チャリティバザー

⑬青山台脊少年対策委が背

少年対策のためのアンケ

① ｩｾ ｴｴ￮ｴ 台自治述がチャリテ

ィ受益金を竹兄小に寄贈

②青山台中等が助け合い募

金

③ l吹田市社会福祉協と各住

区福祉協力委の主催で献

血運動

③北地区福祉協力委か施設

見学会

⑨佐竹台の主婦中心に I吹田

市肢体不自由児を守る会

発足。 10月には施設設置

基金募集のバザー聞く。

O民生委員と自治会婦人部

の主催で、w雲台老人セ

ンターへの資金援助のた

めのバザー

⑫ ｩｾｬ 雲台て。恒例のチヤリテ

ィバザー

99 



環 境 保 全 ・ 清 掃 の た め の 運 動 施 設 ・ 制 度 要 求 の た め の 運 動年 次 N T開発事業 (0 は主として住区施設)

いて市に要望舎提出

1969 

(昭44)

100. 000人

ムの是否について討議

③カークラブ等のｾ笠で浮雲台公開に駐ＱＩ Ｑ

場設置一一不法駐車へらず。

⑬豊中地区の仁IrFi会が公立幼稚園建設要; j 求

の陳't i'l

。 北{ 主区の住民が公立Y ，} ) の定以 I曽陳情

。各小学校の P T A父兄主d! l 等について市

長と自治会長との懇談会( 吹田市域)

③万博簡易宿泊所主主設反対デモ

・ 万博協会が予定するオートキャンプ ｮｾ に対しお里子台

自治協が反対

・千里万博公害反対運動一一この時期に万博によるモ

グリ駐車場続出

⑤公団湾 ｴｾ 自治会が万博公害 ｬ 問題に方針一本化するこ

とを申し合わせ

⑦ニュータウン万1尊公害対策委と警察が懇談一ーオー

トキャンプの取り締まり ・不法駐車 ・不決建物の撤去

. 万| 帯以後の対策等要望

③里F烏を守る会が、越木3000本西日

⑬O 自然に親しみ保護する会が調査、スケ ッチの会( 以

後定期的に)

⑬鐙中五中と青年会議所が九中に40本植樹

1970 

(昭45)

②千虫/ i H5をセンターが中央I也氏センターピ

ルに移転。rl' 央地区セ ンタ一地域冷暖房

胞設運転/ i IJ 始。北大阪急行江坂駅まで IIfJ

通

③ 中央地区センター専門応街、千' 1) . 阪急行

1' ( 応、大 ) L ピーコ y クスト 7 11111古

⑨北大阪急行千里中央駅まで延長開通

③校区変更による 一部児Z立の第九中への伝

校に父兄反対 (，伝校多すぎる 。施設不十

分等)0 r  /¥'1' の峨日を ) L中へ。純設与' . ) 自!

活一工」という市長あ っせんl設立

③~④ノ f ス路線 ダイヤ改正に各方面から

不 満

・上新田地医 l'lifi 会が路線変更等を隙1- . ' 1

・津雲台臼 j台j車協が集会( 中央へ行きに

くい)

・千里サンタ ウン専 門応が改普a 要望

⑤ 商PI T A団地自治会が会報上で凶凹I のJ1E科

医の早期n耳lifJW製 (44i loにもl符に申 し人れ)

⑦~⑨公立幼獄図 IliJ題

⑦ ・地元rn民がF片江台幼のf広充要望

③ ・北地| 孟対策委と市教委との会合で46

年の定只 I円安望

③ ・同促進委が定員 I円ー募集時期の繰り

上げを di 教委に要望

⑨ l吹田市保育所i'!lllJi lJ i1!が、公立保育所建設

・共同保育所へのMi YiJ など陳情。

ｬ 次回市 ｩ 品ｔｦ所 ｪ Ｉ｝ｦＡｦｾｊＩ土が第 Ｒ 回大会 。

青山台中 P T A が教室I聞の諸国江i

②周辺緑地内にハイキングコースを作ることについて

各自治会と企業局話し合ぃ (北町 ・青山台 ・西町)

ーーイ主民{! ! J J は緑地保全を訂'111![

・日H自問題から高層住宅建設反対運動。青山台生活環

境を守る会結成

⑤南千里に建設予定の高層女子寮について千里の環境

をよくする会( 7 月正式発足) と企業局話し合い一

住民側は計画白紙化要求

⑥高野台 3 丁目自治会が住区内緑化を申し合わせ

⑦津雲台青少年対策委が水辺に立札立てる 。

⑬ 佐竹台メ ゾネット自治会だけが、工事中 の騒音を理

由に最後まで女子衆辿設に反対。

⑪雌白台や春日町からサーキ y ト族 にl渇する苦情が粍l

次ぐ。

O女子寮問題で阪急{!!IJ が計画を大幅に改め了解点、みい

だす。

⑬不法の疑いある述設中の主l ! 物について 、桃山台 3 丁

同分液自治会と 関係者話 し合い一一今後寮に しない

ことで解決

⑫千里ライオンズクラブが柏附記念碑寄贈

19711 ⑦桃 山 台、高野台運動場 ｭＭｊｊｾ

(昭46)
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②私立幼稚園 P T A が第 l 同総会で知事と

話し合い ーＭ ｬｩｉ ￬ 助金 ・ 中数寄 ｦｾｊ 是ｧ に つい

て

② R 中市長と ];f.( PIT住民が船長一一学校予算

I悦j' [ . 公民分館の設 ilt . 駐車上初。設 - 移

1T f去の管f虫等について市長は保育所俊先

と回答

・スポーツ愛好家70人がrnにニュータウン

体育施設の一元化要望

⑦公的総合病院 ｩｬｬ￰ｾ 促進母体がニュータウ

ン選出のil iJ. 車中心に結成( 新千里病院で

は事実上外来診療拒荷の状態がつづ く。

このころ千里タイムズでもキャンベーン)

③南町 ・桃山台の住民有志が、「桃山台市街

地ピル内に I-I m必需品 ・食料品の y ヨ ツ

プセンター設iE」を企業局に陳情

③青山小 古江台小のI曽築撤回について父

兄と司7が懇談会

. 46年末に桃山台 3 丁目 自治会中心に「グリ ーンベル

トを守る会」 発足一緑地裕 lこマンション カ涜l ! 設され

る ｦｦｾ ｊ きに反発して 。 Ｗ 月には緑地保 全の説願を 市 へ 。

①青山台 2 .  3 丁目自治会を 中心 に国立循環器セ ンタ

一建設反対の動き一一抗議集会や企業局との話し合

いで緑地の用途変更に反対。 2 月には他の自治会に

も波及。 3 月か ら4 月の市との数回の話し合いでは

誘致以前にもどすこと要求。 5 月の局長への直訴で

は企業局の一方的態度に批判

④i ' J 山台生活環境を守る会が北千里小の建設について

学校用地に不向きと陳情

⑤ I吹田駅前再開発による代替住宅匙設に 、勝臼台自治

1972 

(昭47)

。千卑1 . 1-'央に総合娯楽施設 (セ ル y ー) IIfJ 

N'i 

- 桃山台" ，街地ピルのテナント選定につい

て南IHT 自治会にあf し企業局から回答( ド

ラック λ トアー約束)

③~④l吹田市がコ' ミ収集に関してアンケー

ト調査 ( Ｗ 苦 ｉｊ が遡 Ｒ 回希ｾ Ｉ

⑥自治会車脳級のない高層住宅でダスト シュ

ート使用祭止 に住民反対

③公立高校の学区和l分化に付し、吹田市域

のP T A が反対署名や陳情( 9 月には P

T A協と府教委懇談)

・ある主婦が発起して、署名 l 万6000名集

め、図役館建設を笠中市会に31j 臨[ ( 9 月
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生 活 防 衛 の た め の 運 動

⑫『君主: 台公団自治会等の主催で有

0; 1; : 食品研究会

⑬ 青山台で新日本財人の会による

添加物テスト

③ある i自白の半額販売に佐竹台 2

丁目の自治会協力

④佐竹台府営自治述総会で、商底

会との定期懲談会 ・万博公: t ; :N

策 体育、文化施設の俗化など

11'1し合わせ

⑤千里山生協総会でニュータウン

内に組合員 7000人と報告

⑫ ｩｾｾ 台マーケ ｹ 卜悠設準備委

( 自治会有志) が住民経営によ

るマーケットへの用地払い下 げ

を申請

⑤ i幸雲台公団向治会が近隣七ンタ

一内のilll 天商についてアンケー

卜

③津雲台・青山台・西田Tの谷団自

治会が、公団家賃値上げ反対の

デモ

③津雲台マーケ y ト建設用地の払

い下げ申請に対し拒絶回答

。ジャスコと主婦が、10月の苛空

市場について反省会

② 南 町 2 丁目自治会で防犯議科会

・新田市営住宅自治会か' 1 I l 替え

移転に反対の旨、 rli に要望( 市

はN T に同化させてゆくために

も木造は好ましくないとしてい

る)

共 同 生 活 育 成 の た め の 運 動

(jJ) r事l公闘でスカウト祭り (jJ) rV¥[l] J也l三初のガー Jレスカ

ウト第70団発問 。点目I 子供会に盟中地区初の里子球

部 O竹見合分; i 1 ! に自治会結成

ＩｪＩｾ｜＠ 2 回千虫奥さまバレーポール大会( 有志でJ . ! l ! 灯、

ｩ 車問のｾ，ｾ礎づくりが日 ＨｉＧｾＩ

・ ｩＡ 有 ＱＢ や千 ｾｉＡＮ タイムズの Ｑ 世しが年に数阿

④どんど祭り (rliJ 品主催) ④大| 坂サイクリング会の

tf 躍で早朝j サイクリング始まる( 数底協力)

④ f1j : 竹台m会所で恒例制人ワ: 級 ( 9 nにも)

④桃山台I l i台同体W，治会発足 ④ 北IIIT 2  r目白治会結

成

⑤千皇子供カーニパル

⑤桃山台第 2 団地管耳Hfl i f が桃山台向 i;'i r . 刑事協への参

IJ !I ' 役員事1 i 酬について討議

③各{ 主区で門治会1.1.1心 に盆踊り

⑨盤中然り ③ l次回 r/i J在地区老人クラブJ 1 f 1ヤ結成

⑨千里山田囲必述の大会

③ＭＨｪｊＩ ｎ ｔ 里子球連 ｾｾｉ の野球大会

⑬有志による委員会が干坐 N T のr. lx募集 (4611' 2  )-1 に

発表)

O 千里写兵同好会のi ，i ' ; 1 回写只展

① 千 里 山 田 図 法 述 の 大 会 ① - II f 1印] 会がFI 1同句会

①千里交通安全会主催でどんど祭り

②竹見台白治述の協力で老人クラブ結成

③中央専門府会等のセf111で容のカーニパ Jレ

③- ( j J ) 大阪サイクリング協会の主催で毎I l alil 日に早朝

ランニング

④ 第 l 回千里 N T 少年貯球大会 ( 45f l ' . ごろから少年野

球活発に)

⑤t ! [ (91)千' [ ! _ 子供カーニパル ⑤千里行人のl l ¥い主催の

ボーリング大会

⑦西町内治j庄で花火大会⑦千里の歌募集委が千単音

ｾＮｬ￭ｊ蒋科会

③ サ ン タ ウ ン 夏 の カ ー ニ パ ル ③l吹田祭り ③各住区

で自治会中心に盆踊り

⑨千里 ｎ ｔ 野球 述の大会⑨ ｾｴｐｉｔ 剣 友会の Ｒ 周年大会

( 北町の少年や愛好家で結成)

⑬千里タイムズ主催の少年貯球大会⑬千里タイムズ

とJ 1H発センター共催の駅伝大会

。新千里神社の秋祭り

。 ;;>;5 回 N T 奥さまバレーポー 1レ大会 ( 43{ j ' . ごろから

奥さまバレーボー Jレ活発化)

Ｎ ｩｾｴ 雲台白治速の ｩ 桜 トー Ｑ J l に凧あげ大会、3 1 - 1に

相伐大会、 10月にいも掘り大会、老人クラプ明印l 会

も毎月句会 ①どんど祭り

②吹田市自治述合会発足の動きーーー 5 ) ' 1に発足 (1吹田

全域の自治JAを鉱脈殺)

②北丘公民分館主催卓球大会( 昨年までは各自治会 l ii

位で行われた) ③春のカーニパル

④恒例早朝サイクリング会始まる。

⑤ 恒 例 子 供 カ ー ニ パ ル ⑤ 千 里 IH- 球A' l i の大会

⑥同好会主催の奥さまバレーポール大会( 10) ' 1にも)

⑥北丘公民分館主催紛入学級

⑦藤白台と￮Ａ ｊｾ 山台の侃祉委主催キャンプ講門会

特 定 集 団 の た め の 運 動

⑪千旦中央セ ンタ - WI "JI苫会発足

( 45年 3 月オープン) 一一共同

事業 ・共同の宣伝施設の企画、

運営管思! について活動すること

がn的。定休日中し合わせる 。

. 11] 央専門 J，ti 会がi Meな1丹江町一一

子供の遊び均設前 ・数回の催し

物・年数回の大売り出し ( 9F1

には大丸 ・阪急と合同)

④中央w川庖会総会で rftli ;f l) てをや

家賃が ｲｾｦｪ ｾ、」と不 ｩｲＺ 由 。 Ｘｦ Ｑ には

ｅ 盟Ｇ Ｉ ｾ の ｾｩｬ ｬ 当てからもめる。

④古江台 7 ーケ y トが合埋化尚策

スーパー誘致を中し合わせ

⑤北センター商底会が中央センタ

ーへの対抗策協議ーータクシー

来場の出似・案内板 ・J i 務柿成

上不 ｦｲｭｾ Ｎｬ郎通の ｉ 似生等協議

③ 3 センター運営 thh結成

⑬府飲食業環1立衛生同業組合がニ

ユータウン支部設立

⑫新千里病院I円築着工( 府三医師

会や地元J i fl 業医と協議重ねる)

①千里 N TI 吹田地区商業迎合会結

成に際し、* 底対策 ・共同仕入

等を当面目標とすることを 申 し

合わせ

6 丹、 7 月には企業局と話し合

い( 駐車I自殺 ・露天商対策 ・空

庖舗の入居業種 ・1吉良宿舎i問題

等について婆望)

②市センター専I"J 応会が 11 ｡ｬｾ 顧客

0&収 lこ1¥11して2すJ担

⑤ 空 J;S指ni の募集方式 ・無宇↓ 革主車券

の発行 ・共通商品券 の発行につ

いて 3 センタ- . i ! l l M¥会( 8 月に

も)

⑥幽科医 ｊ ＨＧＱｾ量 ｈｉ ｊｬ ｬｬｩ でニュータウン

の歯科医と府歯科医師会が対立

③産地直送センターについて、 1111

1系凶者が話し合ぃ( 小光価格の

点で、難航)

③サンタウン j主将協がiJ . 物調査

。桃山台市街地ピルのテナント業

級について、近隣センター業主

とfli がc1l i し合ぃ

①~雌r - I台尚底会がたびたび初 rli

や夜l占を UH< 。

⑥各商業述合会と吹田商業述がス

ーノ f 一的恨庖のiJ . 物パ ス乗り入

れの禁止を企業局に要望( 10月

以降は許可しないと回答)

社 会 奉 仕 活 動 な ど

③凶田TA団地のカークラブ

が救急当/ 1¥: ; 1; 11 をしく 。

⑤ある応舗が来光乍図を慰

↑}}J 

⑨佐竹台自治i主がf主区の老

人慰安会

⑨ある底舗がつり銭募金

・千里高有志、がバザーの収

溢を若竹園へ寄付

⑪ 北町 1丁目分殺自治会が

献 ｪ 血 ｩ 箪 ｲｲｾ ｊ

。心身ｾＮｴ［￮ｾ児を守る会がハ

ザーの収益を寄付

② i:陪 台 6 丁目自治会と商

庖会が府J誰i圭媛会設立

- 老人クラブ千竹会が無料

結婚相談所を| 非1< 。

⑥老人のために西町の主婦

が部屋を提供

⑥北町自治会北和会が老人

ホーム訪問l

⑪詩I雲台 2 ・4 .  6 自治会

が食料品等を老人ホーム

に奇:1I>;1

③北町自治団体述絡協が献

血運動。古江台小でも福

祉委中心lこ献血

③中央主事 I")J 苫会が市へ寄付

⑦ 桃山台育少年対策委が第

l 回研究会

③公共施設の引きつぎに f>!1

して、佐竹台分綴の人々

中心に、「知る権平11 を婆求

する i l UJ J をおこす動き
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環 境 保 全 ・ 清 掃 の た め の 運 動

会が反対

⑤ 津 雲 台 2 丁目公社で住民が他人負担で自転車置場設

ifI 

⑤ 桃 山 台 1丁目カークラフ' が住区に防犯灯や消火器等

11'同

⑥循環r . f センターの現地説明会で住民の一部から建設

反対に反対の声Ｈ医療施設不足が理由、姉崎 ｉ ｾ は「反

対理由は薄弱」とのべる)

⑧青山台、桃山台の保存 IUJ 姐について「元にもどすこ

とは困却しと知il: ji 回答

③桃山台から千盟 NT 緑地を守る会設立の呼びかけ

- 11 月発足

⑨自治会の協力を得て当局が不法駐車撲滅運動

@ ト⑪周辺緑地の 2 極住専指定について説明会( 住民

反発)

②~③各住区で P L の移告について、開発センター

と住民が話し合ぃ( 自治会に管理協力を求めたこ

とに一昔11住民が反発)

③藤白台から阪大薬学主II 設反対巡動起こる( 長:A観破綾

や焼却炉建設反対が理由lo 4 月には 2 丁目自治会と

市と話し合ぃ 。文部省にも直訴。 5月になり、阪大

が焼却炉主l ! s党中止の回答

③日里T台自治会協が児童による相殺を防l発センター

に訴える 。

⑤ 津 雲 台 3 丁目公社分譲住民が関西研修センター増設

反対の陳情

・自治会等を中心に岡Tの清掃や草刈り 一一 青 山 台 府 営

j車が毎月 l 回 ・5 月に各自治会と子供会有志、が

• 7  f- Iから 9 月にかけi4理; 台自治述中心にあやめ池

の消掃 ・8 月に桃山台 3 丁 目 自 治 会 が ( 2 丁目自

治会でも )

⑦菅山台公団自治会が北千里駅前ホテル建設計画に反

対

⑨ 津 雲 台 2 ・4 ・6 町会が消帰戦口祐所建設反対集会。

マスタープラン区域外の当I也区にデメ 1) 'y トばかり

抑 しつけると反発

⑨ l存立高校戦只苦著述設に つ いて自治会と当局の話し合

い(北田Tlo 住民は「将来の施設用地として残せ」と

主扱

⑨- ( j J ) 桃山台の 7 ンシ ョン建設反対運動一一 9 月に 3

丁目自治会と市長が話し合い 。 11 f- ! に行政訴訟への

協力を呼びかける 。

③嬰望のあ った南町センタ一酉( ! ! I ! に信号機設置

⑬津雲台、自治述と山 一地区自治述が、山田駅に自転車

il'UMを設置することを市に要望

⑬阪大薬学主II 設問題について、住民大会で市長の調停

君主を 一部修正を条件に受諾( 焼却炉 ・ボイラーの建

設中止)

① 桃 山 台 3 丁目の緑地内道路に住民が設けた通行止や

樹木の撤去を開発センターが申し入れたことで住民

と紛争

①臼! ! 官僚を理由 lこハイツ桃山の住民が女子寮建設に反対

③阪大薬学/g! 1 I i i で藤臼台自治会と 関係当局のrJ! で調停

ｴＡｾ自 Ａｊ ｦＭ ｊｬ

・各組団体の植樹一一ライオンズクラブが 200 本寄

付( Ｒ 月Ｉ・高ＧｬＡｦ台自治↑ ｾ｢Ｈ Ｓ 月 Ｉ ・ 相 ｾＱＱ Ｑ 台 Ｓ 丁目自

治 会 が400本( 4 月) ・北PIT 3  r 凶自治述が200本( 12

月府からE古木)

④詩E雲台自治述があやめ池i温水式。l宇年i尼のかき上l刊

④ 桃 山 台 3TFI 自治会が倒木の手入れ( 縞樹した木

は管理も住民が行うことについて市に答約舎)

⑥自治迎合会や苛年会議所の主催で草刈り

⑥全日空寮ill 設に対し住民が千里センターに陳情( マ

スタープランでは児童公園用地だと反発)

⑦高野台の住民が草刈 り。 8 月には老人クラフ官事寿会

が北公園の般の手入れ ( n博推進委の植術 後放置 さ

れたまま)
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年 次

1972 

(昭47)

1973 

(昭48)

1974 

(昭49)

N T開発事 業 (0 は主として住区施設)

ｾ ｴ 千坐小学校ｉｬ ｦ ｬ 校Ｈ青山台、古江台の過

大校対策として)

施 設 ・ 制 度 要 求 の た め の 運 動

市会で採決決定)

⑬笠中婦人会館オープンーｾ中婦人団体

連絡協の発起で、 45年末ごろから婦人会

館 建 設 l 円募金がつづけられていた 。

①吹田市高校新設: i i l l 絡協がI l 干に要望替徒出

(  8 万人以上の著名)

①~③ダストシ ュート廃止について市と住

民が話し合ぃ( 苛山台 、竹 見 台L 一応、解

i:k: 

③ ;It千里親とよい子の映画を兄る会が北千

ￆ に文化施設設置を市に嬰ｾ

④各自治会有志、が{ 呆世主所建設促進の会合

⑥~③各住区で吹田市公聴会ーーー図合館、

化施設等の弘II 殺 防犯灯改善・不法駐

車取り締まり ・食料品庖缶I i のI曽設 ・阪急

パス減( i ! ! 対策などの嬰望出る 。

⑥日露白台稲制委が老人の家として集会所|消

放

⑥ ~ ⑦ 南PI T 3 丁目自治会の要望で建設され

ることにな ったスーパーについて、他の

2 つの自治会か環境破峻を辺自に反対

⑦脊山台中心に各住区の自治会が医療機関

要請の署名述 ｬｦｾｊｬｭ 始

③青山台公団自治会とカークラブが駐車場

ｉ 自殺を ｉｾｾ 主

⑦ ~⑪ NT の医療機関と住民代表が 3 回の

医療|甘l組懇談会一- - f f i 僚の充実 ・オープ

ンシステムの廃止 ・休官診療などテーマ

⑬医療/ HJ組改普』のための「対策会議」発足 。

外来窓口設ftl ・救急純設 ・独立保健所設

誼などを当面目線とする 。

③ 千 皐 NT 記念事業榊恕公表 。国立循環器七 | ・ 「北千坐地区に保育所I曽設を要求する会J

センター 工事者工 l  が市会に ｊｾ 設の前ｾｊｬＭ採択

①住民の手による医療施設「千里 NT 老人

センター」着工

- 古江台 1 ・2 ・3 自治会辿名で、集会所

の主If 殺を市に要望

①「笠中に府立高校を誘致する会」が著名

; 等をそえ JUに陳t w- - 新校建設 ・調整区

の廃止を要望

②干笠タイムズが南千里駅前商業施設につ

いてアンケート 一 一 ー 診療 ｦ 匝ｾｉｬ (100%) ・

スーパー (70%) ・娯 楽 施 設 は 質 成 反 対

が半々 。

② ｐｔａ 述絡協などがｾ中市内 Ｍ ｰＺ代も美術

F自主II 設のための著名運動

⑬北P l T自治連絡協が医療機関I l f! 設に伴い 7

ンケート( 外科希望が50%以上)

。 北PITの P T Aや自治会と市長の懇談一一

北丘小の過大対策である 2 f圭区 3 小学校



生 活 防 衛 の た め の 運 動 共 同 生 活 育 成 の‘ た め の 運 動 特 定 集 団 の た め の 運 動 |  社 会 奉 仕 活 動 な ど

⑥津雲台公団自治会が産地直送市

( 11阿にも実純)

⑦千里桃山台第 2 団地組合がテレ

ピアンテナ点検綱笠

⑦北 ｾｉｔ で防犯協主催防 ｾｉ＿ｊ 時間会

。交番のない南町で防犯協議会発

足

⑧ l次回祭り ・盤中祭り ③各住民で盆踊り ③中央専

/ " ] 庖街有志のゴルフコンペ③老人センタ一好日荘

主催老人文化展

③北丘公民分館主催文化祭ＨＭＯｴｉ Ｂｲｬ ｾ Ｑ 治ｼ司 ｦＪ 述絡協が協

力) ⑨府Ｇ月佐竹台白 ｪｴ￬ｾ が敬老会

。恒例西岡I秋祭り ( j J ) 恒例少年野球大会

⑫千単 NT 玄武館少年剣道会主催の少年大会 ( NT 内

の 4 つの告IJ 友会参加)

⑦ショ y プ挑山ステーションの商 | ③l次回ライオンズクラブが

庖会が自衛消防隊結成 |  各小 ・中学校l清に交通安

全人形の設置を計画

。心身障害児を守る会が恒

一
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②各自治会・医師速など48団体が

下水道移管に際し、旧i I I 域並み

料金にすることを訪版。 3 月に

200 人が陳情デモ (3 月市会で

瞥定的だが旧市域並みとなる)

③東豊中第 l 団地が共滋賀値上げ

に対し、公団と支出基準表を決

める。

⑥有志が集まり、千里ニヰータウ

ン下水道公正料金対策委結成。

9 月に市会対策のための会合

⑦老人センター好日 ｾｲ が老人診療

所を企画

。津雲台公団自治会が狂乱物価に

対し、不買運動等討議

。農協牛乳が在庫出荷しないメー

カーへの抗議巡Ａｦ ｾｊ 呼びかけ

。高野台、桃山台、佐竹台で自治

会主催の防火演習

⑫千里の主婦らが物価安定を市に

要請

① ど ん ど 祭 り ① i' f ! 雲台 CI 治辿の凧あ If

②千里タイムズ主! 距第 3 回駅伝大会

③恒例春のカーニパル⑤恒例子供カーニパル

⑤千里L 11国間恭述の大会 ( 11月にも)

⑦高野台で自治会が地蔵堂作る 。 ⑦ 7T山台有志によ

る太田杯争奪ポーリング大会 ( 10J l にも )

⑦千里 NT テニス述主催のテニス大会⑦千里 NT将

棋大会( 10月にも) ⑦千里へら同好会と専門庖会

が北千虫にフィシングコーナ- ｊｾｩ ￹Ｚ＠

③恒例サンタウン: u のカーニパル③l吹田祭り 盟中

祭り ③各住区で盆踊り ③千i l l . タイムズと桃山台

自治会の主催で演芸大会

⑥古江台や佐tl 台などで自治会主催の敬老会 ③老人

センタ一好 mr の老人文化展

。北丘公民分館主催 ｾ［Ｕ 回北丘地区市民体育祭

(jJ) m3 四千l I: ! . NT 少年野球大会 O恒例玄武館招待少

年寄I]ill 大会と同小学校女子大会 O各住区で市民体

育祭

④吹田地区小売術業述や北千里専

門応衡が北千里でのホテル建設

計i i ! i i に反対

⑥モグリの回収業者追放のため業

者が税i控会結成

⑦新千里病院、医師連主催で移動

健康相談始める 。

⑦西町センターが自力で進めてい

た庖需I i J目築竣工

③休日救急. 診療所建設計画につい

てI吹田市医師会と市懇談医師側

から意志の疎通を図るよう要望

でる 。

⑨済生会中津病院のE豊中移転に医

師会が反対。体質改普ー必要と主

張

⑦ 古j工台福祉委主催でパザ

③業者親日主会がゴミ回収率

に募金箱設ける 。

③佐竹台地区青少年対策委

がパトロール

③藤白台福祉委カ沼たきり

老人家庭奉仕貝補足派遣

制度を発足、ボランティ

7 2 人が協力

⑬北千里専門庖会がチャリ

アインョー

⑪千里ライオンズクラブが

自転車教室

。古江台地区福祉委が乳ガ

ン検診

。ある庖舗が老人 200 名を

無事村召待

⑬青山 ・藤白台で福祉委中

心に献血運動

①千里 NT 自治述絡協が、灯油不

足に対する対策を当局に嘆願。

一 一200KI放出決定。

10月には業者 ・関係当局と懇談

( 指導価格は不当と抗議)。

12同には業者と販売価格を協定

①千里市民の会が業者への石油は

きだしの話し合いの申し入れを

計画

②物価をテーマに佐竹台で鮒入学

級

③阪急ストに際し、藤白台では、

カークラブが出動

③テレピ会社主催の? ? 空市JLj に各

住区↑ ｾｨ 力

①恒例どんど祭り ①西部 7 7舞踏i盟主催の千里ダン

スパーティ ①桃山台と竹兄台の行年会「桃竹会」

が凧上げ大会

②青山台で P T A や防犯協が中心となり、チャイム設

置 ② 狂 乱 物{illi を機に竹兄台 C26隙仁l 治会発足

② 7守山台青少年対策委が映画会②磁白台指導委主{ 花

山歩き会

③千里 NT 将棋迎の大会( 6 月と 10月にも )

④恒例存のカーニパル④古江台稲荷神社の'(jo祭り

④欧悶ヲイオンズクラブ主催市民の集い

④千里テニス j主主催テニス大会④千里タイムズ主催

テニス大会

⑤名自治会有志による恒例子供カーニパル

⑤学校ｉｩ ｾｴ 放に伴い桃山台体育振興協議会発足

⑥ l'f 山台公1 1 ' / 自治述がNT 全械を対象にフェスティパ

Jレ

- ③ l吹田祭り ・豊中祭り ③恒例サンタウン互のカーニ

⑤佐竹台府営自治迎と商底会が懇 |  パル③各住区で盆踊り ⑧南公園で子育て地蔵の

談( 目指庖f!li J も露天商歓迎) 初祭り ③千虫タイムズ主催jぬ芸大会

②セルシーや中央専門庖街で無料

サーピス

④ NH5回花と緑のフェアー

(1吹田市花き生産者tbh 造園協同

組合の共催で年 2 回恒例)

⑤中央専門1; 5 会総会でゴミ処塑! の

IU]足立・千里センターとの関係改

普など討議

⑦北千里専門底会が! 符に対し、第

2  J明言十回の早期実現を要望

③商環境改普や施設充実を府、千

里センターに例きかけることを

目的に千笠 NT 専門庖述合協発

足

①浮雲台 Aお11自治会が無料

教育相談

②市教委 ・吹田婦人奉仕活

動促進委主催で婦人ボラ

ンティ 7 講座

②桃山台 1丁目自治会が 4

千円を市に寄付

④寝たきり老人や独居老人

の世話を自的に、住民 8

人が社会を l明るくする会

結成。 4 円から布団の丸

洗い奉仕

⑤古江台の全自治会で血液

互助会結成
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現 金 保 全 ・ 清 婦 の た め の 運 動 年 次 N T開発事業 (0 は主として住区施設) 施 設 ・制 度 要 求 の た め の 運 動

③桃山台からの緑地保存の27i 阪が不採決となる。新た

1974 
市11や公民館 ・図舎館について lほと交渉中

に中学用地に予定

(昭49)

と回答

③行山台 4 丁目自治会が循環25センターに焼却炉が述

設されることに反対して市に陳情。 l符に普処を要望

すると回答

- 高層マンション建設に対し山田小川自治会と山田下 ⑬竹見台小のI出築か校域拡娘校舎f曽かにつ

自治会が反発。一一101' 1に市に陳情合提出。 11月に いて P T A と市が話し合い (48年に過大

は市と話し合い( 下水道や小学校などの公共施設が 化対策をI i i に要諦)o ll f l PT A 総会で校

今でも不十分なのにどうするのかと反発) ｉｲｾ 拡張に ＪＱ 戊決議

⑫日里子台 3 丁目住民を中心に自治述や肝鳥を守る会が

周辺緑地破峻について Ｑｩｾ 報交換会

⑪佐竹台 ・高里子台で公聴会一- ! f 犬狩り 雑草刈り ー

交通対策 給食費の公資負 jl l. ・及、会所新設 ・歯科医

設 ｦｅ 等 ｉＦｾｾ 型

①千里の自然を守る会迎合発起人会( このH抑制には各

197ラ
①中央 ｾ ｴｪＨ ＡＡｉ Ｑ の空地を分譲 したことに対し 、

{ 主区で周辺開発や開発計画が桁次いでいた )

(昭50)

千里市民の会等が抗J為一一

②千里の白然を守る会迎合( 仮称) の大集会。 3 月に 医療施設 集会所等住民のための胞設用

は選挙立候術者に公 ｉｭｾ Ｇｴ ｈｽｊ 状を送る。 地として i史則せよと要求

②高野台 3 了間自治会が山田地区の緑地保存について ②竹兄台門治述と市が竹ｾ台中の移 ｬ 阪ｊｩｬ ｬ ｬｬｬｩ

市と交渉懇談会 で懇談一一

③千里ライオンズクラプが柑術 (45年以降 8 回目) 竹見合小の過密対策から住民( ! ! IIも同定F の

④~⑤l次回市自治会迎合協の協力でセイタカアワダチ 方向へＨ市教委が説明ＺＡｾを全戸に配布Ｉ 。

草刈り 3 月の懇談会で住民( ! ! II同也、

⑤野鳥を守る会が1000本の拙樹や探烏会 ②千単文化センタ -l l i 設が当局nnで合意

⑤「桁l灯の分譲住宅で周辺緑地をめぐって自治会分裂の (451
f . から新千里地区分館設白推進協を

動き一一周辺緑地の一部を道路にする刊で会長が独 中心に住民運動)

l析で認めたことから会長派と 反対派が対立 ③桃山台 1 r FI 自治会が臼力で集会所建設

③ jf，j!f 台 3 丁目自治会や北町 南町 ・西町の分殺自治 ⑤牒白台で駐車場問題から自治会分裂( i 也

会で臼主規制を作るためのthhI昂が進められる。 のU: 区でも白治会とカークラプが対立)

⑨ 北IHT自治団体協が建築協定について、北町 ・西田T . ⑤ l吹田 P T A 協が高校I自殺を要望

市町の門治会役員と懇談 (P R を巾し合わせ) ⑦ 竹見ft 中 P T A が移転反対の要望

⑪吹田ライオンズクラブとボーイスカウトが中央公園 制闘を兄て校地面積拡大山 Ｚ ｾ I  

の ｨ ｾ ｉ 初 ⑦総白台 11・同 l符t言の有志が「一部屋f出生J 1  

⑬ ! H: t . を司る会の展示パネル会 迎MI のために住宅問題委結成

QJ) ill 築協定について自治会長レベルのj占し合い一一一 ⑬ 竹 !rlf1小 P T A総会で過大解消推進委を

部に 'i 車碩! な反対のあることなどが報告される 。未立主 発足。rfi に波状陳情を予定

築地や不正住宅の点検が般討される 。 (12丹市会で竹見台中移転は断念される)

⑫南町少年野球部が組樹

"  
⑬ 千虫 の自然を守る会が 1万人の者名を集

め、i J l回凶地区に自然公闘を作ることを

可長ｾｓＧ Ｑ

QJ) J血充住民がダイエ ーのセルシー進出早期l

" A 現を通産省へ隊↑fi

②除臼台、 2 丁目自治会が阪大の廃水等の処理施設建設

1976 
①桃 山 ・ 竹見 ・ ｩＱｴ 雲台の下 Ｚｊｩｬｾ イ ｔ ぷが公 立幼

を粂 {'I 付きで認める (48年以来の紛争にケ' ) )0

(昭51)

稚園1( 1 設促進会を結成。 1500人の苫名を

②~⑤千ll ! . の自然を守る会述合や! r J1を守る会が鋭在住会 1. sめ隙18--一一 3 月"i 会で「困到しと回答

②新千坐地区分議自治会の会合で建築協定について JJ; ①古江台地区迎合臼治会が特別会報上で、

し合い( 北町、西町のアンケー卜では賛成多数と報

(9月末ま で)
12J -1市会で 集会所ill 設案件が? 荒れたこと

告) .  を批判

②千里ライオンズクラプが絞 200本植樹 ② ｾｴ 丘小 ｐｔ ａ と竹 ｳｬ 台の自治 ＱＺＱＱＱ 本が過大

②科技: 台小の児童がずイヤで遊具作る 。 校解消について市と慾淡

④桃山台 2 丁目自治会が入学祝いの組側 6  J I-Iミ人 11 ②ダイエーの七ルシー進出早期実現のため

④北町で環境保全協定古決ik (北布l会)
129，660 人

の署名 1万 5 千名にi主する 。iWI' (1可i主総

④ おn台でも述築協定について 7 ンウート ( 80%が賛 thh結成

成) ③~符E盟f i I i を市民ホー Jレとして拶管するf ' i '

④ r' i 江台l符'ltJ; 自治会がカークラプと，nilII劫I刊殺を協定

117¥111 rlihj( 

について各住区で説明会。 4 J l の白治述

したことについて住民から批判

86.526人

合会の会合てj 也元に連主f を委託す ること

27，618 I1t71;' 

⑥竹見合公団の人々が緑地帯の除草。 また竹見台 3 丁
ｬｊ ｾｲｉｊｈ￭ｬｲ ｪＨ＠ に反対定、見でる。

日中層自治会では植樹 <J) 欧田高校新設述絡協が 8 月- 12FI にかけ

⑦桃山台 1TFI 自治会が除ぷ 13.0oム II J:-Mi- てP忠fff することを I夫める。

③新千虫ill 築協定俄進協設立を liirj J j l として会合( 北利 ⑦ 点IIIT シピッタセンタ一弘l!.ill 促進委が予定

会の協定ｻ Ａ ｾ を各自治会で給付することを申し合わせＩ J也の変更を要望( 環境が不適当として、

⑨ ill 築協定推進協発足 { 也の企業局所有地を指定)

⑨企業向が青山台に計画している分設住宅に対し 4 丁 ⑨南丘小 P T A が過大校解消の特別委設; 丘

円 (1 治会が反対( 住民無鋭、緑地保全が辺白)

⑨ l柳 If 3  r 問自治会が周辺緑地内に道路が新設される

('1 について市と 却し合い (住民不 (E と反発)
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生 活 防 衛 の た め の 運 動

⑤竹兄ft て'1次fl l i iH' UiI 問題研究会

③ ｩｗｾ 台公 ｾｾｴｬ 治会が消火訓練

⑬ i lt雲} 台 nifi .i .生が体育祭 'l' 1! 長めの

バザー

⑬佐竹台で IIif i会が毎週 11!I 1，'i 空

(jJ) NT 迎合 ( 1i(i 会等の主催で消防

教室

。 ｾｴ 千 Ｇｦｴ で公開値上げ反対デモ

④ ｩｬＡｾＺＧｨＧ 公開 ￎｬｩ 台会が玄ＺＱｴ ｦｴ￭ ＧｩＺ卜 ＧＮＱＱ

阻止を ikJ 持

⑤汁r_ ; t : 台公社臼治会総会で毎週汗

空市を行うことを計画

⑫ r!i IH政と市I J . : ' F. ｩ Ｑｩを守る ｾＧｉＧ､￭

民大会( 各州問{ 卒中心に夫ー行委

結成) 一一一税制改正等について

国会に陳情

⑤ i lt 雲台公団自治会総会で家賃値

上げ阻止を迎動方針として決定

共 同 生 活 育 成 の た め の 運 動

③閲J!' i阜の N ｔｉｊｾ 持大 会⑧千呪 ｎ ｔｊ 也 ｬ 豆少 ｻｦｦ ｩＱ滋委

と体育指導{ ' t( 世ソフト ポー Jレ大会

⑨千屯タイムズ恒例少年貯球大会

⑪北町 Ｑ ＧＱ治肉体辿絡協と ｾｴ 丘公民分自ￍｩ主 ｦｬｬ￮ 、北町秋の

文化祭( 科事fi20FRf本参加)

。各住民で di 民体育祭( j J ) t則的IJ IIII 好会 lミfU1、奥さまパ

レーポール人; 会

①どんど然り ①ダンス I，i IH会のパーティ ① i  It雲台

凧1: 11大会

・ Ｎｩｻ［人七 ンタ Ｍ ｈｉｉｾｲ が ｪＧｬｩ 発♀ ｩｍｾｊ 一一一 毎日 ｬ 阿のＮｴ

入浴I! I! : . 定W! fI"J な句会 ・311 には在人文化炭 10rJ 

には ｐｾｊ 早大会や令婚祝いの会

③ f首公悶で奥さま事JilllL. E 協同地カー ニパ1レ

{ a; ，片江台 Jf 少年指導{ ' 等の t(lli でハイキングや球技大

会 ③1析Ef ?迎合白治会結成

④古r仁稲何事l' トt の祭り ④必 ｉￋＡ ， ｩ ｬ ｾ 子会がＧ泊Ｈ［，り， Ｑ 再 ｾｉ 会

④干 ' I! .NT ，虫のテニス大会( 1011 にも ) ④千' ] ! . パロ

;1 ＿合炎 ｉＮ ｾＱ 古川 Ｈ ＱＱＱ 1に公 iifi )

⑤ 千 'R ｻ Ｍ ｦｊ ｾｨ ーニパ ｊ レ⑤ ｾｴ -:: .1也I又合同グリーンフ ェ

スティパ 1レ⑤千' l ! . サ Y キ同好会のサツキ展 ( 6 rJ 

にJ再開会)

｀ＭＭＭ⑬ ｦ り也に｛本 ｦｦ 振興協発足 Ｈｾｴ 丘、汁 ｲ［ も ｦ￬ 、市江 ｦｦ 、

西岡f ) i  1出ift では 1111 に歩 〈会

ＱＩ ｎｔｊ 也 ｲＩＨｾ ，' ，' 少年45T手の tflli で / 7 トポー Jレ大会

Ｓ 各Ｎｩｻ［人クラブ合Ａ日 ｬ でＢ再 ｾｬ と映耐の会

③1Ij .，:1B然り . ｾｾ ＧｉＧ 祭り ③ { - m也必祭り ③純白Eり

③竹兄7，'でIω ・4人塊式 (イiよがi ' 1 ifi 会に呼びかけ企画)

⑨千可! タイムズ t( 距少年' l ' T' 球に際し、少年野球j皇位発

足

⑪奥さまバレーポール大会⑪市民体育祭⑩千' J 1 . 探

史会: ; P; 11nJ f列会 ( 11 1問予定)

⑬恒例イモ帰り( 市に移併のため今年で JiH去)

(jJ)IJlJ J I f ，1! の大会( j J ) rii 地域少年nf，R大会( j J ) Ej : Wfi11好

会や古，' 0 IE同好会の作品展

Ｎ Ｎｩｻ［人七 ンタ一 好 ｉｉｾｩ ーが活発Ｇ､Ｚ ｩ ，ｲ ｩｬｬｾ ト ーＭ Ｎｩｻ［人減峰 ・ 句

会 ・.i{;人文化反 ・慰安会 ' A自I昧の会は重々

・定j倒的 i二千 'fldil 正鴻股 (49年にイIぷにより始まる)

・ 千 Ｇｉｈ 主ｾ会が ｬｈｬ ｬ 回例会

①千' I ! _ 交通安全会恒例のどんど祭り

・各地I三J7少年対策や初祉 f U寵のハイキング会やス

ポーツ大会」一一六江fi (2 n、 3nl ・汗山台( 2  11) 

必 Il fi ( 3 灯、9 ) - 1)

②丙丘小でボーイスカウトｾｾ '1'20r.fI1eIJI 

④ 千 'I!. ライオンズクラプ tflli 依然り( 在: 人千- Y ，Hl l寺)

④古江台陥術祭り

⑤ ｴｾＨ 日 ｉｊ ｦＭｦｊｾカー ニパ ｊ レ⑤サツキｼ柑子会展示会

・九地l又の f Hl tぷ興協が併問スポーツ大会や歩く会一

Ｍ ｗＢ｟［ｾｦ￬＠ (  4  11 、 6  11 )  州IlI r( 611) ・肯江f i (6 1! 、

8  11 )  .  ｾｴ 凹 ｲ ( 1011 、121 1)

⑧吹田然り ｾｾ，ｾ持り ③符 f1l ><: で主主制り ③ ｾｴ 千ＧｉＡ｟

で 3 住民合同の盆踊り ③ rt i J 也氏の 5 ( 主灰の臼治団

体i 1 ! 合で践踊り大会⑧高野台と山田小川の子供会

が 交 散 会 ⑨ 北IlI r文化祭

Ｎ ｎｔ 内 のれ 純 ＮｩＡｬｬ ｾｾｬ の大会 Ｈ今年からほとんど Ｒ 回と

生る) 一一少年野球( 4  11 、 9 11) ・南町地域少年野

球 ( 411 、 Il ll )  奥さまバレー ( 611、101!) ・硬式

テニス ( 51 1、IOIJ ) 附』与 ( 611 )

特 定 集 団 の た め の 運 動

⑤~⑤欧団地区向業組合述と" " J . ! .

ｷ 門 Ｑ［Ｑｾ j，封書協が会合。

南 北 七 ン タ ー の 第 2W!J(1築計

画に際し、キ ｉｕ 程一本化の ｾｾｊ き。

欧 ｾ￬ｩ ￬ＱＡは ｉ 骨築に反対している 。

⑥阪急 ・大) L ・近隣センター ・rfi

I411控布 専門庖会がダイエ- _ i l l i

lH反対 tb¥を結成。

711 に段，t，"i へ反対の隙↑ ，' f

⑨七 Jレシー会が経営研究会

⑬安凹 Ｗ リーニングが ［￬ｾ ＧｬＧ ｕ Ｇ￮参 ｉｊｕ

ＺｩｪｬＡ を ｾｭ

⑪ '1' 央地区セ ンター専I"! f.li tb¥!ol *ll 

合が解散( 資金借り入れを I! 的

Iこ結成されたが、 n的は一応速

したゆえ)

。前科医師会主催よい仰を寸ーる移

oJilJ Ili1 ( 7 11 にも汗山台公FfII" l i白

述との ｊｾＨ 世で Ｉ

社 会 奉 仕 活 動 な ど

③佐竹台地区内少年対策委

が街頭指導

⑬心身隊i':: 児を守る会州豆

i前lのバザー( 6 回日)

Ｈ ￭ｊＩｬＧ ｾｉｌｊｦ ￬ や雌円台で福祉委

の呼びかけで係血

ＩＱＩある尚 ｲ ，ｴ［ が光上の Ｍ ｴｾ 日を

di に為イ寸

①老人センタ一好 ｒｾｲ に＿，ｪ］

f.t 250J j PIl s まる( 公必中)

③ ｾｴｬ ｕ ｔￎｉ＠ i内会で献J(rr 200人

以 1-. 協力

③北町 2 r  11納税組合結成

( 納税を存易 、機:主にす

るための ｲｬｬ ニｾ ， ｾづく創 ｴｩ＼ＧＦＩ

⑤ 111悶点の老人が老人セン

ターに杖 100本寄付

⑦ 東丘小 P T A や鐙中人権

協の主{ 桜で心身障害児nlJ

組，i耳r I 会

③ 版h ft 杭tl r. 委が国民年金

相談所

"  01吹田交通遺児を守る会が

北千宝でチャリティパザ

(jJ)i(，高i1 fi -，'J r.少年九「策委が瞥

耳目などの協 )J を得て交通

安全教fi と白伝市登録巡

動

ＨｪｊＩ ｩ ，長 ￎｬｦ￮ ・ ，Ｇ，Ｎ ＧＱＧ 台 の初干 ｾ ｉ Ｚ 委

カ可猷J(J l ＨＲＰ Ｐｾ ノ，以上協力 Ｉ

j l ) 市千' [ [ 然り実行委が- feり

1-. げを di に預託

①昨1七ンター専門 1; 5会がI桁{ 主|互の | ①古訂-ft の辺容応がl別l.!iに

ガイドJ也閃を駅前 lこ，:9: ii' t I  際し、小予校へ 100 J j 円

寄付

③ ｮ ｪＮ，Ｚ凹私、 ｚ 保育園述 ｾｾｻｩ が公立との

nnの料令絡差是正を消防i

③欧尚述がrli ぬ尚官街の経幻につ

いて共同体市I! をUi し合う 。

④千型医師述が政治活動を 11的に

千 Ｇｧ 医師政 ｾｦｩ［ Ｎ且 ｲ ｊＱ作る 。

⑤中央専 1"11苫会総会で洲町の業務

地区の未完成がMi 匙j に。

⑤フリーマーケ ッ ト存Jf l について

セルシーとテナン卜が対也一一一

6  ｉＡｉｾ 阪急カサ ｌｩ 所従供

⑤千里WI "J I苫会述合協が南北セン

ターの 2 m! 工事促進を要望

⑥欧回向科医師会が街頭診療

③ I稲田Tへの万( 1; : 百貨1占進1'1
1

，につい

てJ也元( ! I IJ と協定

①冗会員の遺族が老人クラ

プに ｾ ｈ

②ある (1氏が弘済院に術

Ｑ ＰＰ 本 干 ｾｩ ‘ ｉ

③ショ ップ桃山ステーショ

ンがチャリティパザー

(奇{ 宅竹台のある住民が人形

I$IJ の{ 単行所巡回

⑦北町防犯協が痴漢対策と

木} 安全の溝手司会

③雌( I計約祉委が国民年金

相談Ｑｬ ｾＱ <。

③北関Iの主人クラプが台風

被災地へ寄金
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中 島 茂霧

鋼構造柱脚部の実状について前稲で述べたが、

高い固定度を確 保するためには、上部接合告11と

比べ、かなり困難である 。通常、位脚告I1はB.P I

の露出』形式とコンクリートによる被覆形式とに

分けることができる 。 前者の場合、固定とする

ためには 、 A. Btの埋込み精度と B . PI下宿の

仕上に留意し、 A. Bt は計算値より太径を使用

し、 B . PIも厚めのものを使用するか、あるい

は リブで補 強 し、 A .Bt に初日長力を導入するな

どの対策が必要である 。 そこで比較的、信頼性

が高くて、施工上にもあまり問題のない方法と

して後者が考えられる 。 これは図 1 に示すよう

な根巻き形式と埋込み形式とがあるが、本稿で

は鱗者らがおこなった実験 1) 2) により 、柱脚昔11

を鉄筋コンクリートで恨巻きした場合について

述べる。

B  実験と結果の概要について

図 2 に示すような、実大の 1 / 2 - 1/ 3程度に

モデル化した供試体を 、mlh力0 で単調ならびに

繰返し水平! I 在荷した 。 紫材 は、鉄骨柱 、A. Bt

をS S  4 1、せん断補強筋を S R 24、補強用主筋、

その他を S D 40 とした。コンクリートは F
c

= 200

kg  /  c m
2

で、あ った。実験計画については表
1 に示

す 。 実験変数として、根巻き高さ、せん断 Ｚｦ ｩｬ￬ｾｲｴＱ

筋間隔、主筋量を選び、 B . PI の形状を A. Bt

4 本の固定形式と 2 本のピン形式とにした。

A. Btの埋込み泌さは制h径 の20倍とし、定行板を

とりつけ 、ナットの締付けは鋼柱がぐらつかない

程度の手締めとした 。1在荷は i( 1 J 圧ジャッキでお

こなった。柱の変位、主筋と A .  Bt の歪みなど

について測定した 。柱の変位は基礎ばりを固定

端とみなし相対変位hl を測定した 。図 3 は主主脚

モーメント ( M) と B. PI下端から 75cm上 の 段

の変位立 (o) との関係 に つ い て 、 繰 返 い!在荷

の履歴曲線の包絡線による比較を示す。 a ) (;1: '" 

恨巻き高さを変数とした場合である 。 高 さ がI目

すに従い露 出形式と比べ、固定度 3) ならびに終

局耐力はかなり地大する 。図 中 の 点 線 は 3F R

II 2 の周辺の根巻き幅を 2 cm程度増した場合に

つき 、文 献 1 ) より推定した曲線であるが、 あ

まり変わらず、 f艮巻き幅I自大 の 効 果 は比較 的 少

ない。b) はせん断補強筋間隔を変数と したとき

筋 3 本についての M- o 関 係 を 示 す。根巻き

上面の 亀裂発生荷重( 約 2 t  ) までの初期I剛 性

はほとんど違いはないが、それ以上 で間隔の

なるものは徐々に変位盆は地大する 。 Ｖ 本の ｪｴｾ

合も同じ傾向である 。c) は固定、ピン形式との

比較である 。 B . PI の形状がピン形式であ って

も、恨巻き高さを柱せいの 3倍程度とすれば、

最大耐力は固定形式に比べ 、約 2 害IJ の低下はあ

るが、初期剛性面ではあまり変わらない。各供

試体の終局耐力につき表 l に示す。計 算f直は、探

露 出形 式 で は B . PIの大きさ、根巻き形式では

根巻きコンクリートの大きさを断面とする R . C

較比るよ量筋主
4
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図 1 被覆形式の柱脚部

乱一 一主判斗ト辺

a司) アンカ一ポルト 4本 (固定) アンカ一ポル卜 2本 ( ピン)

図 2 供試体の形状、寸法ならびに配筋
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8 1  b) せん断補強筋量による比較

(I.m) !  

7 -1 1ft 出形式で柱脚完全固定の

H形鋼柱のたわみの弾性勾配

6  

5  

ι  

一
一
…
一

一
一

。

※， 3F MD2と合わせて曲線を求めた

※ 坊 IJ の実験シリーズで求めたピン

柱脚の幽線

.-ーーーすーーー...，

10 20 30  40 切 60 70  

( mm)  

図 3 モーメン卜一変位幽線

曲げ終局式により算定した。 高liJ 者は実験値と計

算 [直はよく 一致したが、後者は主的) 3 本 、 根 巻

き3 段以上では{ 直は近いが、 6 本の場合 l 、 2

段程度では主筋の降伏前にコンクリートの破嬢

がおこり、実験値は計算f直をかなり下まわる o

:m- ｴｾ ， 形式では、 ｂＮ P I  i直下の A .Bt の歪み ( ε)

はR. C 弾性理論式による計算値とよく 一 致した。

根巻き形式では、引張{ J ! l J主筋、 A . Bt のM ー ε

関係の初期勾配は計算i直と 一致したが、恨巻き

1 、 2段ではコンクリートに f色裂が入り主筋の

定着不足の段階から 、主筋は計算値より応力負

担が減少し、問H寺にA .Bt の応力負担は噌大した 。

.  まとめ

. 柱脚昔11の根巻き 1ili 強は、固定度を高めると

ともに終局耐力を治大させ、耐力のI告加l はほぼ

根巻き高さに比例する 。 . 住脚音11の固定度に

対しては、恨考委きの被覆厚さよりも恨巻き高さ

が大きく干寄与する 。 . せん断補強を適切にお

こなうことによりかなりの初日立!芦b果カずある 。

. 根巻きを柱せいの 3 倍程度とすれば、 B .P I  

直下の A. Bt 、補強用主筋の歪みは R . C 式 の 計

算値とよく 一致する 。 なお、埋込み形式の場合、

露 出 形 式 で A. Bt に初張力を導入した場合など

の固定度についても実験をおこな っているので

別の機会にご紹介したい。

1) 鈴木 ー中島ほか 鋼府造柱脚部における俄巻きコン

クリートの補強効果について 建築学会大会傾概J ! ¥

1972.  10 pp.  1403- 1404 

2) 鈴木 ・中島ほか 鋼情造住脚部における恨巻きコン

クリートの補強効果について 第日報 その l 、2

建築学会大会til!概j!¥ 1976.  10 pp.  1223- 1226 

3  ) 図 3 による悶定度はあくまで見かけの l週定皮である

が、聞定度の傾向はわかる 。

( なかしま しげとし 大阪工業大学総築学科綿師)
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表 1 実験計画と終局耐力 採実際に l川中町暗線荷量より大タるものほその荷量で制限される.

除芸ご

ベースプレー ト基礎主筋 恨巻吉高さ l ! ん眠術師 終局耐力 ( . )  

事担荷方法

幅 x 長(mさm) x 揮さ
|意お

高旬晴さ 高さ昌/信、‘ 問刷隅 Ptw  世
実験値計算話実 / 1十

鍔出式形

F M  2∞x 260x  19 1 @ 3 ∞ 3. 03 0. 99 単調制荷

F 円 @  3. 06 3. 03 1. 01 繰返載荷

3  F M n  2  200x 2印 x 19 610. 33 25. 0 2  5. 0 0. 38 5. 80 7. 28 0. 80 単調般向

6  F  M n  2  1210.67 25. 0 2  5. 0 0. 38 5. 90 12. 30 0. 48 

3  F  R  n  1  610. 33 25. 0 2  2. 5 0. 75 6. 10 7. 28 0. 84  繰返椴伺

ご3 F R n 2 610. 33 25. 0 2  5. 0 0. 38 4. 80 7. 28 0. 66 

力 3 F  R  n 3  610. 33 25. 0 2  10.0  0. 19 5 ∞ 7. 28 0. 69 

慢 l

3  F  R  1 2  610. 33 15.0 1.2 5. 0 0. 38 4. 23 7. 28 0.58 

巻i
3 F R 田 2 610. 33 37. 5 3  5. 0 0. 38 6. 56 7. 28 0. 90 

吉ト

6 F 円 n 1  1210.67 25. 0 2  2. 5 0. 75 6. 52 12.  30 0. 53 

形 4
6 F R n 2  1210.67 25. 0 2  5. 0 0. 38 6. 30 12.30 0.51 

式 本
6 F R 日3 1210. 67 25. 0 2  10. 0 0. 75 5. 40  12. 30 0. 44 

6  F  R  1 2  1210. 67 15. 0 1. 2  5. 0 0. 38 4  70 12. 30 0. 38 

6 F 円 四 2 1210. 67 37. 5 3  5. 0 0. 38 7. 30 12. 30 0. 59 

ボ 3 P R n 2 160x  160 x  19  610. 33 25. 0 2  5. 0 0. 38 3. 55 6. 26 0. 57 繰返蹴荷

Jトレ 3 P 円 田 2 610. 33 37. 5 3  5. 0 0. 38 5. 35 6. 26 0. 86 

2 13 P R I V 2  610.33 旬。 4  5. 0 0. 38 7 ∞ 6. 26 1  12  

本 6 P R n 2 1210. 67 25. 0 2  5. 0 0. 38 4 ∞ 11.36  0. 35 



赤 司 陽 一

建 築 の も た ら す 社 会 的 な 効 用 は 近 代 国 家

の 基 盤 と な る も の で 、 そ の 成 果 は 言十りしれ

ず わ れ わ れ の 生 活に恩恵、をもたらしている 。

ま た 問 機 に 近 代 生 活 に は 情 報 文 化 も 必 需 な

ものとな ってくる 。 こ の 情 報 は 音 や 映 像 で

感 知 す る わ け で あ る が 、 速 く 離 れ た 所 に 伝

え る に は 、 初 期 は 有 線 に 頼 ったものであ っ

た が 、 電 子工業 の 飛 蹴 的 な 発 達 に よ り 、 現

在 で は 電 波 に よ る 無 線 伝 送 が 多 岐 に わ た り

主 要 な 地 位 を し め て い る 。 電 波 を 伝 送 の 媒

体 と し て 利 用 す る の に 最 も 適 し て い る も の

に 、 移 動 物 か ら の 伝 送 と 広 範 囲 の 不 特 定 多

数 に 伝 送 す る 場 合 が あ る 。後 者 の 不 特 定 多

数 に 伝 送 し て い る も の の 最 も 生 活 に 密 着 し

た 利 用 が テ レ ビ 放 送 と い う こ と に な る 。

， . 建造物とテ レビ電波障害

従来から建造音15 が 公 共 用 の 無 線 中 継 回 線

を 逃 ぎ る 場 合 な ど に 中 継 局 の 移 設 が で き な

い と 建 設 が で き な い な ど 、 建 造 物 が 電 波 を

遮 蔽 す る こ と は 一般にも認識されていたが、

近 代 建 築 の 高 層 ピ ル の 誕 生 と と も に 生 活 に

密 着 し た テ レ ビ の 電 波 を 壁 面 が 反 射 し て 非

常 に 広 範 囲 に 障 害 を 及 ぼ す こ と が 判 明 し て

社 会 問 題 化 し た 。 この問題について考察を

進めてみたいと思う 。

電 波 と は 光 に 似 て 直 進 す る 性 質 の も の で

ある 。 テ レ ビ の 放 送 に 使 用 さ れ て い る 周 波

数 は V H F 帯と U H F 帯であり、超短波、

梅 超 短 波 の 非 1治に高い周波数て、ある 。 光 の

傾 向 は 周 波 数 が 高 く な る ほ ど そ の 傾 向 は 強

く な り 、 直 進 性 を 持 ち 、 庶 蔽 域 に 大 き な il'x

衰 を も た ら す。 また建造物の壁面などは、

ち ょ うど反射板と同じ例きとなり、金属反

射 板 の 112から 1I  8程 度 の 強 さ で 反 射 さ れ

ることカず平リ H月している 。

図 1 に お い て 送 受 信 点 が 見 透 せ る 地 点 の

電 波 は 直 銭 波 E ，と反射波 E
2

の合成となる 。

送信点

h ， 

d  

図 1 直綾波と反射波

放 射 電 力 (W)

上 式 は V H F 絡 の 送 信 点 近 傍 を 除 き 、 次

式で表せる 。

88h， h，、J す

ｅ ｾ ーームニ一一 ー Ｈ ｖ 1m)  

λd  2  

こ の 式 よ り 判 る よ う に 電 界 強 度 は llel 維の

2 乗 に 反比例 し 、 高 さ に 比 例 す る の で あ る 。

したがっ て テ レ ビ 送 信 ア ン テ ナ に 較 べ て

高さが低い湯合はさ して 問 題 で は な か っ た

が 、 超 高 層 ビ ル が 都 心 の 送 信 ア ン テ ナ の 近

く に 建 設 さ れ る と 陰 と な る 部 分 の 減 衰 範 聞

も 広 く な る が 、 上 層 階 に 当 た る 距 離 が 近 い

ため 、強 力 で 、 ま た 高 さ が 高 い た め に 非 常

に強い電波が反射板で再送信するかのよう

な反射波を発生する 。( 図 2 )  

したが って 希 望 す る 電 波 に 、 経 路差 の 長

い 反 射 波 が 混 入 し て 受信 されると、希望画

像に対して経路差の分だけ右( J ! i J にずれた画

像 が 重 な って呪れる 二 重 画 像 の ゴ ー ス ト 陣

ｩ ＡｾＺ となる 。

こ の ゴ ー ス ト 降客 はテレビ受像機に入る

テ レピ屯波信 号 の 中 に 、 希 望 波 と 妨 害 す る

反射波がどのような害IJ 合 で 混 入 し て い る か

によ って目立 った り 、 目 立 た な か っ たりす

る。 そ の 限 度 は 希 望 波 に 対 し て 10% くらい

が 我 慢 の 限 度 と さ れ て い る 。 また希望画像

と 妨 害 す る 画 像 が 近 接 し て い る と 目 立 ち に

くく、離れていると目 立 ちやすいとか、 ー欣

送 密 組 の 内 容 に よ って 、 と く に ニ ュ ー ス の

字 幕 やH寺報の時計などは目立ちやすいとい

っ た性質がある 。 い ず れ に し て も 画 像 を 主

観 で 兄 て 判 定 す る た め 非 常 に や っ かいなも

の と な る わ け で あ る 。

2 . 建造物側の対策

陰の音15分 の 遮 蔽 減 表 域 l主致し方ないとし

て、反射降害を建物傾IJ で 対 策 す る 方 法 と し

て は 、 建 物 の 壁 面 に 電 波 の 吸 収 体 を 張 り 付

けることが考えられる 。電 波 を 吸 収 す る フ

エ ラ イ ト を タ イ ル に し て 張 る も の で 、 電 波

を 吸 収 さ せ る 性 能 を 持 つ 材 料 は す で に 所 要

受 信 点、の 電 界 強 度 は つ ぎ の 式 で 求 め ら れ る 。 性 能 の も の が あ る 。 しかし重量が重いこと

つ目 ム と 、 何 よ り も 高 価 過 ぎ て 実 用 に 乏 し い 。 今

ｅ ｾ Ｒｅ ηＵ Ｇｮ Ｍ一一 ｾ (v/ m)  

υ  λ d  後 の 研 究 課 題 の よ う で あ る 。

ただし、 E n: 自由空間の官lt 界 (7 . / Pl d) 、 っき晶に建造物の電波到来方向に対する角

^ 波 長 ( m) 、 d  送 受 信 点 IIi Jli E!雌 ( m) 、 度を考えて比較的最長特の少ない方向に反 射

丸 、h
2

送受信 アンテナ高 ( m ) 、P : 実 効 波 を 発 生 す る よ う に 建 て る こ と 、 お よ び 建

図 2

ft 
中麿 ビルで は獅 源域も狭 く反射波も遠くまで は行か ない。 27 

造 物 の 壁 面 の 構 造 を 適 当 な 形 に 湾 曲 さ せ て

反 射 波 を 拡 散 さ せ る こ と は 、 す で に 実 用 さ

れている軽減策と言える 。

3  受信側での障害対策

2

 

a
n
 

陰 に な る 部 分 と 建 造 物 近 傍 の 反 射 波 の 障

害 に 対 し で は 、有 線 に よ る テ レ ビ 共 同 受 信

方式が広〈採用されている 。 建 造 物 の 屋 上

等の良質の、画像の得られる所に受信アンテ

ナ を 設 置 し て 同 軸 ケ ー ブ ル で 伝 送 す る も の

で 、 ケ ー プ ル の 減 衰 損 失 を 補 償 す る た め 増

幅 器 を 用 い 各 家 庭 へ 分 配 器 を 介 し て 伝 送 す

るもので 、数 十 戸 か ら 数 千 戸 ま で 分 配 す る

施 設 が 実 用 さ れ て い る 。 し か し な が ら 維 持

管 理 が 必 要 と な り 放 送 波 の 直 接 受 信 と は 異

なった問題があり、これを運営するためそ

れ ぞ れ の 地 域 に 密 着 し た 自 主 番 組 を テ レ ビ

電 波 以 外 に 加 え て 伝 送 す る C A T V が 考慮

されている 。

広 域 に 影 響 を 及 ぼ す 反 射 波 の 対 策 と し て

は、受信側で何らかの対策が必要となる。

元 来 、 直 接 波 だ け を 受 信 す る ア ン テ ナ が あ

れ ば 解 決 す る の で あ る が 、 受 信 ア ン テ ナ の

指 向 性 に も 限 度 が あ り 単 体 の ア ン テ ナ で は

除 去 す る の は 難 し い。 そこで 2 台 の ア ン テ

ナを組み合わせ合成した特性で反射波を 除

去 す る 「 ゴ ー ス ト キ ッ カ ー 」 と 称 す る 組 み

合 わ せ ア ン テ ナ が 実 用 化 さ れ た 。 これは 2

台 の ア ン テ ナ を 一 定 間 隔 に 並 べ て 立 て て 妨

害 波 を ベ ク ト ル 合 成 で 打 ち 消 し て 希 望 波 だ

けを受信しようとするものであり 、到 来 反

射 j皮の条件さえ合えば実用上かなりの成果

が得られる 。 ( 写真， )  

将 来 的 に は さ ら に 周 波 数 の 高 い S H F 電

j皮 を 利 用 し た 少 範 囲 の 陣 害地域 向 け の放 送

をピルの屋上から行う構想、の実験も始めら

れ て お り 、 実 用 の 回 途 は つ い て い る が 現在

の と こ ろ は 非 常 に 高 価 で あ り 、 運 用 に 入 る

には時日を要するように思われる 。今後と

も 研 究 開 発 に 努 力 し て 障 害 除 去 の 容 易 な 解

決 策 の 解 明 を 念 ず る 次 第 で あ る 。

( あかし よういち 八木 ア ンテナKK技術部商品技術諜長)
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施 工 材 料 の 頁
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タイルの接着工法

高 島 三 郎

わ が 国 で は 、 建 築 の 外 装 ・内装 仕 上 げ と

しての陶磁器質タ イ ル 張 り は 、 古 くから非

常 に 多 く 使 用 さ れ て い る 。

最 近、 施工 の 省 力 化 が 図 ら れ 、 さらにセ

メン卜の品質改良、 f呆水剤の開発に加えて、

タ イ ル 自 体 の 製 造 方 法 の 変 選 、 技 術 改 良 は

顕 著 な も の が あ る 。 反 面 、 欠 点 も ク レ ー ム

に 発 展 し て き て い る 。こ れ ら の 観 点 か ら タ

イルの接着工法について述べる。

タ イ ル の 張 り 付 け 工 法 と し で は 圧 着 工 法

が一 時多く採用されたが、制高佐事故が多発

し た た め 、 そ の 後 、 各 砲 の 改 良 工 法 が 開 発

されている 。

図 ー 1 Iこ示すように、改良工法が種々開

発 さ れ て い る が、 い ま だ に 決 定 的 な 工 法 に

は 至 っ て い な い 。 タイル打込みによる P C

版 、 現場 打 込 み 工 法 等 は 信 頼 性 の 高 い 工 法

であるが、 一般 に 広 く 採 用 さ れ て は い な い 。

タイルの施工は 、 一般 に 、 モ ル タ ル に よ

る タ イ ル 張 り が 行 わ れ て き た が 、 最 近 で は

省力化、高品質化の商から、セメント系、

合 成 ゴ ム 系 、 エ ポ キ シ樹 脂 等 の 接 者 剤 が モ

ル タ ル に 代 わ る も の と し て 建 物 内 部 で 使 用

され始めている 。 これらの接ｾＢｊ剤によるタ

イ ル 張 り 工 法 は 、 く し 目 を つ け て 核 将 剤 を

塗 り タ イ ル を 張 る も の で 、 図 ー l の 、 接 近

剤張り、棺H旨モルタルヲ長りが、これらに言五

当 す る と 、 考 え ら れ る 。

し か し こ れ ら の 工 法 は 、 米 国 で は 10年く

らい前よりすでに施工されてお、り、現在で

は む し ろ 標 準 的 な 工 法 と し て 、 普 及 し て い

る。 参 考 に な る 点 も 多 い の で 、 こ れ ら を 紹

図ー 1 工法の種類および鋭明機

適 用

壁
剖5 f:立

工 法

σ〉 ｊ ヱ Ｑｾｦ ｾｾり 改良圧JFfE民り

種 類

平坦にならした下地 平坦にならした下地

工 モルタル簡に張付け モJレタ Jレ蔚に張付け

法
モルタルを塗り、そ モルタルを塗句、さ

の

の上にタイルを l 枚 らに l 枚ずつタイル

j見

ずつ111' 込むようにし 裏面にも同一張付け

て上部より張る 。 モルタルを塗り 事l' 込

H明 むようにして上部よ

り5&る。
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シノ七 Y ト

工法

ドライセ y トモルタ Jレ工法

ー内 部の ｾｴ および床

ラテ y クスセメントモルタルI ".i.土

.. 一部の外壁

有機1' [ マスチ y ク工法

t - ス 型 山 お よ

び床

ｉ 誌 丙 ｉＩｾ ・ 内部iの笠，床および

一世15の外壁

エポキシモ Jレタル工法 1  

エポキシ接着剤工法ー ｽ料再 ｾｭ 途

フランモンタル工法 ・... . ， 

ドライ セ ッ トモ ル タ ル工 法 ドライセ ッ

ト モ ル タ ル は セ メ ン ト 系 の 接 将 剤 で あ る 。

材 料 は ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト と 粒 度 調 整 さ

れ た ケ イ 砂 を 主 体 と し 、 硬 化 遅 延 剤 、 接 将

補 助 剤 、 消 泡 剤喜平: の添加 剤 お よ び 微i孟のア

ス ベ ス ト を 予 備 混 合 し た 粉 体 で 、 現 場 で 水

を加えて使用する 。 下地はコンクリート、

モルタル系に適し、 l 回 で 比 較 的 塗 j写が得

られる 。 塗 る 要 領 は 、 こ で の 平 滑 な エ y ジ

で 押 さ え 込 む よ う に 下 地 に 付 け 送 り 、 つ ぎ

に く し 自 の 刃 先 が 下 地 に 接 す る 状 態 で 数 回

し ご い で 、 所 要 塗 布 虫 、 厚 さ を 得 る 。 オー

プンタイムは天候その 他のＩ［Ｈ ｾ併を受けるが、

一 般 に は 2 0 分 ほ どで、この 聞 に タ イ ル を

張 り 付 け る こ と に な る 。 く し 目 を 入 れ る 理

由 は 、 機 械 的 に 所 要 の塗 布 昼、 j写さが得ら

れることのほか、タイルをセットしたとき、

接 着 剤 が 均 等 に 広 が り 、 かつ白 地 昔日からタ

イ ル 表 聞 に に じ み 出 な い よ う に 制 整 す る た

めである 。

ラ デ ッ ク ス セメ ン トモル タル 工法 ラテ

ックスセ メ ン ト モ ル タ ル は ポ ル ト ラ ン ド セ

メ ン ト と 砂 に 特 殊 ゴ ム ラ テ ックスを 浪人し

て現 場で作 られる接着剤で、 1¥方水性に優れ

る。 こ れ ら は 陶 磁 器 タ イ ル 、 テ ラ ゾータイ

ル 、 ガ ラ ス モ ザ イ ク 等 の 内 外 装 用 接 着 剤 と

して 、 と く に 水 回 り お よ び 氷 結 ま た は 高 熱

を 受 け る 所 に 使 用 さ れ る 。施 工 は ド ラ イ セ

y トモルタルと問機である 。

マ ス チ ッ ク 工 法 マ ス チ y ク工法は主と

し て 有 機 質 接 者 剤 で タ イ ル を 張 り 付 け る 工

法で、 J妾ぞ; 剤には有機溶剤型のものとラテ

ッ ク ス 型 ( エ マ ル シ ョ ン 型 ) の 2 タイプが

ある 。

有機溶剤l型には外部用と内部用とがあり、

外 部 用 の 特 徴 は 、 耐 水 性 、 耐 老化 性 が 優 れ

て い る 材 料 と い う 点 で あ る 。 ラテックス型

の 方 は 主 に 内 部 用 で あ る。 また 、有 機 溶 剤

型 は 、 床 用 と 墜 用 と に 分 け ら れ て い で 、 床

J'f lは フ レ キ シ ピ リ テ ィ は な い が 初J羽強度が

早く 出 で、 強 度 も 比 較 的 大 きい 。壁 用 は 鍛

Jff 強 度 は 低 い が 下 地 の 挙 初j に追従できるよ

う な フ レ キ シ ピ リ テ ィ の 大 き い 、 しかも壁

に 塗 布 し た 場 合 、 だ れ を 生 じ な い よ う な 材

料 で 椛 成 さ れ て い る 。 と く に 下地 が 木 造 の

場 合 に は 収 縮 率 、 変 形fE等 が コ ン ク リ ー ト

下地に比して大きい場合が多いので、床、

壁 と も に フ レ キ シ ピ リ テ ィ の 大 き な マ ス チ

Y ク材 を 使 用 し て い る 。

マ ス チ y ク工法は 、これら の 特 性 を生か

し 、 コ ン ク リ ー ト 、 モ ル タ ル 、 プ ラ ス タ ー

ボ ー ド 、 フ レ キ シ ブ ル ボ ー ド 、合 板 、 そ の

他 プラスチック 下 地 等 に 施 工 が 可 能 で あ る 。

施工の順序と方法は、 f妾者剤を適当 i立とり

出 し 、 マ ス チ y ク用 の 特 殊 こ で を 用 い て 下

地 に し ま 模 械 の 目 を つ け て 十 分 に ぬ れ を 良

く し た 後 、 タ イ ル を 張 り つ け る 。

そのイ也、施工の要領はドライセ ッ トモル

タル工法とほぱ同じであるが、下 地 が平 ｲ ｬ ｾｬ

で な い と 仕 上 が り 精 度 が 高 く な ら な い 点 が

特徴であり、 一般 に は モ ル タ ル 下 地 よ り も

ボ ー ド 商 へ の 施 工 が 多 い 。

。

全 体 を 婆 約 す る と 、 米 国 で の タ イ ル 張 り

工 法 の う ち 、 外 壁 タ イ ル 張 り は 剥 離 防 止 の

点 か ら 樹 脂 モ ル タ ル 張 り に 、 ま た 、 内 装 タ

イル張りは性能お、よび作業能率の点から、

ドライセ ｹ トモルタルヲＦりおよび干ｾｾ守剤張

りに大きなメ 1) .:; 卜が認められている 。 タ

イルの張り付け工法のうち、 f安打工法は今

後 さ ら に 発 展 の 余 地 が あ り 、 ク レ ー ム の な

い 工 法 の 主 流 に な る も の と 考 え ら れ る 。

(とかしま さぶろう l鹿島 雄 投 K. K. 建築部技術課長)

様工訟の呼ぴ ) j 、分Ui の仕方等は正式に決められたものではな "0

床 壁 床
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クセナキス氏のこと

ヤ二ス・クセナキス講演会+ 演奏会

建 築 と 音 楽

形 と 音 と 空 間 と

ヤニス・クセナキス 仏 作 曲 家 建 鐙 京

吉 阪 隆 正 還築家早稲田大学教授

高 橋 悠 治 ピ ア ニ ス ト 作 曲 京

11. 15MON.  6 : 3 0 閥 6 曲

関 電 ホ ー ル

主 催 日本建築協会

大直前" ' ' ' ' . . . 之島" 泊下ホ- n .

s・τ 餓肥後網 ( T E L) 441 回 円 相

企 画 凶 カ グ ル γ " M"'- 日 本 ゼ ネ ラ ル ア ー ン

共 催 大阪楽友協会研究所

後姐 朝 日新聞社

協賛 サントリ ー練式会社松下電器産機

竹中工務庖 コラム・デザイン・センター

チ ケ y ト 前売 V l .200 当日 V l .500 会員￥1 . 000

日" ' 建級協 会 大 隔 操 友 償 金

' ^眠" ・t . .-(，費情 " ，、I f ' ' ' ) マ; ' 1' 11(. . )" ・s・m・プレイガイ p

問 合 せ 先 日 本 建 築 協 金 ( T E L ) ( 0 6 ) 2 3 ト 9 6 4 0

1 9 7 6 1
1  

もう四半世紀前のこと 、ル・コルピュジ ェの所でウセ ナキ
東京に音楽会憾のためにやってきた彼と 1961年に知り合つ

スと一緒に仕事をしていた頃、若者同士の人生隣、文明輸 て以来、もう 15年にもなった。1963年にベルリンで 1 年間

などをよくたたかわしたものだ。ギリシャ生れの彼が古代 生徒になったが、それはまったく自由なつき合いだった。

から直結した弁鉦法を受けつぎ、按術者らしい唯物論を進 森の中を足早に歩きながら、古代ギリシャ哲学史を初めか

めるのに、仏教的日本的論法で対した私と平行線だったこ らしャべってくれたことをよく覚えている 。他にはお互い

とは多かった。だのに今でも 、音楽の解らないお前が、何 の作品を見せ合ったり、何よりも彼の禁欲的な仕事ぶりを

で音楽の調演に出て来るのだといってくれる仲が続いてい ながめていて、そういうことに影響された。( しかし、この

る。 一一一一吉阪隆正 苦行のやり方は結局は身につかなかったJ 以後 10年間ほど 、

後の音楽思想の延長上で仕事をしてきたが、それが慢の修

難時代というわけだ。考え方がすこしちがってきた現在で

も彼の新しい仕事はいつも健在篤かせる何カ、をもっている。

一 一 一高 繍 悠 治

建築と音楽 ・レポー ト

. プロフイール

ヤニス ・ク セ ナ キ ス は 1922年 プ ラ イ ラ

( ルーマニア) に生ま れた 。 1932年 に 両 親

の 祖 国 ギ リ シ ャ に か え り 、 ス ペ ツ ァ イ 島 の

ギリシャ ・イギリス学園にはいる。 12才 の

とき音楽をこころざす。 1940年 ア テ ネ 工 科

大 学 に 入 り 、 同 時 に 抵 抗 運 動 に 加 わ る 。

1945年 1 月 、 イ ギ リ ス 戦 車 隊 に 対 す る 戦 闘

で 重 傷 を お う 。 学校 と カ ン ゴ 夕 、 収 容 所 の

あ い だ を 往 復 す る 。 1947年に卒業するが、

死 刑 を 宣 告 さ れ 、 フ ラ ン ス に 亡 命 す る 。 ギ

リシャ l主 戦 前 か ら 独 裁 制 で あ っ た 。 か れ は

禁 容 で あ っ た プ ラ ト ン を ひ そ か に 読 ん で い

た。 戦 争 が は じ ま る と 、 そ れ は マ ル ク ス と

レ ー ニ ン に か わ っ た 。( rマ ル ク ス は 部 分 的

に は プ ラ ト ン だ が 、 ず っ と 現 実 的 だ 。 し か

し 、 か れ も 思 想 家 に す ぎ な か っ た 。 レ ー ニ

ン は 同 時 に 哲 学 者 、 社 会 学 者 、 宣 伝 家 、 美

学 者 、 法 律 家 を か ね 、 全 体 と し て 比 類 な い

政 治 的 人 間 だ っ た 。二人といないモデルだ。J)

ギ リ シ ャ の 抵 抗 運 動 の 対 象 は ま ず イ タ リ

一 、 つ ぎ に ド イ ツ 、 そ れ か ら イ ギ リ ス ( チ

ャ ー チ ル は ア ク ロ ポ リ ス の 丘 か ら ア テ ネ の

町を砲撃するという、ナチ以上の里子蛮な行

為 を あ え で し た J 、 最ftt に ア メ リ カ に か わ

り、 1949年 に チ ト ー が ユ ー ゴ 国 境 を こ え た

パ ル チ ザ ン を ア メ リ カ 側 に 売 り わ た す こ と

で終止符をうつ。

そして、収容所での拷問、大量処刑、「再

教 育 」 の 長 い 夜 が は じ ま っ た 。 1967年 の 合

唱 曲 「 夜 」 は ヨ ー ロ ッパ の 政 治 囚 に さ さ げ

られる 。

q 944年 12月 、 ア テ ネ の さ む い 夜 、 街 路 で

の 巨 大 な デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン 、 時 々 の 、

え た い の し れ な い 、 致 命 的 な ノ イ ス 。 こ こ

から集団という発想、確率音楽が生まれた。」

〔中略〕

「 ど ん な 運 命 に み ち び か れ て い る の か 、 わ

たしにはわからなしミ 。 わか って い る の は た

だ 、 も う す こ し で 生 命 を う し な う と こ ろ だ

ったこと、 f可もなしとげること な し に お わ

っ た か も し れ な か ったこと、こ れ ら の 試 練

に よ っ て き た え ら れ た こ と 、 す べ て は こ れ

で よ か った の だ 。 ギリシャ人はこうなのだ。

自 分 が 何 者 か を 知 ろ う と し 、 あ ら ゆ る 種 類

の す ば や く 、 暴 力 的 な 、 時 に は 致 命 的 で 、

そ の は て に 死 が ま つ よ う な 行 動 に 身 を 投 ず

る 用 意 が い つ も で き て い る の だ。」

1947年 、 政 治 の 殉 教 者 と な る か わ り に 、

か れ は 音 楽 の た め に 生 き の び る 決 心 を し た 。

ル ー マ ニ ア と ギ リ シ ャ の 民 族 音 楽 、 ピ ザ ン

チ ン 教 会 音 楽 に か こ ま れ て す ご し た 少 年 時

代から長い空白のあと、 25才をすぎ、てやり

な お す こ と が で き ょ う か つ 最 初 に た ず ね た

教 師 に 、 す く な く と も 5 年 間 は 対 位 法 を 勉

強 し な さ い 、 と 忠 告 さ ずl る が 、 そ れ は ま っ

た く 時 間 の む だ の よ う に お も わ れ た 。 つ ぎ
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に オ ネ ゲ ル の 教 授 を う け る 。 オ ネ ゲ ル は 音

楽 に 絶 望 し て い た 。 ど ん な生徒にも、昔話5

などやめろ、と J也、告するのだ った。

1950年 、 メ シ ア ン に あ う 。 伝 統 的 技 術 の

勉 強 が 必 要 だ と お も う か 、 と い う 質 問 に こ

たえて、メシア ンは言う一一一あなたの iJJ 合

に 、 そ れ が 必 要 と は お も 行 な い 。 あ な た は

数学をし っ て い る で は な い か 。 な ぜ そ れ を

利 用 し よ う と か ん が え な い の か ワ

ル ・コ ル ピ ュ ジ ェ の た め に 、 か れ は 建 築

の 榊 造 計 算 を う け も っ て 、 生 活 し て い た 。

気 の す す ま な か っ た こ の し ご と は 、 お も い

が け な く 音 梨 の あ た ら し い 方 法 の 成 立 を た

すけることになる 。 後 に は 、 音 楽 で こ こ ろ

み た 方 法 は 逆 に 建 築 に っ か わ れ 、 ま た 光 に

よ る 作 品 の 基 礎 と も な る だ ろ う 。 ( 後 略 )

一高橋悠治「音楽のおしえ J ( 品文社) よりー

- 講 演 会 + 演 奏 会 の 企 画

昨 年 11月 14 日に、日生劇場で行われたア

イ ス キ ュ ロ ス 作 、 ク セ ナ キ ス 作 曲 の 文 化 庁

芸 術 祭 参 加 に よ る 、 合 唱 に よ る 叙 事 詩 的 泌

劇「オレステイ アJ ( 指揮 高橋悠治) の盟主

修のため、ヘ' ニス ・クセナキス氏が来 " した。

これを機に、述築家には現代音楽を、音訴さ

家 に は 建 築 に つ い て の 理 解 を 深 め て い た だ

くとともに、建築も音楽も一度原点にたち

か え っ て 考 え 、 そ れ が 明 日 へ の 手 が か り に

な れ ば 、 と い う 意 図 で こ の 講 演 会 + 演 奏 会

を 企 画 す る こ と に な っ た 。

- ク セ ナ キ ス 、 高 橋 悠 治 、 吉 阪 隆 正

1976年 l 1 }j 15 日 、 大 阪 の 関 電 ホ ー ル は

700 名 も の 人 た ち で あ ふ れ ん ば か り だ っ た 。

森下氏の開催主旨説明とあいさつの後、 吉

会 の 大 久 保 氏 か ら 、 長 身 に 黒 の ス ラ ッ ク ス

とブルーのシャツをラフに着こなしたセイ

ヵシな顔つきのクセナキス氏が紹介され、

や わ ら か な フ ラ ン ス 語 で 話 し は じ め る 。 そ

の あ と を 吉 阪 氏 が 訳 す 。

「建築家の方々、音楽家の方々の前で今日、

こ う や っ て 話 を す る 機 会 を も て ま し た ニ と

は 非 常 に 忍 ば し い こ と と 思 っ て い ま す 。 ま

た古い友人の吉阪隆 正氏 、高級Ａｾ 、治氏とい

っしょに 、 こ こ に こ う し て い る の も 大 変 う

れ し い こ と で す 。 タカ( 吉阪隆正) とは 25

年 前 に 、 い っ し ょ に フ ラ ン ス を エ ン ジ ン イ寸

の自 .'I! i; lll で‘ 准りまわって旅行しました 。 わ

た し の よ り も タ カ の 自 転 車 の ほ う が 翻 子 が

よくて、わた、しはいつもよけいに努力しな

け れ ば な ら な か っ た こ と な ど が 思 い だ さ れ
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ます。」

そ れ ぞ れ 大 き く 違 っ て い る パ ー ソ ナ リ テ

ィをもっこの 3 人 が 、 建 築 と 音 楽 と い う テ

ー マ で い ま こ こ に 同 席 し 、 吉 阪 氏 、 高 崎 氏

を通じて彼の主張がまさに写しだされよう

としている。 2 人ともクセナキスとともに

生 活 を し た 経 験 か ら 単 に こ と ば の う え だ け

で は な く 、 異 な る 世 界 の ど こ か で つ な が っ

て い る の だ ろ う 。 ク セ ナ キ ス は 論 理 数 学 を

あつかうクールなイメージとは巡った、 t良

厚で、やさしい、まじめな人柄であった。

「建築と音楽について、短い H寺附lで 話 を す

る の は 、 な か な か む つ か し い こ と で 、 あ る

い は そ の た め に と び と び の 話 に な る と 思 い

ますカヘわたしの車圭馬主したことを例にとっ

てお話ししたいと足l います 。」

- 全体と部分

「最初に、非常に恨底的な問題として、ど

の よ う な 考 え 方 を す る か。建 築 と か 都 市 計

画の分野ですと 、 考 え 方 は 全体の 問題から

徐 々 に 細 部 の 問 題 に お り て く る の が 誹 通 で

す 。 こ れ に 対 し て 音 楽 は む し ろ 反 対 で 、 小

さ い も の の 積 み 重 ね が 全 体 に な っ て い く 考

え方が多いと思います 。 この全体から昔11分、

部 分 か ら 全 体 と 、 そ れ の 両 方 の 統 合 と い う

こ と 、 人 聞 が も の を 考 え て ゆ く と き 、 そ の

相 互 作 用 が 根 底 的 に 必 婆 だ と わ た し は 考 え

て い ま す 。 で す か ら 音 楽 の 励 合 で も 、 全 体

か ら は じ め て 部 分 に い た る 方 法 は 考 え ら れ

な い こ と で は な い の で す 。 今 夜 は そ れ に つ

いてお 1111 かせしたいと思います 。 もちろん、

全 体 か ら は じ ま っ て 部 分 に い た る と い う 技

法 を と っ た 作 品 が 、 結 果 と し て 美 学 的 で あ

るとか、哲学的で‘ ゐるとかという問題は、

や は り そ の 作 品 の で き ぱ え い か ん と い う こ

とになるのでしょう。ここでは{国人的なわ

た し な り の 哲学 的 ア プ ロ ー チ は ぬ き に し て

技 法 に つ い て 諮 り た い と 思 い ま す 。」

- 音 群 の 操 作

「音というものは多次元的なものであって、

その中にはもちろん音の高さ 、 長さ、強さ、

内部構造、それから干刻字か無平均字か、音色、

そ う い う も の が 全 部 含 ま れ 、 さ ら に ま だ 十

分 に 記 述 で き な い よ う な 要 素 も 含 ま れ て い

る わ け で す け れ ど も 、 こ こ で ま ず 扱 う の は 、

一 番 伝 統 的 な も の 、 つ ま り 高 さ と 時 間 の 関

係の記譜法です。

図 1 は 音 の 内 部 構 造 か ら し て 非 常 に 自 然

な 記 諮 法 で す が 、 こ の 場 合、 ピッチ 、 つま

り音の高さといっているのは、周波数とい

うよりは 、 人 1mの 耳 が あ る 物 理 的 な 刺 激 に

反応する 、 その度合のことです 。 縦軸 が 音

の高台、償車Ibが時間です。その紬の上にあ

る点、をとれば、その座擦が音の高さ、そし

て ど こ で 音 が 発 生 す る か と い う こ と を 示 す

わけです 。

メロディというものは図 2 の よ う に 短 い

線 が あ る 時 間 持 続 し て 、 そ れ か ら 次 の 位 置

に飛んで、それがまた持続する、というも

の と し て 描 け る わ け で す 。 た と え ば 琴 の よ

うな楽穏であれば、 それは一つの位置をと

って 、それから 図 3 の よ う に ぐ に や ぐ に や

と変わるわけです。それからポリフォニー

( 多声法) の場合は、調的であろうと 、十

二音であろうと 、そういう線の桜合体と し

てあらわされる

そこで 、 いま 、短 い 音 が た く さ ん 発 生 し

て、その全体の形というものはメロディと

してとらえるわけにいかない、そういう形

を考えてみます。( 図 4 ) これ が 、 大 公 の 音

を扱う概念の始まりになります。
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も 自 由 だ と い う の は 、 平 面 上 の ど ん な 位 訟

でも述統的に使うことができて、だから、

伝 統 的 な 記 締 法 の 持 っ て い る よ う な あ る 種

の 制 限 さ れ た 音 の 高 さ と か 、 そ う い う も の

がないからです 。 点 は 極 端 な 場 合 で す け れ

ども、もちろん車泉を f吏うことができて、そ

の 場 合 は 、 音 は あ る 長 さ を も っ て 持 続 し て

いる、そういう均合ですね。だから、点、と

*J 主を使っていままでになかったようないろ

いろな音楽的な形をつくることができるし、

そ う い う ふ う に す る 必 然 も あ る わ け で す。

直線を f史う場合、直線というのはどのよ

うな角度でもとれるわけですから、そうす

ると 、普 通 の 、つ ま り あ る 音 の 高 さ が 持 続

す る の は 、 音 の 高 さ が そ の 間 変 わ ら な い と

い う 非 常 に 特 殊 な 場 合 に で す 。 一 般 の 場 合

は 、 音 の 高 さ が 時 間 に 対 し て ど の よ う に 変



な創作方法なんです 。 つ ま り 一 つ の 要 紫 を

まずつく って 、 そ れ 自 体 と 組 み 合 わ せ る こ

と に よ っ て 新 し い 構 成 を 、 つ ま り 単 純 な も

の か ら 複 雑 な も の へ と 次 第 に っ く り 上 げ て

いくということです。

ー テ ー プ 音 楽 〔 メ タ ス タ シ ス 〕 一

確 率 は 時 間 の 上 で 音 の J訟をえらび、その

長さ、高さを与えるのです。ま た グ リ サ ン ド

の 角 度 も 碓 撃 論 的 に 分 布 さ せ る こ と が で き

るわけです 。

1956年 に 作 曲 し ま し た 弦 楽 合 奏 の た め の

「ピソプラクタ」はこの般率論によるもの

で 、 全 体 と し て は ガ ウ ス 分 布 に し た が っ て

います 。若 か り し こ ろ の 情 熱 に ほ だ さ れ て

これを作曲していました 。J ( この部分を吉

阪 さ ん に と く に 訳 し て く れ と た の む。) ( 笑

ーースライドでピソプラクタのグリサンドを

説 明 一 一 テ ー プ音楽〔ピソプラクタ〕

- ラ・卜ウーレ ツ トの僧院

ラ・ト ウーレ ッ卜の僧院の部分

「さらに第 3 番 目 の 問 題 に 入 り ま し ょ う 。

いろいろなグループの中でキ旦mt だ て の 方 法

として 、いままで平失序だったものが順次く

ず れ て い ったわけです が 、 そ の 秩 序 と 無 秋

序 と の 境 界 あ た り の と こ ろ を 、 ス ラ イ ド で

説 明 し て ゆ き た い の で す が 、 ル ・コルピュ

ジェのやったラ ・トゥーレッ トの僧院のと

きの石汗究を通してお、自にかけたいと思いま

す 。」

ス ラ イ ド は 、 そ の 設 計 過 程 を 示 す も の で

あ った。窓 の 格 子 の 配 置 に 確 率 分 布 の 手 法

を 用 い た こ と 、 日 本 の 拍 子 木 の う ち か た に

も似た連続性、黄金上ヒ、モデュロール等を

r 3 年 後 、 こ の メ タ ス タ シ ス は フ ィ リ ップ

ス 館 の 構 想 を あ た え る こ と に な り ま し た 。

ル ・コルピュジェは 『展 示 館 で は な く 、 電

子詩とそれを入れるピンを作りましょう。

光 、 色 、 映 像 、 リ ズ ム 、 音 が 大 衆 に 理 解 で

き る よ う な 有 機 的 総 合 体 に ま と め ら れ 、 フ

ィリ y プ ス 製 品 の 資 源 を 示 す こ と に も な る

でしょう 。』 とい っ て 設 計 をわたしにイ衣車頁し

ました 。

映画の映写には垂直平面が主要求され 、 ま

た 空 間 効 果 の た め に 投 射 さ れ た 映 像 が 展 示

館 の 上 方 に 次 第 に 消 え て い く よ う な 、 空 中

のボトルネ y クが要求されたのです。

ル ・コ ル ピ ュ ジ ェ の ス ケ ッ チ を で き る だ

け 尊 重 し な が ら 、 わ た し は 、大 体 そ れ に 基

づ く い く つ か の 試 み を 重 ね ま し た 。 観 衆 の

出 入 り す る 床 面 、 電 子 音 響 音 楽 堂 、 色 彩 光

投 影 、 建 設 技 術 、 こ の 最 後 の 点 が わ た し に

解決のカギをあたえ、イ也の間 r也にも答える

ことができたのです 。

時 間 の 関 数 と し て も 述 統 変 化 す る 音 に つ

い て の わ た し 自 身 の 音 楽 上 の 探 究 か ら わ た

しは直線に基づく幾何学 的 構 造 を 好 ん で い

ま し た 。 線 織 面 、 放 物 函 と か ら コ ノ イ ド で

す。わ た し は ル ・コルピュ ジェにス ケ y チ

を 提 出 し 、 こ の 設 計 を 提 案 し ま し た 。 かれ

は そ れ を 無 条 件 に 受 け 入 れ 、 立 体 モ デ ル を

作 る よ う に わ た し に 依1頃したのです 。」 ス

ライドで説明しながら、「わたしたちはこの

展 示 館 を 建 て る た め に 独 創 的 な 方 法 を 考 え

つきました。大きな P . H を約 1 M X  1  M 

の 大 き さ に 分 解 し 、 砂 の 型 に 流 し 込 ん で か

ら足場の上に積み重ねて、ケープルで押さ

え、交点や土台のまわりをし っか りととめ

ていくわけです。

フィリ y プ ス 館 は 、 造 形 的 に 新 し い ば か

りでなく 、 こ れ ら の 実 現 す る の に 困 難 な 表

面を、枠キ且みによらずに構築するといった

独 創 的 で し か も 一 般 的 な 方 法 を 見 い 出 す こ

とに成功したと思います。」

. フイリ ップ ス 館
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. 確 率 音 楽

「次にまた音楽にもど って 確 率 音 楽 に つ い

てお話ししましょう 。 メタスタ シスの場 合

は 、 確 か に 大 盆 の 音 を 扱 っているけれども 、

一つの秩序の中にあるわけですね。だから、

最 初 の 音 が 広 が っ て い く 、 そ れ も 一 つ の 全

体 の 形 の 中 で あ る 秩 序 を も って 変わ って い

くということです。もしこれが無秩序であ

る場合はどうなるか。 そういう場合には、

こ れ を 扱 う 方 法 と し て の 確 率 論 が 導 入 さ れ

るわけです 。

わ っ て い く か と い う 傾 斜 角 が 問 題 に な る わ

けです 。( 図 5 )  

これからやる音楽は「メタスタシス」と

H子ばれていますけれども、スタシスという

の は あ る 状態 で す ね 、 静止 したもの、それ

か ら メ タ と い う の は そ の 後 と い う よ う な な

昧 で す 。 それでメタスタシスは変化とか、

変 換 と い う よ う な 意 味 に な る わ け で す 。 も

ちろんこれは運動 と静止 状 態 と の 問 の 弁 証

法 的 な 対 立関 係 な ん で す け れ ど も 、 そ こ に

は 哲 学 的 な 思 想 も あ り 、 そ れ か ら 運 動 に つ

い て の 古 代 の 逆 説 ( ゼ ノ ン ) の よ う な も の

も あ っ た し 、 近 代 で は 運 動 の 問 題 と い う の

は 、 微 分 学 と か 、 最 近 で は 統 計 学 の よ う な

もので扱われるわけです 。

あ る 音 楽 的 な 形 の 突 然 の 変 化 、 あ る い は

非 常 に ゆ っ く り し た 変 化 、 そ う い う 迷 度 の

速 い 、 こ れ は 音 楽 だ け で は な く て 、 時 間 に

関 す る す べ て の 芸 術、 た と え ば映画 と か 、

j策j剥 と か 、 ダ ン ス と か に あ っ て 、 最も干良本

的 な 婆 紫 の 一 つ で す 。

ス ラ イ ド を 見 て 下 さ い 。 これが「メタス

タシス」のもとの記譜法です 。 これは、後

で オ ー ケ ス ト ラ の た め に 音 楽 の 記 秘 法 に 直

されたわけです 。 音 楽 学 校 で は ほ か の 記 諮

法 は 習 わ な い わ け で す か ら 。

聴 け ば わ か り ま す が 、 こ の よ う に 最 初 に

一 つ の 音 か ら 始 ま り 、 そ れ か ら だ ん だ ん と

伎分 か れ し て い き ま す 。 そ し て 兵中 の部分

では、 一 つ の 動 か な い 音 の 群 が 聴 か れ る わ

けです。 そ の 後 で ま た ぱ ら ぱ ら に 分 か れ て

い く つ か の 音 に 収散 していく、そういうも

の が聴 かれるわけです 。

図 6 で は 直 線 の 束 の 結 果 と し て 一つ の曲

線が見える 。 一つ一つの楽器はグリサンド、

それは直線なわけです 。 だけど、耳が聴く

の は 結 果 と し て の 曲長泉なんですね 。 そうい

う形 で す。

これは前の図 (6 )で 導 入 さ れ た 新 し い 要 紫

です 。 つまり 曲線を直線であらわすという、

そ れ を 組 み 合 わ せ た も の で す 。 それでこの

組 み 合 わ せ と い う 方 法 は 音 楽 だ け で は な

くて 、絵とか、 建 築 と か の 場 合 に も 基 本 的



用いながら、各部の設計のなりたちをル ・

コルピュジェの意見も交えながら説明して

ゆく 。

過去の手法から脱却して、も っ と自由に、

さらに自由に 、 多格i なものからさらに多キ'1fi

なものに、遊びから遊びに、光から光へ、

彼の音楽と建築は、わたしたちの心を打つ

魅 力の空間となっている 。 エ レ メ ン ト の 記

号化とか論理演算などの新しい方法で、い

ままで限定されていた音、空間の表現の世

界から自由に自分のイメージを描けるよう

になったともいえる。つまり f皮はも っ とも

有効な方法で自己の内面的なものを表現し、

さらに人間と宇宙を一体なものと考えれば、

まさに世界観を表現しているのではないだ

ろうか。 そして音楽でも建築でも、その対

象 を 組 織 づ け 、 秩 序 づ け て ゆ く 中 で 、 白 か

らの手法から超越したところに、その作品

が円熟してゆく其の秘密がありそうだ 。建

築 は 歌 う も の で な け れ ば な ら な い と ル ・コ

ルピュジェがいうように、 f皮の手にかけら

れた作品はまさに遁迄しているかのようだ

った。

- ク リ ュ ニ ー の ポ リ ト ー プ

音 の 空 間 化 に対応して、光の時間化なさ

れた作品が紹介された。モン トリオールの

ポ リ卜 ー プ ( 1967年) ローマ時代の浴場の

遺 跡 で 行 わ.れたクリュニーのポリトープで

ある 。

「巨視的に見ればメロディカープであるし、

微視的に見れば音の音圧の微妙な変化をあ

らわすもの、それの一般化として、ランダ

ムウオークという 概 念があります 。 コンピ

ユータで音や光を作り 、 それを操作する場

合 に 、 そ の ラ ン ダ ム ウ オ ー ク を 利 用 し て 実

現 す る わ け で す 。

クリュニーのポリトープの場合、 7 トラ

ックのテープと、 3 つのレーザ一、 600の電

球が、コンピュータで計算されたディ ジ タ

ル・テープでコントロールされます 。電 球

といってもフラ y シュですけれども、 25分

の 1 秒 で 点 滅 し ま す 。 一つの電球がついて

次 の が25分の 1 秒後につく、そういうこと

が起これば、あたかも光が動いているよう

な錯覚が起こるわけです。いろんなスピー

ドが使われます 。電主求は天井にありますが、

天 弁 を い ろ ん な 領 域 に 分 け て そ こ で一 つの

リズムをっくり出すわけです 。」

これらは純粋に抽象的である 。 f皮も自ら

いうように、それは透き通った彫刻と呼べ

よ う 。 視 覚 的 な も の と 音 響 的 な も の を 同 時

に展開してゆく可能性をこのように示され

るにつけ、わたしたちが過去を前にして感

じ る コ ン プ レ ッ ク ス の よ う な も の か ら 解 放

されるような気がした。スライドをながめ

るだけであっても、それはわたしたちを夢

中にする空間であるに違いないと思った 。
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- ピ ア ノ 演 奏 、 高 橋 悠 治

第 E 昔日では、集合論、群論、記号論理学

的手法を用いて作曲されたピアノ幽「へル

マ 」 と 「 エ プ リ ア リ 」 を 高 橋 悠 治 氏 が 演 奏

した 。「ヘルマ」は高橋16治氏にささげられ

たもので、彼はごれを暗譜で自己の限界を

っき破るようないきおいをも って弾いた 。

それは彼のクセナキス氏 へ の親密な劇的表

現とも受けとれ、その姿はほんと うに美 し

いものであ った。

- おわび

わたしども企画側の不手際で、 当 日ず っ

と立 ったままで耳をかたむけ て お られま し

た方々、そして満員で入場で きず、やむな

く帰らざるを得なか った方々に対 しまして、

ここにつつしんで深くおわびを申 し上げま

す。

また、用意しましたオーディオ装訟が、

クセナキス氏のテープ音楽を十分に表現で

きる能力をもたず、彼にも、また皆様にも

ご迷惑をおかけしましたことや、吉阪隆正

氏 、 高 橋 悠 治 氏 に も 、 い ろ ん な ご 意 見 な ど

を聞く H寺聞をもてなか ったことなど、その

他の数々の反省事項は、これからの企画に

大いに生かしてゆ く所 存 で す 。 どうかご容

赦 下 さ い ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

二 ｾ￨ の レ ポ ートに ついて は、ヤ ニス ・ クセナ キ ス 響 、高 橋悠

治訳「音殺と建築j (全音楽締出版社)、音楽芸術、 1977年 1 月号、

ヤニス ・クセ ナキ ス「わが技法 につ いてj (背議之友社) を参考

にし 、一官官級車しなが ら、当日の録音 テープを中心 にまとめた

もの です。 ( 瀬戸本 淳 紀 )

新しい音楽空間の体験

室 川 康 男

音楽にいささか興味を持ち、建築設計に

ｾｾわ っ ているキムにと っ て、また 、 たまたま

「音楽と建築」を読んで、これまで親しみ

の薄か った確率論や集合論を駆使して作曲

された音殺に対して、好奇心を駆り立てら

れていた私にと って、今回の企画を知った

時、演奏も聴けるとあって 、胸の高鳴りを

押さえることができなかった。

近頃とくに感ずることなのだが、音とは

何と不思議なものなのか。 なかでも音楽的

に把濯できる音の響きが心の中に起こす波

紋は、 一大 シ ンフォニーにも匹敵するだけ

のイ面f直があるように，思えてならない 。 たと

えばピアノのキーを無雑作に叩く 。 一つの

和音が静寂の中に拡がってゆく 。 ある時は

明るい輝き、ある時は暗い悲しみ、またあ

る時はプラームスのシンフォニーから喚起

される熱情の中に身を沈めることができる 。

この音自身が音楽であり、またある意図の

もとに組み合わされて、異な った音の空間

を生み、聴衆の心の世界と共鳴し合い 、反

携し合いながら音楽として存在してゆくの

だと思う 。

実のところ、今まで私は現代音楽に接す

る機会が余りなか っ た。いわゆるクラ シッ ク

音楽のみで充分満たされていたのである 。

しかし 今 回現代音楽の中での符異な存在で

あるクセナキス氏の音楽理論と、その作品

を体験できて、音の響きに対する興味も相

まって、氏の世界をより身近に感じ取るこ

とができたように思える 。作 品 も 電 子 音 で

はなく、従来の議器( 弦・ピアノ ) による

演奏形態が採られていたため、既存の音楽

との比較も 容 易で、新しい音楽空間の 一 例

を具体的に体験できた 。

音楽芸術の特異性と言えると思うが、指

揮者や演奏者による解釈の違いにより同じ

作品からい く通りもの音楽が生れ、今日ま

で立派に芸術として存在している 。演 奏 者

の存在が作品に永遠の命を与える重要な嬰

時とな っている 。 この点に関してクセナキ

ス氏の音楽の場合、演奏者の個性が彼の構

怨に対してどの程度の重要性があるのかと

いう疑問が起こ った。 た ぶ ん 演 奏 者 の 個 性

を超越して、 一つ の現象を音により表現し、

構 成 す る こ と 自 体 が 重 要 な の で あ り 、 そ の

可能性の追求による新しい音楽芸術の tm拓

が彼 に とって「音楽する」ことなのでない

かという印象を受けた 。演 奏 者 の 個 性 不 在

の音楽は私にと っては寂しいものであるが、

これを機会 に既成概念を捨てて、音の織り

成 す 新 し い 世 界 を 楽 し ん で ゆ き た い と 思 っ

て い る。 ( 側大林組本社建築本部 設計部)



「メタスヲシス( 変化) j の音譜 ( アサヒゲラフ 12 . 3号より )

この催しが清い会員の集い小委員会の昭和51年度の企画

として貌題に取りあげられたのは 1976年4 月でした。建築

協会としては初めての試みで、何をどうい う風に進めてゆ

けばよいのか、震 をつかむようなことで、言葉のわからな

いウセナキス氏との交渉、また来日される確鉦やは っきり

とした月日もわからず、実現できるのかどうか不安な心ぽ

そい空白の 2 カ月間が過ぎ、6 月にグループM

2

の中1嶋氏

の紹介で初めてピアニストの高橋悠治氏にお目にかかり、

強引な ぐらいに クセナキス氏の来阪をお願いして 、内諾を

f
尋ることができました。これがき っかけとな って、 それ以

後の企画打ち合わせについては 、日本ゼネラルアーツ 、劇

団 ミ四季ミ広報課の高橋貞一氏に多大のご尽力をいただい

たのを初めとし 、9 月に入りこの催しについての主旨を説

明して お願いし たとこ ろの協賛会社や後援の朝日新聞社の

方がた がみんな大へんご協力下さ った ことが担当委員への

はげましと喜びへとつ主がり 、非常な努力の結品のみのり

とな った と思います。またさらに早稲田大学の吉阪朝豊の

ご快践を得て高橋悠治氏とともに通訳をお引き受け下さる

ことが決ま り、委員はますます張り切って準備を進めるこ

と古ずできました。

しかし軌道に乗 って からも 、量子余曲折、悲観した り、喜

んだ りの連続で、会誌の掲載、チラシ・入場券の作成、ポ

スヲーの出来上がり 、プログラムの完成とだんだん開催日

(11月15日・・ ーこれもギリギリまで決まらずに大慌てでし

たがい ) が近づいてきてもなにか実感が湧いて来ず、や

っと クセナキス氏のお阪を拝見して 「さあ飴まるのだぞ」

と初めて出発点に戻 った宮田章があります。

このレポートをご覧いただいて、もう一度そ れぞれのご

感想などをお寄せ下されば幸いです。

また参加された方からも当日の会場、マ イヲ調整の不備

などニ ・三のお叱り を受け恐縮してお りますが、今後の企

画活動の貴重なるご意見として 、反省いたしております。

最後にこの催しに多大のご協力を賜わった吉阪先生、高

橋li1l i冶氏をはじめとし 、下況の方々にお上より感謝ととも

に厚くお礼申 しあ げます。

企画協力 グループM
2

中嶋鴻毅殿

日本ゼネラルアーツ 、高橋貞一殿

大阪楽友協会音楽研究所殿

朝日新聞キ蛾2

サントリー株式会社殿

(株) 竹 中 工 務 底 殿

松下電器産業株式会社殿

コラムデザインセンヲー殿

(株)環境開発研究所小川
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ン ト も 興 味 の あ る も の で あ っ た。 このよう

な 歴 史 の 重 み の あ る 空 間 が 、 音 と 光 に よ っ

て 再 生 さ れ 、 そ の 歴 史 の 重 み が か え っ て 現

代にお、ける空間として生きてくる試みはさ

す が で あ る 。 ク セ ナ キ ス が さ ま ざ ま な 場 で 、

狭 い 分 野 に こ だ わ ら ず 、 自 己 の 世 界 を 表 現

す る こ と に 積 極 的 な 姿 勢 を と っ て い る こ と

を 強 〈 感 じ た 。 平 生 、 建築 は 建 築 、 音 楽 は

音楽といった狭い分野て、しか評価されない

日 本 の 状 況 を 思 う と 大 い に 勇 気 づ け ら れ た 。

彼 が 幅 広 い 創 作 活 動 の 中 で 必 然 的 に 数 学 的

な 発 想 や シ ス テ ム を 創 作 方 法 と し て 創 り出

し て い る こ と は 大 変 よ く わ か る し 、 だ か ら

こ そ 、 彼 の ダ イ ナ ミ ッ ク な 世 界 が具現でき

るので、ある。

一 般 的 に は 、 と く に 建 築 界 で は 、 と に か

く 、 シ ス テ ム を っ く り 出 す と、 そ れ にf辰り

回 さ れ て 、 つ ま ら な い 作 品 に な ってしまう 。

モ デ ュ ー ル を 作 る と 、そ の モ デ ュ ー ルの概

念 に 束 縛 さ れ て 、 そ れ か ら 自 由 に な り き れ

な い し 、 創 ら れ た も の も 、 モ デ ュ ー ル の 存

在 が あ り あ り と 見 え て 、つ ま ら な いも の に

な っ て し ま う 。 ク セ ナ キ スの作 品 が、{憂れ

た 芸 術 の 世 界 に ま で 高 め ら れ て い る の は、

そ う し た 彼 自 身 が 創 作 の シ ス テ ム を 持 ち な

が ら 、 そ れ 自 身 か ら 解 放 さ れ た と こ ろ で 創

っている からである 。 こ れ は ラ イ ト が グ リ

ッドを f史い、 コ ル ピ ュ ジ ェ が モ デ ユ ー ル を

使 い な が ら も 自 由 な 造 形 を や っ て い る の と

同 じ こ と で あ る 。

ク セ ナ キ ス の 話 に ば か りにな っ て し ま っ

たが、 今 回 の催 し の 魅 力 の も う 一 つ の ポ イ

ン トは、 クセ ナ キ ス と は 古 い 知 己 で 、 日 本

で は 幅 広 く 活 路 し て お ら れ る 吉 阪 先 生 と ク

セ ナ キ ス の 音 楽 作 品 で の よ き 表 現 者 で あ る

高 橋 悠 治 氏 の 2 人 に 参 加 し て い た だ い た こ

とである。お二 人 と も さ す が に 古 く か ら の お

付 き合いらしく 、 単 な る 通訳 や 、 演 奏 者 に

終 わ ら ず、 人 間 的 な 交 流 を 感 じ さ せ て く れ

たのはさらに由喜しかった。日寺閉がなくて 、

十 分 に 3 人 の 意 見 交換 が 聞 け な か っ た こ と

のみが残念に思われた。

適 当 な お 話 で お 茶 を 濁 し て し ま うような

鱗 演 会 が 少 な く な い と き に 、 こ の 催 し は 本

当 に 熱 意 の こ も っ た 誠 実 な 内 容 を 持 つ も の

で あ っ た こ と を k喜しく思う。

最 後 に 、 ご の 催 し を 実 現 す る に あ た っ て、

・高橋 さ ん 自 身 、 お よ び 吉 阪 先 生 の 大 変 な ご

thl ，力があり、 thl ，会 の 若 い メ ン バ ー や 、 大 阪

に Ｚ学の 中的 ｩｾ ｲＮ ｬ 毅 氏 の熱 心な努力を高く評価

したい。

今 後 も 建 築 協 会 と し て は 、 東 京 で は や ら

な い よ う な 、 こ の よ う な 幅 広 い 活動 をして

お ら れ る 方 々 の 講 演 を 企 画 し て 下 さ る よ う

期 待 し て い ま す 。

( A  Z  lns  ti tu te 環境計画研究所所長)

建築+ 音楽

ヤニス・クセナキスを聴く

山 崎 泰 孝

ク セ ナ キ ス の講 演 会 を 聞 い て 、 久 し振り

に充実感を日未わった。彼のことはコルピュジ

ェの作品を 研 究 す る に も 欠 か せ な い 存 在 だ

し、 ま た 一 方 私 の 好 き な 現 代 音 楽 の 世 界 で

も 彼 の 作 品 は 繊 細 な が ら ダ イ ナ ミ ッ ク な 音

の世界 を 示 し て く れる 。

ク セ ナ キ ス は 、 建 築 家 と し て も 、 音 楽 家

と し て も そ う ポ ピ ュ ラ ー な 存 在 で は な い よ

う だ 。 プ ラ ッ セ ル 万博 のフィ リ ップス 館や、

E X P O  '70 で の 音 楽 な ど比 較 的 一 般 的 な 場

に登場してはいるが、そういった音楽や、

建 築 の 仕 事 を 通 じ て 知 ら れ る ク セ ナ キ ス と 、

ま た 一 方 、レ ジスタンス 運 動 の 闘 士 と し て

人 生 を 力 強 く 生 き 抜 い て き た 筋 金 入 り の 芸

術 家 、 実 践 者 と し て 知 る 人 ぞ 知 る の 人 物 で

ある 。

私 が ク セ ナ キ ス の 仕 事 に 興 味 を 党 え る の

は 、 彼 の そ う い っ た 生 き 方 が、 単 に 建 築、

あ る い は 音 楽 と い っ た一 つ の 分野 の 表 現 に

終わらず、 〈環 境〉 と し て 、 広 く 音 楽 も 光

も 空 間 も す べ て 一 体 化 さ れ た も の と し て 創

造 さ れ 、具 体的 に 実 践 し て い る こ と で あ る 。

環 境 と し て の 芸 術 と い う こ と は 、 よ くい

わ れ る こ と で あ る 。 が 、 そ れ は 往 々 に し て

埋 屈 上 の 一 体 化 で あ っ た り 、 あ る い は 作 品

と し て 意 図 し で も 、 一 体 化 し た こ と の 良 さ 、

お も し ろ さ を優 れ た 作 品 に まではっくりき

れ ず 、 中 途 半 端 な 混 合 作 品 に 終 わ っ て し ま

っている 場 合 が 大 部 分 で あ る 。環 境芸 術 と

して 、兵 に そ の 存 在 の 意 味 が 評 価 さ れ 得 る

た め に は、 建 築 そ の も の と し て も 、 ま た 、

音 楽 な ら 音楽 そ の も の と し て も 、 個 々 が 質

の 高 い 内 容 を 持 ってい なければな. らないし、

そ の 上 、 総 合 さ れ た 結 果 と し て も さ ら に い

い 作 品 で な け れ ば な ら な い の で あ る 。

クセ ナ キ ス の 作 品 は 、 そ う い っ た 窓日未で、

後 れ た 内 容 を 待 ってわ れ わ れ に 迫 ってくる。

と り わ け 、 今 回 の コ ン サ ー トで は 、 彼の 音

楽 と 建 築 が 何 故 一 体化 し 得 て い る の か 、「創

る 」 と い う こ と は 建 築 も 音 楽 も そ の 原 点 は

全 く 同 じ で あ る と い う こ と を 非 常 に 明f夫に

示 し て く れ た 。 こ れ は 参 加 者 に と っ て 大 き

な収穫 であったと思う。

私 自身 は 、 現 代 音 楽 に つ い て は そ う 詳 し

いわけではなく 、 む し ろ 単 な る 愛 好 者 に す

ぎ、ないが、 現 代音 楽 が い わ ゆ る ク ラ y シッ

ク 音 楽 の 領 域 を 超 え た 、 も っ と自由で、あ

る 意 味 で 空 間 的な 点 で 、 想 像 力 を 刺激 さ れ

てきた。

今 回 は 、 ス ラ イ ド に よ っ て そ の創 作 の プ

ロ セ ス が 展 開 さ れ な が ら 、 同時 に 音 を 実 体

験 す る と い う 方 法 が と ら れ た の で 、 彼 の 倉1j

り だ し て い る 世 界 が 理 屈 で は な く 現 実 と し

てわれわれの前に繰り広け. られていったの

はさらに良かった。また 、 追跡の内 ＱｾＱＱ で

行 わ れ た レ ー ザ 一 光 線 と 音 楽 に よ る イ ベ
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〈海 岸 〉

一 一 一 市 民 的 利 用 と そ の 景 観 一 一 一

自 然 海 伴 、 人 工 海r，l を 含 め て 海 岸 の も つ 機 能 を

ま と め る と 、 表 ー 1 の よ う に な る だ ろ う 。 つ い

最 近 ま で は 、 防 災 の 対怠 お よ び 生 産 活 動 の 場 と

し て の と ら え 方 が 主 流 を な し 、 環 境 保 全 機 能 面 、

親 水 レ ク リ ェ ー シ ョ ン 機 能 面 で の と ら え 方 は 弱

か った。 産 業 問 に埋 め 立 て ら 抗 、 巨 大 な 工 作 物

が 殻 け ら れ る こ と に よ り 、 海 辺 に 近 づ く 機 会 を

奪 わ れ 、 そ こ に 行 っ て 楽 し む 環 境 も 煩 わ れ て い

る。

ま ず 、 防 災 機 能 を 謀 本 条 件 と し な が ら も 、 3盤上告、

従 防 のうで縦 四 低 減 、 形 態 の 工 夫 、 材 料の 検 討 な

ど 、 利 用 面 、 景 観 面 に つ い て の 配慮 が包 〈 求 め

ら れ て い る。 ( 佐 野 正 明)

務 - 1  海，: 1 ' の機能一人との関わりあいー

4占陸 白E 内 一色ヨ?

fr.者 考

防 災 機 能 法 エ ネ J レギーの 高 潮 対 策

( 国 土 保 全) 市IJ fJl l
ιt 食 H ';Ii

生産宝l ; IJIJ .1地II E

流工業通 活 動 臨t在3海1写工 業 地1- ir

漁 業 {漁労、聖書組) 漁港、聖書地場

環 境 保 全 機 能

生海臼{熱E然中Bエ系ののオ循光、J レ環合ギ系成ー、ー

fそlI:三lオのFfS4q3fノ血; <さ都)ラt ンス 、

ン) 空熱気、生( 物オゾ

調l Aミレク tリ世 ェ

レク リェーショ t毎オ町谷 事策;<:J、柳l

ン!' l ; 1I1J 干 刈 、 散 、 ポ
ーション liIt 

アメニティ! ' l ; IUJ ート、ヨ y 卜

- 利 用 面で の 工 夫

1  鰻 岸 の 遊 歩 道 化ー 浜 の 静 歩 道 (明 石)

明 石 海 狭 の刈l騎 を の ぞ む 海 岸 治 い に は 、 6 kmに

わ た っ て i笹Jt i 且 ・ サ イ ク ル ロ ー ド と し て 「 浜 の

散 歩 道 」 が 軍 基 仰 さ れ 市 民 に 税 し ま れ て い る 。

っし

2 . 水 際 線 の 公 園 化一一一神 戸 港 ポ ー ト ア イ ラ ン

ド 北 公 園 (写 真⑨ ) 機 浜 港 山 下 公 園 ( 写 真 Eわ)

都市古1I の 水 際 線の 市 民 的 利 用 は 、 と り わ け 潤 い

と 安 ら ぎ を 与 え る 場 と し て 虫 嬰 視 さ れ ね ば な ら

な い 。 同 公 闘 は 郎 市 古1I に近接した: C . t 1 f l : なもので

あり、 ミみ な と ミ をfitt;t と し て 市 民 に 税 し ま れ

て い る 。 こ の 場 合 、 ポ イ ン ト と な る の は 防 波 堤

に よ り 放 の 影 轡 を 受 け な い 港 内 の よ う な 場 所 て ¥

滋 仰天 端 苅 を で き る 限 り 下 げ、 水 面 を 近づ け る

こ と で あ る 。

神 戸 都 市設 計 資 料研 究会

3  護 岸 背 後 を 階 段 化 ・ス ロ ー プ 化 す る ー ス ト

γ ク ホ ル ム ・ シ テ ィ ー ホ ー ル 対 岸

ノk 而 躍 し に シ テ ィ ー ホ ー J レ を の ぞ む ビ ュ ー ポ イ

ン ト と し て 、 J並l担- =f t . 端部を F げ 、 広 い 背 後 地 を

確保し、 ス ロ ー フ 階 段 で 位以 盟 す る こ と に よ り ヴ

イ ス タ を 広 げ て い る 。 市 民 は ベ ン チ に す わ り 、

広 々 と し た 泣 か な 対 慨 を 楽 し み な が ら LI 光 浴 を

している。

4. 護 岸 に 手 す り や 階 段 を 股 け る ー神 戸 市 垂 水 海 岸

同 道 2 号 線 に 沿 っ た 、 こ の il ii: ，.，l で は波 作 上 に粋

な 手 す り を 設 け 、 滋 J' t l コンクリート聞の白々し

さ を カ バ ー し 、 ま た 、 歩 行 可 能 に 強 制 し た 被 ふ

く 石 上 に降 り ら れ る よ う 階 段 を 設 け て い る 。

/  

5  防 波 堤 を 釣 場 と す る 一 大 阪 南 港 フ ィッ シ ン

ク.. 1'¥ー ク 構 想

防 J皮坊! を 二段 状 に し liir 耐 天 主 仰 を 釣 助 に す る と と

も に 、 人 の 歩 行 を 可 能 に し 、 防 波 段 の 務 所 々 々

に は く ず 箱 、 数命，Q ーなどを備えた{ 本紅lr，斤を丙己凶

す る 。 ま た 、 背 後 の 公 閣 に は 土 手 を 設 け 、 i潮 風

に 強 い ク ロ 7 ツ を 主 と す る 槌 殺 の il l ' i 面もある。

6  荷量岸堤により砂浜を呼ひ宝更すー 神 戸 市 舞 子 海 岸

( 写 真。)

侵 食 対 策 と し て 殺 泣 き れ た 由 陸 作 泌 は ト ン ボ 口 説

み を 起 こ す 。 戻 っ た 砂 浜 に は 、 ア サ リ 、 ハ マ グ

リ な ど の 只 類 が ねE息 し は じ め 、 i判j干 刈 り や 海 水

浴 が で き る よ う に な っ た 。 ほ か に 管 乍 海 山 ( 写

真 0 ) な ど建 設 省 区 制 事 業 と し て 9 海 伴 、 補 助

]J :!fS と し て 約 100海 岸 あ る 。

ト ン ボ ロ 現 象

ゆ.  



7 . 公 有 水 面 を 私 物 化 し た 悪 伊J 兵 庫 県 高 砂 海 岸

テ ト ラ ポ y 卜 上 は 、 危 険 を f牛いながらも、釣J - . tl

として平 ＱＩ 川されている。しかし、一 Ｚｾｉｓ 企業は埋め

立 て に よ り 、 J思 幽 「 高 砂 」 て る 知 ら れ る 巡 浅 の 強

か な 海 停 を 奪 っ た だ け で な く 、 こ う し た さ さ や

か な 市 民 の 似 い さ え も 踏 み に じ っ て い る 。 こ こ

か ら 市 民 の 手 に 坐 か な 海 岸 を 取 り 戻 す 入 浜 権 運

動 が 発 生 し て い る 。

8  積 極 的 な レ ク リ ェ ー シ ョ ン 開 発 事 業ー ラ J レ

ポ ッ ト 海 岸 ( モ ン テ カ ル ロ ) の聖書浜事業

延 長520 m、 幅30 mの 砂 浜 を 造 成 し 、 海 浜 沿 い

にショ γ ピング ー フ ρ ロムナードをｾＹＺけ、 ｪ 詞 ｭ の

郎市骨十回とあわせて 、 最」ニ級 の リ ゾ ー ト ピー

チ を 形 成 し て い る 。

自 制 海 洋 の と き 「 海 外 の 姐E設 No・18. J より

- 景 観 上 の 工 夫

1 . 石 積 み 防 潮 堤 神 戸 市 須 磨 海 岸

国 鉄 山 防 本 線 に 沿 っ て 、 こ の 海 岸 で は H円安[1石 積

み をF也しであり、 r皮i亙 し の た め に 3生 け て ス ロ ー

プとあわせ、 I//i. の石垣を巴‘ わせる i愛 美 さ を 醸 し

て い る 。

2  階 段 式 擁 岸 広 島 県 巌 島 海 岸

自 然 石 張 り 階 段 式 綬 伴 に よ り 、 海 伴 へ の ア プ ロ

ー チ が 自 由 で あ り 、 周 回 のiJt 観 も こ わ さ な い で

いる。

3  突 堤 に 植 殺 す る ー 兵 庫 県 高 砂海 岸

こ の 例 Iは立担埠主流且縫詰 ( 河 l川川上:怨E怨R;l息E を防ぐ機古能Eをもつ吉突杷

丘堤是ω) てで、あるが、 t毎の1苛1牙F さと木々の晶似止がよ〈

し、十河造物qの I味 け な さ を カ ノ ぐ ー し て な お 余 り あ

る。

4 . コ ン ク リ ー ト 斜 面 海 岸 神 戸 塩 屋 漁 港

漁 港 と し て の 利 用 面 か ら 船 上 げ 斜 面 と し て コ ン

ク リ ー ト で 被 わ れ 、 そ の 上 に 砂 が 巡 1;( れ 、 自 然

海浜に近いＩｾＨ瞳見を保っている。

5  自 然 景 観 を 破 援 す る 埋 め 立 て 鰻 岸 線一 北 九

州 国 野 浦

瀬 戸 内 海 国 立 公 園 内 に あ る 関 門 海 狭 に 隣 按 し た

田 町 寸 前 地 区 の 直 線 的 埋 め 立 て 波 伴 線 は 、 チ 黒 石 現

場 の 山 の 地 肌 のm - 出とあわせて、 1i : 似 ( 巡望)

を 著 し く 破 駁 し て い る 。

神 戸 都市 設 計 資 料研 究 会

赤 訟 勉( 神戸 市 土 木 応 公 園 緑 地 部 施 設 J県 ・冶 閣 )

綿 毛 政 la ( 神 戸 市 住 宅 局 住 宅 郎 総 波 川 ・建 築 )

1'1 本 直 樹 (神 戸 市 郎 市 計 画r:d計画: 1s工 務 課 ー土 木 )

笹 原 和 喜 男 ( 神 戸 市 都 市 計 画 局 計 阿 部 計 画 ;1* .  lli 築 )

佐 野 正 明 ( 神 戸 市 1111事在日計画，1* . 土 木 )

酋 川 攻 ( 神 戸 市 郎 市 計 画 応 計 画 :}U . 建 築 )

稲ヲl' 紅 側 ( 神 戸 市 土 木 q 公 悶 緑 地 部 施 設 ，1県 巡 閲 )

市 洲 昌利( 和l' 戸 市 住 宅 局 住 宅 郎 主l! l 量諜・総書事)

村 主 げf 家 ( 神 戸 市 制1市 計 画 局 計 画 音s計 iilliJ !I! ・土 木 ) 115  



日本建築協会

月間の動き

昭 和 52年 1 月分

理 事

A. .  

M 

1 9日 4 時 - 5"寺 於 会 館 集 会 室

出席者 井 上 浅 理 事 ほ か 13理事、海上院事、

中 村 編 集 委 員 長 薮 本 、 fl:) 貯 和 歌 山

正日リ支部長

殺 事 ( 1 ) 通常総会開催の件

(2) 本会創立6 0周 年 記 念 日 の 祝 賀 行 事 の 件

(3) 寄 附 金 受 領 の 件

(4) 財 団 法 人 大 阪 住 宅 セ ン タ 一 理 事 就 任 承

3忍の f牛

(5) 入 退 会 者 承 認 の 件

(6) 報告事項

技 術 部 門 評 議 員 懇 談 会

2 6日 5 11寺半 - 7 11寺 於 会 館 集 会釜

出 席 者 里子々村評議員会議長ほか6 名

級 事 技 術 部門選出評議員候補者 6 名推せんの

イ牛

事 業 委

三 三」

若い会員の集し、小委員会

11 日 611寺- 9  n寺 於 会 館 集 会 室

出 席 者 森下副委員長、印藤 ・瀬 戸 本 ・ 千 楽

各幹事ほか 9 名

議 事 (1)第 8 回「建築と音楽」の実施 報 告

(2) 第 9 回、第 10 回の企画に つ いて

(3) 次年度委員構成について

広 報 小 委 員 会

1 2 日 611寺- 811寺 於 会 館 集 会 室

出 席 者 南刷委員長，佐 藤 幹 事 ほ か 7 名

殺事( 1 ) P R  研 修 親 睦 各 分 科 会 の 事 業 報告

及び事業企画に つ いて

(2) 次年度委員構成に つ いて

見 学 会 小 委員会

1 3 日 611寺- 8 日寺 於 会 館 集 会 室

出 席者品ｾ｜回目 ｉｊ 委 ｬｾ 長，水谷幹事ほか Ｕ 名

1義務 (1) 1 1 1司、 12 月の見学会実施報告

(2) 1 月の企画報告及び担当委n の選定

(3)  2 月 以 降 の 企 画 に つ い て

(4) 次 年 度 委 員 構 成 に つ いて

委 員 会

2 0 日 611寺- 811寺 於 会 館 集 会 室

出席者 ｾＱ ＱＭｬ Ｚ Ｑ 委員長，大統 ・ 小泉 ・ 掘 Ｑ Ｚ ＱＭＱ ＮＱ 何 ・

森下各副委員長ほか 2 名

機 事 ( 1 ) 各小委員会の事業報告及び事業企画

(2) 次年度委員機成について

(3)創 立6 0周 年 記 念 日 の 祝 賀 行 事

編 集 委 員
ム
一
品

4 月号線工材料特集編集幹事会

1 2 日 4 時 - 6 時 半 於 会 館 3 階 会 議 室

出席者 坂本良高、 柳 生 研 太 郎 、 野 井 正 時 各

1 1 6  建築 と社会/ 1977年 3 月号

特別幹事、雄日 ｬ 幹 Ｎｲｾ

議 事 (1) 4 月号施工材料 特 集 の 企 画

(2) r施 工 材 料 の 頁 」 の 企 画

編集委員会・広告企画小委員会合同委員会

14 日 4 時 - 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者 中村委只長、伴副委員長 ( 代 理;永沢)

ほか 9 名

議 事 (1) 2 月号「兵庫県特集 兵 庫 の 風 土 と 迷

築 ・建 築 界 」 特 集 経 過 報 告

(2) 3 月号「ニュータウンの管理」および

r 60周年記念号」特集報告

(3) 4 月号施工材料特集 ・5 月号法令特集

・6 月号計画特集の企画につ いて

(4) 収支および広告企画について

(5) 委員交代の件

5 月号法令特集編集幹事会

17 日 411寺- 6 11寺 於 会 館 集 会 室

出席者 西尾編集委員、梶原法規委員ほか 2

名

議 事 5 月号法令持集企画

6 月号計画特集編集幹事会

2 8 日 611寺- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 荒木幹事、藤本尚久 ・田中直人特別

事宇: qII まか 3 名

議 事 6 月号計画特集企画

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会 |

企画分科会

18 日 正 午- 211寺 於 会 館 3 階会議室

出席者 井 上 委員 長、酒井幹事ほか 2 名

議 事 (1 ) 建築 デー タシー ト製本版 ( 仮初、) 発 行

，i l i@につ い て

(2 ) そのほか

委員会

1 9日 511、¥'1" - 711幸、l土 於 会館 集 会室

ｉ ｾｐｉｊ 市Ｎｦ￮井 ＱＺ Ｎ点塚 ｊｅ 日 ｉｊ 委 ｴ ｊＮ長、 ｬ 市 ｬ 本 ・ ［ ｊｾ 人

凶 I 1;' 判 iI' 'J  ｾ＠ ほか 9 r， 

議。) i (1 )No. 58} ; '  ( 5  11 1t  1  i") の制。|在予定シー ト

につ いて

( 2)述築データ シート製本版 (仮 称) 発 行 計

函に つ いて

(3) そのほか

住 宅委貝

A. .  

M 

委員会

1 8 日 5 時 5 0分 - 7 時 3 0分 於 会 館 集会室

出席者 小西委員会ほか 12 名

議 事 (1  ) f 主宅委員会の活動について

(2) ピワコローズタウン住宅 コ ンクール審

査 協 力 に 関 す る 件

建 材 委 員 会 |

委 員 見 学 会 (大 同 鋼 板 (株 ) 本 社 工 場)

2 8 日 1 時 半 - 8 時

見学会終了後、宝塚対嵐荘にあ、 いて次年度の

委 n柿 成 、 新 建 材料 介など'舟= 織の後、懇親会

l制l1li o

参加者 15 名

見 〕

己
学

生 田 署 庁 舎 ・ 兵 庫 県 警 察 生 田 独 身寮 建 築工事

の 見 学 会

2 4日 211寺- 4 時

参加者 2 9名

設計Ａ， ｾｦｅｾ 里兵庫県建築制営繕練

施 工 株 式 会 社 竹 中 工務 庖

清酒 大 関 本 社 工場 の 見 学

2 8日 2 9寺- 5 "寺

参加者 4 6名

建 築 6 団体合同新年交礼会 |

4 日 l  時 半 - 211寺半

於 大阪コクサイホテル

参加者 名

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

1 8 日 811寺半 - 9 時 半

於 大 l以グランドホテ J レ

出席者 72名

' 日は大阪大学 名誉教授大養孝氏より万葉の

心に つ いてお3舌を伺 っ た。

Ｑ 月の入会者 Ｈ 敬榊 ｾ

〔団体会 員 l 社 〕

(株) 新 日 本 技 術 コ ンサルタ ン ト

〔個人会 員 12 名〕

近藤 浩司 是正田 孝二 向石 併二

勢川 和則 千極 光-.!tt 中! 時 宗 武

浴田 正雄 稲田 陣司 総本 孝夫

百野 初 男 守n 研二 波辺 功一

111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川!川11川11川11川11川11川11川1111川11川i“川11川11川l“i川11川11川11川11川11川11川11川11川i“川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11山11川11川11川!川11川11川11川11川!川l川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川!川11川11川11川1111川111川11川11川11川11川11山11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11山11川1111川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l“川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11 l  

構 造 設 計 者 募 集

- 資 格 建 築 専 門 学 校 卒 業 以 上 ・ 30才 前 後 の 方

. 面 接 随 時 ( 履 歴 書 ご 持 参 で お 越 し 下 さ し 、 )

株 式 会 社 岩 崎 建 築 設 計 事 務 所

代 表 取 締 役 岩 崎 仁 司

大 阪 市 淀 川 区 西 中 島 4 丁目 3 番 21号

シャンポールビ ジネス新大阪 1010号 室

T E L  大 阪 (305) 4077 

※  地下 鉄 西 中 島南方下車徒歩 3 分

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 



良 い 品 を 全 国 へ ヲ |  

金庫扉の生命をご紹介しましよう

金 庫 扉 の 生 命 は 何 と 言 っ て も 扉 の 内 部 に 挿 入 さ れ た 超 防 盗 合 金 一 ク マ ヒ ラ ア 口 イ で す。

ク マ ヒ ラ ア 口 イ は 、 3500

0

C に も 達 す る 酸 素 ア セ チ レ ン ガ ス で も 焼 き 切 れ ず 、 超 硬 チ ッ

プ 付 き の 電 気 ド リ ル で も 穿 孔 出 来 ま せ ん 、 又 、 高 所 よ り 650kg も の 銅 球 を 落 下 さ せ て も

割 れ な い ま っ た く 理 想 的 な 特 殊 合 金 で す 。 ク マ ヒ ラ の 金 庫 扉 に は 、 す べ て 、 こ の ク マ ヒ

ラ ア ロ イ が‘挿 入 さ れ て あ り ま す 。

1  . 耐溶断テスト 2. 耐 工 具 テ ス ト 3. 鋼 球 落 下 テ ス ト

悶空習12

本社 / 大阪市南区順慶町通 2 丁目 4 9番地 雷t 262- 2 2 2  1  

京都営業所 / 075-361-5411 和歌山営業所 / 0734 - 23 - 4768 

神戸営業所 / 078-331-5404 姫 路 営 業 所 / 0792 - 22 - 0863 

北陸営業所 1 0762- 62- 0701 !界 営業所 / 0722 - 21 - 6929 

八 幡

高 炉 量 ? # シ ト

A 種・ B 種・ C 種

工ヨコ:i ' 1J[1 @  

ロ ッ ク ウ ー ル 製 品 ・ 法 定 不 燃 材 不 燃 第 1022号

新日本製鉄化学工業株式会社

本 社 : 東京都中央 区 銀 座6- 17- 2( 木挽館) 03( 542) 1321 

名 古 屋 営 業 所 : 名古屋市中区栄4ート 1( 中部 EI本ピル) 052( 261) 8216 

大 阪 営 業 所 : 大 阪 市北 区中之島3- 3(朝 日 新聞大阪本社ピル) 06( 202) 5251  

高 松 営 業 所 : 高 松 市 亀井 町5- 1( 114銀行ビル) 0878( 61) 4320 

広 島 営 業 所 : 広 島 市 基町 13- 7( 朝日ピル) 0822( 28) 1875 

福 岡 営 業 所 : 福岡市博多駅3- 2- l ( 1-1本生命ピル) 092( 441 ) 2401-- 3  



ｾ銀銀銭銀総銀銭銀総銀

* 近代建築様式に適した 3

特殊ループインク;

Ｊ 東 ｾｹ ス防水工事 3  

ハイポシデル工法雪

⑫京五フィf 業 品 株 式 会 社

; ⑮建設省平和問 ー 3  

SE5011 

E山 一 ン ト ラ 川特性に

防かび性を加えました。

洗面所、浴室など温度の高いところでのシ

ーリング材にはかびがつきもの。ホテル、

旅館、レストランなど美観を大切にする場

所では悩みのタネです。 S E 5011 は、 かび

を寄せつけず、いつまでも純白さを保つの

で、安心してお{ 史ぃT員けるシリコーン ・シ

ーラントです。是非お試し下さい。

-

可、

/  当社従来品 1

4  

一ー ー '
Ｎ ‘・ Ｎ ｬ Ｎｊ ・ Ｍ ｾＭｾ

司 、 ｾ Ｍ 一 Ｎ Ｎ 一 一

L¥?までも自さが映えるシーラント

トーレコリコーコ椋京会社

本 庖 東 京 営 業 所 T E L (03) 243- 1551f何 ⑮103 東京都中央区日本橋室町2- 8 (三井ピ J 凶号館) 仙 台 営 業 所 T E L  (0822)27- 9528f何 哩880 仙台市一番町2-3- 20 (第3 日本オフィスピル9駒

大 阪 営 業 所 T E L (06) 373- 6801間<! ! ! 630 大阪市北区小深町1 -1 (阪急9 ミナルビ J 凶陶 広 島 営 業 所 T E L (0222)49- 7811 (j1 ) 串，730 広島市大手町2 ー 7 - 15 (広島三井ピル 6 階)

名 古 屋 営 業 所 T E L 佃52) 563- 3951(j骨<l ! ! 450 名古屋市中村区堀内町2- 32 (泡内ピル 4 階) 北 陸 営 業 所 T E L (0762)23- 1585(j也 哩820 金 沢 市 片 町 2 - 2  - 15 (北国ピル 3階)

九 州 営 業 所 T E L 加92) 712- 6158f向<l ! ! 8 10 福岡市中央区天神2- 13- 7 (福岡長銀ピ J レ5階) 千 葉 営 業 所 T E L (0436) 22- 5743f何哩l ! >299 - 01 市 原 市 千 種 海 岸 2 - 2  



ニ ＺＣｲｾ の不燃建材

0 トムウエット ・…・ ・- 鉄骨耐火被覆工事( 湿式吹付岩綿)

0 キャスライト …・……・鉄 骨耐 火 被覆工事( 成型耐火 被覆 材)

0 スプレークラフト… ・ … 鉄骨耐火被覆工事( 吹付ロックウール)

( トムレックス - R)

0 ニチアスラックス耐火間仕切壁

0 ニチアスフロア ……… ーフリアクセスフロア

0 ロックウール浮き床工法・・… ・… 集合住宅の床 衝撃 音 防止

｟Ｉ ｾｦ＠

十 一 ー

一 -
ーー

一一 一 -
一ー.- 一一ー

一 一 一

総 Ａ ニ ＺｬＭ ｲｾ
J V. A. K.  | 日本アスベスト株式会社

本 社

東 京 支 后

大 阪 支 庖

出 張 所

〒105 ，lfJ;r Ii fS港 区 芝 大門 1 ー 1 - 26 : 03 (433)  7 2 4 1  (大 代 表)

干 104 * 京市日中央区銀座 6 - 6  - 5  : 03  (572)  0 3 2  1  (大 代表)

〒542 大 阪 市 南 区 塩 町 通り 4 - 25 密 06 (252)  1  3 7  1  ((に 表)

建材 工事 06 (245)  3391 (代表) 建 材 販 売 06 (245)  3395 (代 表)

岡山 ・広島 ・姫路 ・四国

日 鎖 ザ'''1シ

公 共 住 宅 用

B L - K J  

K J  

B L  

スヂールド: 7 '

AL - 0 0 7  

BO- 0 3 4  

P- 003 

新 日 錨 グ ル ー プ

⑧ 目 錨 ザEソ シ 販 売 練 武 書 融

⑤ 日 錨 カ ー テ ン オ イ レ 鰍 読 書 融

東 京 都 千 代 田 区 神 田 錦 町 1 - 8  雷 03- 295- 4511

大 阪市 北 区 伊 勢 町30伊 勢 町 東 洋 ビ ル 雷 06- 364ー 1171

東 京 ・大 阪 ・名古 屋・仙 台・広島・高松



9 : イP J 警ー予ィ己ヨ: J - 80

- 特長

・ハーフ ビルディング ・エレメント方式による「やとい実」 精進。

解体、再組立の際、ど ζ からでも取リはずしが可能です。片面を組立てた段階でパ

ネル中笠宮1I に配線、配管ができ、ジョイント部分も柱など表面に出ないのでスッ

りした仕上りとなります。

・遮音性は標準パネル( 角 j皮裏打) で250- 2000Hz 平均36. 5dB。平 均42. 7dBの石:I'fポ

ー ド裏打の高遮音パネルも用意しています。

・すぐれた防火性能 不燃( 個) 第1257号 表面は塩ビ鋼板 〈ヒシメタ j レ〉 使用 。

・音1I材規格 パネル規格寸法 W = 900、1200 (白 地芯々 ) 厚さ 80"Ym 高3100弘以下 。

規格色 ライトグレー、ベージュ、 木目( チーク倒:R) 。

Ｙ ＭＺＭｴ ｐｊｾ ーティ ｓｉ ヨ ］ｊＭＵＰ
- フル・ビルディング ・エレメン ト方式 。パネル厚み印私 。 レディメ ー ド方式 上下

左右方向ともアジャス 卜可 能。防火性能 不燃( 個) 第1257号

ヲレーフ。ゥJ I - J cm

• P  P : $l イプ ・P : $ l イプ、天井から床まで遮断する工ア一世イト式。

・S : $ l イプ、上下に空間のあるスクリーン式。

上記のほかに各種世イプを用意しています。

λ 三泰樹脂

本 社! u，j( !i U千代川 I王Jι の内 2 - 5 - 2 韮 ピル 干 100

. .  03 (283)  4105 

A P dピυf A 阪di 点1>( 伏 見 町 5 ー 1 A IV.i 明 治 生 命 館 干541

. .  06 (203)  2301  

主 的 J I ( ，;c 03(283)4385 A 阪 06(203)2301

1'.;'，'" 052(561  )5591  ｾ｜ｉ＠ ｉｾｉ＠ 092(281 )8281 

音 を 入 れ な い。音を出さない。

ノ

辺

吸

不

思

議

じ

U

F

h

v

司

に

な

わ

。

不二の防音サッシはワンタッチ。

静かさ 5倍のサ ッシ と、いま 注目 を集めている

不二サ ッシの住宅問防音サッシ r F K- 防音 J 。

不 二 サッ シ ｾ ｾ ｬ 自の“召合せ締り機構 Ｂ の採用で、

窓を二重にすることなくすく守れた遮音性能を発御

します。 ワンタッチのハンドル操作でピタリと

遮音。 もちろん二重の窓にくらべ開閉の操作も

楽にでき、しかもお値段も経済的です。 静かで

快適な暮らしの実現に、ぜひ不二のホームサッシ

r F K- 防音」 をお役立てくだきい。

- 一般住宅用サ y シに比べ5倍の優れた遮音性能です.

・ J I S防音サッシ規絡に合致するわが国初の住宅周

防音サッシです. ・抜群の強度を誇 η、防風雨、防庫、

防宮に威力を発簿します. ・婦除がしやす〈、水密性

のよい階段式下枠を採用しています. ・色は、シルバーと

好評のニ a ーコ・- )レドカラーを用意しています. ・独特の

5点召合せ締門機構を採用( 実用新案申t.中)

京ＺＺｾ轟圏直雪国型

ｆｾ ・防盲

l  ｾ］ｄＧＺＺｊＡＯ 前五時一大栄ヒパ ー |  



歴史は石が伝え

建築史は大理石が

伝えました。

こ れ か ら の 建 築 は 、大 埋 石 カ ー テ ン ウ オ ー ル

“ MA P C O N" と “ P L MA R B" が 主 役 で す 。

株式会社矢橋大理石商庖

本 社 503- 22ー岐阜県太垣市赤坂町273f在地 TEL k垣 (0584) ＷＱ Ｍ ＱＲＱＱ ＨＨｾ 長 ｪ

k 阪支J ，l i 541- 大阪市東|メ I:Ji 腿循 2- 9野村ピル 5防 TEL k阪 (06) 202- 4905 ＨＨｾ＠ m 

ｾｩ＠ J;( 支出 TEL !主主 (03) 214- 3561  ＨＨｾｭ＠ 広島'ia草刈 ('EL 広島 (0822)9i - 1  8  6  3  

抗占111主山 (' Eし れ占出 (052)561- 3441( ( U，) 札帳台 ｾ 1'11清 rEL 札幌 (011)241- 4 7  7  6  

福岡伝業所 rEL 偏附 (092) ＷＲ Ｑ Ｍ ＰＳＸＴ ＨＨｾｍ＠ 北陸 Ｇ ｬ Ｇｦｾｊ 肩 ｔｅｌ 金沢 Ｈ ＰＷＶＲ Ｉ 42- 4  9  0  1  

現場の信頼に応 える
句F I " II. 製品

セメ ン ト 防 水 ・防 湿 用

セメ ン 卜 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン 卜 硬 化 促 進 用

セ メン ト 耐 寒 ・防 凍 用

コンクリ ー ト 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 E荒ゴム シー ト防水周

ウレタ ン弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

セメ ン ト起泡 ・軽量 ・裏込用

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

" 烹 ヲ ー

］割、・ｾート

7 1- 9: : -

' 1守- q L

% 2コート

ｚｾ Ｚｉ Ｍａ ι＠

一一 セメント混和剤 ・助材綜合メ ーカ一 一-

ｾ Ｎｾ， ｊ￠ 株式ｾｉｨ回ＱＺＺＺ ＱＮＮＮＮＭ 宝Ｋ
旬、宮つ会社. . . . . . . 園唱晶- _ ...... 

; i てデ東京都品川区二葉1- 18- 8 台東京 (787) 1131代表

東 北 支 庖 福島市下里子寺字述原3 - 2 n 0245(91) 1l 31間

関東営業所 茨 城 県 土 浦 市 大 PIT 14  - 3  n 0298(23)  1131<<"¥:) 

盛岡営業所 岩 手 県 盛 岡 市 月 ケ 丘3- 39 n 0196(45)  1331(的

大 阪 大阪市東成区東中本2- 17- 26 n  06 (974)  1131 



内 装 不 燃 材

広 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1 (_，H 日ビル)

fE話 相l' 戸 ( 331) 0881- 3  

支 底 大阪市北区絹笠町50{ セビル 5 附 502号室)

; 心話大阪 ( 364) 2031- 4  

倉庫 神 戸市立合区八 ｾｊ ｦ，Ｚ￬ｊＮ￺ 1  - 5  ( 屯話221 2923)  

陸屋根| 切れ は奥 山 式 川 「 絶 縁 工 法 を

新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

訓 ＭＢｉ ｬｩＮ 一向ｾ帯

ネミ) 苧 ヲ q イト

奥山化工業株式舎紅

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー l
( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

本 社

大 阪 出 張 所

名古屋出対所

札 帆 HJ ｾ 長所

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する/

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲加工一式

東京郎中央区銀座 8 - 4 ー 1 1  屯"，[; 03(  571 )2703- 4. 2370. 4064. 0264 

大阪市r . l 1島区m向中泊り 2- 3- 1  ';t，:訴 06(921)  2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

名 占 屋 市 南 区 帯 平 町 3 3  'Ili.話 052(811) 3  6  6  0 ・3 1 0 4  

札帆 市 中 央区北三 条点凶丁目 屯訴 011 (231) 7  5  1  1  

( カタログ進呈)

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番22号

電 話 (981) 061 Ｕ ｾ ｏ＠ 6  1  8  



⑤ 

Eヨ ー ヲ ヨ 必 = .L.&I・ ー....b.

l場 竜 支L 保 亘L

代表取締役 山 本 博 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 助 3 - 3  朝 日 ビ ル

T E L  大阪06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

市 垂 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

ボ 都 市 右 京 区 西 京 艇 高 野 町 2 1  

T E L 京高11 075 ( 3  1  1 )  1  1  8  5  ( 代 )

市 中 央 区 薬 院 1 ー 1 4  - 8  

T E L  悩 問 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気設 備 の 頁

社

A

Q

一

A

設 計 施 工電 気 設 備

朝

電 気 ・言十装工 事 設計 施 工

栗 原 工 業 械 式 会 紅

ー逮

国吹

本

本命土蛍 機 所

京 都営 業 所

英

大 阪市 北区高士亘回丁目 東 阪 急 ビ J レ T E L 0 6- 3 13- II OI

支 l吉 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・京 都 ・天 理

大 阪 南 ・神 戸 ・広 島 ・四 国 ・九 州

イ言原栗取締役社長

払1 岡福 岡 出 張 所

掴i

'"、.

代 表 取 締 役 林 敏夫

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町T 5  0  ( 堂ビノレ 7 階)

7江 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京行11 中 央 区 日 本 紙 箱 崎町 3 丁目 2 番 地

屯 話 ( 671) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 . K.¥ 山

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男

社

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社

常 務 取 締 役 支 社 長

大阪市東区高麗備五丁目 二八番地 電話大阪 (202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 仙 台 ・ 丸 ノ 内 ・ 名 古 屋 ・福 岡

営業所 ・出 蹄 斤 全 国主要都市20ヶ所

底

本

支

出 張 所

設計・施工

司'

株 式

電 気 工 事

エ

A

S

A

-

-

一

間

式

i

羽

株

帆

胡

機

嘉

伊

電

一
一

冷

附

暖

{

玉

制

気電

ro 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 医 成 育 三 l ド! 日吊， 1 七 号

1[l ，j孟 k 阪 (931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

大阪市城点医成育三丁目 l 七吊;一号 電ぷ大阪 (932)2869

奈良県御所rli 御国通360 司 ｲ ， ｬｾ 御所 Ｈ Ｒ Ｉ 0122  

枚方市山之 ｉＺｾｾｲ 1の 1 Ｇ ｾｲｲｲｦｬｩ 枚方 Ｈ Ｔ ＳＩＸＶＵＹ Ｇ Ｈ ＴＴ Ｉ 9232 

神 戸 市立 合区若ｾ［邑六川 Ｑ ， Ｇ、 需 ｬｩ 号 ';tUr!i fj 神戸(241)5969

ム一

A

企 -

ヌL中 本 電

本

資 材 倉 庫

奈良営業所

教方営業所

持 戸営業所

社

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂 ビ ル 3 階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新橋 2 - 1  6  ( ニュー新紙ビル 71渚)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  (代 )

堺 ・ 千 葉 ・ 宇 都 宮 ・ 熊 本

{.I: 

ｊｾ ミ

本

支

j占支

神 戸下¥!:1;Ji 

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 州 製 聞T 1 丁 目 1 1  0 接 地

1丘 話 大 l仮 (472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品川 区西h 反 臼 6 丁目 25番 II 号 ( 1l 'I';}:.) ビル )

f丘 話 束 ，i>: ( 491) 1746 ( 492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 合 区 鋳 物 r . rli 町 2 3 番 地

屯 ぷ 小 fr (  56 )  5  6  6  5  .  5  8  1  8  

俳 同 ・ 千 葉 和 歌 山 ・ 宇s 市 民

電 気 工 事 設 計 施 工

ネ土

A

Q

一

A
事 株 式工藤工太 陽

社.イメ

自日四林
取 締 役 社 長

1; 1， 

営 業 所

支

大抑止 rli 祈，r; ，) I:{ 柄 仏 7 - 22 - 8  

T E L (06)  452- 1  1  5  1 ( 代)

大|以 rli 此花| メ仏 l五 1 - 1  - 27 

T E L ( 06)  462- 1  3  0  1 ( 代)

キ土

屯カ工事本部

本

tU ｾｬ ￆ 内 ｔ

電 気 工 事 設 計 施 工

卒 富 士 電 業 株 式 会 社

電気設備設計施工

高千縫亀縦株式会結
⑮ 

中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代 表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 開

田
取 締 役{. I長

社本

凶」

右

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー 1 0  

電 話 大 阪 (06 ) 358  - 1  1  7  1 大 代 表

東 京 ・神 戸 ・ 九州

雄久崎取 締役 社 長

ヰ土本

営 業 所

営業所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 平 木 究

大 阪 市 北 区 梅 ヶ 校 町T 5  

電 話 大 阪 大 代 表 ( 312)

東 京 - 名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸

松 山

電気・計装・空調工事設計施工

電 気 工 事 ・ 骨十装 工 事 ・ 段 昔十 施 工

�ｹ ト菌室主工Ｚ，［ｾニアリレヲ験式 ￟ ｍＮｴ&  社

、昼ユ

1旦

大 阪 市北区西堀 川町15 T E L 06- 364- 3056(代 )

東 京 ・神戸 ・広 島 ・岡 山

名 古 屋 ・岡山 札 幌 ・苦 小 牧 ・浜 松 ・滋 賀

京都・高砂・ 三原・徳山- 松山・新暦 浜 ・福岡 ・沖 縄

方丈本山取締役社長

本 社

支 庖

事業所

6 番 地

8  8  8  1  

ネ土本

123 

支ｾ

営業所



空 調 ・衛 生 設 備の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

鼠 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

φ 郡朝日Z 業 社

4， 社 東京都港区芝松町 1 -25- 7  l lL話 (434)6171( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川区加山 1 -58-59 11L話 ( 302) 2271 ( 代)

文 ! 市 北 海 道 ・仙 台 ・ 名 古 屋 - 広 尚 悩 間

営 業 所 釧 路・ 函 館 ・盛 岡 ・横 浜 ' !'ii> 1潤 京 都 ・神 戸

給 排 水 ・衛 生

峻 冷 房 ・換 公 設 計 地 工

去 を 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 向 上E 町 - Ｇｾ ｬｩＺ Ｑ 治大阪 ＳＷＲ 局 Ｗ Ｑ Ｕ Ｑ Ｈ 代 Ｉ

京 都市東山 区大和大路正 而 ー ト ル Ｇ Ｑ ｬｩＺ ＱＱＱｾ 京 高 ＱＱＵＶＱ 局 ＴＹＴＴ Ｈ 代 Ｉ

神 戸 市 生 悶 区 下 山手. i i l i 六 ノ 一 定 話 相jI 戸 341局 5 8  9  2  

電 気 ・空 調 ・衛 生 ・ 防 災 ・ 産業 廃水 設備

設 計 施 工

. " 大 阪電気暖房株式会社

中

古

間

代

制

回

幻

-

m

q

L

S

リ

。
。
γ

h

u
広

井

4

一

d

d

u

τ

.

抗

W

H

A

沢

山

金

本

山

Y

E

V

J

 

o

n

z

 

日

ム円

・

・

新

一T

仙

松

岡

加

o

r

z

p

 

A
U
.

r

百

ト

口毘

・

-

-M

刷

古

山

浜

児

ド

名

問

償

山

叫

似

京

山

向

悶

戸

川

門

東

新

秋

神

似

阪

帆

岡

部

大

大

札

椛

京

社

底

所

所

機

張

本

支

営

出

空 気 鯛 和 段 備

各種送風機 ・風力輸送装置

蛤 排水 衛 生 役 備 段 計 施 工 設 計 製 作

空調機器類・公筈防止装置

各 種プラン ト設 備

⑪ 械式会社，，: ' 9. シ

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 T E L  ( 672) 1281 (大 代)

営 業 所 東 京 ・ 名 古屋 ・京 都 ・広 島 ・福岡 工場 和泉 ・名 古 屋

テ レックス 本社 No. 562- 7688 和 泉 工 場 No 538- 5898 

- 給 排 水 衛生 田 冷 暖 房

・ 空 気 調 和 設 備

回 そ の 他 管 工 事 一 切 の 設 計 ・ 施 工

⑮ (1明 州 場 所)

斎 久 五 業 株 式 会 社 大 阪 支 j主

大 阪 支 l苫 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電 話 06- 443- 5041附

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6- 2(日本ビルデインク )

電 話 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1閥

営業所 札帆 ・fl l! 台・千楽 ・名古屋 ・金沢 ・高松 ・岡山 ・稲岡

出必所 稲 井 ・ 合 敷 広 島 ・ 苫 小 牧

盗 気 制 和 重量 制a y  環 境 衛 生 施 訟

給 排 水 ・衛生 水 道 A  荷 役 運 搬 機 械

気 量 生 1r，u 1  ;;;、
日 ， 圃 圃 園 町F 化 学 鉱 山 機 械

j肝 b} # 、

==姐・ T 盤 繰 式 → . RIn *" r1;'  

四・句珊. . L . 現号 会 社 ノ 、 問 x . ...x... J ロ

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支 J汚長 藤 田 初 寂

大阪市東区北浜 2 T Iヨ2 2排 地 nt ftfi 大阪( 202) 代 表3071

本 1汚 点 京 ・日 比 谷 五 icl ピ ル

主 I苫 名 古 屋 、 制 問 、 札 税 、 広 品 、 仙 台 、 北 陸

山 知 所 隙 浜、問松、静岡、ｾｾ且 ｬ 、岡山、金沢

124 

空 気 調和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

φ 三建設備工業株式奮社

大 阪 支庖 大 阪 市 北 区 紅 仰 向 6 5 番 地 電 話 ( 352) 11 3 1  (代 )

本 社 東京都中央区日本紙動的投町 2 - 22 電話 ( 667) 3431  ( 大代 )

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 帆 ・広 島 ・福 岡 ・ 金 沢 ・新 潟 ・術 浜

空 気 調和 ・ 衛 生 設 備 設 計施 工

。株式会社 空

司 岡 島

-
-・・ 発 調

東京本府 東京都新宿区西新宿新宿住友ビル' ; I i J'司03- 344- 1911

大 阪 本 応 大 阪 市 北 区 11. a 町 16 需 J也 屯話 06- 363- 1371  

支 病 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 J込町 11 - 2 氾，iM 52- 581- 8571  

広，; ，¥ｲｉ￯ 紙 屋 町 Ｑ 丁目 Ｒ 帯 ＲＲ 号 ｾＱｉ話 ＰＸＲＲ Ｍ ＴＷ Ｍ ＴＵＳＵ

M岡市中央 区大名 2 丁目 4 搭22号 泣訴092- 761 - 3795 

H:  11A 所 横浜. t;，¥井 ・京高11' 神戸 松 江 ・沖縄

一 一 冷 ・暖 房 、 衛 生 、 機 器 配 管 、 設 計 施工 一 一

⑮ 
株会社式 主J 同主

71く エ 業 所

-1>: 社 大 阪 市 大 淀 区 南 浜 田r 3 丁目 14i係地

干 5 3  1  '，lL 111丹 大 阪 (372) 2  8  5  1  ( 代表 )

JIミi;': 支11
1
{ * 京抑中央区八丁均14 丁 n111昨7 J;J 

〒 1 0  4  ( I'i l j ' 千ビル )

'，11 ，;，fj  ｾｴ＠ i;': (551 )  8 0 4  1  (代表)

:H  ｉ ［ ｉ ｾ＠ 所 C， J[ l( ・伴 ， ｉｊｾ ・ 宇 r.J 1 ，/:¥・ -n ｩｉ ｾ＠

1: .¥ fl{ . 九¥ Ｑ 日ｾ .  ｪｻｾ＠ 111 . ; r : ，松

著 書 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 盆 };，'j 浜 通 1 - 2  5  ( 新大ビ J レ)

屯話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代)

本社 ・点京支府 東京都中央区日本締本石町4-2( 三井第二日1I 館)

1正訴 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代)

4片 山 長 ・九 州 ・広 仏 ・札 帆 ・東 海 村 ・ 北 |控 ・大 分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1- 1  4  T  E  L  06- 4 4  1  - 5  1  7 1  

支 庖 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・ 京 都 ・神 戸 ・ 福 岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・横 浜 ・ 静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑨ 精 畜 膏 浄 機 織 葺 畳 程

本 相 大 |坂市南区瓦昼間T 3千件丁68帯地( オート セン7 ーピル2賠)

到11必需号542 1li: Mi 大阪 ( 06) 768- 5  0  3  1 祢

東京' 託業所 東京都千代 川区九段南 2丁目 211F 5号( 九段ピ J レ81滑)

重lli 垣千書号 102 ｾ Ａｬ ［ｲ，ｲ ｩ 東京 Ｈ ＰＳ Ｉ 262- 3  2  4  1  - 4 需
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本 社 東京宣16 東京邸新宿区西新宿2 - 6-1 宮03- ) 44-1851(大1"1: ) 大阪支庖 宮崎ー203-37Z1 ( 大

代) 畠古車王后 tr052-211-1535(代) 九州主庖 宮032-431-2147 宮 様所 札幌・仙古・憎浜・広

島・神戸 出 張 所 ' 蹄 渇ー金 沢 大 宮 師 岡・豊図・ 京都・岡 山 松山 ・幣窓 鹿 児島・沖縄 ハ〆 コク

i星 ・湿度調整装置、暖房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ }j l血工

第一工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 日 間 町T 3  0  1 : 包括 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 間 区 丸 ノ 内 3- 3- 1( 新東京 ピ ル )

f也 君舌 ( 211 )  8  5  1  1 ・ 8 5 6 1 (1-¥: )

f1JJ 台 支 庖 仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

'i1I 昔舌 ( 21)  4  4  9  1  

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

包 括 ( 971 ) 3  6  2  1  

一 般 空 開 設 備 ・ 恒 温 恒 i X設 備・2令 謙 冷 蔵Z宣備

冷 却 乾 燥 設 備 ・ 環 境 改 善 設 備 そ の 他 上 記 に 附

- - - 帯 す る 衛 生 、 電気 等 一 切 の工 事 の 設 計 ・ 施 工

ｉｾ イタ苓本ＺＱ Ｗ ラシト輪読書担
司宝F 取 締 役 社 長 北 川 一 郎

本 社 大阪市大淀区中涼本; Wl 丁目 2 帯 地 ホ ー コ ク ピ ル

〒 531 1[ J，百 大 阪 ( 06) 372- 5171( 代 表)

支 1苫 東 京 再11 中 央 区 日 本 締 本 町 3 の 1 共 同 ピ ル

〒 103 m R，丹 東京 ( 03 )242- 5521( 代 表)

営 業 所 制 問 ・ 名 古 届 ー 広 }; ，¥ . 札 眺 1111 肯

空気調和・衛生設備 大阪ガス指定工事会社

設計・施工

ガス設備・ガス住宅設備 大阪ガス設備被器特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

( 旧三晃空調瓦斯工事部)

本 社 大 阪 市 北 区 木 幡 町 3 4 - 2 iTt 話 06 - 313- 1846 

Z6i #1215 大阪市北区木幡町 3 4 - 2 電話 06- 313ー 1846

Z  Z #実 態 枚 方 市 甲 斐 団 東 町 9 番 3 号 itl.話0720- 49 - 2128

設 備 音11 大阪市北区木幡町 3 4 - 2 電話 06- 313 - 1846

iT 剛容揖 鰐 枚方市甲斐国東町 9 番 3 号 電 話0720- 49 ー 2128

11)1 ・冷房 ・空会d 品，i ｪｉｉｾ Ｎ Ｉ 支制抑装置

回高

設 計 施 工

ｦ￭ｾ＠ 妻子1
ＺＮｾ＠

ー←

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 芝 田 町 55 番 地 ( 北 阪急 ビ ル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代 表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

く哩哩型量コ 空 気 調 和 設 備

考 計 施 工

換気・除塵設備調

東洋明‘ 工着信織式会極大阪安倍

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目 T E し(433) 8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

支 l吉 名 古 屋 ・ 福 岡

空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

e f 6 緊西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

営 業 所 京 都 ・ 広 島 ・ 天 理 ・ 福 岡

計 並 施 工

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

桝土及京都支庖 京者日市南区西九条J : 2 田町 2 0 番 地 の 1

包 括 (681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜 間 専 用 (691) 1045  

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37(天満橋北詰)

ｾ 話 Ｈ ＳＵＲ Ｉ 3  5  0  1  - 3  

四 日 市 支 1吉 凶 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ⑬7431- 3  

滋 賀 営 難 所 大 津 市 打 出 浜 13 - 15 .1L話 0775 ⑫ 9 7 3  8  

津 営 操 所 津 市 栄 町 2 - 1  1  1 電話 0592 ⑧ 3 6 1  0  

@ 醤 暖 属 博

司 F電'ー....

③同掛鴇掃員E

Ｍ・・・・・・・・・・ Ｔ 可 ｾｾｾｕ 唱了届

@平山互業株式会社

大阪市西区江戸堀通 2 の 2 T E L ( 441 )的 1994. ( 443)附0331

空気調和・恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@不ニ熱挙エ業撤去舎紅

本 庖 大 阪 市 南 区 jilfi1主町 2 - 5  0 屯話 261 - 2436聞

東京支庖 東京都大田区商馬込 1 - 2 ー 1 電話 773ー 1231間

営 業 所 銀 略 ・ 浜 松 京 都 ・ 神 戸 制 I，(，j

空気調和設備・ 給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設/ 設計 ・施工

⑬ 山 田 工 韓 幅 譲 倉 紅

本社且菅工事事童部大阪市西区京町混 1 - 6 - 8 世話06(443)8161 (大代表i

m境装置事業部大阪市淀川区三津屋南 1 - 1  - 35 電話 06(308)1491( 代表)

東 京 支 広東京都港区北青山3- 6- 18(共同ピル背山) 電話 03(4仰 )8905' 8973 

名 古 屋 支 広 名古屋市中区輩 2 - 16- 13(京極ピル) i!t 話 052(202)ω77(代表)

出 張 所 神 戸 福 岡 ・ 訟 山

12 5  



社 寺 数 奇 屋 用 瓦 ・ 大 仏 瓦

床 ・壁 内 外 装 用 瓦 ・一 大 仏敷 ・ 貼 瓦

内外 装 用策 変 美 術 タイ J レ一 大 仏 タ イ ル

新 発 売 …古 代 土 器 開 高 温 〆 タ イ ル ー ー大 仏 古 代 タ イ ル

@  

建 材 ・ そ の 他 の 頁
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大阪市北区 ｾ Ｚｾ仏北 ｵｲｲ 1  6  

大 阪 市 東 区 本 町 4 Ｍ ＲＷ 御・ Ｇｉ ｾ ピル

大 阪 市 点 区 備 槻 2 - 3  6  

本 主j

f卸j : t 営』住所

』前』相営J : ; 所

Standard 

庖

奉 仕感 謝の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

⑪: :  '11 淳 窯 零 歳

大阪市西区西本III J 1丁目 13 ｾ＠ 33 号

( 靭本町 1 丁目バ ス停 前)

大阪 06 (532)  0461 黒 木 反フ タ パ
電話

橋 モ 百 庖 j 用下 守E

V

 

種

陶器、ガ ラス製 品卸問屋

セ卜 モノの デパー卜

各ポツ酸耐建設省 ｾ定の防 火 材 料

基 材同等 o  0  0  3 号

基 材 同 等 o  0  0  3 号

基材 同 等 o  0  0  4 号

基材 同 等 o  0  0  4 号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

本 社 大 阪市東住吉区駒 川町 3 - 54  ｾ ｛，前 Ｈ ＰＶ Ｉ ＷＰＲ 一 Ｗ ＸＱＴ Ｍ 7  

東 京 事 業 所 ・名 古 屋 出 張 所 ・高 松 出 張 所 ・福 岡 出 張 所

内外装ホーロー建材及スパンドレル( ヨドウォル ・ヨ ドスパン)

屋根折版( ヨドルー フ) 販売及責任施工
株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支J吉
サクラ建産株式会社

ペ孟ふ

匂宅F

阪市都島区者[5島中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電 話 大 阪 (922) 代表4421- 3  

大阪市東区間施僑 2 丁目 9 ' J ! i ' 村ビ/レ5附 屯 話 大 阪 (202)4905

建築物自制自等 造作 工 事、家 具建 具・室 内装備工事

内 外装 飾 織 物 ・窓 掛 敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計施 工

DE C OR A T OR S ，L T D  F UT A B A Y A  

二葉屋装備工業株式会社

取 締 役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 06) 349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知 目 ｉｾ 建築業者許可 Ｈ 般 Ｍ Ｕ Ｑ Ｉ 第 Ｑ Ｒ Ｐ Ｖ Ｔ 号

図翻

12 6  



ι 進式
!と簡易間仕切デイオ.

オフィスでは人員の増減やシステムの改善等で，オフィスレイ戸ウトも流動的です。取( 寸，取はず

しガ簡単なディオは時代の要求にマッチし疋新しい簡易間仕切です。軽くて，剛性のあるディオ

パネル( イソバンド36) の表面は 0.5 %の塩ピ鋼板で僑成され，美しい室内感覚を出しています。

C P A丁目牛〉

奥村重兵衛株式会社口語正当; ;  

年中見ていただける 皆様の見本室

AM.  10. 00- P  .M.  5. 00 

日曜 ・祝日は休館

タイル
全 国 タ イ ル 展 示 協 会

|三|

常設展示場
大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  ( 06 ) 364 - 2059 

井上博 ・北 小 路 宏 共 著 85 版 ・本 文 162頁 ・￥3 ，200( 送料￥ 200

鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 工 事 の 配 筋 方 法 に は ， 大 ま か な 規 定 し か な い う え ， 規

定 そ の も の が 現 場 に 合 わ な い 面 が 多 い 。 こ れ ら の 問 題 点 を 突 い て 「 配 筋

方 法 J に た い す る 合 理 的 な 考 え 方 の 根 拠 を わ か η やすく解脱している 。

月刊

建 築 技 術

(  3 月 号 〕 定 f面 ￥ 700

- 池 坊 会 館 “ ロ ン グ ス パ ン チ ュ ー ブ 状 骨 組 の 設 計 と 施 工 "

・・・・・今里隆他

. 鉄筋接合方法のいろいろ… … ・… … - … … . . . ・ H ・. . 袴固定雄

. 基 礎 の プ レハ プ化 と 経 済 性 … … … … … … … … … 森 仁

・ 鉄 筋 コ ンクリ ー 卜 工 事 の 品 質 向 上 と 合 理 化 施工 … 森 一 他

・ 湿 式 吹 付 け ロ ッ ク ウ ー ル耐 火 被 覆 の 問 題 点 … … 横 山 明

. コ ン ク リ ー ト廃 棄 物 の 有 効 利 用 … … … … … … 小 野 竹 之 助

. 木 材 の 使 わ れ 方 か ら 見 た木 造 住 宅 の 地 域 性 … … 内 国 京 治

・ 設 備ユ ニ ッ トの 問 題 点 と 今 後 の 動 向 … … … … … 須 員 高

. 環境建築の思想… … … … … ・… … . . . ・ H ・... . . ・H ・. . 瀬尾文書長

. 構 造 計 算 デ ー タ シ ート・ ・・… ・……・・…ー … 構 建 設 計 研 究 所

〔特集号 案内〕

. 軟弱地盤と建築/ 49年 6 月 ・特 価 ￥ 1，000

・中小規模の鉄骨建築・配筋の要点/51年| 月 ・特価￥ 780

・躯体生産技術の向上をめざして /51 年4月・特価￥ 780

. 建築と接合/ 51 年 7 月 ・ 特 価 ￥ 1，300

. 住宅部品システムの普及 / 51 年 " 月・ 特 価 1，400

尾量一一一時l 中島 …
宮 03 <363>  421 1附 振替口 座 東京0- 72417番

三 ヨ 諾 建 築 技 術

1 2 7  



発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

-・・-

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ツ タ ー - リ ン グ グ リ ル ⑪ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッ フ 。 @ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋根材・ 壁 材 ・谷樋 棟 包 水 切 り に

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

大 島 応 用 化 学 東 大 阪 市 新 庄 ( 745) 5121- 5  

年中見ていただ、ける 皆様の見本室
|雲|

タイル

A M.  1O. 00- P.M.  5. 00 

日曜 ・祝日は休館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

梅田新進

128 

常設展示場
八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

豊 か な 経 験

最 新 の 技術

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 替 町1- 12 日 生 ビ ル 宮 (943)6571代 表

東 京 ・横浜 ・盛 岡 ・1! 日山 ・水 戸 ・浜 松 ・岡 崎 ・名 古 屋 ・富 山 ・ 大 津 ・京 都 ・堺 ・神 戸 ・ 広 島 ・ 福 岡 他 全 国 主 要 都 市
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オリエンタルメタル ( O . P . M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C . P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

責 任 施由自色 彩物尺長

種

c  

ロロ

タ 然 え な い

わ れ な い

腐 ら な い
W ジ ャ ン ポ 波

平 板 ・波板・棟 包・ 雨 押 類 ・谷 樋 ・竪 樋・軒 樋

通 風 器 ・ 排気 ダクト ・モ ニ タ ー

ボ ッ ク ス 波V i，皮S 大 波S ノj 、t皮;t皮キ反先見中各

途用

Tt ' J I ンヲ Jl ゑ9J t 製造株式会祖

大 阪 ( 412 ) 513 1代 表

蕨 ( 42 ) 3115 - 8  

大 阪 ( 488 ) 1081代 表

八 幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581) 2781 - 4

電 話

i'lI言i雪

電 話

電 話

電 話

兵 庫 以 尼 崎 市 昭 和 南 通 リ 3 - 26松 本 ピ J レ

崎 玉 県 政 市 塚 越 5 丁 目 6 祷 3 2 号

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  

福 岡 県 連 1:': 1m 水 巻 町 頃 末

名古屋市中 村 区泥江 田ｔｬ の ＲＴ ｾ 日 Ｒ 中総ビル
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カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

ヤ

ＧｬＨｾマ

ｾ￰＠ ，・

3従

fs，ZPヨ・スト-zb

ワ ン タ ッ チ ・ ・ ・ 洗 出 し 仕 上 ・ . .  

.. 

( 旭化成ミュー j レコー卜・セッ卜品 )

- ーカ タ ロ グ お送 りし ます- 全固有名建 材l苫 へ 御 閉 会 せ 下 さ い

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

発

売

元

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所
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舛倒。¥¥【志、

ひぴわれを¥ぐる
ik，lノkの原因では 、船体のひびわれによる ものが多い。

当然の ことながら、このひびわれを防止できれば、

耐ノk は確実に減ります。外fJ!l J断熱防ノドは、建物 自体

の温度変化 に伴うひびわれ防止に主眼を ;";ttL 、た工法。

ｩ ｾ ， ｬ ノ ドゼ 、 ロ への決め手です 。 断熱材を外 ｦｗｊ にするか、

内側にするかの差て、建物の 耐附 年限や居住性 に

大きな差がつきます 。断熱材は外fl!l J に。

・0 ・T 係まで技術資料をご請求ください。

ｾ＠
g 言、

田島ルーフインク" 株式会社

大阪: 大阪市西区京町堀 1 - 1 0 - 5 電話 (06) 443- 0431 

東京: 東京都千代田区岩本町3- 11- 13 電話 (03) 862- 8531 



新しし Jeヒューマン床材" シリーズ誕生O

三星アコスティカJレフロアーズと名づけました。

r，¥H'11の1rlスウェーテシからやってきたアコスチフロ九 このたび， 111  

ねのすくいれたH fiPrてれ1，:(. 化にlix.J ) ;しました。これを? 機会に， これまでの

「アコスチ/ ンム」含JHj金>)1) Ｈこう〉け ， 析し ｌ 小 ｉＧｉＯ｜Ｉ ｾ ｽｪ ｬｬ わえて ， アコステイカノレ

フロアーズと名づ、けました。f. f' 1{ ! ヒューマン j木村シリ ースーの誕ノ1:て℃

この! ぶ材は，これまでの発泡! 刊のない ljl . ・1刊のベーシックタイフ1のJふ-

M‘  クツンョンタイフ 。 のＡ木材とは ， ま っ たく児 ｦｚ の ｊ￀ｾ Ｎイて［ 1釘il搾11)立)1父1"1ー

にすぐ、れた性能をもっています。その4必街 l立、J' 九 、1V包序?を? サンドイツ

チした惚イト構造にあります。つ まり，先i包!付カ，; i是主l <: のクッションフロ

アのようなケミカノレ発j包とちカTい. メカニカルにつくられた般活Jなj1i 統

れi包て千部! 反されて いるカ・らです。しかも. ぷlMには，リッフラレ (さざ波)

状のすべりどめ} j ll 工もしてあ妓丸また，1i i[iI-持行遮|析性，保 i_ln'lt l ，I耐久

'1' 1，1りj ノドt t ｉ 耐 ｌｾ 品性 ＨこもＢ代 。 れて お り ， げ ｩ 潔な ｬ 本 Ｚ ＱＨｲ ￎ をつく り ます 二

アコステイ カノレフロアース‘は守 fげである施よシステムとともに. 今、! ふ-

Mに; J( められているあらゆる条1'1そ完 (1mした長代 jふ材て' To

ヒューマンスペースを創造する

|予言万4 刷 3qmg|

学 校 - 一 般 用

ａｬ ｃｾ 日 ｆ 回

匝 亙
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目
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引
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師
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体 育 館 用

ａｬ ｃｾ 日 ｐ 回
{ν ι ρ  

5. 5mm X  18ιIcmX 21 m ' 1C!!. 

2. Hmm X  I制 cmX 1Hm. 15色

:1.6001'1  m'  111 L! U  

3.5皿mX 184cmX25 m' 7色

...8001'1 m'  I lj t:J'.I 

V国最;町長用 固芯ョおi ｊｾ＠ thh斜l

東京営業所 ・東京都千代田区岩本側J 3 11 13干 101 n 03( 866) 610 I(代) 大阪営業所 ・大阪市西区京町堀 1 10 5干550n 06( 441 ) 5951 ( 代)

札 侵 n O" (23' ) 826 '  I山古 宮 0222( 22) 64 ' 3 宇 都 宮 古 0286( 22) 8264 新渇 古 0252( 45) 08 '6 横浜 n 045( 68' ) 4835 師岡 n 0542( 8' ) 5849 

名 古 屋 台 052( 57' ) 636' 金沢 n 0762( 3' ) 574 ' 広 島 台 0822( 46) 9436 高 松 宮 0878( 62) 5285 福岡 n 092(7 ' 2) 引 4'

• "IL'  Ｇ ｬ￫ｈ［Ｍ ニ ｾ ｾ ｒｉ Ｇ ｉ［ｒＨｴＢＺｾｬＧ ｯ
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価格は工事費も含めて、従来の

セントラルヒーティングの約半分

です。( 新築、 1階暖房の場合)

. 給湯はシャワ ー と洗面所、お台所1こ。給湯能力は8号相当

( ご家庭の小型ガス湯沸傑の約2倍の能力) です。

Ｎ 暖房は Ｖ 室まもボ‘イラーと放製Ｚｾｾを直接結びつける配管方

式ですから、あとからでも暖房する部屋をふやしていけます。

. 暖房配管には細 〈曲けの自由なアングノレチューブを使用。取

りつけ工事がし、ちだんと簡単になりました。

. ボイラーは屋外、屋内設置の2タイフい 、ずれもコンパクトで

耐久性を重視した設計です。

. 11.エックス』はフ。ランやご予算にあわせて選べ、るノ f ック販売を

し、たします。

※ パック価格に含まれないガス工事や電気工事など

の別途工事もありますので、く わしい内容について

は係員にご相談ください。
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。大阪耐叉


